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地区ガバナーになるためには、国内で開催される2回

（2011年9月、2011年11月）の「GETS」と米国・サンディ

エゴで開催される「国際協議会」への参加が義務づけ

られています。その報告は、ガバナー月信に報告させて

いただきました。これらの研修は、当地区でも3月31日に

開催されましたPETSに会長エレクトの皆様方に出席義

務があることと同様です。

サンディエゴ「国際協議会」は2012年1月16日～20日

までの間、朝から夕方までガバナーになるべく、研修を受

けて参りました。「Rotary Japan」のHP、「ロータリーの

友」にも詳細に掲載されましたので、ご覧になった方も大

勢いらっしゃると思います。

2012～13年度RI会長は、1968～69年度 東ヶ崎 潔氏、

1982～83年度 向笠 廣次（むかさ ひろじ）氏に次ぐ、30年

ぶり、3人目の日本人RI会長 田中 作次氏（D2770 八潮

RC）です。

今年度 田中RI会長のテーマは「Peace Through 

Service～奉仕を通じて平和を」です。これは、ただ単に

戦争と平和ということではなく、この平和は、一人ひとりが

心穏やかに日々 を生きていくことを意味し、このことが、ロ

ータリーの究極の目的で、ロータリーにしか出来ない世

界平和に通じる道である、と述べています。

ロータリークラブに入会して、ロータリーライフを充分に

楽しみ、この組織の将来についてお考えになったことが

おありかと思います。ロータリークラブは未来に続くものと

信じていますし、皆様方もそう願っていると思います。そ

のためには、ロータリークラブを引き継いでいく「若いロー

タリアン」の育成に力を注がなくてはならないでしょう。

それに加え、未来の地球平和を維持していく「若い

力・若いリーダーを育む」義務がロータリアン、あるいは

世の中の先輩である私たちにはあると思います。それを

踏まえて、2012～13年度の地区方針を「育もう未来の力

を～飛躍～」といたしました。

停滞している現状を脱却するためには、質の高い、ロ

ータリーにふさわしい新しい力を注入する必要に迫られ

ていることは、皆様方お判りだと思います。さまざまな社

会的変化に伴い、ロータリー自身、ロータリアン自身が変

化していく→変わらなくてはいけないのです。カルヤン・

バネルジーRI直前会長、田中RI会長もロータリーの改

革を訴えています。

今年度は、次の４つの言葉をKeywordにしていただ

きたいと思います。

①会員増強・会員維持

②会員研修

③健全な青少年の育成

④平和な社会への貢献

◎会員増強についてのお願い

現在世界で、120万人のロータリークラブ会員を、

2012～15年までに130万人にするのがRIの目標です。

当地区の2012年2月度の会員数は3,710名です。大

阪でも全力を尽くして「ロータリアンの素質」を持った会

員を増強する努力をしなくてはならないと思います。地

区で3,900名、各クラブ6％の純増をお願いいたします。



多分、この6％については、皆様「そんなこと出来な

い」と思われる数字だと思いますが、自然退会者を含め

た退会者のことを考えると、これでも結果的には、凄く低

い数字になってしまうことは、皆様良くお判りだと思いま

す。現在在籍している新しいロータリアンをロータリーク

ラブの次のリーダーとして研修を積んでいただくことは言

をまたないことです。各クラブ「プロジェクト3900」にご参

加下さい。

地区でも皆様方の負担金を極力少なくする努力をし

ていますが、会員が増加することで地区への負担金の

減額、強いては各クラブの会費等の減額につながり、会

員の増強と良い歯車になると思われます。

◎東日本大震災支援（災害支援）のお願い

Keywordには入れていませんが、震災支援も大きな

責務と考えます。

次年度も地区としては、災害支援を継続して参ります。

この支援は、今後何年に及ぶ事業か判りませんが、ロー

タリーとして継続すべき大きな事業の一つであると考え

て下さい。

次年度は支援の額は申し上げませんが、クラブ、ある

いは会員お一人おひとりのお考えで、出来る限り最高の

額を、地区災害支援基金に是非ご入金下さいますよう

お願い致します。第2660地区災害支援基金も現在枯

渇しています。災害支援プロジェクト委員会は、今後国

内外で発生するであろう災害に対しても支援が出来る

よう、地区として常設の委員会にしていくようにしたいと

願っています。震災の支援につきましては、2年目を迎え、

更に細かな「心を見守るような」支援が必要となってくる

でしょう。心のケアーが大事になってくる時期に入ってく

ると思われます。地域の社会保険協議会との連携も必

要になっていくでしょう。

災害支援プロジェクト委員会には、基金の管理のみ

ならず、この様な新しい展開の取り組み、新たな災害支

援へのマニュアル作成などの模索も併せて行っていた

だきたいと願っています。

現在、各クラブで行っている、東北のロータリークラブ

やその他の団体との連携は、更に深めて戴きたいと思

います。

震災支援につきましては、各クラブ、個人個人で考え

が大きく異なっていることも事実でしょう。

◎結びに

私は「灯心に火を点す」という奉仕活動が大切だと

思い、奉仕活動を行っています。お互いのニーズがかみ

合わないときは、そっと火を離し、心が通うまでじっと待つ

ことも必要な時もあります。

一度ともった灯が、明るく周囲を照らし、奉仕をする人

も「して良かった」、奉仕を受ける人も「それを受けて幸

せだ」と思う奉仕事業が大切だと思います。その奉仕を

実行、持続するためには、ロータリアンにふさわしい若い

力が必要なのです。

地区にとって、前向きで建設的なご意見は、出来る限

り取り入れたいと思いますので、お寄せ下さい。

最後になりましたが、一年間、皆様方のお力添えを戴

きながら重責を果たしたいと思っていますので、ご指導、

ご鞭撻の程をよろしくお願い申し上げます。

 

 
  
  
  
   
   
 



1944年9月20日

京橋耳鼻咽喉科

〒534-0023 大阪市都島区都島南通2丁目4番17号

1969年 関西医科大学卒業
1973年 関西医科大学大学院医学研究科外科系(耳鼻咽喉科)修了 医学博士
1973年 関西医科大学附属香里病院 耳鼻咽喉科部長代理
1977年 関西医科大学耳鼻咽喉科学講座 講師
1978年 旧西ドイツ ハンブルク市立ハイドベルク病院 助手併任
1981年 旧郵政省 大阪北逓信病院 耳鼻咽喉科部長
1989年 京橋耳鼻咽喉科開設 現在に至る

耳鼻咽喉科医

1992年10月29日 大阪中之島ロータリークラブ入会(チャーターメンバー)
1994～1995年度 会員選考委員長
1995～1996年度 SAA
1998～1999年度 副会長、クラブ奉仕委員長
2000～2001年度 会長
2003～2004年度 R規定・情報委員長
2004～2005年度 国際奉仕委員長
2005～2006年度 国際奉仕委員長
2006～2007年度 会長
2008～2009年度 社会奉仕委員長
2009～2010年度 IM実行委員長、R規定・情報委員長

1995～1996年度 地区親睦委員会委員
1996～1998年度 地区広報委員会委員
1998～1999年度 地区広報委員会副委員長
1999～2000年度 地区広報委員会委員
2009～2010年度 ガバナー補佐エレクト
2010～2011年度 ガバナー補佐
2011～2012年度 ガバナー・エレクト

ベネファクター
メジャードナー
米山功労者(マルチプル)



岡部 泰鑑直前ガバナーは、カルヤン・バネルジーRI直前

会長のテーマ「こころの中を見つめよう 博愛を広げるた

めに」、ご自身の地区方針「見直しをすすめ 新たな第

一歩を」を実践すべく、PETS、地区協議会のご準備を

万端整えられ、船出をお待ちになっておられました。しか

し、PETSの直前、2011年3月11日に発生した東日本大

震災によって、岡部直前ガバナーは、ご自身の方針を大

きく変更することを余儀なくされたと思います。しかし、敢

然とその難局に立ち向かわれ、先ず「D2660災害支援

プロジェクト委員会」を立ち上げ、東北の地に多くの支

援を実施してこられました。これは、当2660地区では初

めての50歳代のガバナーですが、実に冷静沈着なお人

柄によるものか、と感心致しています。2012年度もそのご

意向を引き継ぎ、東日本大震災支援活動を行って参りた

いと思っていますので、多くのロータリアンのご協力を紙

面をお借りしてお願い申し上げます。

もう一つ、岡部直前ガバナーの思いがこもった事業は、

新クラブの創設でした。サンディエゴ・国際協議会からお

帰りになった直後から「現在の社会情勢にあった、新し

いタイプのクラブ」の創設について熱く語られていました

が、電光石火それに着手されました。パスト・ガバナーの

横山 守雄ガバナー特別代表を中心に創立委員会を結

成し、大阪アーバンRCを誕生させられました。2011年12

月8日には、創立総会。今年2月6日にチャーターナイトを

挙行されましたことは既に月信などを通してご存じのこと

と思います。このクラブは、2011～2012年度 日本34地区

でただ一つの新クラブです。ちなみに、同クラブは、事務

局、事務局員は設けず、会員手作りのクラブ運営を行い、

朝7時30分から例会を開始、終わってから出勤という新

しいクラブです。

今年5月に行われましたタイ・バンコク国際大会でのRI

会長賞の受賞という快挙も成し遂げられました。これは、

会員維持率、新クラブ創設、R財団寄付額などのハード

ルをクリアした世界の地区で15位以内に入った地区に

贈られるもので、当地区としては初めてのことです。

私の心に残った岡部直前ガバナーの功績を三つ述

べさせて戴きましたが、まだまだ多くのことを当地区に残

して戴いたと思っています。

これからもD2660の若いリーダーとして、地区のため、

いや国際ロータリーのためにご活躍戴きたいと念願して

いますとともに、岡部 泰鑑直前ガバナーの指導力に心

から敬意を表し、感謝の言葉といたします。



平和という概念は、人によって、文化によって異なりま

す。心の平安や家族の幸せ、満足感を指す場合もある

でしょうし、人間の基本的ニーズが満たされた安全な状

態を指すこともあるでしょう。平和をどのように定義する

にせよ、それは奉仕を通じて達成できる目標です。

ロータリーにおいて、奉仕とは、片手間にすることでも、

たまに取り組んでみることでもありません。奉仕とは生き

方です。

それは、思いやりの心を重んじることであり、調和へと

いたる道です。生活のあらゆる場面で奉仕を実践する

ことによって、私たちは分かち合いの精神を育み、友好

を見出し、平和の道を選ぶことができます。

2012-13ロータリー年度には、平和が私たちの焦点、

そして目標となり、ロータリアンの皆さまには、「奉仕を通

じて平和を」もたらすため、積極的に活動していただくよ

うお願いいたします。平和に向けた努力は、すべての人、

家族、クラブ、地区、地域、そして国から始まると思います。

ロータリーの中核にあるのは、奉仕の力に対する信念

です。

奉仕を優先すれば、自分よりも他者のニーズが優先さ

れ、考え方ががらりと変わり、人々が抱える困難に対し、

深い同情の心が生まれます。人 を々助けよう、人々がもっ

と幸せになるよう自分にできることをしよう、という気持ち

がさらに湧き上がります。自分の時間やリソースを惜しみ

なく与え、新しい考え方に対してもさらに心を開くことが

できます。それは、他人を変えようとするのではなく、すべ

ての人やものが自分に何かを教えてくれること、毎日、新

たな成長の機会が与えられることを認識することになり

ます。

奉仕を通じて、私たちは、違いに対して寛容になり、周

囲の人に対して感謝の気持ちを抱くようになります。感

謝の気持ちを持てば、もっと相手を理解でき、あらゆる人

の中に善を見出せるようになります。こうした理解を深め

ることで、他者への尊重の念が高まり、互いに対する尊

重の念があれば、人々は平和に暮らすことができると思

います。

ロータリーの奉仕は、さまざまなかたちで平和を助長

します。

私たちは、クラブと地区で、世界中の地域社会に健康、

安全、人間の尊厳をもたらすために活動し、競争よりも

協力、自分の儲けよりも公益に価値を置こうという気持ち

が、私たち一人ひとりの中に生まれます。自分を見つめる

ことを通じて、私たちは、完璧な人間などいないというこ

と、そして誰もが人から何かを学べるということを理解し

ます。

ロータリー独自の標語、「超我の奉仕」は、奉仕の最

高のかたちを表しています。このような奉仕こそ、私たち

が歩むべき道であると、私は信じています。この道はロー

タリアンが築いた道であり、世界のすべての人々が歩む

ことのできる道です。さらに深い思いやり、満足、寛容、理

解へといたる道です。

「奉仕を通じて平和を」を標榜するなら、私たちは、自

分たち、そして世界のために、さらなる平和へ向けて邁

進していくことができるでしょう。

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

田中 作次氏は、株式会社ダイカ会長、全国家庭紙同業界連合会会長、八潮市商工会副会長を務められました。

1975年に八潮（やしお）ロータリー・クラブの創立会員としてロータリーに入会して以来、RI理事、ロータリー財団管理

委員のほか、2009年バーミンガム国際大会委員長をはじめとする各種委員会の委員と委員長、ロータリー財団地域

コーディネーター、地区ガバナー、研修リーダーを歴任されました。自身が所属する地区では、バングラデシュに学校を

建設する活動に献身されました。

RI超我の奉仕賞およびロータリー財団の功労表彰状と特別功労賞を受賞された田中氏は、京子夫人とともにポール・

ハリス・フェロー、恒久基金ベネファクター、大口寄付者、そしてアーチ・クランフ・ソサエティーのメンバーとなっています。

このほかにも、ロータリー平和フェローシップ基金を設立されました。

京子夫人とは1963年にご結婚され、現在、埼玉県八潮市にお住まいです。

3人のお子さんと6人のお孫さんがいらっしゃいます。

田中 作次（埼玉県、八潮市） 

2012-13年度国際ロータリー会長

2006-10年度ロータリー財団管理委員

2003-05年度国際ロータリー理事

1994-95年度地区ガバナー



RI第2660地区の会員の皆様、2012－13年度のため
の地区協議会を無事終了させていただきまして誠にあ
りがとうございました。当日はゴールデンウイークの初日で、
絶好の行楽日和になり、御参加の皆様方特に御家族の
方には申し訳なく思いましたが、主催者側といたしまして、
爽やかな本当に気持ちの良い五月晴れの中で地区協
議会を開催させていただいたことは誠に幸せでありまし
た。2011～12年度 岡部Gをはじめ多くのPGそしてGN・
地区役員・地区委員の皆様方のご出席を賜りまして心
より感謝申し上げます。また、講演をしていただきました
第2690地区 鳥居滋PGには、お忙しい中第2660地区の
会員のためにわざわざ大阪までご来駕くださり、私たちに
貴重な講演をしていただきましてありがとうございました。
地区協議会はRI会長のテーマのもとに次年度の地

区運営の方針・指針を、地区GEが各クラブの役員の皆
様方に直接お聞きいただき、地区としての基本方針を伝
え、皆様方各クラブが活動していただく方向性を示す場
であります。2011－12年度 高島GEは2012年1月16日か
ら20日までアメリカ・サンディエゴで開催された国際協議
会に出席され、日本人として三人目となる2012－13年度
RI会長 田中 作次様の活動方針を研修してこられました。
第１部の本会議では、その国際協議会の指針をもとに
ご自身でたてられた、第2660地区2012－13年度ガバナ
ーとしての方針を会長エレクトはじめクラブの次期リーダ
ーの皆様に発表されました。

第2部の部門別協議会はGEの方針と目的をいかにク
ラブ内で実践していくかを協議していく場であり、各部
門では活発な意見が出ました。時間いっぱいまで質疑
応答などがあり有意義な時間でありました。
高島GEはロータリークラブに大きな夢をもっておられ

ます。「人と人の繋がり」を大切にするロータリーが大好
きであります。そして日本人RI会長の下でガバナーを努
められることに喜びを感じられておられます。本年度RI
テーマ「奉仕を通じて、平和を」のもとに、高島GEは1年
間精一杯努力されますので、第2660地区のロータリアン
の皆様方に、ご協力をお願いする次第であります。
最後に、地区協議会の開催にあたり、大阪西南RC、

八尾RC、大阪城南RCを始めとして多くの先輩ロータリ
ークラブからアドバイスをいただきまして誠にありがとうご
ざいました。またCOホストクラブとしてご協力いただきま
した、大阪中之島RCの祖父クラブであります大阪天満
橋RC、親クラブであります大阪大手前RCの会員の皆
様方には深く感謝いたします。歴史が浅くメンバーの少
ない私たちのクラブで、高島会員がGNとしての候補に
上がったときに、不安な気持ちで御相談申し上げたとこ
ろ、気持ちよく「応援してやるよ」と言っていただいたこと
であります。その一言で私ども大阪中之島RCが勇気を
いただきました。ロータリーの友情がこれほど強いと感じ
たことはございません。本当にありがとうございました。
そして地区協議会を無事終えることができまして、第
2660地区のロータリアンの皆様本当にありがとうござい
ました。

 

  



今年度RI会長 田中 作次氏のテーマは『奉仕を通じて
平和を』です。
平和は元々は、[永遠の安寧][灼熱の中で、涼しい池の
上の蓮の上]等のようなイメージを持った仏教用語です。
「世の中を平和にしよう」といった場合は、ほとんどが、
平和＝人間にとって都合の良い世界と言う事で成り立っ
ています。
平和を、全ての均衡が保たれた状態であると定義する

ならば、平和になった場合争いや心の揺らぎが無くなり、
幸せやそれを感じる心の揺らぎも無くなってしまうことを、
忘れないようにしたいものです。
ロータリー活動における、平和の定義を考える時機に来
ているのかもしれません。
一年間皆様方のお手伝いをさせていただきます。暖か
いご指導、ご鞭撻をお願い申し上げます。

ガバナー補佐のご指名をいただき、身に余る大役です
が、何事も前向きに考えてそして行動しなければとの思
いでお受けいたしました。
高島ガバナーと担当12クラブとの橋渡しと、G補佐の重
大さを考えるとき、身に余る重荷ですが、与えられた役目
を幸せと感じ精一杯頑張る所存です。
今年度のテーマである「奉仕を通じて平和を」ですが、

奉仕の根底には思いやりの気持ち、即ち心からの思い
があってこそと思います。
偉そうなことを申しましたが、こんな想いで職責を果たす
所存です。
12クラブの皆様気楽にお声をかけて下さい。
共に色々強強していきたいと思います。
皆様の暖かいご支援をお願いいたします。

 
 

 



  本年度ガバナー補佐の重責を承ることになりました。
高島 凱夫ガバナーの本年度の地区方針及び強調事項
を実践していくために、各クラブの歴史と伝統に基づく
奉仕活動の自主性を尊重しつつ、各クラブを定期的に
訪問し、クラブの業績等について会合を持ち、効果的な
ロータリークラブとなるための活動計画を検討します。
各クラブの活動の進捗状況について、常にガバナーに

報告すると共に、ロータリーの発展を促し、問題点につ
いて対応する方法を提案したいと思います。
IM3組の良き文化・伝統について三村 雄太郎前G補佐
から指導を受けましたので、微力ながら重責を果たして
いくように努力しますので、皆様のご指導、ご協力をお願
い致します。

今年度、ガバナー補佐の重責を承る事になりました。
昨年は、岡田前ガバナー補佐様の熱心で情熱あふれる
活動を肌で感じさせていただきました。
その経験を生かし皆様方のお役に立ちたいと思ってい
ます。
今年度 高島ガバナーの方針「育もう未来の力を～飛躍
～」のもと、４項目の強調事項の推進のため、各クラブと
のパイプ役として、時には教え、時には教えられ、手を取

り合ってがんばってまいりたいと思います。
地区からの情報を皆様方にお伝えする事も大事な責務
でございますが、皆様方からのご意見を地区に伝える
事も重要な事だと思っています。
とくに皆様方からのご意見、ご要望をお待ちいたします。
精一杯勤めさせていただきますので、皆様方のご指導
ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。



森前ガバナー補佐の後をついて廻り、又ガバナー事務
所での指導を受け、本年度のガバナー補佐の重責を承
る事となりました。地区と各クラブとの融合化に微力では
ございますが頑張る所存でございます。
本年度のテーマは「奉仕を通じて平和を」ですが、平和

を維持するにはあらゆる予防処置対策が必要だと思い
ます。
奉仕の心が生きた奉仕の実践と成果に継がるように会
員皆様のご協力の程お願い致します。

IM第6組 今期ガバナー補佐の重責を引受させて頂くこ
とになりました。
今年度 IR会長、田中 作次氏はロータリー究極の目的
である世界平和を実現可能なものとして探求するため、
そのテーマを「奉仕を通じて平和を」とされました。そして
高島 凱夫ガバナーは平和実現に通ずるものとして地区
の年度方針を「育もう未来の力を～飛躍～」とされました。
穏やかな心が平和に繋がる手段としてみんなで奉仕活

動に取組んでいきたいと存じます。
各クラブには歴史と伝統を基盤とした活動実績がありま
すが、ガバナー補佐の役割としては地区と各クラブ間の
橋渡しと情報提供・交流・親睦のお手伝いによって、ガバ
ナー・ガバナー補佐・クラブ間のより緊密な運営が、IM内
の奉仕促進となるよう努めてまいります。
各クラブの皆さまのご指導とご協力をよろしくお願いい
たします。

  



 

  

 

次年度、ガバナー補佐の指名を受けて以来、IM第7組
丹羽直前ガバナー補佐から懇切丁寧なご指導を頂き、
何とか一年間精一杯頑張る覚悟を致しました。
本年度 田中 作次RI会長がRIテーマとして「奉仕を通じ
て平和を」を掲げられ、その最後に抽象的にいうと「平
和とは幸福感や心の平穏・静けさ」と述べられています。
またRI第2660地区の方針として高島ガバナーは「育もう

未来の力を～飛躍～」と発表されました。
このような両者の方針に沿うべく、出来る限り努力をして
地区とIM第7組各クラブ間における情報交換と協力、
更に一層の親睦を深めるよう努めたいと思っております。
何卒この一年間よろしくご指導ご協力の程、心よりお願
い申し上げます。

今年度ガバナー補佐を承ることになりましたが、知識も
経験も少ない私に何ができるのかと考えると不安で押し
潰されそうです。
今年度RIのテーマは「奉仕を通じて平和を」。奉仕とは
生き方であり、思いやりの心を重んじることであると田中
RI会長は言っておられます。高島ガバナーは、今年度の

地区方針を、「育もう未来の力を～飛躍～」。また、「会
員増強と災害支援のお願い」を掲げておられます。
各クラブの皆様が、RI方針、地区方針に基づき、クラブ
活動をより良く実践できるよう、地区とクラブの橋渡しに
精一杯務める所存でございますので、皆様のご指導、
ご協力を宜しくお願い致します。



 1 地区資金
 2 RI助成金
 3 雑収入

37,000,000
2,000,000
600,000

39,600,000

36,000,000
2,000,000
600,000

38,600,000

△1,000,000
0
0

△1,000,000収入合計

 
 
 
 
 
 
 
 
 

A 負担金
 1 ガバナー会
 2 ロータリー文庫
 3 平和奨学生支援協力金

800,000
1,200,000
60,000

800,000
1,200,000
60,000

0
0
0

2,060,000 2,060,000 0小 計
B 会議費
 1 PETS・地区チーム研修セミナー
 2 合同地区委員会
 3 財団セミナー

1,500,000
900,000
600,000

1,500,000
900,000
600,000

 4 DGPGGE会議 200,000 0
 5 G補佐・地区幹事会 30,000 30,000
 6 GE国際協議会 730,000 730,000
 7 予備費 100,000 100,000

4,060,000 3,860,000

0
0
0

△200,000
0
0
0

△200,000小 計
C ガバナー関係費
 1 ガバナー事務所経費
 2 ガバナー月信費
 3 ガバナー補佐経費

29,930,000
5,300,000
100,000

30,200,000
5,300,000
100,000

 4 直前DG記念品 100,000 100,000
35,430,000

120,000

35,700,000

270,000

D 地区基金への繰入金 5,000,000 5,000,000
E 総予備費 120,000 0

41,670,000 46,740,000 5,070,000

0
0
0

270,000小 計

支出合計
△2,070,000 △8,140,000 △6,070,000収支差額
3,672,588 24,636,746 20,964,158前年度繰越金
1,602,588 16,496,746 14,894,158次年度繰越金



 
 
 

 1 家賃・光熱費
 2 給料・手当
 3 厚生費
 4 コンピューター関係費用
 5 DGGE交通会合費
 6 印刷費
 7 交通通信費
 8 文献費
 9 事務用品費
10 什器備品費
11 雑費
12 予備費

4,400,000
16,530,000
2,300,000
1,300,000

4,500,000
16,700,000
2,300,000
1,300,000

100,000
170,000

0
0

900,000 1,000,000 100,000
1,400,000 1,400,000 0
1,500,000 1,500,000 50,000
50,000 100,000 50,000
600,000 600,000 0
150,000 200,000 50,000
500,000 500,000 0
300,000 100,000 △200,000

29,930,000 30,200,000 270,000合 計

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 



A 地区委員会活動費
 1 DG指名(委)
 2 意義ある業績賞(委)
 3 クラブ奉仕部門

30,000
20,000

0
0

①クラブ奉仕・拡大増強(委) 480,000 0
②広報(委) 6,210,000 △5,550,000

 4 職業奉仕部門
職業奉仕(委) 250,000 △10,000

 5 社会奉仕部門
社会奉仕(委) 450,000

30,000
20,000

480,000
660,000

240,000

430,000 △20,000
 6 新世代奉仕部門
①新世代合同委員長会議 △2,000
②青少年活動(委) △1,000,000
③ローターアクト(委) △200,000
④青少年交換(委) △150,000
⑤インターアクト(委) △50,000

 7 国際奉仕部門
国際奉仕(委) △10,000

 8 ロータリー財団部門
①ロータリー財団(委) △10,000
②財団FVP(委) 200,000
③財団情報・増進・ポリオプラス(委) 0
④財団奨学金・学友(委) △20,000
⑤研究グループ交換(委) 300,000
⑥財団人道的補助金(委) 0

 9 米山奨学部門
米山奨学(委) △10,000

10 災害支援プロジェクト 100,000
11 RI規定審議会派遣積立金 200,000
12 RIJYEC維持協力金 0
13 危機管理積立金 9,000,000
14 予備費 △500,000

32,000
5,500,000
4,700,000
5,650,000
2,000,000

320,000

300,000

30,000
650,000
2,700,000
45,000

350,000

200,000
400,000
500,000
2,000,000

30,000
4,500,000
4,500,000
5,500,000
1,950,000

310,000

290,000
200,000
30,000
630,000
3,000,000
45,000

340,000
100,000
400,000
400,000
9,500,000
1,500,000

B RI会長DG協調事業費 3,000,0000 3,000,000
C IM広報活動補助金 02,400,000 2,400,000
D 研修委員会 1,000,000200,000 1,200,000
E ロータリー研究会準備基金 00 0

2,268,00032,817,000 35,085,000

 1 地区資金
 2 ポリオ広報活動協力金

25,900,000
5,550,000
31,450,000

25,200,000
0

25,200,000

△700,000
△5,550,000
△6,250,000収入合計

小  計

6,268,00035,417,000 41,685,000支出合計
△12,518,000△3,967,000 △16,485,000収支差額
14,457,55713,303,410 27,760,967前年度繰越金
1,939,5579,336,410 11,275,967次年度繰越金



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 前年度繰越金

地区資金
地区大会会計へ
地区大会会計から戻入

次年度繰越金

7,905,257
18,500,000
18,500,000

9,245,981
18,000,000
27,245,981

1,340,724
△500,000
8,745,981

0 9,245,981 9,245,981
7,905,257 9,245,981 1,340,724

（財）米山記念奨学会より
選考試験補助金
カウンセラー研修会補助金
ホームカミング補助費
レクリエーション登録費

2,700,000
0
0

2,700,000
0
0

0
0
0

0 0 0
0 0 0

米山奨学歓送迎会登録料 0 0 0
受取利息 0 0 0

2,700,000 2,700,000 0

 

収入合計

米山活動費
カウンセラー研修会
情報交換会
レクリエーション
選考会

0
0

0
0

0
0

2,700,000 2,700,000 0
0 0 0

歓送迎会 0 0 0
オリエンテーション
ホームカミング
米山奨学会学友会支援
米山委員長会議
（財）米山記念奨学会へ返金

0 0
0 0

0

2,700,000 2,700,000

0
0 0 0
0 0 0
0 0 0

0支出合計



クラブ拠出金
受取利息

0
0

0
0

0
0

前年度繰越金
地区活動資金繰入
実際派遣事業

1,054,400
200,000

0

1,254,400
400,000
1,000,000

200,000
200,000
1,000,000

1,254,400 654,400 △600,000次年度繰越金

前年度繰越金
地区基金繰入
研究会会計へ

6,000,000
0

6,000,000

0
0
0

△6,000,000
0

△6,000,000
0 0 0次年度繰越金

前年度繰越金
地区活動資金繰入

500,000
500,000

500,000
9,500,000

0
9,000,000

1,000,000 10,000,000 9,000,000次年度繰越金

0 0 0収入合計

プロジェクト資金
送金手数料
支出合計
収支差額
前年度繰越金

0
0

0
0

0
0

0 0 0
2,144,659 1,773,151 △371,508
2,144,659 1,773,151 △371,508次年度繰越金

前年度繰越金
受取利息
特別会計へ取崩
地区運営資金から組入
利息を本会計へ繰入

0
0

15,000,000
0

15,000,000

0
0
0

0
0 5,000,000 5,000,000
0 0 0

15,000,000 20,000,000 5,000,000次年度繰越金

    

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

  

  

 

  

  

 

  

 

  

  

  

  

  

 
     



2012年

2012年

8月

7月21日（土）

8月3日（金）～5日（日）

12月7日（金）～8日（土）

8月25日（土）

10月6日（土）～8日（月）

6月23日（日）～26日（水）

2013年3月23日（土）

4月27日（土）

5月3日（金）～5日（日）

5月17日（金）～18日（土）

2013年

9月

10月

10月

11月

11月5日を含む週

12月

1月

1月27日を含む週

2月

3月

3月13日を含む週

4月

6月

2月23日

会員増強・拡大月間

新世代のための月間

職業奉仕月間

米山月間

ロータリー 財 団 月 間

世 界 インターアクト 週 間

家族月間

ロータリー理解推進月間

追悼記念週間

世界理解月間

識字率向上月間

世界ローターアクト週間

雑誌月間

ロータリー 親睦活動月間

 合同地区委員会 大阪YMCA

 地区財団セミナー

 地区大会

 世界平和フォーラム 広島

生駒山麓公園

大阪YMCA

 秋のライラ（ホスト：地区委員会） 信太山青少年野外活動センター

 PETS･地区チーム研修セミナー 大阪国際会議場

 地区協議会（ホスト：八尾中央） 大阪国際会議場

 春のライラ（ホスト：千里メイプル） 六甲山YMCA

 国際大会 リスボン（ポルトガル）

ロータリー創立記念日/
世界理解と平和の日

少年少女ニコニコキャンプ
（ホスト：大阪中央）

リーガロイヤルホテル・
大阪国際会議場

広島国際会議場･
ANAクラウンプラザホテル広島

（Membership and Extension Month）

（New Generations Month）

（Vocational Service Month）

（Yoneyama Month）

（Rotary Foundation Month）

（World Interact Week）

（Family Month）

（Rotary Awareness Month）

（Remembrance Week）

（World Understanding Month）

（Literacy Ｍonth ）

（World Rotaract Week）

（Rotary's Magazine Month）

（Rotary Fellowships Month）

（Rotary Anniversary/
 World Understanding ＆ Peace Day）



国際ロータリー世界本部

ロータリー文庫

国際ロータリー日本事務局

公益財団法人
ロータリー米山記念奨学会

一般社団法人
ロータリーの友事務所

国際ロータリー第2660地区 
会計
松任 保勇（まつとう やすお）

Rotary International
One Rotary Center, 1560 Sherman Avenue, Evanston, IL 60201-3698, U.S.A. 
TEL 1-847-866-3000 FAX 1-847-328-8554 または 1-847-328-8281

〒105-0011  東京都港区芝公園 2-6-15   黒龍芝公園ビル3Ｆ
TEL（03）3434-8681 FAX（03）3578-8281
（三井住友銀行 京橋支店 普通 0920373）  

〒115-0045  東京都北区赤羽2-51-3  NS3ビル  1階

奉仕室 TEL（03）3903-3161 地区・クラブ関係のお問い合わせ

財団室 TEL（03）3903-3192 ロータリー財団関係のお問い合わせ

経理室 TEL（03）3903-3183 出納関係のお問い合わせ

資料室 TEL（03）3903-3194 文献・資料の注文、お問い合わせ

各室共通 FAX（03）3903-3781 

〒105-0011  東京都港区芝公園 2-6-15   黒龍芝公園ビル3Ｆ
TEL（03）3433-6456 FAX（03）3459-7506

〒105-0011  東京都港区芝公園 2-6-15   黒龍芝公園ビル4Ｆ
TEL（03）3436-6651 FAX（03）3436-5956
（三井住友銀行 浜松町支店 普通 7450015） 
〒541-0052  大阪市中央区安土町1-5-11 トヤマビル東館6階
TEL（06）6264-2660 FAX（06）6264-2661
（りそな銀行 大阪営業部 普通 1455115 ）

6．充填未充填職業分類表
5．クラブ細則の変更
4．物故者報告用紙

2．クラブ会員数及び出席率等報告 翌月15日午前中までに必着

その都度
その都度
8月31日

2012年5月1日

3．クラブ会員数および
女性会員数報告のお願い

7月1日
1月1日

 
 

 

 
 
 

 
 

前期 7月7日までに必着
後期 1月10日までに必着

7．効果的なロータリー・クラブと
なるための活動計画の指標

9．新入会員､退会者､会員の
住所または種類の変更

10．クラブ会長､幹事､例会場、
日時､事務所等の変更届

11．RI文献購入申込
各RC常備の注文用紙にて

12．次年度クラブ会長・幹事報告
（公式名簿・記載資料）

13．国際大会提出・信任状証明書
（会長・幹事のサインが必要）

1．半期報告

2012年7月1日

2012年10月31日

その都度

その都度

その都度

クラブ役員が決定次第

4月

ガバナー事務所

ガバナー事務所
ガバナー事務所
ガバナー事務所

ガバナー・エレクト事務所

①国際ロータリー日本事務局
②（写）ガバナー ③（写）クラブに保管

ガバナー事務所
前期：6月30日付、7月1日付 後期：12月31日付、1月1日付

所定の用紙3部に記入して､ガバナー・エレクト事務所に１部
ガバナー補佐に１部、1部はクラブに保管
直前の半期人頭分担金支払時会員数25名毎に1名またはその
端数13名以上の場合はさらに1名を選ぶ。（RI細則15.050.1）
①RI世界本部（英文・所定の用紙）
②ガバナー事務所
①国際ロータリー日本事務局
②ガバナー事務所 ③ロータリーの友事務所
RI世界本部（英文の文献）
際ロータリー日本事務局（和文の文献）

国際大会出席者の代議員またはその代理者（ガバナー・エレクト
など）用紙はRIより直接各クラブに送付される。

RI世界本部（ウェブサイトを通して報告）

8．地区大会提出・信任状証明書

14．寄付増進クラブ目標報告書式

  

 

 

 

  

      

      

   
     
       
       
   



 

  

 
          
    

      

   

      

 

      

      

  
  

 
 

7月1日
1月1日 三井住友銀行 新宿通支店

普通 6733244
国際ロータリー日本事務局
事務局長 大島 四郎

米ドル建の専用口座
（税制上の優遇措置対象外）
三井住友銀行 新宿通支店

普通 0100707
Rotary International

第2660地区会計

ロータリー米山記念奨学会

ロータリーの友事務局

（公益財団法人ロータリー日本
財団への寄付）

三井住友銀行 赤羽支店
普通 3978101
公益財団法人

ロータリー日本財団

7月1日
1月1日

10月1日
4月1日

7月1日
1月1日

7月1日
1月1日

7月1日
1月1日

随 時

7月1日

 
 

1．人頭分担金1人当り半年分（$26）

２．規定審議会のための追加人頭分担金1人当り

３．「The Rotarian」の購読料 半年分

＄1.00 

＄12.00 

中途入会者の場合
比例人頭分担金として、次の半期が始まるまで
一ヶ月につき、＄26÷6 の金額

6．財団法人ロータリー米山記念奨学会への寄付
普通寄付金は１人当り各クラブの決定額の半分
特別寄付金は随時送金

7．｢ロータリーの友｣購読料 半期分 ¥1,260（消費税含む）
（但し､中途入会者については雑誌を受け取った月より月割１部￥210）
＊請求書が「友」より各クラブへ送付されるので、確認してから振込のこと。

中途入会者及び新クラブ設立の場合
7月2日より10月1日まで入会した会員に対し ¥9,250
1月2日より  4月1日まで入会した会員に対し ¥4,250

４．ロータリー財団への寄付
年  次  寄  付：各クラブで目標金額を設定
恒久基金寄付：ベネファクター（1,000ドル以上寄付した場合）
大  口  寄  付：大口寄付者（累計寄付金1万ドル）

５．地区運営資金・地区活動資金・地区大会資金
 前期分 後期分 合計（年間）
地区運営資金   5,000円 5,000円 10,000円
地区活動資金   3,500円 3,500円   7,000円
地区大会資金   5,000円 ー   5,000円
計（一人当たり） 13,500円 8,500円 22,000円



8

12

11

池田くれは

大阪
ユニバーサル
シティ

大阪船場

2013年
4月20日（土）

2013年
2月16日（土）

2013年
3月2日（土）

池田、池田くれは、箕面、
箕面千里中央、豊中、豊中南、
豊中－大阪国際空港、豊中千里

12

11

8

吹田2013年
2月2日（土）

茨木、茨木東、茨木西、千里、
千里メイプル、摂津、吹田、吹田江坂、
吹田西、高槻、 高槻東、高槻西

枚方

大阪天王寺

2013年
1月26日（土）

2013年
4月13日（土）

大東、大東中央、枚方、門真、交野、
香里園、くずは、守口、
守口イブニング、寝屋川、四條畷

大阪平野、大阪イブニング、大阪城南、
大阪咲洲、大阪天王寺、大阪帝塚山、
大阪東南、大阪アーバン

大阪中央、大阪堂島、大阪北、
大阪北梅田、大阪西、大阪大淀、
大阪リバーサイド、大阪西北、
大阪そねざき、大阪梅田、
大阪梅田東、大阪ユニバーサルシティ

大阪フレンド、大阪本町、大阪御堂筋、
大阪南、大阪難波、大阪なにわ、
大阪南西、大阪西南、 大阪船場、
大阪心斎橋、大阪うつぼ

10東大阪2013年
4月6日（土）

東大阪、東大阪中央、東大阪東、
東大阪みどり、東大阪西、大阪柏原、
大阪ネクスト、八尾、八尾中央、
八尾東

11大阪城北2013年
2月9日（土）

豊島 了雄
（豊中）

矢野 克吉
（茨木東）

樋口 秀和
（大東）

山田 正雄
（八尾中央）

秋山 千尋
（大阪

ユニバーサル
シティ）

平田 達男
（大阪－淀川）

谷口 勉
（大阪難波）

小林 和由
（大阪咲洲）

大阪、大阪東、大阪東淀ちゃやまち、
大阪城東、大阪中之島、大阪大手前、
大阪城北、大阪天満橋、大阪鶴見、
大阪－淀川、新大阪

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PETS･地区
チーム

財団補助金
管理セミナー

地区協議会

IM2組 IM7組

ニコニコ
キャンプ

合同地区
委員会

地区財団
セミナー

秋のライラ 地区大会

地区大会

IM4組

IM6組

IM8組

IM5組

IM1組

IM3組

大阪中之島

くずは・交野

大阪東

大阪帝塚山

豊中-大阪
国際空港

高槻
●大阪ネクスト

大阪平野
★千里メイプル

■大阪なにわ
・南西・難波

大阪鶴見

大阪城南大阪南

大阪北梅田箕面千里中央

大阪東淀
ちゃやまち

○大阪アーバン
豊中千里

豊中南
★高槻西

大阪咲洲

大阪梅田東

大阪船場

大阪天王寺

大阪心斎橋

大阪東南
★八尾中央

門真
★守口イブニング

大阪
ユニバーサル

豊中
■大阪うつぼ

香里園

守口

大阪大手前

大阪梅田

大阪そねざき

大阪中央

大阪柏原

茨木

吹田江坂 大阪-淀川

■四條畷

茨木東

高槻東

大阪堂島

大阪天満橋

大阪西南

※東輪会
★大阪イブニング

大阪城東

☆大阪

大阪リバーサイド
★箕面

八尾東 大阪西 新大阪

大阪本町

枚方

池田

寝屋川

大阪北
★茨木西

八尾
■大東中央

大東

大阪大淀

摂津

★池田くれは

吹田

大阪西北

千里

■吹田西

大阪御堂筋

大阪城北

大阪フレンド



大東 1967年12月26日 1968年  1月24日 45 ¥150,000 ¥240,000 ¥3,000 
大東中央 1996年  3月14日 1996年  4月16日  ¥100,000 ¥240,000 ¥3,000 
東大阪 1957年  6月  4日 1957年  6月17日  ¥120,000 ¥320,000 ¥4,500 
東大阪中央 1972年  2月20日 1972年  3月  3日  ¥100,000 ¥285,000 ¥4,500 
東大阪東 1965年  3月  4日 1965年  4月28日  ¥100,000 ¥280,000 ¥3,000 
東大阪みどり 1998年  9月24日 1998年10月28日  ¥100,000 ¥320,000 ¥3,000 
東大阪西 1985年  3月18日 1985年  3月29日  ¥100,000 ¥300,000 ¥4,000 
枚方 1961年  2月28日 1961年  4月  3日  ¥200,000 ¥250,000 ¥3,000 
茨木 1959年12月23日 1960年  2月  9日  ¥100,000 ¥260,000 ¥2,000 
茨木東 1974年  2月14日 1974年  3月  8日  ¥100,000 ¥260,000 ¥3,000 
茨木西 1993年12月  8日 1993年12月21日  ¥150,000 ¥290,000 ¥4,000 第3週は¥2,000
池田 1954年  4月24日 1954年  5月  4日  ¥150,000 ¥300,000 ¥3,000 
池田くれは 1984年  4月16日 1984年  4月24日  ¥100,000 ¥260,000 ¥3,500 
門真 1969年  4月17日 1969年  6月13日  ¥100,000 ¥300,000 ¥3,500 第2・4週は¥2,500
交野 1984年  6月25日 1984年  6月28日  ¥50,000 ¥200,000 ¥1,000 
香里園 1995年  4月29日 1995年  5月31日  ¥100,000 ¥250,000 ¥2,000 
くずは 1974年  5月30日 1974年  6月25日  ¥200,000 ¥280,000 ¥3,000 
箕面 1969年  4月17日 1969年  5月  9日  ¥100,000 ¥300,000 ¥3,500 
箕面千里中央 1980年  6月13日 1980年  6月13日  ¥100,000 ¥336,000 ¥3,800 
守口 1961年  3月20日 1961年  4月24日  ¥100,000 ¥280,000 ¥3,000 
守口イブニング 2000年11月  2日 2000年11月22日  ¥100,000 ¥300,000 ¥3,000 
寝屋川 1969年  4月18日 1969年  4月25日  ¥100,000 ¥290,000 ¥3,000 
大阪 1922年11月17日 1923年  2月10日 90 ¥200,000 ¥320,000 ¥4,700 
大阪中央 1984年  1月26日 1984年  2月  6日  ¥250,000 ¥300,000 ¥4,000 第2・4週は¥3,000
大阪堂島 1987年  6月15日 1987年  6月29日  ¥200,000 ¥300,000 ¥4,000
大阪フレンド 1999年  6月  3日 1999年  6月23日  ¥50,000 ¥360,000 ¥4,500
大阪東 1957年  6月  6日 1957年  6月17日  ¥100,000 ¥280,000 ¥4,700 
大阪東淀ちゃやまち 1970年  6月26日 2009年  5月18日  ¥200,000 ¥300,000 ¥4,000 
大阪平野 1975年  2月20日 1975年  3月29日  ¥200,000 ¥340,000 ¥4,500 最終週は¥2,800
大阪本町 1991年  3月26日 1991年  6月24日  ¥100,000 ¥220,000 ¥4,800 月1回軽食¥3,800
大阪イブニング 1986年  1月23日 1986年  2月17日  ¥150,000 ¥364,000 ¥4,000 
大阪城南 1969年  5月30日 1969年  6月13日  ¥100,000 ¥340,000 ¥4,500 月1回軽食¥3,000
大阪城東 1973年  4月27日 1973年  6月  7日 40 ¥150,000 ¥340,000 ¥4,600 
大阪柏原 1970年  6月  1日 1970年  6月17日  ¥100,000 ¥280,000 ¥3,000 
大阪北 1952年12月16日 1953年  1月16日 60 ¥150,000 ¥300,000 ¥4,200 
大阪北梅田 1992年  1月20日 1992年  2月17日  ¥100,000 ¥300,000 ¥4,400 最終週は軽食¥3,000
大阪御堂筋 1993年  1月28日 1993年  3月  9日 20 ¥150,000 ¥300,000 ¥4,800
大阪南 1952年12月16日 1953年  1月16日 60 ¥150,000 ¥300,000 ¥4,500 
大阪中之島 1992年10月29日 1992年11月20日 20 ¥100,000 ¥300,000 ¥4,000 
大阪難波 1976年  8月  5日 1976年  8月27日  ¥100,000 ¥330,000 ¥4,500 最終例会日は¥2,700
大阪なにわ 1984年  2月23日 1984年  3月  5日  ¥50,000 ¥360,000 ¥4,800 コーヒー例会¥2,500
大阪南西 1974年  6月10日 1974年  6月17日  ¥100,000 ¥310,000 ¥4,500 最終例会日は¥2,700

         
            
             
           

           
       
           
             
             
       
           
             
         
           
           
       
             
           
             
         
           
           

             
           

           
           
           
             

         
           
           
             
             
           

           
             

             
             

             
        
          

月1回軽食¥3,500
隔月1回¥4,800

1月7月以外の
第1例会日は¥3,800



         
           
             
             
             
         

           
             
           
             
         

             
           

           
           
           
           
             

           
           

         
           
         
             
          
            

             
           

           
           

           
           
             
             
         
           
            

         
       
             
             
           

大阪ネクスト 2007年10月13日 2007年11月  7日  ¥10,000 ¥70,000 ¥1,000 食事用意なし
大阪西 1957年  6月  4日 1957年  6月17日  ¥150,000 ¥280,000 ¥4,700
大阪大手前 1983年  3月18日 1983年  4月  6日 30 ¥200,000 ¥300,000 ¥4,700 
大阪大淀 1973年  2月22日 1973年  3月20日 40 ¥200,000 ¥320,000 ¥4,800 最終例会日は¥3,500
大阪リバーサイド 1980年  4月10日 1980年  4月29日  ¥200,000 ¥300,000 ¥3,000 最終週は¥2,000
大阪咲洲 1995年10月11日 1995年10月31日  ¥100,000 ¥300,000 ¥4,000 
大阪西北 1969年  5月27日 1969年  6月13日  ¥200,000 ¥270,000 ¥4,700 
大阪西南 1969年  5月21日 1969年  6月  9日  ¥150,000 ¥280,000 ¥4,700 
大阪船場 1988年  5月23日 1988年  6月  3日 25 ¥150,000 ¥320,000 ¥4,800 
大阪心斎橋 1970年11月10日 1970年11月19日  ¥150,000 ¥300,000 ¥4,300 最終例会日は¥3,300
大阪城北 1977年  6月29日 1978年  2月20日  ¥200,000 ¥300,000 ¥4,000 
大阪そねざき 1994年  3月  2日 1994年  3月16日  ¥150,000 ¥320,000 ¥4,700 
大阪天満橋 1967年11月  4日 1967年12月21日 45 ¥100,000 ¥300,000 ¥4,700 
大阪天王寺 1969年  6月10日 1969年  6月21日  ¥100,000 ¥320,000 ¥4,500 第2・4週は¥2,500
大阪帝塚山 1961年  2月14日 2011年  5月20日  ¥100,000 ¥300,000 ¥4,500 軽食日は¥2,800
大阪東南 1985年11月26日 1985年12月10日  ¥150,000 ¥120,000 ¥4,600 
大阪鶴見 1984年  7月10日 1984年  8月  6日  ¥200,000 ¥300,000 ¥4,000 
大阪梅田 1977年  6月29日 1977年  7月30日  ¥100,000 ¥320,000 ¥4,800 軽食日は¥3,500
大阪梅田東 1988年  5月20日 1988年  6月  1日 25 ¥200,000 ¥300,000 ¥4,000 
大阪アーバン 2011年12月  8日 2011年12月27日  ¥80,000 ¥100,000 ¥2,500 
大阪うつぼ 1981年  4月17日 1981年  4月28日  ¥100,000 ¥364,000 ¥4,500 年会費に会食費含む
大阪－淀川 1961年  1月14日 1961年  6月25日  ¥200,000 ¥300,000 ¥4,000 
大阪ユニバーサルシティ 2001年  3月27日 2001年  5月  2日  ¥200,000 ¥240,000 ¥4,000 軽食日は¥3,000
千里 1973年  6月12日 1973年  6月28日 40 ¥200,000 ¥240,000 ¥4,500 
千里メイプル 1998年  6月13日 1998年  6月24日  ¥150,000 ¥300,000 ¥4,000 最終例会日は¥3,000
摂津 1970年  9月26日 1970年10月  9日  ¥100,000 ¥270,000 ¥3,000 月1回は¥2,000
四條畷 1977年11月30日 1978年  2月  3日  ¥50,000 ¥200,000 ¥2,000 
新大阪 1985年  5月  8日 1985年  5月17日  ¥100,000 ¥300,000 ¥4,000 
吹田 1958年12月18日 1959年  4月15日  ¥150,000 ¥240,000 ¥3,000 
吹田江坂 1990年  2月27日 1990年  3月15日  ¥200,000 ¥320,000 ¥4,000 
吹田西 1980年  6月12日 1980年  6月13日  ¥200,000 ¥300,000 ¥4,000 
高槻 1954年  6月15日 1954年  7月  6日  ¥120,000 ¥260,000 ¥3,000 
高槻東 1973年  3月  1日 1973年  4月19日 40 ¥120,000 ¥280,000 ¥3,000 
高槻西 1989年  6月15日 1989年  6月27日  ¥120,000 ¥280,000 ¥3,000 
豊中 1959年  6月16日 1959年  6月27日  ¥100,000 ¥300,000 ¥3,500 
豊中南 1969年  6月  5日 1969年  6月13日  ¥100,000 ¥320,000 ¥3,000 
豊中－大阪国際空港 1972年  2月23日 1972年  3月  2日  ¥100,000 ¥316,000 ¥3,000 
豊中千里 1986年  2月  5日 1986年  2月20日  ¥100,000 ¥320,000 ¥4,000 
八尾 1961年  3月28日 1961年  5月  3日  ¥100,000 ¥274,000 ¥2,500 
八尾中央 1982年12月  7日 1982年12月15日 30 ¥100,000 ¥300,000 ¥3,000
八尾東 1973年  2月23日 1973年  5月23日 40 ¥50,000 ¥270,000 ¥3,000

第3例会日
（第2例会場）は¥5,000



 1 大東 http://www.daito-rc.org/ office@daito-rc.org
 2 大東中央 http://www9.ocn.ne.jp/~dc-rc/ dc-rc@eagle.ocn.ne.jp
 3 東大阪 http://www16.ocn.ne.jp/~horotary/ rcmail@lime.ocn.ne.jp 
 4 東大阪中央 ― hcrc@at.wakwak.com
 5 東大阪東 http://www.higashiosaka-eastrc.jp/ higashiohrc@air.ocn.ne.jp
 6 東大阪みどり http://www.george24.com/~midorirc midori-rc＠george24.com
 7 東大阪西 http://www9.ocn.ne.jp/~hon-rc/ hon-rc@soleil.ocn.ne.jp
 8 枚方 http://www.hirakata-rc.jp office@hirakata-rc.jp
 9 茨木 http://www.ibaraki-rc.com jimukyoku@ibaraki-rc.com
 10 茨木東 http://ibaraki-east-rc.org/ ierotary@beach.ocn.ne.jp
 11 茨木西 http://www.ibarakiwest.is-mine.net/ ibanisi@theia.ocn.ne.jp
 12 池田 http://www12.plala.or.jp/ikeda-rc ikeda-rc@amber.plala.or.jp
 13 池田くれは http://www.ikedakureha.jp jimukyoku@ikedakureha.jp
 14 門真 http://kadoma-rc.com office-kadoma@silk.plala.or.jp
 15 交野 http://www9.ocn.ne.jp/~katanorc/ katanorc@oak.ocn.ne.jp
 16 香里園 http://www1.ocn.ne.jp/~korienrc/index.html korien-rc@aria.ocn.ne.jp
 17 くずは http://www.kcat.zaq.ne.jp/kuzuha-rc/ kuzuha-rc@kcat.zaq.ne.jp
 18 箕面 http://www.mino-orc.com mino-orc@abeam.ocn.ne.jp
 19 箕面千里中央 http://www5.ocn.ne.jp/~minoh-c/ mc-rc@citrus.ocn.ne.jp
 20 守口 http://www.moriguchi-rc.jp info@moriguchi-rc.jp
 21 守口イブニング http://www7b.biglobe.ne.jp/~m-eveningrc/ m-evening@msj.biglobe.ne.jp
 22 寝屋川 http://www.neyagawa-rc.gr.jp jimukyoku@neyagawa-rc.gr.jp
 23 大阪 http://www.osaka-rc.org secretariat@osaka-rc.org
 24 大阪中央 http://www.osaka-central-rc.org/ osaka-central-rc@nifty.com
 25 大阪堂島 http://sites.google.com/site/osakadojimarc/ dojimarc@violin.ocn.ne.jp
 26 大阪フレンド http://ofrc.info osakafriend-rc@soleil.ocn.ne.jp
 27 大阪東 http://www.osaka-east-rc.org osaestrc@silver.ocn.ne.jp
 28 大阪東淀ちゃやまち http://www1.ocn.ne.jp/~hycm-rc/ h-yodo-chaya-m.rc@shore.ocn.ne.jp
 29 大阪平野 http://www.geocities.jp/hiranorc06/ hiranorc@lily.ocn.ne.jp
 30 大阪本町 http://www.hommachi-rc.com hommachi-rc@tuba.ocn.ne.jp
 31 大阪イブニング http://www5.ocn.ne.jp/~evening/ evening@theia.ocn.ne.jp
 32 大阪城南 http://www.osaka-johnan-rc.org/ johnan25@crocus.ocn.ne.jp
 33 大阪城東 http://www.osaka-jrc.org jrc@almond.ocn.ne.jp
 34 大阪柏原 http://www4.ocn.ne.jp/~okrotary/ okrc@pearl.ocn.ne.jp
 35 大阪北 http://www.osaka-north-rc.org/ info@osaka-north-rc.org
 36 大阪北梅田 http://www.kita-umeda2660rc.org/ info@kita-umeda2660rc.org
 37 大阪御堂筋 http://www.midosujirc.com midosuji@guitar.ocn.ne.jp
 38 大阪南 http://www15.ocn.ne.jp/~o-south osaka-south@alpha.ocn.ne.jp
 39 大阪中之島 http://www.osaka-nakanoshima-rc.org nakanoshima@ace.odn.ne.jp
 40 大阪難波 http://osaka-namba-rc.org osaka-namba@poem.ocn.ne.jp
 41 大阪なにわ http://www11.ocn.ne.jp/~naniwarc/ naniwarc@theia.ocn.ne.jp
 42 大阪南西 http://nanseirc.com/ nanseirc@poppy.ocn.ne.jp
 43 大阪ネクスト http://osaka-next.com/ osaka.next@gmail.com
 44 大阪西 http://www.osaka-westrc.org osaka-w@cronos.ocn.ne.jp

    
    
     
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    



RI世界本部ホームページ http://www.rotary.org/
ロータリー・ジャパン・ウェブホームページ http://www.rotary.or.jp/

(日本語によるロータリーの公式ウェブサイト)

    
    
     
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

 45 大阪大手前 http://www.otemae-rotary.com info@otemae-rotary.com
 46 大阪大淀 http://osaka-oyodo-rc.com/ oyodo-rc@h7.dion.ne.jp
 47 大阪リバーサイド http://www3.ocn.ne.jp/~osriver/ osrvsdrc@lily.ocn.ne.jp 
 48 大阪咲洲 http://www18.ocn.ne.jp/~sakishim/ sakishima-rc@extra.ocn.ne.jp
 49 大阪西北 http://www3.ocn.ne.jp/~osknwrc/ osk1nwrc@pearl.ocn.ne.jp
 50 大阪西南 http://osaka-southwest-rc.org/ seinanrc@pearl.ocn.ne.jp
 51 大阪船場 http://www4.ocn.ne.jp/~semba-rc/ semba@cocoa.ocn.ne.jp
 52 大阪心斎橋 http://www.shinsaibashirc.jp/ s-rotary@galaxy.ocn.ne.jp
 53 大阪城北 http://www.osaka-shirokita-rc.jp/ shirokita@s5.dion.ne.jp
 54 大阪そねざき http://www.osakasonezaki-rc.jp jimukyoku@osakasonezaki-rc.jp
 55 大阪天満橋 http://temmabashirc.xsrv.jp/ temma-rc@lapis.plala.or.jp
 56 大阪天王寺 http://www1a.biglobe.ne.jp/tennoji-rc osaka_trc_1969@kfd.biglobe.ne.jp
 57 大阪帝塚山 http://tezukayama-rc.cocolog-nifty.com/ tezukayama-rc@nifty.com
 58 大阪東南 ─ tounanrc@chive.ocn.ne.jp
 59 大阪鶴見 http://www31.ocn.ne.jp/~osaka_tsurumi_rc/ rcosatrm@cf.mbn.or.jp
 60 大阪梅田 http://osaka-umeda-rc.sakura.ne.jp/ umeda-rc@ace.ocn.ne.jp
 61 大阪梅田東 http://www.umeda-e.jp mail@umeda-e.jp
 62 大阪アーバン http://www.osaka-urban-rotaryclub.org westgate@nifty.com
 63 大阪うつぼ http://www.osa-utsuborc.com/ office@osa-utsuborc.com
 64 大阪－淀川 http://osaka-yodogawa-rc.jp office@osaka-yodogawa-rc.jp
 65 大阪ユニバーサルシティ http://www.osaka-ucrc.org ucrc@osaka-ucrc.org
 66 千里 http://www15.ocn.ne.jp/~senri-rc/index.html senri-rc@giga.ocn.ne.jp
 67 千里メイプル http://www2.ocn.ne.jp/~maplerc/ maplerc@lime.ocn.ne.jp
 68 摂津 http://www.settsu-rc.gr.jp info@settsu-rc.gr.jp
 69 四條畷 http://www4.ocn.ne.jp/~nawaterc/ shijyonawaterc@gamma.ocn.ne.jp
 70 新大阪 http://www.shin-osakarc.jp shin-osaka.rc@m6.dion.ne.jp
 71 吹田 http://www.suitarotary.marche.ne.jp suitarotary@sutv.zaq.ne.jp
 72 吹田江坂 http://www.suitaesaka-rc.net/index.html esaka-rc@lake.ocn.ne.jp
 73 吹田西 http://www.suita-west-rc.org src＠jasmine.ocn.ne.jp
 74 高槻 http://www.takatｓuki-rc.org/ takatsuki.rc@bird.ocn.ne.jp
 75 高槻東 http://takatsukieast.jp jimu@takatsukieast.jp
 76 高槻西 http://rc-takatuki-west.main.jp/ aef02524@nifty.com
 77 豊中 http://www.sun-inet.or.jp/~jtrc2660/ jtrc2660@sun-inet.or.jp
 78 豊中南 http://www.kaigisho.com/tsrc/ tsrc@mail.infomart.or.jp
 79 豊中－大阪国際空港 http://www.ae-osaka.co.jp/kuhkohrc/index.html t-airport@dance.ocn.ne.jp
 80 豊中千里 http://toyonakasenri-rc.main.jp/ info@toyonakasenri-rc.main.jp
 81 八尾 http://www.yaorc.com/ info@yaorc.com
 82 八尾中央 http://www6.ocn.ne.jp/~ycentrc/ yaocentrc@pearl.ocn.ne.jp
 83 八尾東 http://yaohigashi.org/yaohigashi/ yaohigashi@japan.email.ne.jp



ＲＩ第２５２０地区の岩出山ＲＣが中心となって実施しました「気仙沼市小泉川鮭増殖プロジェクト」が終了いたしまし

た。支援の内容はショベルローダー１台と軽ダンプ１台を寄贈したもので、プロジェクト総額は6,671,967円となりました。当

地区からは委員会が主導となって900,000円の支援を行い、このたび小泉川鮭増殖組合から感謝状が届きました。

今年度も引続き災害支援を行います。昨年度同様に皆様からのご寄付をお願い申しあげます。送金先口座は下記

のとおりです。





「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万3千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は

勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、

一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてあり

ますので、ご活用願います。 以下資料のご紹介を致します。

◎「ロータリー広報の王道-組織の構造疲労に就いて」
 佐藤 千壽 名古屋港・東海・名古屋西南R.C.  1997  25p（ロータリーのこころ）
◎「ロータリーの今日的意義と将来」
 深川 純一 広島西R.C.  2001  20p（ロータリー卓話四題）
◎「ロータリーはどこに行くのか」
 久野 薫 神戸東R.C.   2006  2p（ロータリーを語ろう）
◎「ニコニコ箱は何かを語っているか」
 久野 薫 神戸東R.C.   2006  2p（ロータリーを語ろう）
◎「会員増強は永遠の課題・・・ヒントは此処に」
 D.2570 2011  3p（会員増強セミナー資料）
◎「国際ロータリー第70区第八年次大会（1936年・神戸）の記録から」
 浅田 光二 米山梅吉記念館  2012  3p（館報Vol.19）
◎「米山先生と和田家のこと」
 神崎 正陳 米山梅吉記念館  2012  5p（館報Vol.19）

［上記申込先：ロータリー文庫］
◎「ロータリー財団ハンドブック 改訂版」
 片岡 暎子監修 2012  97p ［申込先 ： 川尻政輝 FAX（03）6431-9764］
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会長 田中 作次
会長エレクト ロン D. バートン
理事 松 宮 剛

国際ロータリー

米山奨学部門 国際奉仕部門 新世代奉仕部門 社会奉仕部門 職業奉仕部門 クラブ奉仕部門
顧問 : 若林  紀男（大阪東）顧問 : 大 谷  透（大阪西南） 顧問 : 横山  守雄（大阪中央） 顧問 : 岩田  宙造（大阪南） 顧問 : 大 谷  透（大阪西南） 顧問 : 新谷  秀一（池田くれは） 顧問 : 松本 新太郎（八尾） 顧問 : 岡部  泰鑑（大阪城南）

新世代合同委員長会議
◎大 谷  透
田中  眞人
田中  義久
北 埜  登
角谷  真枝
植田  昌克
池田  佳弘
中野  秀一

（大阪西南）

（大阪北）

（大阪西）

（東大阪東）

（茨木西）

（大阪北）

（大阪梅田）

（大東）

青少年活動委員会
◎植田  昌克
○岡村  雄二
○西本  健二
○井上  善博
角本  浩一
松本  晴充
松井  研次
庄司  修二
古山  柄博
新庄  幸一
石川  益三
石田  夏彦
池田  文治

（大阪北）

（大阪大淀）

（吹田江坂）

（東大阪みどり）

（大阪城北）

（大阪中央）

（大阪東南）

（箕面）

（千里メイプル）

（枚方）

（大阪難波）

（豊中千里）

（大東中央）

社会奉仕委員会
◎初木  賢司
○脇  隆 俊
川上  大雄
高田  知彦
御 前  治
滝川  博嗣
佐藤  剛司
寺内  清視
中嶋  英貴
竹 田  伸

（くずは）

（大阪御堂筋）

（大阪ユニバーサルシティ）

（大阪リバーサイド）

（千里）

（門真）

（摂津）

（大阪天満橋）

（大阪鶴見）

（大阪難波）

職業奉仕委員会
◎木越  正司
○庄野  晋吉
○岡本  雄介
長崎  弘芳
北川  忠嗣
松室  利幸
堀田  修平
黒松  克行
國田  欣吾
中村  進一

（大阪西）

（大阪）

（大阪大手前）

（大東中央）

（東大阪東）

（池田くれは）

（枚方）

（大阪城東）

（くずは）

（高槻）

広報委員会
◎林  邦 彦
○西口  宗宏
中 島  武
片山  一歩
平野  誠治
永井  正美
松任  保勇
岡村  剛行
梅原  一樹

（大阪西）

（大阪アーバン）

（大阪堂島）

（大阪帝塚山）

（大阪西北）

（大阪城南）

（大阪中之島）

（大阪東）

（大阪中之島）

クラブ奉仕・拡大増強委員会
◎東村  高良
○吉 村  昭
○松尾  浩一
齊城  正之
榎本  桂子
泉  寛 治
中平  公士
福田  忠博
北村  佳久

（大阪うつぼ）

（大阪平野）

（大阪南）

（豊中ー大阪国際空港）

（寝屋川）

（八尾中央）

（大阪東）

（大阪中之島）

（大阪東南）

国際奉仕委員会
◎小 林  哲
○栗 原  大
古澤  照明
糸川 千恵子
辻  正 次
大竹 洋一郎
白方  誠彌
木田  昌宏
岩上  高幸
安井  一男

（吹田西）

（大阪フレンド）

（豊中）

（大東中央）

（豊中）

（門真）

（大阪ー淀川）

（吹田西）

（茨木西）

（新大阪）

ロータリー財団委員会
◎溝畑  正信
今西  敦之
田中  義久
北 埜  登
吉川  仁育
宮里  唯子

（東大阪東）

（八尾）

（大阪西）

（東大阪東）

（大阪なにわ）

（茨木西）

財団FVP委員会
◎宮里  唯子
○四宮  孝郎
川 田  隆
辻川  功一
山本  博史
大野  康裕

（茨木西）

（大阪西南）

（八尾）

（大阪中央）

（大阪南）

（大阪北）

財団情報・増進・ポリオプラス委員会
◎今西  敦之
○鈴 木  肇
杉村  雅之
吉岡  康雄
木村  芳樹
領木  誠一

（八尾）

（大阪船場）

（大阪中之島）

（大阪西北）

（大阪南）

（大阪東）

米山奨学委員会
◎田中  眞人
○西谷  雅之
○吉田  悦治
榊原  春枝
河内  幸枝
福田  治夫
近藤 菜穂子
田中  隆弥
島井  宏子
樋口  一夫
古城  紀雄

（大阪北）

（大阪城南）

（大阪大淀）

（大阪柏原）

（吹田）

（守口イブニング）

（大阪ネクスト）

（池田くれは）

（大阪北梅田）

（大阪船場）

（千里）

研究グループ交換委員会
◎田中  義久
○田邉  司郎
○米 田  真
松本  浩一
品川  芳洋
今西  良介
川本  典美
栗山  博道
三木  元昭
水 島  洋
長元  良二

（大阪西）

（寝屋川）

（豊中）

（大阪北）

（八尾東）

（大阪南）

（大阪ネクスト）

（大阪中之島）

（大阪大手前）

（千里メイプル）

（大阪咲洲）財団奨学金・学友委員会
◎北 埜  登
○三好 えり子
○岸本  和久
簡  仁 一
牧尾  晴喜
阪上  博史
水谷  治人
寺崎  正也
吉城  直孝
小森  敏鑑
木下 惠美子

（東大阪東）

（大阪そねざき）

（大阪城東）

（茨木）

（大阪ネクスト）

（茨木東）

（守口）

（大阪城北）

（東大阪）

（大阪南西）

（大阪イブニング）

財団人道的補助金委員会
◎吉川  仁育
○樋口  信治
○廣 瀬  譲
五味  千秋
川 田  隆
和 氣  主
鴻池  一季
紙谷  正行
長 屋  興

（大阪なにわ）

（大阪）

（豊中南）

（大阪心斎橋）

（八尾）

（大阪北梅田）

（大阪北）

（吹田）

（吹田西）

災害支援プロジェクト
◎岡部  泰鑑
○福 家  宏
○宮里  唯子
溝畑  正信
五味  千秋
古澤  照明
川上  大雄
丹羽  健二
小林  和由

（大阪城南）

（八尾中央）

（茨木西）

（東大阪東）

（大阪心斎橋）

（豊中）

（大阪ユニバーサルシティ）

（大阪西南）

（大阪咲洲）

危機管理委員会
◎大 谷  透
○福 家  宏
植田  昌克
池田  佳弘
中野  秀一
角谷  真枝
北 埜  登
田中  義久
田中  眞人
林  邦 彦
小林  正啓
菅沼  清高

（大阪西南）

（八尾中央）

（大阪北）

（大阪梅田）

（大東）

（茨木西）

（東大阪東）

（大阪西）

（大阪北）

（大阪西）

（大阪城南）

インターアクト委員会
◎中野  秀一
○衣斐  茂樹
奥田  吾朗
辻本  友明
米谷  龍二
東村  正剛
服部  潤承
稲田  賢二
松井  隆雄

（大東）

（大阪）

（大阪）

（大阪帝塚山）

（大阪南）

（大東）

（池田くれは）

（八尾）

（大阪天王寺）

青少年交換委員会
◎角谷  真枝
○辻村  和弘
金本 恒二郎
山本  喬一
磯田  郁子
森  昌 範
河畑  誠治
松岡  一郎
中田  有紀
稲邑  清也

（茨木西）

（大阪大手前）

（大阪天王寺）

（大阪天満橋）

（大阪東淀ちゃやまち）

（交野）

（東大阪）

（大阪）

（茨木東）

（千里）

ローターアクト委員会
◎池田  佳弘
○永田  大介
○清水 雄一郎
油 井  滋
大 水  勇
中川  順子
山本  和良
前田 要之助
久保  義誓
松 尾  治
粟村  卓家
丸尾  照二
柳田  雅範

◎ : 委員長もしくはリーダー
○ : 副委員長もしくはサブリーダー
※新世代合同委員長会議においては◎ : 議長

（大阪梅田）

（池田）

（大阪北）

（大阪西南）

（大阪帝塚山）

（大阪ネクスト）

（大阪南）

（大阪東淀ちゃやまち）

（茨木）

（東大阪西）

（大阪西）

（大阪御堂筋）

（東大阪）
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ロータリー財団部門



 1 I 大東 67/12/26 火 12:30 大東市民会館4F 「大会議室」 （072）871-0001 574-0046 大東市赤井1-2-10 ポップタウン住道本館 4F （072）875-1200 （072）875-0590 藤本 和俊 髙島 登

 2  大東中央 96/3/14 水 18:00 ホテル阪奈4F「平城の間」 （072）869-0181 574-0046 大東市赤井1-2-10 ポップタウン住道本館 4F （072）872-6349 （072）872-6552 東坂 巖 荒金 正之

 3 R 東大阪 57/6/4 水 12:30 シェラトン都ホテル大阪3F「志摩の間」 （06）6773-1111 543-0001 大阪市天王寺区上本町6-1-55 シェラトン都ホテル大阪 636号室 （06）6779-5050 （06）6779-5045 片岡 大 加茂 次也

 4  東大阪中央 72/2/20 月 12:30 シェラトン都ホテル大阪3F「志摩の間」 （06）6773-1111 543-0027 大阪市天王寺区筆ヶ崎町5-38 ロイヤルパークス桃坂 1112号 （06）6772-2320 （06）6772-2327 岩﨑 史郎 岡田 忠彦

 5 R 東大阪東 65/3/4 木 12:30 ホテルセイリュウ （072）981-5001 579-8012 東大阪市上石切町1-11-12 ホテルセイリュウ 302号室 （072）985-0189 （072）985-0577 辰巳 裕胤 吉﨑 広江

 6  東大阪みどり 98/9/24 木 18:30 KKRホテル大阪 （06）6941-1122 540-0007 大阪市中央区馬場町1-8 メゾン・ド・ヴィレ大阪城公園前 402号室 （06）6945-1800 （06）6945-1808 松浦 利英 後藤 正憲

 7  東大阪西 85/3/18 月 18:30 大阪国際交流センター （06）6772-5931 543-0001 大阪市天王寺区上本町6-8-21 オルグ上町502 （06）6775-5111 （06）6775-5112 秀浦 宣夫 南野 和俊

 8 R 枚方 61/2/28 火 12:30 北大阪商工会議所 （072）843-5304 573-0027 枚方市大垣内町2-12-27 北大阪商工会議所内 3F （072）843-5304 （072）843-5100 井上 良典 吉原 博

 9 ○R 茨木 59/12/23 水 12:30 とり粂別館 割烹片桐2F （072）626-2722 567-0881 茨木市上中条1-9-20 茨木商工会議所 3F （072）622-2255 （072）624-1105 三好 千代子 吉田 政雄

 10 ○R 茨木東 74/2/14 木 12:30 茨木商工会議所4F会議室 （072）622-6631 567-0881 茨木市上中条1-9-20 茨木商工会議所 3F （072）627-5753 （072）623-9902 山野 寿 平松 克一

 11 ○R 茨木西 93/12/8 水 18:30 ホテル阪急エキスポパーク3F「緑樹」 （06）6878-5151 567-0033 茨木市松ケ本町2-35 大阪北摂タバコ会館 1F （072）623-2668 （072）622-1173 西田 滋 大森 康平

 12  池田 54/4/24 水 12:30 池田商工会議所2F （072）752-3355 563-0025 池田市城南1-1-1 池田商工会議所 3F （072）752-3355 （072）752-7800 北林 安興 田中 孝史

 13  池田くれは 84/4/16 月 18:30 池田市民文化会館 （072）761-8811 563-0025 池田市城南1-1-1 池田商工会議所 3F （072）753-5353 （072）751-9080 池田 吉清 岡本 厚

 14  門真 69/4/17 木 12:30 守口ロイヤルパインズホテル （06）6994-1111 570-0038 守口市河原町10-5  守ロロイヤルパインズホテル内 （06）6993-0107 （06）6993-0108 大竹 洋一郎 上田 勉

 15  交野 84/6/25 木 12:30 私部会館301号室 （072）893-3700 576-0052 交野市私部1-36-1 私部会館 306号室 （072）893-3700 （072）893-3800 小菓 裕成 長田 恭子

 16  香里園 95/4/29 水 12:30 北河内農業協同組合香里支店3F会議室 （072）834-1011 572-0838 寝屋川市八坂町15-10 樋口第1ビル 2F （072）823-6622 （072）823-1110 金剛 照祐 泰江 征樹

 17  くずは 74/5/30 水 12:30 樟葉パブリックゴルフクラブハウス3F （072）855-5125 573-1121 枚方市楠葉花園町14-2 樟葉パブリックゴルフ クラブハウス 2F （072）855-5125 （072）855-5180 高島 叔孝 畠仲 聡

 18  箕面 69/4/17 木 18:30 箕面観光ホテル （072）723-2323 562-0006 箕面市温泉町1-1 箕面観光ホテル内 （072）724-2781 （072）724-1786 西宮 富夫 城下 重人

 19  箕面千里中央 80/6/13 金 12:30 千里阪急ホテル （06）6872-2211 560-0085 豊中市上新田2-4-53 カーサタカガス内 （06）6835-2300 （06）6835-2500 酒井 俊一 野村 正勝

 20 R 守口 61/3/20 水 12:30 守口ロイヤルパインズホテル （06）6994-1111 570-0038 守口市河原町10-5  守口ロイヤルパインズホテル 5F （06）6994-0010 （06）6994-0009 篠﨑 満伸 神田 隆司

 21  守口イブニング 00/11/2 木 18:30 守口ロイヤルパインズホテル （06）6994-1111 570-0038 守口市河原町10-5  守口ロイヤルパインズホテル 5F （06）6995-7440 （06）6995-7441 小林 澄子 中道 孝治

 22 R 寝屋川 69/4/18 金 12:30 シティホテルニューコマンダー「おるろーじゅ」 （072）823-7000 572-0836 寝屋川市木田町17-4 シティホテルニューコマンダー 2F （072）822-6622 （072）822-6555 畑山 勇 下條 久雄

 23 RI 大阪 22/11/17 金 12:15 リーガロイヤルホテル （06）6448-1121 530-0005 大阪市北区中之島5-3-68 リーガロイヤルホテル 418号室 （06）6441-7930 （06）6441-7720 松澤 佑次 薩摩 和男

 24 R 大阪中央 84/1/26 木 12:30 ホテルグランヴィア大阪 （06）6344-1235 530-0001 大阪市北区梅田3-1-1 ホテルグランヴィア大阪 21F （06）6345-6881 （06）6345-6882 古谷 裕子 坂田 英洋

 25  大阪堂島 87/6/15 月 12:30 ANAクラウンプラザホテル大阪5F「ガーデンルーム」 （06）6347-1112 530-0004 大阪市北区堂島浜1-3-1 ANAクラウンプラザホテル大阪 2F （06）6344-2008 （06）6344-2009 中野 和子 栗山 吉昭

 26  大阪フレンド 99/6/3 水 12:30 ホテル日航大阪 （06）6244-1111 542-0086 大阪市中央区西心斎橋1-5-12 心斎橋アーバンライフ 907号 （06）6253-3012 （06）6253-3013 高田 利美 山本 富造

 27 R 大阪東 57/6/6 木 12:30 帝国ホテル大阪 （06）6881-1111 530-0042 大阪市北区天満橋1-8-50 帝国ホテル大阪アネックス 2F （06）6357-5151 （06）6357-5252 中許 忠和 小髙 得央

 28  大阪東淀ちゃやまち 70/6/26 月 12:30 ラマダホテル大阪2F （06）6372-8181 531-0072 大阪市北区豊崎3-16-19 ラマダホテル大阪 414号室 （06）6375-0088 （06）6375-0087 太田 廣重 米田 秀実

 29 R 大阪平野 75/2/20 木 12:30 天王寺都ホテル （06）6628-3200 545-0053 大阪市阿倍野区松崎町2-3-47 アベノグランドハイツA－101 （06）6627-3813 （06）6627-3823 大森 利治 福田 修

 30  大阪本町 91/3/26 火 12:30 ホテル日航大阪 （06）6244-1111 542-0086 大阪市中央区西心斎橋1-5-12 心斎橋アーバンライフ 603号室 （06）6777-3468 （06）6777-3471 岡田 俊作 村田 喜徳

 31  大阪イブニング 86/1/23 木 18:30 ホテルトラスティ大阪阿倍野 （06）6530-0011 543-0054 大阪市天王寺区南河堀町9-38 天王寺タウンハウス 305号室 （06）4305-8844 （06）4305-8845 楳村 大作 奥 公男

 32  大阪城南 69/5/30 金 12:30 シェラトン都ホテル大阪 （06）6773-1111 543-8543 大阪市天王寺区上本町6-1-55 （株）近鉄百貨店上本町店 10F （06）6771-9009 （06）6772-9090 渡邊 邦雄 福本 保治

 33  大阪城東 73/4/27 金 12:30 ホテルニューオータニ大阪 （06）6941-1111 540-8578 大阪市中央区城見1-4-1 ホテルニューオータニ大阪 501号室 （06）6910-1220 （06）6910-1226 大道 一弘 川中 義裕

 34  大阪柏原 70/6/1 火 12:30 アゼリア柏原6F （072）973-3655 582-0007 柏原市上市1-2-2 アゼリア柏原 5F （072）973-3655 （072）973-2300 大谷 隆英 楠本 菊實

 35 R 大阪北 52/12/16 水 12:30 大阪新阪急ホテル2F  （06）6372-5101 530-0012 大阪市北区芝田1-1-35 大阪新阪急ホテル 3F （06）6375-0905 （06）6375-0915 緒方 満 高林 伸行

 36  大阪北梅田 92/1/20 月 12:30 ウェスティンホテル大阪 （06）6440-1111 531-0076 大阪市北区大淀中1-1-20 ウェスティンホテル大阪内 （06）6454-0401 （06）6454-1614 高石 英二 松崎 貴之

 37 R 大阪御堂筋 93/1/28 木 12:30 ホテル日航大阪32F「ジェットストリーム」 （06）6244-1111 542-0086 大阪市中央区西心斎橋1-7-3 大丸北炭屋町ビル 6F （06）6241-6893 （06）6241-6894 荒川 雅行 今澤 哲朗

 38 RI 大阪南 52/12/16 火 12:30 スイスホテル南海大阪8F「浪華の間」 （06）6646-1111 556-0011 大阪市浪速区難波中1-12-5 難波室町ビル 8F （06）6647-6236 （06）6647-6237 横山 順治郎 福本 桂太

 39  大阪中之島 92/10/29 木 12:30 太閤園 （06）6356-1111 534-0026 大阪市都島区網島町9-10 太閤園内 （06）6353-2215 （06）6353-9889 針谷 紘一 嶽下 勇治

 40  大阪難波 76/8/5 木 12:30 スイスホテル南海大阪7F「芙蓉の間」 （06）6646-1111 542-0076 大阪市中央区難波5-1-60 スイスホテル南海大阪 5F （06）6632-3956 （06）6632-3957 千田 忠司 荻原 奨

 41  大阪なにわ 84/2/23 木 18:00 スイスホテル南海大阪7F「花桐の間」 （06）6646-1111 556-0011 大阪市浪速区難波中2-6-15 ユーアイプラザビル 802号室 （06）6632-7281 （06）6632-7289 岡本 真一郎 早栗 義文

 42  大阪南西 74/6/10 水 12:30 スイスホテル南海大阪 （06）6646-1111 556-0014 大阪市浪速区大国1-3-20 居仁ビル 3F （06）6643-8721 （06）6643-8722 高山 修治 吉中 春美

 43  大阪ネクスト 07/10/13 水 19:30 常翔学園 大阪センター（毎日インテシオ3F）  556-0005 大阪市浪速区日本橋4-9-9 生玉ビル 4F 大阪ネクストRC事務係 （06）4394-8817 （06）6586-6540 近藤 菜穂子 表 泰之

 44 R 大阪西 57/6/4 月 12:30 ヒルトン大阪 （06）6347-7111 530-0001 大阪市北区梅田1-13-13 阪神百貨店内 （06）6348-8436 （06）6347-4556 大塚 道夫 安積 覚

 45  大阪大手前 83/3/18 金 12:30 帝国ホテル大阪 （06）6881-1111 530-0042 大阪市北区天満橋1-8-50 帝国ホテル大阪 806号室 （06）6357-8917 （06）6357-8907 山本 博史 辻村 和弘

 46  大阪大淀 73/2/22 木 12:30 ザ・リッツ・カールトン大阪 （06）6343-7000 530-0001 大阪市北区梅田2-5-4 千代田ビル西館内 （06）6341-3811 （06）6341-3812 畑 守人 加納 芳邦

 47  大阪リバーサイド 80/4/10 木 12:30 中之島センタービル31Fトップラウンジ  （06）6445-1977 530-6691 大阪市北区中之島6-2-27 中之島センタービル 31F （06）6445-0654 （06）6445-0906 百  々 季仁 木村 新一

 48  大阪咲洲 95/10/11 水 12:30 ハイアット リージェンシー 大阪 （06）6612-1234 559-0034 大阪市住之江区南港北1-13-11 ハイアットリージェンシー 大阪 1523号室 （06）6613-5633 （06）6613-5665 薮野 洋 宝上 富之

 49  大阪西北 69/5/27 火 12:30 ヒルトン大阪4F「真珠の間」 （06）6347-7111 530-0001 大阪市北区梅田1-8-8 ヒルトン大阪 1105号室 （06）6347-7100 （06）6347-7109 増田 久弥 門上 剛之

 50 R 大阪西南 69/5/21 水 12:30 リーガロイヤルホテル （06）6448-1121 530-0005 大阪市北区中之島5-3-68 リーガロイヤルホテル 416号室 （06）6443-2819 （06）6443-1441 髙谷 晋介 一尾 晋示

 51  大阪船場 88/5/23 月 12:30 ホテル日航大阪32F （06）6244-1111 542-0086 大阪市中央区西心斎橋1-7-3 大丸北炭屋町ビル 6F （06）6244-1008 （06）6244-1010 片岡 清夫 中村 一

 52  大阪心斎橋 70/11/10 金 12:30 ホテル日航大阪32F （06）6244-1111 542-0086 大阪市中央区西心斎橋1-7-3 大丸北炭屋町ビル 3F （06）6245-4950 （06）6244-0932 境 紀世治 西村 拓夫

 53  大阪城北 77/6/29 水 12:30 太閤園  （06）6356-1111 534-0026 大阪市都島区網島町9-10 太閣園内 （06）6352-0634 （06）6352-6207 中山 卓三 西崎 哲弘

 54  大阪そねざき 94/3/2 水 12:30 ヒルトン大阪 （06）6347-7111 542-0081 大阪市中央区南船場2-7-11 心斎橋EPビル3F （有）ワイ･エム･プランニング内 （06）6264-6298 （06）6264-6299 山野 拓也 松田 壽美子

 55 R 大阪天満橋 67/11/4 木 12:30 ヒルトン大阪4F （06）6347-7111 530-0001 大阪市北区梅田1-9-20 大阪マルビル第一ホテル 1713号 （06）6345-1115 （06）6344-8222 川原 和彦 永田 秀次

 56 I 大阪天王寺 69/6/10 火 12:30 天王寺都ホテル （06）6628-3200 543-0055 大阪市天王寺区悲田院町8-11 新和興産ビル 302号室 （06）6772-5816 （06）6779-7956 河野 利紘 阪 広久

 57 RI 大阪帝塚山 61/2/14 水 12:30 天王寺都ホテル5F （06）6628-3200 545-0053 大阪市阿倍野区松崎町2-3-5 藤和シティスクエア 503号室 （06）6628-0450 （06）6628-0451 竹川 修司 東 光宏

 58  大阪東南 85/11/26 火 12:30 ホテルニューオータニ大阪 （06）6941-1111 540-8578 大阪市中央区城見1-4-1 ホテルニューオータニ大阪 510号室 （06）6910-2420 （06）6910-2422 大山 文雄 和田 光博

 59  大阪鶴見 84/7/10 火 12:30 太閤園 （06）6356-1111 534-0026 大阪市都島区網島町9-10 太閤園内 （06）6357-8171 （06）6357-8011 菊井 康夫 山崎 修一

 60 R 大阪梅田 77/6/29 火 12:30 ザ･リッツ･カールトン大阪4F「テラスルーム」 （06）6343-7000 530-0001 大阪市北区梅田2-5-8 千代田ビル西別館 3F （06）6343-7792 （06）6343-7793 大矢 義昭 神寶 敏夫

 61  大阪梅田東 88/5/20 金 12:30 新阪急ホテル2F「月の間」 （06）6372-5101 530-0012 大阪市北区芝田1-1-35 新阪急ホテル 3F （06）6375-3522 （06）6375-3523 廣末 雅昭 星加 健一

 62  大阪アーバン 11/12/8 水 7:30 ホテルグランヴィア大阪20F （06）6433-1235 545-0053 大阪市阿倍野区松崎町2-3-37-202 西口税理士事務所内 （06）6622-1323 （06）6622-0837 西口 宗宏 宮本 里恵

 63  大阪うつぼ 81/4/17 火 18:00 堂島ホテル6F （06）6341-3802 550-0004 大阪市西区靭本町2-9-11 岡﨑橋ビル本館 405号室 （06）6445-1000 （06）6445-1028 中山 重積 前田 健司

 64 R 大阪-淀川 61/1/14 金 12:30 ホテルグランヴィア大阪20F （06）6433-1235 530-0001 大阪市北区梅田1-13-13 阪神百貨店 11F （06）6348-8437 （06）6456-2100 亀岡 勉 末松 大幸

 65  大阪ユニバーサルシティ 01/3/27 金 12:30 ANAクラウンプラザホテル大阪5F「ガーデンルーム」 （06）6347-1112 530-0004 大阪市北区堂島浜1-3-1 ANAクラウンプラザホテル大阪 2F （06）4799-1581 （06）4799-1582 高野 幸雄 大屋 準一

 66  千里 73/6/12 火 12:30 千里阪急ホテル （06）6872-2211 560-0082 豊中市新千里東町2-1･D-1 千里阪急ホテル内 （06）6833-7891 （06）6833-7557 萬年 成泰 石井 克侑

 67  千里メイプル 98/6/13 木 18:30 ホテル阪急エキスポパーク「緑樹」 （06）6878-5151 565-0826 吹田市千里万博公園1-5 ホテル阪急エキスポパーク 306号室 （06）6816-7077 （06）6816-7073 水本 徹 木下 健治

 68  摂津 70/9/26 金 12:30 ホテル阪急エキスポパーク （06）6878-5151 566-0001 摂津市千里丘7-9-31 コカ・コーラウェスト（株） 6F （06）6330-2267 （06）6330-2267 横田 聡 東谷 弥八郎

 69  四條畷 77/11/30 水 18:00 四條畷市商工会2F会議室 （072）879-1656 575-0003 四條畷市岡山東2-1-33 平井マンション 101号室 （072）879-5505 （072）879-5505 谷村 勝美 田村 耕作

 70  新大阪 85/5/8 水 12:30 新大阪ワシントンホテルプラザ2F （06）6303-8111 532-0011 大阪市淀川区西中島5-5-15 新大阪ワシントンホテルプラザ 2F （06）6305-1010 （06）6301-2525 片岡 重裕 松本 正

 71 R 吹田 58/12/18 木 12:30 サニーストンホテル （06）6386-0001 564-0052 吹田市広芝町10-3 サニーストンホテル内 （06）6388-0266 （06）6388-5801 石井 博章 疋田 陽造

 72 R 吹田江坂 90/2/27 火 12:30 新大阪江坂東急イン （06）6338-0109 564-0063 吹田市江坂町1-23-101 大同生命江坂ビル 12F （06）6821-0222 （06）6821-0206 寺井 正昭 成松 重人

 73  吹田西 80/6/12 月 18:00 新大阪江坂東急イン （06）6338-0109 564-0051 吹田市豊津町9-40 江坂東急ビル 1F （06）6338-0832 （06）6338-0020 坂口 道倫 阿部 吉秀

 74 R 高槻 54/6/15 水 12:30 オーロラモール高槻西武6F多目的ホール （072）684-5379 569-1116 高槻市白梅町4-1 オーロラモール高槻西武 6F （072）683-1158 （072）683-1174 児島 信 浜田 厚男

 75  高槻東 73/3/1 金 12:30 たかつき京都ホテル2F （072）675-5151 569-0065 高槻市城西町4-39 たかつき京都ホテル 711号室 （072）661-0711 （072）661-0712 石井 清隆 上場 俊哉

 76  高槻西 89/6/15 木 18:30 オーロラモール高槻西武6F多目的ホール （072）684-5379 569-0803 高槻市高槻町9-21 小山ビル 201号室 （072）683-0015 （072）683-1171 高橋 徳 片山 直

 77  豊中 59/6/16 火 12:30 ホテルアイボリー （06）6849-1111 560-0021 豊中市本町3-1-16 ホテルアイボリー内 （06）6858-1551 （06）6857-0011 関谷 洋子 矢口 正登

 78  豊中南 69/6/5 木 12:30 ホテルアイボリー （06）6849-1111 560-0021 豊中市本町3-1-16 ホテルアイボリー内 （06）6841-6996 （06）6852-2500 榎原 茂樹 秦 博文

 79  豊中－大阪国際空港 72/2/23 金 12:30 大阪国際空港ターミナル 中央ブロック3F「宙の間」 （06）6856-6659 560-0036 豊中市蛍池西町3-555 大阪国際空港ターミナルビル 4F （06）6856-8855 （06）6841-9561 渡邉 克一 齊城 正之

 80  豊中千里 86/2/5 水 12:30 千里阪急ホテル （06）6872-2211 561-0872 豊中市寺内2-4-1 緑地駅ビル 2F （06）6866-2800 （06）6866-5000 熊澤 一郎 樽井 郁夫

 81 I 八尾 61/3/28 水 12:30 八尾商工会議所 （072）991-2129 581-0006 八尾市清水町1-1-6 八尾商工会議所 208号室 （072）991-2129 （072）924-0010 井川 孝三 田中 康正

 
82  八尾中央 82/12/7 火

  八尾商工会議所3F （072）992-1110 
581-0006 八尾市清水町1-1-6 八尾商工会議所 207号室 （072）992-1110 （072）924-0050 山本 与志弥 松下 和彦

       シェラトン都ホテル大阪 （06）6773-1111       

 83  八尾東 73/2/23 金 12:30 西武百貨店八尾店8F バンケットルーム （072）997-0111 581-0803 八尾市光町2-60 西武百貨店内 8F （072）997-0626 （072）997-2620 石川 義一 中澤 剛
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Ｉ＝インターアクトクラブの提唱ロータリークラブ、 Ｒ＝ローターアクトクラブの提唱ロータリークラブ、 ○R＝ローターアクトクラブの共同提唱ロータリークラブ









RIは8月を「会員増強・拡大月間」と定め、世界のロー

タリアンに会員増強を促しています。しかし、会員増強・

会員維持は、一年間を通じて、いや皆様方がロータリア

ンである限り、皆様方に定められた「義務」でもあること

を先ず申し上げたいと思います。

皆様方は、ロータリークラブに入会して、ロータリーライ

フを充分に楽しんでいらっしゃると思います。ある時、こ

の組織の将来についてお考えになったことがおありかと

思います。私は、ロータリーが未来に継続されていくもの、

継続されて欲しいと思います。

そのためには、ロータリークラブを引き継いでいく「若

いロータリアン」の育成に力を注がなくてはならないでし

ょう。それに加え、未来の地球の平和を維持していく「若

い力」を育む義務がロータリアン、あるいは人生の先輩

である私どもにはあります。

新しいメンバーを増やす為には、ロータリアン以外の

人が「入会したい」と思えるクラブにすること・・・、これは

松本PGが提唱した「ロータリーについてもう一度考えて

みませんか」、岡部直前ガバナーの「見直しを進め新た

な第一歩を」を踏まえ、各クラブが魅力あるクラブ造りに

邁進されたことと思いますし、今後も更に魅力のあるロ

ータリークラブになるようお力を注いでいただきたいと願

っています。もちろん、地区も魅力あるクラブ造りのサポ

ートをさせていただきます。

停滞している現状を脱却するためには、質の高い、ロ

ータリーにふさわしい新しい力を注入する必要に迫られ

ていることは、皆様方充分すぎるほどお判りだと思いま

す。さまざまな社会的変化に伴い、「ロータリー自身も変

化」する必要があります。田中RI会長もロータリーの改

革を訴えています。「ロータリアン自身が変化」をして行く

→変わらなくてはダメなのです。女性会員入会もその

「ロータリアン自身の変化」の範疇に入る重要な事項だ

と考えます。

当地区の2012年5月度の会員数は3732名です。全力

を尽くして「ロータリアンの素質」を持った会員を増強す

る努力をしなくてはならないと思います。地区で３９００名、

各クラブ6％の純増をお願いいたしたいと思います。極

力、3900を大きく上回るようにしませんか!!

多分、月信をご覧の皆様方は「そんなこと出来ない」

と思っていると思います。しかし、自然退会者を含めた退

会者のことを考えると、この数字でも結果的には、凄く低

い数字になってしまうことは、皆様良くお判りだと思いま

す。

地区クラブ奉仕・拡大増強委員会でも「プロジェクト

3900」というプロジェクトを立ち上げ、増強・会員維持に

力を入れていくことになっています。

全力を尽くす、或いは努力をするだけでなく、全力を

尽くして努力をして戴きたいと思います。



勝利の方程式と言えば、（元）岡田監督時代の『阪神タイ
ガースの勝利の方程式ＪＦＫ』が有名でした。先発ピッ
チャーが６回まで投げてリードしていれば、７回はＪウイリアム
ス、８回はＫ久保田、９回はＦ藤川が抑えて＝勝利の運びと
なり、六甲おろしの大合唱へのシナリオが常に成立していま
した。 ところが、（現）和田監督のタイガースも、そして（現）
岡田監督のオリックスも新たな勝利の方程式を見い出せて
いません。それ程、勝利の方程式を作り上げることは難しい
もののようです。皆が一丸となって、知恵と工夫と努力を傾
注し、ＤＩＹ（手作り）でないと、完成出来ないもののようです。
ここで、（ＤＩＹ）は、Do it yourself の略で、自分（たち）で
作り上げる、手作りの、といった意味と思ってください。
翻って、現在のロータリークラブにおける会員増強の問

題点の幾つかは、過去２年間のアンケートの分析で少しず
つ明らかになっております。

（1）新入会員数は思いのほかある。
（2）それを、上回る退会者数がある。
（3）そのために、会員数の減少傾向が15年間続いたままで

回復の兆候は一向に見えない。
ここから言えることは、
〈1〉新入会員を増やすと言うスローガンだけではダメである。
〈2〉退会防止のスローガンも、同時に必要である。
〈3〉退会防止のためには、『奉仕の理想に集いし友が、皆

が参加して、尊敬しあえるような、真に意義のある、理想
の奉仕を、実践し、精進し、具現化して行く』「例会」の
充実が必須でありましょう。
そこで、6月２日（土）、大阪科学技術センターにて行われ

ました、今年度の「RI第2660地区クラブ奉仕・拡大増強セミ
ナー」での各ロータリークラブからの貴重で具体的な事例
発表からは、次のような、勝利の方程式が考えられます。

ここで、
＜１：会員増強の最大化＞ のための諸方策としては、
①会長が、スローガンを掲げ、目標を、明確に、宣言する。
②スーパーマンを見つけ＋超若手を兼任で、或いは経験者
を登用して、会長ブレーンチームを結成し、諸施策を立案、
実行、改善し、実施して行く。
③まず年度初めに、全員に、候補者をリストアップしてもらう。
④候補者へのアプローチの優先順位を、会員増強委員会
と当該の会員と共に、検討しておく。「異業種交流に興味
はありませんか」「有名な方と毎週会えますよ」「野球選
手として甲子園デビューしませんか」「囲碁同好会があり
ますよ」「会長さん、社長さん、医師、弁護士など超一流
がそろっていますよ」「・・・」
⑤「会費が高そうですね」に対しては「・・・」「毎週出席はつらい
ですが」に対しては「・・・」等々の問答集を、用意しておく・・・
⑥話のキッカケとして、パンフレットは有効。
⑦毎月定期的に、進捗管理をして、常に前向きに推進して行く。
⑧その他

＜２：退会者の最少化＞
①声掛けとフォローアップ
②クレーム対応、クレーム処理
③その他

＜３：奉仕の理想を具現化する「例会」の充実＞
（1）年間の「例会」および「卓話」を、おおよそ、次の５項目①

②③④⑤に回数を分配する。
（2）各人の卓話テーマは、会場監督と相談立案の上、出来
るだけ早期に、卓話テーマを公開して、早い時期から
周知し、期待してもらうようにする。
①「奉仕」：テーマ名、意義、目標、実施方法、期待でき
る成果、社会的評価など、
②「異業種交流」：自分の生業を丁寧に紹介し、異業
種交流の参考になるように心掛ける。
③「友好」
④「ロータリーを知る」「ロータリーを理解する」「ロータ
リーでの理想の先輩とは」・・・
さらには、
⑤「学びの例会」：教養を高めるため、時事問題などを
取り上げる、等々。

各クラブ様におかれましては、手作りで、独自の勝利の方
程式を確立させ、実施して、実効を上げていただくに当って
の、参考にしていただければ、誠に幸いに存じます。



RI細則13.010の規定及び地区ガバナー指名委員会の規定により、地区内の各クラブで2015-2016年度ガバナー・
ノミニー候補者がおられましたら、10月31日までにガバナー指名委員会委員長（地区ガバナー事務所）宛に必着するよ
う提案して下さい。
なお、地区ガバナー・ノミニーの資格条件については、国際ロータリー細則第15条15.070、15.070.1～15.070.5の条
件を満たす者であることを要します。
また、地区ガバナー指名委員会が地区ガバナー・ノミニー候補者の選出を行うにあたっては、その選出の範囲は地
区内クラブによって提案された氏名に限定されるものではない、ということをご了承下さい。（国際ロータリー細則第13
条13.020.5）



2012年5月25日、北区にあるパーティ会場にてGSEス
リランカ派遣チームの報告会が行われました。 この報告
会をもって、2010年5月頃より準備してきたスリランカとの
交換研修が終了しました。
例年は単年度で各地区との派遣・受入という交換研

修が行われるのですが、スリランカとの交換においては
第2660地区の費用でその両者が行われることが決まっ
ていたので、2011年4月にスリランカチームの受入を行い、
2012年3月に日本チームのスリランカへの派遣を行うこと
になっていました。 準備万端整え終わったのは受入の
約一カ月前でしたが、そんな時に3.11東日本大震災が
発生したのです。 それにより、一旦はこの交換研修は中
止となったのです。 しかし，スマトラ沖地震による津波被
害を経験したスリランカの地区メンバーは、福島原発の
風説被害をものともせず、交換研修を強く希望し、半年
遅れの10月に受入を行い、翌4月に派遣を行うことが再
度決定したのです。
今回は本当に様 な々トラブル・ハプニングがありました。
選考に際し、5名の募集に対し6名の応募しかなく集まら
なかったことや、地震の影響でスケジュールを再構成し
なければならなかったこと、さらにスリランカからの書類
の提出が遅れたり，国際ロータリーの規約に適したスケ
ジュールを組んでくれなかったりと冷や汗の連続でした。

特に日本からの派遣チームは、それぞれ職業が異な
るにもかかわらず、5人一緒の行動スケジュールがほとん
どで、各自の職業研修プログラムはほとんど組まれてい
なかったようです。
しかし、それぞれのメンバーは泉博朗団長を中心に、
それぞれ工夫して、例えば自ら消防署を訪れて日本の
消防活動・救急活動を説明し、一泊宿直を経験するな
ど自ら研修プログラムを申出たり、日本ではルーズとしか
言えない時間の感覚にじっと耐えたりということがあった
ようです。
団員は1名の女性と3名の男性でしたが、スリランカで

の報告をする彼らは出発前に比べて確かにしっかりとし
た顔つきになっており「男子三日見ざれば刮目して見よ」
という言葉が頭によぎりました。
今年度は新委員長の急な入院により、急遽その代役

となった私ですが、退院し復帰された岸上前委員長と共
にたくさんの皆さまのご支援をいただき無事プログラムを
終了させることのできた感謝の意を表したいと思います。



青少年交換プログラムは、1920年代にヨーロッパで
ロータリアンの子供同士を交換し、互いにホームステイさ
せあい、我が子のように育ててみようという試みに端を
発しています。 子どもたちは異国という厳しい環境の中、
好意に溢れたロータリアンの庇護のもとで、異文化にふ
れあい、生活することで互いの立場や違いを認め、尊重
する真の国際人として成長していきます。 そしてこのプ
ログラムは、次世代の青少年の育成という有意義な奉
仕活動として認められ、1972年にRIの定める正式プロ
グラムとなりました。 近年、世界中で年間7,000人の16歳
から18歳の高校生が参加しています。
こうしたプログラムの成り立ちから、青少年交換プログ

ラムのみ、ロータリアンの子弟参加が認められています。 
また、ロータリアンの子弟のみならず、関係者の子弟、ま
たは来日学生達がお世話になった高等学校からの推
薦などにより応募できます。
次年度（2013-2014年度）の青少年交換学生を下記

の要領で募集いたします。 各クラブにおかれましては、
このプログラムの次世代を担う青少年の育成という趣旨
と目的をご理解いただきまして、是非ともご参加していた
だきますようお願いいたします。

１．主な交換相手国
アメリカ、カナダ、フランス、フィンランド、オーストラリア、
スイス、スウェーデン、台湾、ポーランド

２．交換期間
・2013年8月に出発し、期間は約1年間。
・採用及び派遣先は青少年交換委員会において決
定します。

３．交換内容
各々の派遣先のご家庭でホームステイをし、現地の
高等学校に通学します。
現地の言葉を学び、人 と々交流し、その文化や習慣、
歴史を学ぶと共に、日本の文化や伝統、国情を伝え、
青少年大使としての国際理解と親善に努めます。

４．費用
プログラム参加費(￥100,000)、派遣先までの往復旅
費、保険料、現地での諸雑費は本人(保護者)の負担
とします。現地での生活費、教育費(高校)の全額及び
少々の小遣いは、ホストロータリークラブが負担します。

５．応募資格
１）出発時、16～18歳の高校生であること。
２）健康で礼儀正しく、水準以上の学力を持ち、外国
語の習得に意欲的な学生であること。学業成績
は、学年で上位1/3以内の者。(在学高校により差
があるので、相談に応じます。)

３）学校長の推薦と、1年間の派遣先での修学許可
が得られる学生であること。
(派遣中における現在の学校での単位取得等に
関しましては、各学校とご相談下さい。また、派遣
相手国での学校の単位は基本的には取得できま
せん。)

４）ロータリークラブの推薦が得られる学生であること。
６．応募期限
2012年9月28日（金）（期限を厳守願います。）

７．応募方法
応募者は、スポンサークラブを通じて地区青少年交
換委員会またはガバナー事務所にお申込みください。
なお、申込書はガバナー事務所までご請求ください。

８．来日学生の受入
原則として、派遣学生を送出したロータリークラブは、
交換相手国より来日学生を受け入れなければなりま
せん。

９．短期交換プログラム
１年間の長期交換のほかに、夏休みに約１ヶ月づつ
交換する短期交換プログラムもあります。

≪お問い合わせ≫
国際ロータリー第2660地区 ガバナー事務所 
担当：今井
〒541-0052 
大阪市中央区安土町1-5-11 トヤマビル東館６F
Tel：06-6264-2660 Fax：06-6264-2661



昨年の8月下旬に来日した学生6名（2名はすでに帰
国）が1年のプログラムを終了し、帰国に当たり彼ら彼女
らを母国に送別する会と、今年、外国に派遣される学生
6名を送り出す会がシティプラザホテル大阪で6月23日の
午後5時半から開催されました。
ホストファミリーやロータリアン、ROTEXのメンバーら
総勢60名が参加した華やかな会になりました。 まず岡
部 泰艦ガバナーが開会の挨拶に立たれ「皆さんおめ
でとうございます」と来日学生に語り掛け、その努力を労
われました。 その後、福家 宏ガバナー・ノミニーが乾杯
の音頭を取られ、派遣学生に「健康に気を付け、プログ
ラムを全うするよう」激励されました。
先ず磯田幹事が派遣学生を紹介し、彼女達が壇上

に並び、順次英語で苦心のプレゼンを出席者の前で披
露しました。 1年間のオリエンテーションの成果が見事に
結実した瞬間でした。 委員長から講評があり、その後、
彼女らの特技の披露に移りました。 大森さんは得意の
カメラで芸術の香る写真をパワーポイントで紹介しました。 
村井さんはピアノのポータブル鍵盤を使い習熟した技で
名曲を弾き、トランペットも吹いてくれました。 上木さんは

壇上で筆さばきも鮮やかに「夢と希望」と墨書しました。 
岩谷さんは習熟した技でバトントワリングを演じました。 
山下さんは合気道二段のお母さんと鮮やかな演武を見
せ、田口さんはけん玉に興ずる妹さんをバックに華やか
な洋舞を見せてくれました。 何という才能のオンパレード
でしょうか! これで会場が例年以上に盛り上がりました。
引き続いてROTEXのメンバーが壇上に登りみんな

で激励の合唱をしてくれました。 そしていよいよ来日学
生のお別れの言葉です。 例年ここで会場が涙するの
ですが、6名の登壇者は皆、陽気で、「最初は苦労した
が慣れるにしたがって大阪が大好きになりました」という
感想が共通項でした。 やや緊張したためか日頃の流暢
な日本語は影をひそめていましたが、ホストファミリーの
皆さんもほっとした瞬間でした。 委員長から5名全員に
プログラム終了の認定書を手渡しました。 委員会の皆
様も一年のご苦労が報われたひと時でもありました。
最後に泉 博朗次年度ガバナー・ノミニーが「自然体

で頑張れ」とエールを送られました。
会の準備をしてくださったROTEXの皆さん、担当の

岩佐委員に感謝しながら、ホストファミリーの皆様、担当
ロータリアンの皆様の心温まるお世話に委員会一同心
よりお礼を申し上げご報告とさせていただきます。



6月3日(日)快晴、舞洲スポーツアイランドに6校のイン
ターアクター72名、顧問15名、ロータリアン28名、事務局
1名、合計116名が集合。今年度の新入生歓迎会は、イ
ンターアクター達へのエールの言葉 “全ての細胞のス
イッチをONにして、感動を！” という奥田委員長の開会
の挨拶で始まりました。また泉次年度ガバナー・ノミニー
より“何事も体験することが大切であり、チャンスは一瞬
である”という体験談も伺いました。
その後、全員が8班に分かれて、ウォークラリーに参加。

ロッジ舞洲前を出発し、各施設に関するクイズに答えな
がら2kmのコースを周りました。新入生達も地図を片手
に、少しずつ雰囲気に慣れた様子でした。
昼食のバーベキューでは、初体験の“火おこし”に挑

戦するインターアクター達を、ロータリアンが手助けする
姿もありました。満面の笑みで食事を楽しみながら会話
もはずみ、学校の枠を越え、世代を越えて親睦を深める
ことができたと思われます。

午後からは、岡部ガバナーにも参加して頂き、“家族
への感謝の思い”をテーマに、大阪湾の海底粘土を
使った陶芸体験が実施されました。 生徒達は、家族又
は自分への贈り物として、茶器や小物入れの制作に取り
組んでいました。 真剣な眼差しで互いに刺激し合いな
がら、夢中になってロクロを回す様子から、作品への思い
が伝わってくるようでした。縄文時代からある土器作りを
体験することは同時に、日本文化の理解につながります。
このように一人一人の思いを形に、夢を形にする体験
は、今年度RIテーマ “こころの中を見つめよう博愛を広
げるために Reach Within to Embrace Humanity” 
の一つの実戦であったのではないかと思われます。また
新入生達も友人の輪が広がり、相互理解を深めること
により、さらに奉仕活動の輪が広がることが期待されま
す。次世代を担う若者の育成に携わり、共に成長できる
ことが私の喜びでもあります。
閉会式では、岡部ガバナーにご講評を頂き、ウォーク

ラリーのクイズ正解者には景品が授与されました。そし
て、次年度幹事校の浪速高等学校・中学校へと地区
旗の引き継ぎも無事終了しました。
最後になりましたが、このような有意義な新入生歓迎

会を企画運営されました相愛中学・高等学校の皆様、
大阪ロータリークラブの皆様に心から感謝申し上げます。
今後ともインターアクトクラブへのご理解とご支援を、よろ
しくお願い申し上げます。



中赤崎小網組合 漁民交流センター支援プロジェクト

大船渡市中赤崎小網組合から支援要請のありました「漁民交流センター建設支援プロジェクト」につきまして、地区

内クラブに寄付のお願いをいたしましたところ、20クラブのご賛同をいただき、2,351,000円の寄付が集まりました。皆様

からのご支援に対しまして心より御礼申しあげます。

本プロジェクトは、寄付金2,351,000円、地区基金524,000円、合計2,875,000円となり、7月17日に水沢東ロータリークラ

ブに送金いたしました。



2012～13年度がスタートしました。本年度のロータ
リー財団活動は、ノンパイロット地区である当2660地区
では従来のロータリー財団活動と同時に、2013年度か
ら全世界で実施される「未来の夢」の計画年度の活動
となります。

１．ウィルフリッドＪ．ウィルキンソン2012～13年度ロータ
リー財団管理委員長は財団目標を、「1. ポリオを撲滅
する（End Polio Now）。 2. 未来の夢計画の準備を
整える。 3. 財団の教育的プログラムと人道的プログ
ラムへの参加を通じて、世界に平和を育む。 4. ロー
タリー財団への寄付を全ロータリアンにお願いする。 
5. 財団の資金をしっかりと守る。」としており、この目標
の達成を目指します。

２．従来の財団プログラムである、国際親善奨学金、マッ
チング・グラント、地区補助金（DSG）、研究グループ
交換などのプログラムは2012～13年度で終了します。

2013～14年度からはグローバル補助金または新地
区補助金（DG）を利用して奨学生の派遣や人道的
プロジェクトを実施できます。ロータリー平和フェロー
シップは、2013～14年度以降も継続します。

３．ポリオ2億ドルのチャレンジ進捗状況は、2億ドルの
チャレンジの目標は達成され（2012年5月4日現在2億
1,570万ドル）、6月で2億ドルのチャレンジも終了しまし
たが、7月以降もポリオ・プラスへの寄付を通してポリ
オ撲滅のため、引き続きご支援をお願いいたします。
2012年7月6日現在の今年の世界のポリオ発生状況
はナイジェリア 52例、パキスタン 22例、アフガニスタン
10例、チャド 4例、計 88例です。

４．2012年8月25日（土）に地区財団セミナーを開催致し
ます。新しく生まれ変わるロータリー財団をご理解い
ただき、ロータリー財団活動を推進いただくため、ご出
席の程よろしくお願い申し上げます。



「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万3千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は

勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、

一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてあり

ますので、ご活用願います。 以下資料のご紹介を致します。











RIでは、才能と熱意のある次世代を担う青少年や若

者の育成を推奨し、毎年9月を「新世代のための月間」と

定めています。当地区では、インターアクト、ローターアク

ト、青少年交換、RYLA、ニコニコキャンプなどがあり、地

区委員会の皆様がアドバイスをしながら、提唱クラブあ

るいはホストクラブの皆様方が奉仕活動に携わってい

らっしゃいます。皆様方の活動に感謝を申し上げます。

新世代奉仕がロータリーの第5の奉仕部門に入って、

1年3ヶ月が経過しようとしています。近年の社会の変

化・多様化のため、青少年を取り巻く状況も大きく変化

しています。喫煙、飲酒、脱法薬物などの薬物依存、性

感染症・HIV/AIDSなどの低年齢化が大きな社会問

題となっています。また「突然切れる」「学級崩壊」「ネット

依存症」など心(精神)の病をもつ青少年が増加していま

す。平和な社会を築いていく青少年(未来の指導者)を

育んでいくことは、ロータリーの、そしてロータリー活動の

大きな目的であることは皆様ご存じの通りです。しかし、

めまぐるしく社会が変化し、多くの難問が青少年に襲い

かかるとき、やはり“こころ”と“からだ”が健全な青少年

の育成が肝要だと思います。

近年、青少年奉仕活動の中での青少年に対する肉

体的、性的、精神的虐待が問題になっています。これは、

文化・習慣などの違いを充分把握することで防止できる

ところが多いと思われますが、今一度、ロータリアンとは？

ロータリーの奉仕活動とは？とお考え戴くことが先決問題

かとも考えます。

地区では、この様なこと以外にでも起こる各種トラブ

ルを未然に防止するため、また不幸にも起こってしまっ

たトラブルに対応するために、危機管理委員会があり、

危機管理積立金があります。

危機管理積立金につきましては、今後国内外で起こ

る可能性がある様 な々トラブルに対し地区として対応で

きる資金が必要と考えました。そこで今年度は、地区活

動資金から増額し危機管理積立金に繰り入れることに

致しました。今の時代を考えると、これが充分な規模か

どうかは判りかねます。

昨年度に引き続き、今年度は米山奨学委員会も含め

た青少年をお世話する委員会が一堂に会する会議を

開催し、青少年に関する意識を一致させていくことを考

えています。皆様方も、この月間に今一度、RIが提唱し

ている「青少年と接する際の行動規範に関する声明」

(後述)など「ロータリー章典２．１１０．青少年の保護」をご

確認戴きたいと思います。

青少年と接する際の行動規範に関する声明

国際ロータリーは、ロータリーの活動に参加するすべての青少年のために安全な環境をつくり、これを維持するように

努める。ロータリアン、その配偶者、その他のボランティアは、接する児童および青少年の安全を考え、肉体的、性的、あ

るいは精神的な虐待から彼らの身の安全を守るため、最善を尽くす責任がある。



数年前、私がGEとして青少年交換のオリエンテー

ションに出席した時のことです。来期派遣学生の英語で

の自己紹介が始まりました。母親に付き添われたある女

子高生の英語が、カタカナをそのまま棒読みしたような

全く抑揚もアクセントもないトークだったので、そのような

発音を聞いた現地の人は「日本語は英語に似ているな

あ」と思うでしょうね、とコメントを述べてしまいました。後

で持たれた懇親会の席で彼女を励まそうと思い、近づ

いて話しかけましたが、よほど私のコメントで傷ついたの

か、そっぽを向いたままです。横から母親が気を使い取

り繕ってくれましたが、この娘どうなる事かと本当に心配

でした。それから数回のオリエンテ－ションを経て1年間

米国に交換学生として滞在、私がDGの時に帰国歓迎

会がありました。彼女の帰国挨拶は素晴らしい英語に

なっており、人間的にも驚くほど成長を遂げていました。

そして、このような機会を与えてくれたロータリーに心か

らの感謝の意を述べていましたが、恐らく彼女にかか

わった米国の親代わりのロータリアンは、豊かな愛情を

もって彼女に接してくれたのでしょう。それに比べて自分

の愛情はどうであったかと反省しきりでした。

ロータリーが新世代のために設けているプログラムは

この①青少年交換のほかに、②小学生むけのニコニコ

キャンプ、③中高校生のためのインターアクト、④18～30

歳のためのローターアクトや⑤RYLAがあります。どのプ

ログラムも参加した者は全て楽しくてためになるすばらし

い経験が与えられたと感謝してくれるのですが、いざ

誘ってみるとすんなりと参加に応じてくれる若者は殆ど

いません。いくらこちらが「楽しくてためになるプログラム

だ、参加すればわかる」と言葉を尽くして説明しても、今

まで参加した事がないのだからわかるはずがありません。

最後の決め手は「楽しくてためになる」と語るロータリア

ンを若者たちがどこまで信頼してくれるかにかかってい

ます。信頼されるためには、こちら側に先ず子供や若者

達をいつくしむ心がなければなりません。不用意な言葉

で心を傷付けないようにしなければなりません。プログラ

ムを直接企画運営する側は尚更です。愛がなければ

せっかく捧げられた時間も、時間をかけて準備されたプ

ログラムも無益なものとなるでしょう。愛されることによって

人間は、愛する事のできる人間へと育ってゆくのです。

愛情あふれるロータリアンと接することによって、人を思

いやることのできる人格が形成されていくことでしょう。

「Fellowship through Service」はすべての新世代

プログラムに共通した言い得て妙の基本姿勢です。即

ち、良い友達作りです。ロータリーは、次の時代を担う若

者たちが健全な社会人に、そして品位ある国際人に成

長してくれることを願い、先にあげた５つの新世代のた

めのプログラムを設け、その中で良き友達作りがなされ

ることを願っています。そしてロータリークラブはその模

範となる事が期待されているのです。



■ 選考基準

本賞の受賞資格を有するのは、1つのクラブにより遂行
された1件のクラブ・プロジェクトのみです。また、推薦で
きるのは、1地区につき1つのクラブのみです。既に意義
ある業績賞を受賞したことのあるプロジェクトは、資格が
ありません。RI意義ある業績賞に推薦するプロジェクト
を選出する前に、以下の選考基準を満たしているかどう
かをご確認ください。プロジェクトは以下を満たしていな
ければなりません。

・地元地域社会の深刻な問題やニーズに取り組むもの
である（いかに意義あるものであっても、国際奉仕プロ
ジェクトは本賞の受賞資格がありません）。

・単なる金銭的奉仕ではなく、クラブ会員の大半または
全員が、直接参加しているものである。

・クラブの規模、および利用可能な資源に釣り合ったも
のである。

・地域社会におけるロータリーのイメージを向上させるも
のである。

・他のロータリー・クラブの模範となりうるものである。

・現在実施中、もしくは本賞が授与されるロータリー年度
中に完了するものである（ただし、現ロータリー年度に
開始されたものである必要はありません）。

ロータリークラブの有意義で卓越したロータリー活動に対して、RIから「意義ある業績賞」が贈呈されます。そのため

に、各地区のガバナーは受賞クラブを選び、RIに選定を証明する手続きをとることになっています。地区レベルの競争

であるため、また、その中から有意義なクラブ・プロジェクトを見極めるため、ガバナーが地区選考委員会を選出し、発

表することが奨励されるとあります。本年度の第2660地区における選考基準及び手続きは次の通りです。（申請手続き

については2010年度「手続要覧」P105を参照）

当地区の本年度の「意義ある業績賞」の提出締切日は2013年1月31日（木）とします。

RIから正式の認定状が送付されてくると、

例年通りガバナーは地区大会でこの認定状を受賞クラブに贈呈して表彰いたします。

■ 推奨推薦手続

以下は、意義ある業績賞を選考するにあたっての推奨
選考手続です。

・8月1日までに、本賞への応募の受理、および審査を行う
地区選考委員会を地区ガバナーが選任し、告示する。
地区ガバナーは、この委員会の職務上の委員となる。

・地区ガバナーは、その月信で、選考基準（上記参照）と
共に、この委員会に関する発表を行い、申請書を委員
会委員長が受理する締切日を公示する。推薦書式は
地区ガバナーから入手できるようにする。

・地区選考委員会は、2月1日までに会合を開き、5つのプ
ロジェクトまでを候補プロジェクトとして選び、これを3月
1日までに届くよう地区ガバナーに提出する。

・選考委員会が選んだ受賞候補プロジェクトの中から、
地区ガバナーは地区選考委員会と協議の上、1つのプ
ロジェクトを選定する。

・地区ガバナーは、推薦するプロジェクトを、必要な書類
と共に国際ロータリーに提出する。

・提出締切日までに国際ロータリーが受理した推薦書式
は、RI選考委員会で審査される。締切日を過ぎて受理
された推薦書式は、審査の対象とはならない。



2012年7月7日（土）午後2時より、本年度第1回広報委
員長会議を、大阪科学技術センターにて開催しました。
本年度最初の土曜日で、就任されたばかりの各クラ

ブの広報委員長の皆様に、広報についてよく知って頂き、
各クラブでの広報活動に活かして頂きたいというのが、
本委員長会議の趣旨です。
まず、御来賓のご紹介の後、高島Gのご挨拶では、本
年度は、田中作次RI会長においても、高島Gにおいても
「公共イメージのアップと認知度の向上」が強調事項で
あり、特に広報が重要であるとのご指摘がありました。
次に、広報委員長である私より、昨年度の広報委員

会の活動をご紹介した上で、「公共イメージのアップと認
知度の向上」のためには、とりわけ「対外広報」が非常に
重要であることをご説明するとともに、本年度の広報委
員会として、JR大阪駅デジタルサイネージ（電子広告。
第1回目は8月6日から9月2日まで。RI補助金を得ましたの
で第２回目も予定しています）、産経関西HP「2660地区
通信」の充実、ラジオ大阪でのラジオ番組の継続等の
活動方針をご説明しました。

その後は、産経新聞大阪本社総合企画室長・深堀
明彦様より「卓話だってネタになる」のテーマで、産経新
聞大阪本社総合企画室デジタルメディア担当部次長・
岡崎秀俊様より「メディア状況の変化と『広報』」のテー
マで、それぞれご講演頂きました。深堀様からは、広報
には1次情報を対象とすることが重要であり、１次情報で
あるロータリークラブの奉仕活動は広報に適切であるこ
と、岡崎様からは、広報の視点からは４つのテストの視
点に基づいた奉仕活動を対象にすればよい広報ができ
ること等をご説明いただきました。
そして休憩の後、木村研修委員より、各クラブのHPの
更新の状況（数年HPが更新されていないクラブもあるこ
となど）やHPによる広報充実の必要性をご説明頂いた後、
「対外広報の実例について」のテーマでIMごとに分かれ
てバズセッションを行いました。各クラブの奉仕活動自体
が対外広報でありますが、それをタイムリーにHPに反映
させるべきであること等活発に議論していただきました。
最後に、岡部PGにご講評頂くとともに、福家GEに閉会

のご挨拶を頂き、第1回広報委員長会議を終了しました。
皆様、長時間熱心にご参加頂き、ありがとうございました。
８月のJR大阪駅デジタルサイネージでは、是非JR大
阪駅に足を運んでください。
第2660地区の広報の充実のため、皆様１年間よろし

くお願い致します。



日 時：2012年7月14日（土）14：00～15：50

会 場：大阪YMCA会館 903号室

出席者：高島G、大谷PG、福家GE、泉GN、G補佐7名、
G補佐Ｅ5名、地区研修委員4名、地区幹事2名、
地区正副代表幹事2名、地区社会奉仕委員
会9名、地区財団人道的補助金委員会 吉川
委員長、地区財団FVP委員会 宮里委員長、
大阪府健康医療部薬務課 寺本課長補佐、
クラブ社会奉仕委員長 75名 合計 111名

●高島Gより,東日本大震災の復興に向けた意義ある活動や、各クラブが地域との密着を大切にできるような社会奉仕
活動を活性化してほしいとのご挨拶を頂きました。

●社会奉仕委員長よりは、本年度の活動計画・活動方針について説明があり、本年も昨年に引続き「東北へメー
キャップに行こう」キャンペーンを実施し、東北の現状を確認して復興支援活動を見極める。また地域に根ざした奉
仕活動を実践し、クラブの活性化を図ってほしい。

●大阪府健康医療部薬務課寺本課長補佐による、薬物乱用についての現況報告と、違法ドラッグについての説明が
あり、平成24年度大阪府「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金のお願いがありました。

●地区財団人道的補助金委員会吉川委員長より、本年度の地区補助金の応募状況、応募要領等についてパワー
ポイントにて解りやすく説明を頂き、今後の補助金申請へのアプローチをして頂きました。

●地区財団FVP委員会宮里委員長より、次年度より導入されるFVPについての説明をして頂きました。本年度８月の
財団セミナーに参加を頂き、9～11月に次年度の計画案作成、12月にアンケート調査を実施。2月の財団セミナー参加、
3月末までに補助金申請と本年度の委員長におかれましては、本年度の行事執行と合わせて次年度の計画案作成
等と大変ですが、よろしく協力をお願いします。

●地区研修委員会の木村委員（広報担当）より、本年度広報委員会では色 な々活動をサンケイ新聞に掲載することを
企画しておりますので、クラブでの社会奉仕活動の活動報告の原稿を頂ければありがたいです。

●最後に、福家GEより社会奉仕活動は、奉仕活動の原点であることを再確認し、震災復興、地域奉仕活動、本日講
話を頂いた、薬物乱用等々についても今後青少年にかかわる重要な問題として捉え、社会奉仕活動の幅の広さを
感じましたとの総括講評を頂き、第１回クラブ社会奉仕委員長会議を無事終えることができました。  



新たな年度がスタートし、地区委員会のメンバーが一

同に会する「合同地区委員会」が7月21日に大阪

YMCA会館にて開催されました。

開会に際し、高島Gから各地区委員諸氏に委員受任

の御礼と地区活動への御協力のお願いと今年度の地

区活動がスムーズに実施されることを要望され、今年度

のRIテーマ「奉仕を通じて平和をPeace Through 

Service」そして、地区方針「育もう未来の力を～飛躍

～」についての思いを語られました。

当日は、猛暑の中を11名のPG・福家GE・泉GN、そし

て、AG・AGE全員に御出席頂き、地区研修委員会リー

ダーの井上PGからRI戦略計画のクラブのサポートと強

化の為、今年度の研修委員会活動の計画について説

明を頂きました。

又、災害支援プロジェクト委員長の岡部PGから今年

度の活動方針について説明を頂き、前年度に引き続き

支援への御協力を訴えられました。

次第に基づき、地区会計、G月信、ロータリーの友につ

いて、各地区幹事から説明とお願いをさせて頂き、北村

地区大会実行委員長から12月7日・8日に開催される地

区大会の御案内と御参加の御願いをさせて頂きました。

そして、今年度の地区委員会活動計画の発表と「地

区チーム」としての意気込みを16名の委員長から発表

して頂き、各委員会の活動計画をお互いに理解して頂

く機会になった事と思います。

地区代表幹事より、地区委員の皆様に地区委員会

の円滑な運営等についてのお願いを申し上げ、最後に

福家GEから、この合同地区委員会をこれからの地区活

動に役立たせて頂きたい旨の閉会御挨拶を頂き、全て

のプログラムを終了致しました。

改めて御出席頂きました地区の役員、委員の皆様に

御礼申し上げ、地区活動にお力添えを頂きます様、御願

い致します。



日 時：2012年7月23日（月）14：30～16：30

会 場：ガバナー事務所

参加者：田中眞人委員長、吉田悦治副委員長、西谷雅之副委員長、福田治夫、
近藤菜穂子、田中隆弥、島井宏子、樋口一夫、古城紀雄各委員

参加大学等：追手門大学、大阪大学、大阪教育大学、大阪工業大学、大阪国際大学、大阪産業大学、大阪商業大
学、大阪市立大学、大阪成蹊大学、大阪電気通信大学、関西大学、関西医科大学、関西外国語大学、
近畿大学、摂南大学、梅花女子大学、相愛大学、（独）日本学生支援機構 大阪日本語教育センター、
大阪コミュニケーションアート専門学校、大阪ハイテクノロジー専門学校

7月23日、地区米山奨学委員会と大学等との地区懇
談会がガバナー事務所会議室で行われ、2012年度の
米山奨学生を選考するにあたり、22の指定校の担当者
にご出席いただきました。
吉田副委員長の司会のもと、まず田中委員長が挨拶

され、ロータリー米山記念奨学事業の歴史的流れに触
れながら、(1) ロータリークラブの基本的精神とは何か、
(2) 同米山記念事業の目指すもの、及び(3) 奨学生の推
薦・専攻にかかる本年度よりの新たな方針についての
見解を簡潔かつ明瞭に述べられました。ここでは、「日本
ファン」を増やし「将来ロータリアンとともに平和社会の構
築・推進に貢献できる人材の育成」に心したプログラム
であることが強調され、また「優秀な奨学生の推薦は
ロータリアンの中で米山奨学事業ファンを増やす事にも
繋がります。このファンも増やしてより多くの奨学生を担
当できるように、共に手を取り合ってこの事業を推進して
いきましょう」と呼びかけられました。
ついで、大学間同士の意見交換も兼ねて「各機関が

どのような選考基準とプロセスで本奨学生の推薦を

行っているか」についてすべての参加機関からの報告
を受けました。その結果、ほとんどの機関で「ロータリー
精神の理解の徹底と各種行事への積極的参加意欲の
確認」を経て推薦者を決定されていることがわかり、本
奨学事業の趣旨が理解された形で応募されている現
状が明らかとなりました。一方で、少数ながら当該年度
に支給される他の奨学金募集と同時に本奨学生の募
集を行っている機関があり、委員長などから「本奨学事
業は（今年度ではなく）次年度向けの募集であり、混同
しない形での募集・選考を実施していただきたい」旨の
見解が示されました。
また、上述の「本年度募集からの新たな方針」として、

「本奨学生の選考にあたっては、当地区のロータリアン
のさらなる国際性の涵養に有効に資する人材を採択す
るという視点に立って、以前より増して多様な国籍をもつ
者を選考する」との意向が伝えらましたが、そのことにつ
いての質疑応答を経て、参加各機関におかれてはこの
新方針のもとで、「半数以上が同国籍とならないように適
切に推薦していただく」流れを理解していただきました。
なお、本奨学事業では「世話クラブ＋カウンセラー制
度」を機能させて、生活困窮者支援というより「ロータ
リー精神の普及と日本ファンの増強」に力点をおいた運
営がなされていますが、最近採用奨学生を出した機関
から「ロータリアンからの様々な支援」に他のプログラム
にはない「きめ細かな対応に奨学生が大変感謝してい
る」旨の報告もあり同慶の至りではありました。最後に西
谷副委員長が挨拶し、大学等と地区米山奨学委員会
がさらに連携・協働してゆくことを約し、散会しました。



第2660地区大阪北ロータリークラブは昨年度より復

興支援特別基金を設け東日本大震災復興支援事業と

して、大船渡小学校への教育機材支援、盛岡西北ロー

タリークラブ提唱のソーラー街灯への協賛や大船渡漁

業協同組合へのユニックトラック寄贈のための地区へ

の義捐金拠出などの活動を実施してまいりました。この

度当クラブでが本年12月に創立60周年を迎えるに当た

り、諸記念事業を実施するのに加え東北の被災地児童

他26名を日本三大祭りである7月25日の大阪天神祭の

能船に招待し、彼らを励ますとともに復興への祈りを共

に捧げました。

招待したのは仙台空港が位置する宮城県岩沼市玉

浦小学校児童22名と校長・教員4名の総勢26名です。

児童たちは仙台より気温が10度も高い大阪の暑さにめ

げず大阪名物たこ焼き作りの体験や造幣局の見学の

後、能船に乗り込み当クラブ所属の能楽師大槻文蔵会

員が演ずる「翁」や「羽衣」、「土蜘蛛」などの能や狂言

「口真似」を鑑賞したほか、能面をつけて舞台を歩む貴

重な体験をしながら多くの船が行き交い大阪締めを交

換する船渡御の様子に目を輝かしていました。翌日は水

陸両用バスの大阪ダックツアーの後、南港ワールドトレー

ドセンターでロータリアンとの交流会に参加、最後は天保

山の海遊館を見学しました。交流会では山内校長から

震災当時の模様や復興の様子説明そして今回の天神

祭招待への答礼がありました。その後児童たちに今回

一番楽しかったことはと尋ねたところやはり天神祭と能

の体験とのことでした。

今回の事業はマスメディアでも取り上げられ、新聞2

紙とテレビでもニュースで紹介がありロータリー奉仕活

動の広報の実をあげることができたと思います。



1.ロータリー世界平和フォーラム広島
田中作次RI会長年度に、ベルリン、ホノルル、広島の
世界3都市でロータリー世界平和フォーラムが開催さ
れます。
広島では「Peace Begins with You（平和はあなた
から始まる）」をテーマに、特に新世代に焦点を当て、
平和への日常的な意識と行動に種火を点火し、次の
時代に行動を引き継いでいく出発点とすることを目指
します。
開催日 2013年5月17日（金）18日（土）

2.新補助金制度（未来の夢計画）
【地区の参加資格認定】
いよいよ10月から地区の参加資格認定手続きが始ま
ります。2013-14年度ガバナー、2014-15年度ガバナー、
2013-14年度財団委員長が手続きをします。

【国際協議会－新補助金制度研修】
2013年1月、ガバナー・エレクトは国際協議会最終日の
18日（金）、2013-14年度地区財団委員長は18日（金）
と19日（土）の二日間、サンディエゴで新補助金制度の
研修に参加します。

3.ポリオ・プラス
【ポリオ症例数】
2012年8月3日現在のポリオ症例数です。

＊現在、ポリオ常在国はアフガニスタン、パキスタン、ナ
イジェリアの3か国です。

4.ロータリー平和フェローシップ
「平和及び紛争解決の分野における国際問題研究
のためのロータリー平和センター」プログラムは、ロータ
リー平和センターといわれるロータリーと提携した大学
で、修士号または修了証プログラムに参加するための
奨学金で、仕事や奉仕活動を通じて国内外で平和及
び紛争解決を推進するリーダーとなる人材を育成する
ことを目標としています。
2002年プログラム開始以来、600人以上のフェローが
このプログラムに参加し、学友の多くが、平和と紛争の
解決の分野で活躍しています。この秋から第11期生と
して、日本から3名の新しいフェローが、このプログラム
に参加します。第2710地区推薦の新屋由美子さんは
イギリスのブラッドフォード大学、第2550地区推薦の大
阿久裕子さんと第2790地区推薦の宇野かおりさんは、
日本の国際基督教大学で学びます。

5.教育的 ・人道的プログラム（2012-13年度まで）
【新補助金制度への移行】
マッチング・グラント・地区補助金（ＤＳＧ）・国際親善奨
学金・研究グループ交換などのプログラムは、2012-13
年度で終了します。2013-14年度からはグローバル補
助金または新地区補助金（ＤＧ）を利用して奨学生の
派遣や人道的プロジェクトを実施できます。ロータリー
平和フェローシップは2013-14年度以降も継続します。

アフガニスタン
パキスタン
ナイジェリア
インド
ポリオ常在国以外
世界合計

15
23
60
-

5
103

80

2012年
1月1日～8月3日

2012年
1月1日～12月31日

198
62
1
309
650



１．九州北部大雨災害義援金（中間報告）

７月上旬の九州北部大雨災害の支援を各クラブにお願いいたしましたが、８月８日現在で1,486,625円の義援金が集

まっております。義援金は被害のあった地区に送る予定です。最終的な金額は、あらためて報告いたします。

２．災害支援プロジェクト報告書

昨年度の支援活動をまとめた「東日本大震災復興支援 災害支援プロジェクト報告書」を、７月３１日に地区内クラ

ブにお送りいたしました。会員の皆様に閲覧していただくよう、よろしくお願い申しあげます。

なお、報告書に記載しました収支の内容を下記に掲載いたします。

A. 第2660地区に寄せられた支援金 - 総額

2011-2012年度 災害支援プロジェクト 全体の収支

1. 松本年度分 資料②
2. 岡部年度分 資料③

82,535,512円
26,899,664円
109,435,176円合計

B. 支出明細
1. ガバナー会より被災地区に送金
2. 当地区より被災地区に送金
 第2520地区

 No.41  大船渡市漁業組合 資料⑤

9,690,001円

10,000,000円

6,255,704円
 No.45  中赤崎漁組 資料⑥ 2,351,000円

4. プロジェクト承認案件拠出 資料④ 37,911,200円
5. クラブへの返金 資料② 37,224,413円
6. 委員会主導 クラブ拠出金

 第2530地区 5,000,000円
 第2520地区  地区大会賽銭 189,394円
 北上西RC   地区大会募金箱 69,472円

108,691,184円合計

C. 残高（2012年7月20日現在）

35,100円
-）B 合計
-）送金手数料

108,691,184円
 A 合計 109,435,176円

708,892円差引 預金残高
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92 83

91 55

66 00

77 21
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80 35
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78 26
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85 02

82 27

95 38

86 36

83 95

93 02

75 62

87 19

81 67

68 68

87 50

72 81
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77 89

82 69

97 50

82 31

84 99

88 35

73 86

73 15

81 72

83 78

44 00

75 91

89 91

69 14

76 48

池田

池田くれは

箕面

箕面千里中央

豊中

豊中南

豊中－大阪国際空港

豊中千里

小計

茨木

茨木東

茨木西

千里

千里メイプル

摂津

吹田

吹田江坂

吹田西

高槻

高槻東

高槻西

小計

大東

大東中央

枚方

門真

交野

香里園

くずは

守口

守口イブニング

寝屋川

四條畷

小計

東大阪

東大阪中央

東大阪東

東大阪みどり

東大阪西

大阪柏原

大阪ネクスト

八尾

八尾中央

八尾東

小計
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大阪中央

大阪堂島

大阪北

大阪北梅田

大阪西

大阪大淀

大阪リバーサイド

大阪西北

大阪そねざき

大阪梅田

大阪梅田東

大阪ユニバーサルシティ

小計

大阪

大阪東

大阪東淀ちゃやまち

大阪城東

大阪中之島

大阪大手前

大阪城北

大阪天満橋

大阪鶴見

大阪－淀川

新大阪

小計

大阪フレンド

大阪本町

大阪御堂筋

大阪南

大阪難波

大阪なにわ

大阪南西

大阪西南

大阪船場

大阪心斎橋

大阪うつぼ

小計

大阪平野

大阪イブニング

大阪城南

大阪咲洲

大阪天王寺

大阪帝塚山

大阪東南

大阪アーバン

小計















職業奉仕については、“このようにしたら世の中に良

いことを成した”ということが、なかなか解りにくく、少なくと

もロータリアンになって日の浅い私では、難しいことを言

われると返答に窮することがあります。職業奉仕を含め、

ロータリーに関する考え方は、さまざまな考え方があって

良いのではないか、と常々考えています。ロータリーの綱

領、国際ロータリー定款・細則、クラブ細則が湖の堤と

すれば、その湖の中で千差万別な意見があって良いの

ではないか、と思います。ロータリークラブに所属する以

上は、湖の堤を超えることはロータリアンにあってはなら

ないことです。

職業奉仕を考える上では、やはり四つのテストが基本

になるのではないでしょうか。四つのテストは、ハーバート 

J.テーラーが、窮地にあった彼の会社を救うのに役立っ

たのです。この指針が表現していた内容や信条はまた、

ほかの多くの人たちに対しても、倫理的羅針盤を提供

することになりました。やがて、国際ロータリーによって採

用され、広く知れ渡ることになったこの四つのテストは、

今日では、ロータリーの基本理念の一つとなっています。

中核となる価値観（core value）、即ち奉仕・親睦・多

様性・高潔性・リーダーシップも職業奉仕の中に大きな

比重を占めていると言えるでしょう。とりわけ、高潔性

（integrity）は、職業奉仕の中では決して忘れてはなら

ないWordでないでしょうか。高潔性＝正直さ・誠実＝他

人を思いやる心（尊重）・責任感と捉えて良いと思います。

なお、中核となる価値観の5つのWordsは、今後「４つ

のテスト」と同等のロータリーの考え方の一つとなってい

く、重要な項目だと思われます。

１０月は「米山月間」でもあります。皆様は、充分ご承知

のことと思いますが、米山奨学事業は、創設から半世紀

以上の歴史を持つ、日本のロータリー独自の奨学制度

であり、事業創設の願いは、外国人留学生の支援を行

なう奨学事業を通じて、世界の人々に“平和日本”の理

解を促す事でありました。現在も創設時の理念を基に外

国人留学生の支援と交流を通じて、国を超えた絆や信

頼関係を築き、２０年３０年後の実りを願い、一人ひとりの

胸に世界平和を願う“心”を世界中に植える“植樹”の

様な奉仕事業を行なっています。

民間団体が行なう奨学事業としては、奨学生総数、

奨学金の総額からみても世界に誇るべき事業規模であ

り、又、宗教や思想の強要が無い素晴しい奨学制度で

あります。

米山奨学事業の目的が「平和と国際理解の推進」を

実現する国際親善奉仕活動であることを理解し、活動

を通じて交流する奨学生が、生活習慣が異なる異文化

で育ってきた外国人留学生であることを充分に承知し

ておく事が大切であると思います。

しかし、半世紀の時を経て世界情勢や取り巻く環境も

変化し、奨学制度のあり方も貧窮救済支援型から知的

国際貢献型に変化してきており、この事業の捉え方にも

様々な形が生じ、支援する立場の方々の心情も微妙に

変化してきていると思います。

ロータリーにも進化が求められる様に奉仕事業も時

代の変化に適合する柔軟な姿勢が求められます。この

様な時こそ改めて事業創設の原点を再認識する必要

がある様に思います。

ロータリアンが忘れてならないのは、奉仕事業の根本

は見返りを求めないことではないでしょうか。見返りを求

める気持ちは、批判的な気持ちに変貌し、素晴しい奉

仕事業の妨げになってしまうと思います。



日本人は古来より個人より全体を重んじる精神が強い

国民ですが、昨年の東日本大震災の時に見られた行動

や、今年のオリンピックのように、水泳、女子卓球などで、

個人戦もさることながら団体戦において、選手の強い精

神力や団結力が発揮されその凄さにあらためて感じさ

せられました。この特異な力は、一体どこから生じてくる

のでしょうか？何が日本人に備わっているのでしょうか？

ロータリークラブは、自分の職業を通じて社会に奉仕

することを前提としています。わかりにくいですが考えれ

ば簡単です。自分の職業に対する意識、すなわち職業

観、職業精神をどのように持っているかです。企業の法

令順守はもとより、各自が職業倫理に根ざして行動して

いるか？従業員、地域住民、お客様、仕入れ先の方 を々

大事にしているか？このことを常に自分の行動規範とし

て持って仕事をしているかということです。これを内的奉

仕(Internal Servise)と言っています。

我々は 東北支援などの弱者救済、出前授業や職場

体験学習などの教育実践活動を数多く行っていますが、

このような活動は多くの企業や団体、ＮＰＯなども行って

います。ＲＣの行う奉仕活動とはどう違うのでしょうか？ こ

の命題を解くカギは前述したとおり、ロータリアンの活動

が如何に職業精神に基づいて行動を起こしたものであ

るか、という点にあります。 即ち、I Serve の理念、自らを

律して他人に奉仕し、自らも利益を得ることの実践の場

として行動するかということが、他団体との大きな違いで

あると思います。このような精神のもとで実施することを、

外的奉仕(External Servise)と言っています。これらの

内的・外的奉仕を組み合わせて日常の職業に生かして

いくことが、RCの職業奉仕といえるでしょう。

今年度も高島Gのもと、出前授業及び職場体験学習

をさらに深耕させたいと考えています。出前授業では現

在の学校教育では埋めることの出来ない道徳教育、働

くことの意義や目的、将来への希望などを生徒らと共に

考える機会を作るとともに、ロータリアン自身が教育実践

を体験する場でもあることを認識していただきたいと考え

ています。高島Gの方針の中に、「職場体験学習・出前

授業で職業奉仕、仕事の大切さを強調し、公共イメージ

と認知度の向上を目指していくこと」が示されています。

  今年度もクラブ職業奉仕委員長には、自ら職業奉仕

に関する卓話をお願いすると共に、クラブフォーラムにお

いては「自分の職業において生じたトラブルや困難をい

かにして解決したか」といった事例でわかりやすく語って

いただければと思います。今年度は「わかりやすい職業

奉仕を」というテーマで皆さんと共に考えていきたいと

思っています。



本年度米山奨学委員

会は“米山奨学事業の

ファン作り”をメインテーマ

に掲げ活動をいたしてお

ります。

私の米山奨学事業の

関わりの始まりは5年前に

自クラブにて米山奨学委員長に任命された時になりま

す。それまでは10月の米山月間に機械的に2万円の寄

付をするだけのことでした。委員長になると人前で米山

事業について発表する必要性から事業について勉強

することとなり、事業の理念・歴史・影響等を理解するこ

ととなりました。また委員会主催でクラブメンバーの方々

に米山梅吉記念館を案内させていただくことは米山梅

吉翁の足跡を知る機会に恵まれました。その後、地区主

催の奨学生歓送会の場で多くのクラブのカウンセラーの

方々が、1年間の限られた期間の中で奨学生と心深く結

ばれているのを目の当たりにして米山事業のファンに

なっていきました。

私達、地区委員会としましては一人でも多くのロータリ

アンに米山奨学生と接していただきたいと考えておりま

す。現在全国で約14億円のロータリアンの寄付金をもっ

て800名の奨学生をお世話しております。そして各地区

の寄付金と担当奨学生の数はほぼ比例しておりますの

で我々第2660地区の7000万円のご寄付いただいた金

額で39名の奨学生を担当しています。当地区の約半分

のクラブが奨学生を受け持っているのが現状です。目標

は第2660地区全クラブにそれぞれ毎年奨学生を受け

持って頂き、米山事業により多く関わっていただく機会を

作りたいと考えています。

その為には、ロータリアンから高い評価を頂ける奨学

生を集める必要が有ります。奨学生は第2660地区エリ

ア内に有る大学から定員の約2倍の奨学生希望者の

推薦をいただき、書類・論文・面接選考を経て決定いた

します。本年度7月の大学との打ち合わせ会議にて以下

の点を変更しました。

1.前年度の合格率による推薦枠の増減。（優秀な学生
を多く推薦した大学の枠を増やす） 

2.奨学生希望推薦者の1国に於ける比率を50％以下に
する。（近年1国に偏りすぎていた為）

ロータリアンから高い評価をいただける奨学生を多く

集め、ロータリアン、奨学生ともにお互いが感動を覚える

活動の手助けになるようにしていきたいと考えています。

そうすることによって1人でも多くの米山事業のファンに

なっていただき寄付を増やしていきたいと思います。寄

付が増えると担当奨学生の数が増えます。大学の方に

もこの相乗効果を理解して頂きより良い学生の推薦を

促しています。

（財）ロータリー米山記念奨学会にはシンボルマーク

が有ります。重なり合うハートは「ロータリアン」と「奨学

生」です。外国人留学生の支援・交流を通じて国を超え

た信頼関係を築き、世界平和を願う“心”を育てるという、

事業創設の願いがこめられています。手は、そうした

“心”を生み出すと同時に、当事業がロータリアンの手で

支えられている事を示しています。

50年以上の歴史を持ち、世界に類を見ない、ＲＩ認証

の日本独自の多地区合同奉仕活動であるこの「米山記

念奨学事業」を地区の皆様と共に広めたいと考える次

第です。ご理解とご協力のほどよろしくお願い申し上げ

ます。



ポートを適時与えてくださる事をお願いしたい。これに先
立ち、先日は大学との意見交換会を開き、学業・人格共
に優れ、ロータリアンが真に物心両面の支援をしようと思
える学生を推薦して下さると、今後、米山奨学事業への
理解もロータリアン・奨学生両方から得られ、会も発展
する、という点で互いの立場を確認した。尚、今年度は1
カ国５０％までという比率で受験生の選考をして頂く事
で了承を得た」等の報告とお願いをさせて頂きました。
続いて、各クラブの委員長を5グループ、カウンセラー

を2グループに分け、それぞれのテーマで約70分討論し
て頂きました。
委員長グループ：ロータリアンの米山奨学事業の理解を
深め、寄付金を増やすにはどうすればいいか？
カウンセラー：奨学生の世話で困ったこと、良かったこと
今年度は、討論に十分な時間を割くために、討論後

の発表を省略しました。後日、グループ書記より提出して
頂いた内容をまとめ、又、ご質問等には出来る範囲のお
答えを添えて各クラブに送信させて頂きました。
講評として、地区米山奨学委員会顧問 若林ＰＧよ

り「高島Ｇの米山事業へのご理解も深く、又、本日集まら
れた皆様の熱心な討論に米山事業の今後が楽しみで
す」とのお言葉を戴きました。
最後に、西谷副委員長より、例年以上の猛暑の中ご

出席を頂き、最後までご清聴、また熱心なご討議を頂け
たことへのお礼の挨拶で、約2時間に亘る研修会を閉
会させて頂きました。

日 時：2012年7月28日（土）
会 場：大阪薬業年金会館 301号室
出席者：ガバナー 高島凱夫、米山奨学会副理事長 近藤雅臣、米山担当顧問パスト・ガバナー 若林紀男、地区研修

委員 磯田郁子、地区代表幹事 村橋義晃、地区副代表幹事 杉村雅之、地区米山委員10名、各クラブ米山
奨学委員56名（含代理）、カウンセラー23名、参加者計95名

2012年度米山奨学委員長会議およびカウンセラー
研修会は、7月28日午後2時より大阪薬業年金会館に於
いて上記95名のご出席を頂いて開催されました。司会
進行は福田地区委員が担当させていただきました。
来賓紹介と資料確認に続き、高島Ｇより「本日の研修

会では、各々の役割をご理解頂き、活動に役立てて頂き
たい。米山奨学会は平和な日本の木を世界に植樹し、
平和と世界理解の推進に貢献しています」とのご挨拶
を戴きました。
続いて、米山奨学会副理事長近藤ＰＧより『米山奨学
会の今後の展望』と題して、「米山奨学生の同窓会であ
る学友会も、海外においても台湾・韓国・中国に続いて
今年はタイで発足。ネパールでも5番目の学友会が出来
つつある。その根底にある奨学生の感謝の気持ちに応
えるためにも、日本での学業を十分に支援出来るだけの
奨学金を毎月手渡すことが必要。決して寄付金が少な
くなったからと言って、一人当たりの奨学金を減らしても
良いものではない。元々は優秀であり、日本で学びたい
が余裕がなく来日出来ない人を現地採用することが原
点であった。卒業後どこの地にあってもロータリー精神
を理解して役立てる人に成長するよう支援・助言して頂
きたい」などのお話を戴きました。
次に、田中委員長より「米山奨学会は、知的な国際貢

献度の高いものである。決して見返りを求めるのではなく、
日本の良き理解者を作り、寛容な態度でその結果を待っ
ていただきたい。『ロータリアンによる日本のファン作り』と
位置づけ、個人の成育を知り、教育の基本である良きサ



2012～2013年度少年少女ニコニコキャンプは、｢生
駒の夏。最高の夏。作ろうでっかい思い出｣をテーマに、
ホストの大阪中央ＲＣの皆さん、大阪中央ＲＡＣを中心と
するローターアクトの皆さん、そしてチームライラの皆さん
の総力のもと、8月3日から5日まで生駒山麓公園で2泊3
日のプログラムが実施されました。
参加した70名の小学4年生から6年生の児童は、ＪＲ

大阪駅に集合した後、バスで生駒山麓公園へと向かい
ました。｢３日間、初めて会うお友達と仲良くできるかな、
野外活動の多いプログラムについていけるかな｣など、
開校式での多くの児童は不安を隠せず、どこか落ち着
きがありませんでした。
少年少女ニコニコキャンプは児童が共同生活を通し

て自然に対する畏敬の念を持ち、団結の大切さと奉仕
の精神を体験しながら学ぶことを目的としています。また、
ローターアクターのリーダーシップ研修の場でもあります。
各班のリーダーを務めたローターアクターも、開校式では
児童を見守り導くことの重責に押し潰されそうな様子で
した。

それが、わずか２日後の修了式では児童、ローターア
クター共に満面の笑みで、疲労の中にも充実感、達成
感に満たされた様子で、本事業の意義、重要性を再認
識しました。
１日目は、10班の児童がそれぞれ班旗を作成した後、
夕食のカレー作りです。リーダーのもと役割分担をして慣
れない包丁で具を刻み、班ごとにかまどに乗せたお鍋
で煮込みました。皆で協力して作ったカレーの味は野外
で食べると格別で、児童たちも緊張がほぐれました。
２日目の午前はフィールドアスレチックです。難易度の
高いアスレチックとして知られ、30種類のアトラクションか
ら19個を選定して、それぞれにロータリアンが緊急時対
応のために待機しました。班ごとにローターアクターが誘
導して出発です。大自然の中でお互いに助け合いなが
らチャレンジし、見事に全員クリアしました。
午後は班ごとにテント設営です。苦戦しながらも皆が

組み立て成功。夕食のＢＢＱは、ロータリアンも全員参加。
美味しいお肉に舌鼓を打ちました。夜はキャンプファイ
ヤーで楽しみました。
３日目は眠い目をこすりながら朝から皆でテント解体。
朝食の後は木工工作。空いた時間はリーダーも一緒に
なって元気よく走り回りました。
このキャンプを通して、児童の皆さんはきっとたくさん
の思い出ができたことと思います。綿密なプログラムの
立案と細部に渡る準備、運営でご苦労いただいた大阪
中央ＲＣ、ＲＡＣ、チームライラの皆さまに心より感謝申し
上げ、報告といたします。ありがとうございました。



 今年度の海外研修は、8月6日～9日まで3泊4日の行程
で台湾へ行って参りました。参加者は、インターアクトクラ
ブの生徒、顧問、提唱クラブのロータリアン他59名でした。
交流先は第3510地区、高雄東北ＲＣ、高雄女子校、そ
して老人福祉施設の高雄仁愛之家でした。
今年度の海外研修は、例年通りの奉仕と国際理解を

深める活動に、生徒達の自主・自立性を尊重する事と
指導力の更なる養成に重点をおきました。自主・自立性
を尊重するという点において、今年度はクラブ合同会議
に各校顧問と生徒代表にも参加頂き、海外研修プログ
ラムの企画・立案段階から生徒達の要望する老人福祉
施設での奉仕内容を盛り込みました。又、指導力の更な
る養成という点においては、両国生徒達の「将来の夢、
就きたい職業」を自らに問いかけると共に、その内容を
英語で発表し意見交換を行う事で、アジアに生きる同世
代の若者が両国の特性や文化の違いに気づき、自国を
愛し他国を尊重する意識の芽生えと、国際感覚溢れる
将来の日本を支える人材創りとなる事を目的としました。
具体的な活動内容として、初日、関西空港にて結団

式を行い、高島Ｇからご挨拶とお見送りをいただき無事
に台湾に向けて出発いたしました。台湾の桃園国際空
港に到着後、一路バスにて台北市内へ移動し、台湾の
靖国神社と言われている忠烈祠で張り詰めた空気の中
行われる衛兵交替式を観覧し、又、故宮博物院にて歴
史ある所蔵品を鑑賞しました。その後、宿泊先ホテルに
チェックインし、夕食後に河内音頭と歌の練習を行い就寝。

２日目は新幹線にて台湾南部の高雄市へ向かいまし
た。終着駅の高雄駅では生憎の大雨でしたが、高雄女
子高生徒達の暖かい出迎えを受け、一同バスにて昼食
会場の夢時代デパートへ移動。ここで、６グループに分
かれて両国の生徒達同士で昼食とショッピングを楽しみ
ながら懇親を深めました。その後、高雄市指定古跡であ
る武徳殿を訪問し、宮本武蔵を開祖とするニ天一流第
十一代宗家の陳信寰（ちん・しんかん）先生（中興RC・
元会長）の真剣による実演をご披露頂きました。歴史あ
る建物と日本の武道が台湾の地で今も生き永らえてい
る事に、生徒達も日本と台湾の関係の深さに思い至った
事と思います。この後、第3510地区ロバートＧ主催のウ
エルカムパーティーに出席をしました。パーティーでは高
島Ｇからの親書を渡し、バナーの交換を行うと共に生徒
達の歌を披露しました。会は大いに盛り上がり、生徒達
の交流により今後も日本と台湾の末永い友好関係が築
けるきっかけが出来ました。
３日目は、高雄女子高校を訪問し、前述した意見交換
会を行いました。その後、台湾で有名な佛教聖地である
佛光山へ移動し、昼食には精進料理の招待を頂きまし
た。そして、前述の老人福祉施設で歌の披露や施設の
説明を受け、縦世代間の交流を行うことが出来ました。こ
の日の夕食は第2660地区から感謝の意を含めたフェア
ウェルパーティーを開催し、高雄東北RCを始めとする多
くの方 と々河内音頭を踊り懇親を深める事が出来ました。
最終日は、台北市へ移動し、解団式の後に日本への

帰路につきました。
総じてトラブルも無く、台湾の美味しい食事と現地の

暖かいおもてなしに恵まれ、素晴らしい海外研修となりま
したが、ご同行頂きました各校顧問の先生方、ロータリア
ンの皆様には心から感謝申し上げます。又、日頃からイ
ンターアクトの活動にご理解とご支援いただいている各
ＲＣ及び地区の皆様にも心から御礼申し上げます。



「クラブ・ビルダー賞」についてお知らせいたします。今年度はガバナーの表彰になります。

クラブ・ビルダー賞 概要
クラブ・ビルダー賞は、ロータリー・クラブのサポートと強化に大きく貢献したロータリアンを表彰するものです。

受賞資格
候補者はロータリー・クラブ会員歴5年以上で瑕疵なき（会員としての義務を果たしている）会員でなければなりません。

以下のロータリアンは本賞の受賞資格がありません。
● 現クラブ会長
● 現職、次期、および直前地区ガバナー
● 現職、次期、および元RI理事

候補者は以下を達成していなければなりません。
□少なくとも5名の会員を個人的に勧誘して入会させること。また、本賞の候補者として推薦される時点において、入
会したこれらの会員すべてが正会員としてとどまっていること
□所属クラブでロータリーの研修に参加したことがある
□クラブレベルで少なくとも1つの意義ある職業奉仕プロジェクトに参加したことがあること
□推薦される直前の過去3年間に、少なくとも2回の地区会合に出席していること

資格を有する候補者は、所属クラブ（3年に満たない新しいクラブの会員は、過去に所属していたクラブ）の3名の元ク

ラブ会長から推薦を受けなければなりません。地区ガバナーは、3名の元ガバナーから成る選考委員会を結成し、地区

の受賞者を選出します。受賞者は10名以内とし、ガバナーは受賞者の氏名を月信にて公表します。

推薦書式の提出期日

2012年11月30日

（推薦書式はガバナー事務所にご請求ください。）



1.ポリオ・プラス
【ポリオ症例数】
2012年9月3日現在のポリオ症例数です。

＊現在、ポリオ常在国はアフガニスタン、パキスタン、ナ
イジェリアの3カ国です。

2.新補助金制度（未来の夢計画）
【試験段階からの変更点】
来年7月から新しい補助金モデルが全世界に導入さ
れますが、現在までに試験地区から寄せられた意見
を基に、いくつかの変更が加えられることになりました。

① 2つの重点分野の基準を拡大
「基本的教育と識字率向上」に中等教育が含まれ
るほか、「疾病予防と治療」に非伝染性の疾病の予
防と保健の推進が含まれます。さらに、すべての重
点分野において、一定の種類のインフラ構築プロ
ジェクトが認められます。

② 語学試験の結果が不要に
グローバル補助金の奨学生が語学試験の結果を
提出する義務がなくなります。

③ 職業研修チームの編成への変更
チームの最低人数が3名となり、財団の承認があれ
ば、ロータリアンでない人もチームリーダーとなること
ができます。

④ 旅費
グローバル補助金プロジェクトを実施するための海
外渡航費用に補助金が利用できます。

⑤ パッケージ・グラントの予算の下限
これまでの50,000ドルから、20,000ドルに下がります。

3.教育的 ・人道的プログラム（2012-13年度まで）
【マッチング・グラント（MG）】
2012-13 年度は、試験段階に参加していない地区が 
マッチング・グラント を申請する最後の年度です。申請
書は、2013年3月31日まで受け付けており、5月15日まで
に承認されます。25,001ドル以上のマッチング・グラント
は、10月と4月に年2回審査されていましたが、今年度
は年度を通じて随時審査が行われます。

【新補助金制度への移行】
マッチング・グラント（ＭＧ）・地区補助金（ＤＳＧ）・国際
親善奨学金・研究グループ交換（GSE）などのプログ
ラムは、2012-13年度で終了します。2013-14年度から
はグローバル補助金または新地区補助金（ＤＧ）を利
用してプロジェクトを実施できます。国際親善奨学金
や研究グループ交換（GSE）という名称はなくなり、金
額や応募の時期が柔軟になります。グローバル補助金
の場合にはWF（国際財団活動資金）からのマッチン
グが受けられますので、今までより大きな金額を利用す
ることができます。ロータリー平和フェローシップは
2013-14年度以降も継続します。

4.RRFCより ： 2012-13年度 日本の寄付推進目標
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）は、田中
作次RI会長年度、補助金活動を支える寄付面でもよ
り充実した年とするために、下記のとおり寄付推進目
標を掲げました。

【日本の2012-13 年度目標】
① 年次基金一人当たり ： 150ドル
② 年次基金0 クラブ数 ： 0
③ ポリオ・プラス ： 日本270万ドル（各ゾーン90万ドル） 
※DDF（地区財団活動資金）含む

世界2,100万ドル

アフガニスタン
パキスタン
ナイジェリア
インド
ポリオ常在国以外
世界合計

17
29
83
-

5
134

80

2012年
1月1日～9月3日

2011年
1月1日～12月31日

198
62
1
309
650

［訂正］
月信9月号9ページのロータリー財団情報で間違いが
ありましたので訂正いたします。
【ポリオ症例数】の表
（誤）2012年1月1日～12月31日
（正）2011年1月1日～12月31日



地区クラブ名および寄付者名 寄付金額

災害支援地区基金の状況（2012年9月11日現在）
【収入】

岡部年度からの繰越 708,892円
大阪中之島RC 57,750円
大阪城南RC 15,460円
利息 5円
大阪東南RC 500,000円
大阪中之島RC 100,000円
寝屋川RC 37,000円
大阪咲洲RC 30,000円
大阪ユニバーサルシティRC 300,000円
大阪城南RC 45,440円
国際大会日本人朝食会余剰金 14,547円
井上暎夫PG 30,000円
寝屋川RC

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13 13,000円

1,852,094円合計

九州北部豪雨災害支援金に対する御礼
７月に九州北部で発生しました豪雨の被害に対しまして、支援金のお願いをいたしましたところ、各クラブから多額の
ご寄付が集まりました。支援金の総額は2,7４8,573円（9月18日現在）となりました。
皆様からの支援金は、国際ロータリー第２７００地区、第２７２０地区のガバナーに、それぞれ２分の１ずつ送金し、豪

雨被害の救援支援金として活用いたします。
なお、第２７4０地区は被害が少なかったため、同地区のご意向により、他2地区に支援金を送ることになりました。
皆様のご理解とご協力に感謝申しあげます。

国際ロータリー第２６６０地区
ガバナー 高島 凱夫
災害支援プロジェクト
委員長 岡部 泰鑑

備考

地区基金支出内容 寄付金額
【支出】

豊中RC 158,600円 寄付金一部返金
振込手数料 600円

1
2

159,200円合計

備考

【残高】
預金残高 1,692,894円 2012年9月11日現在





45
32
195
51
70
54
36
53
36
27
26
29
654
255
118
31
42
29
36
53
67
34
33
34
732
22
25
33
142
46
25
16
99
40
36
31
515
31
16
52
19
59
55
49
28
309

48
33
198
51
70
54
37
53
36
27
28
29
664
256
121
32
42
28
36
53
68
35
33
35
739
23
26
33
144
46
25
16
99
40
37
31
520
31
17
53
19
59
55
49
28
311

5
1
0
3
0
0
7
0
22
0
0
4
42
0
0
3
5
2
2
3
0
0
3
0
18
3
2
0
0
0
2
3
19
0
0
4
33
3
4
0
1
0
4
0
8
20

3
1
3
0
0
0
1
0
0
0
2
0
10
2
4
1
0
0
0
0
1
1
0
1
10
1
1
0
2
0
0
0
0
0
1
0
5
0
1
1
0
0
0
0
0
2

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
0
1
0
0
0
0
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

3
1
3
0
0
0
1
0
0
0
2
0
10
1
3
1
0
-1
0
0
1
1
0
1
7
1
1
0
2
0
0
0
0
0
1
0
5
0
1
1
0
0
0
0
0
2

4
3
4
3
3
4
4
3
4
3
4
3

4
3
3
4
4
4
4
4
3
4
4

4
3
4
3
4
4
4
4
3
4
4

4
4
4
4
3
4
3
4

91.15
82.82
80.95
76.47
87.10
82.59
82.87
91.04
97.73
83.09
85.71
86.42
85.66
76.84
93.84
78.56
92.37
98.21
85.16
81.73
90.68
83.53
93.93
82.86
87.06
95.28
91.11
87.10
82.91
91.96
91.66
81.74
100.00
92.00
90.49
95.30
90.87
95.80
84.83
98.96
85.53
91.01
74.56
93.88
69.64
86.78

76.63
79.79
71.13
66.67
77.69
70.65
68.69
81.41
92.47
78.87
70.53
81.48
76.33
56.76
82.86
70.11
79.41
80.35
71.25
80.27
86.06
79.66
81.60
78.57
76.99
89.44
76.29
76.61
72.63
67.94
83.79
75.08
73.48
88.70
79.73
83.80
78.86
83.33
72.79
90.29
68.42
78.08
72.80
61.22
66.96
74.24

大阪中央

大阪堂島

大阪北

大阪北梅田

大阪西

大阪大淀

大阪リバーサイド

大阪西北

大阪そねざき

大阪梅田

大阪梅田東

大阪ユニバーサルシティ

小計

大阪

大阪東

大阪東淀ちゃやまち

大阪城東

大阪中之島

大阪大手前

大阪城北

大阪天満橋

大阪鶴見

大阪-淀川

新大阪

小計

大阪フレンド

大阪本町

大阪御堂筋

大阪南

大阪難波

大阪なにわ

大阪南西

大阪西南

大阪船場

大阪心斎橋

大阪うつぼ

小計

大阪平野

大阪イブニング

大阪城南

大阪咲洲

大阪天王寺

大阪帝塚山

大阪東南

大阪アーバン

小計
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0
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0
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0
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0
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0
1
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0
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1
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2
0
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0
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3
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4

3
4
3
4
4
3
4
4
4
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3
3
4
4
3
3
3
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3
4

71.33
88.57
89.16
90.86
88.18
79.51
68.93
94.12
83.83
96.50
80.53
84.48
89.47
88.37
93.90
96.07
91.98
100.00
89.51
94.66
94.57
91.67
100.00
88.23
91.18
95.00
79.96
100.00
76.33
91.00
88.46
92.87
97.73
90.98
91.06
92.74
85.39
90.74
92.20
88.35
57.00
74.63
91.51
84.41
84.80

65.10
87.24
80.04
87.16
72.63
74.43
62.16
87.16
76.99
88.55
67.80
72.41
82.59
82.56
78.81
88.61
82.00
85.51
83.48
88.13
80.43
81.74
90.80
72.62
77.45
83.34
73.01
95.24
68.10
80.32
79.81
80.57
97.73
81.73
83.24
86.48
76.70
78.70
66.26
80.61
36.00
74.21
76.76
71.78
73.07

池田

池田くれは

箕面

箕面千里中央

豊中

豊中南

豊中-大阪国際空港

豊中千里

小計

茨木

茨木東

茨木西

千里

千里メイプル

摂津

吹田

吹田江坂

吹田西

高槻

高槻東

高槻西

小計

大東

大東中央

枚方

門真

交野

香里園

くずは

守口

守口イブニング

寝屋川

四條畷

小計

東大阪

東大阪中央

東大阪東

東大阪みどり

東大阪西

大阪柏原

大阪ネクスト

八尾

八尾中央

八尾東

小計

I
M
第
1
組

I
M
第
2
組

I
M
第
3
組

I
M
第
4
組

クラブ名 全員 女性
入会者数
累計

退会者数
累計

例会
数

IM
組 増減 出席率 ホームクラブ

出席率
7月期初
会員数

8月末会員数
クラブ名 全員 女性

入会者数
累計

退会者数
累計

例会
数

IM
組 増減 出席率 ホームクラブ

出席率
7月期初
会員数

8月末会員数

クラブ名 入会者数
累計

退会者数
累計 増減 ホームクラブ

平均出席率
平均
出席率

7月期初
会員数

月末
会員

女性
会員合

計

I
M
第
7
組

I
M
第
6
組

I
M
第
5
組

3657 20483 3619 47 9 38 87.7 77.5

I
M
第
8
組





「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万3千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は

勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、

一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてあり

ますので、ご活用願います。 以下資料のご紹介を致します。

◎「ロータリーとリーダーシップ」
 エリオ・チェリニ 2012  8p （第40回ロータリー研究会報告書）
◎「ロータリーの奉仕活動－プログラムからプロジェクトへ」
 南園 義一 2012  2p （D.2770地区大会の記録）
◎「国際奉仕 素晴らしい体験・奉仕のノウハウと問題点」
 榊原 節子 2012  8p （D.2710地区大会特集号）
◎「第２７９０地区で初のCLP」
 成田R. C. 2012  5p （創立50周年記念誌）
◎「社会貢献的職業奉仕」
 細谷 伸夫 2012  1p （D.2800月信）
◎「中核となる価値観（Core Value）について」
 田村 泰三 2012  1p （D.2710月信）
◎「ロータリーの楽しみ方」
 柏熊 均 2012  1p （D.2790ロータリー情報研究会報告書）
◎「Eクラブとは」
 D.2650 2012  3p （RLI研修手引書）
◎「RI戦略計画（2010～2013年度）」
 D.2650 2012  4p （RLI研修手引書）

［上記申込先：ロータリー文庫］











1917年にアーチ・クランフが「世界に何か良いことをし

よう」と呼びかけ設立された“基金”がロータリー財団

(The Rotary Foundation ; TRF)です。この財団は、

ほぼ全てのロータリアンの献身的な財団寄付金を運用

し、私達が日頃行なっている奉仕活動に、補助金という

かたちでフィードバックをしています。R財団は「寄付金

集金マシーン」でないことを、この機会に充分把握して

いただきたいと思います。

さて、R財団は創設100年を前に、大きく変化しようとし

ています。2013～2014年度から全世界のロータリークラ

ブで開始される新しい補助金制度＝Future Vision 

Plan(FVP；未来の夢計画)です。現在、地区財団委員

会、FVP委員会におきましては、来年7月からこの新しい

補助金制度が、各クラブでスムーズに導入できるように、

セミナー開催など献身的な努力をしていただいています。

TRFからの書類も、まだ二転三転していて、その都度大

量の書類の整理に委員の皆様方が必死に取り組んで

いらっしゃいます。各クラブにおかれましては、今後開催

されますセミナーなどにご出席賜り、2013年2月23日に予

定されていますクラブと地区との覚書（MOU＝

Memorandum of Understanding）を締結、2013年7

月から、新しい補助金を使用した奉仕活動を多くのクラ

ブが開始できることを期待いたしています。

第2660地区のロータリアンすべてが、財団の本来の

目的、FVPなどを充分に理解され、補助金を充分に活

用できることを願っています。

インターアクト・クラブ(IAC)は、奉仕と国際理解に貢

献する青少年のための、ロータリー・クラブ（RC）提唱の

国際的団体で、高校に在学中の生徒、または年齢1２～

18歳までの青少年が入会できます。Interactという名は

｢国際的活動｣International Actionを意味します。

1962年国際ロータリー理事会によりインターアクトプログ

ラムが宣言され、1962年11月5日、アメリカ・フロリダ州メ

ルボルンRCの提唱により、メルボルン高校IACが誕生。

この世界最初のインターアクト・クラブは23人でスタートし

ました。日本最初のインターアクト・クラブは、1963年6月

27日に結成された、宮城県の仙台育英学園高校IAC

です。提唱は仙台東RCで、100人を超える人数で誕生

し、日本第1号のこのIACは、当時、世界最多の会員数

を擁していました。

ということで、RIは11月5日を含む1週間を「世界イン

ターアクト週間」と定め、ロータリアンとインターアクターが

ともに国際的な活動に参加するよう呼びかけています。

当地区のインターアクト・クラブは、大阪桐蔭（提唱クラ

ブ：大東ＲＣ）・浪速（大阪帝塚山ＲＣ）・金光八尾（八尾

ＲＣ）・四天王寺（大阪天王寺ＲＣ）・清風（大阪南ＲＣ）・

相愛学園（大阪ＲＣ）の6校が活動を続けています。今

年度のインターアクト年次大会は、浪速高校インターアク

ト・クラブが担当し、11月18日(日)に開催されます。



今こそ財団を学ぶ時

今月はロータリー財団月間です。ロータリー財団月間で
ある11月に、財団に焦点を当てた卓話やプログラムを是
非行なって頂きたいと思います。

ウィルフリッドJ.ウィルキンソン 2012－13年度ロータリー
財団管理委員長は財団目標を、

１．ポリオを撲滅する（End Polio Now）。
２．未来の夢計画を整える。
３．財団の教育的プログラムと人道的プログラムへの参
加を通じて、世界に平和を育む。

4．ロータリー財団への寄付を全ロータリアンにお願いする。
5．財団の資金をしっかりと守る。

としています。

＊ポリオ撲滅に関して、私たちが知っておくべきことは
なんですか？

今年の世界のポリオ発生件数、2012年9月25日現在、
150件です。（昨年の同時期は400件、1年間の総発生
件数は650件です）。

内訳はナイジェリア90件、パキスタン37件、アフガニス
タン18件、チャド5件。インドは0件です。

25年間にわたる努力が実り、ロータリーと協同団体は、
ポリオの撲滅にあと一歩というところまでたどり着きまし
た。しかし、完全な撲滅を果たすには、今、すべての力
を振り絞らなければなりません。私たちは、歴史的な機
会を迎えています。

＊「未来の夢計画」とは何であり、クラブにとって何を意
味しますか？

2013－14年度から、未来の夢計画が世界中で導入さ
れます。本年度は地区やクラブも、未来の夢計画に移
行する計画年度です。

長い間、国際親善奨学生に代表される教育的プログ
ラムがその主流でしたが、次第に人道的支援がロー
タリー財団の主流になってきました。

1965年から2000年までの35年間で1万件であった
マッチング・グラントは、2000年から2004年の4年間で1
万件を超えました。この人道的分野でのマッチング・グ
ラントの爆発的成長は、ロータリー財団が取り組むべき
問題点を浮き彫りにし、その長い歴史の中で最も革新
的な変革「未来の夢計画」誕生の、一つの要因となり
ました。

少額プロジェクトの増加は、補助金を上回る経費ととも
に膨大な事務量を生じ、あふれる書類に、人的対応
が追いつかなくなったのです。さらに、小さなプロジェク
トでは、せっかくの奉仕も持続的効果が望めないなど、
多くの問題点が指摘されました。

そこでロータリー財団は2005年、「Future Vision 
Plan------未来の夢計画」委員会を発足させ、ロータ
リー財団100周年（2017年）を迎えた時、財団がいか
にあるべきか、の検討を始めました。そのコンセプト
は、 ・プログラムと運営の簡素化  ・ロータリー財団
が自分たちの財団であることを自覚し、身近な存在と
すること  ・世界的目標と地元の目標の両方を果た
すための資金を提供することなど、「素晴らしい財団」
とするための骨格を決めました。

プログラムの簡素化には、6つの重点分野を設定しま
した。そしてプログラムを

１．平和と紛争予防・紛争解決 2．疾病予防と治療
3．水と衛生 4．母子の健康 5．基本的教育と識字
率向上 6．経済と地域社会の発展 に集約したの
です。

クラブと地区は、新地区補助金とグローバル補助金の
2種類の補助金制度を通じて、地元や海外での奉仕
活動のような人道的プロジェクト、また奨学金や職業



病予防と治療」「水と衛生」「母子の健康」「基本的教
育と識字率向上」「経済と地域社会の発展」です。 年
次基金へのご寄付は、重点分野、WF（国際財団活
動資金）、シェアのいずれかに指定することができます。
ご寄付はすべて、人 を々助けるロータリーの奉仕プロ
ジェクトに役立てられます。

ポリオ・プラス基金は、ポリオのない世界のため、ロータ
リーのポリオ撲滅活動につかわれます。ご寄付は、 
ポール・ハリス・フェロー 認証の対象となり、ジョン・
ヒューコ事務総長が参加するポリオ撲滅自転車レー
スへの寄付の選択肢もお選びいただけます。1回のご
寄付または自動定期寄付にお申し込みください。

恒久基金は、ロータリー財団の確かな明日を築くため
のものです。恒久基金はロータリー平和センターも支
援しています。ご寄付は、 ベネファクター 認証の対象
となります。 

恒久基金に寄せられた寄付は、恒久的に保存されま
す。この基金の投資収益の一部は、財団の確かな明
日を築くために、年次プログラム基金を補い、ロータ
リーの最優先活動の支援に役立てられます。恒久基
金へのご寄付は、財団の明日を支え、寄付者が支援
するさまざまな活動のために生かされています

承認された財団補助金 

財団から承認された特定のプロジェクトに現金を寄付
することができます。寄付の際には補助金番号が必要
となります。ご寄付は補助金プロジェクトに送られます。

＊資金はどのように使われているのですか？

財団年次報告書をご覧ください。

＊「ロータリー財団についてもっと知るために、クラブは
何をしているか」今こそ財団を学ぶときです。

研修チームなどの教育的プロジェクトを実施すること
ができます。

新地区補助金の規模は、金額的には従来のおよそ
2.5倍になり、地元のニーズに応えるロータリーらしい、
あるいはロータリーの名にふさわしいプロジェクトが可
能となるでしょう。

グローバル補助金は、6つの重点分野につながる人道
的かつ持続性を持った素晴らしい大型プロジェクトが
期待されます。

クラブの「未来の夢計画」に沿った新たな参加と挑戦、
そしてその成果が待たれます。

＊従来の財団の教育的プログラムと人道的プログラム
はどうなるのですか？

マッチング・グラント、地区補助金（DSG）、国際親善奨
学金、研究グループ交換などのプログラムは、2012-13
年度で終了します。2013-14年度からはグローバル補
助金または新地区補助金（DG）を利用して奨学生の
派遣や人道的プロジェクトを実施できます。国際親善
奨学金や研究グループ交換(GSE)という名称はなくな
り、金額や応募の時期が柔軟になります。グローバル
補助金の場合にはWF（国際財団活動資金）からの
マッチングが受けられますので、今までより大きな金額
を利用することができます。ロータリー平和フェローシッ
プは2013-14年度以降も継続します。

＊寄付はどのようになりますか？

年次基金は、全世界で実施されるロータリー財団の
補助金プロジェクトや活動を支援します。ご寄付は、 
ポール・ハリス・フェロー 認証の対象となります。

世界各地で「重点分野」の活動を実施するために、年
次基金への皆さまからのご寄付が必要とされていま
す。重点分野は、「平和と紛争予防／紛争解決」「疾



いるＩＡＣですが、今後IACからRACへ、そしてＲＡＣか

らＲＣへと縦世代の繋がりを実現していく為にも、ＩＡＣの

価値ある活動内容を各校・各提唱クラブ関係者が深く

理解しあう事は勿論の事、地区内各ＲＣや地域社会・

企業・自治体など多くの方々へ広報活動を行いながら、

支援の継続と拡がりにつなげる事が重要であると考え

ます。今後の日本においては益々進むであろう少子化と

経済環境のグローバル化により、変革を余儀なくされる

時代が既に到来しています。世界の平和・アジアの安

定・日本の繁栄を次世代へと繋げていく為にも、私たち

ロータリアンには時代の継承者としての責務があり又そ

の役割を全う出来る資質を持ちあわせているのではな

いでしょうか。長期に亘る活動となりますが、皆様にはＩＡ

Ｃの活動に対しまして物心両面によるご支援と、「国際

感覚」と「指導力」そして「愛国心」溢れる、日本の未来

を支える人材創りに、今後もご理解とご協力を賜りますよ

う心からお願い申し上げます。

平素よりインターアクトの活動にご理解とご支援いた

だいている高島Ｇはじめ地区内各RCの皆様には心か

ら御礼申し上げます。

さて、RI理事会は「RCとＩＡＣを国際規模の活動に参

加させる事」を奨励するために１１月５日を含む１週間を

「世界インターアクト週間」として定めています。今年度

の当地区海外研修は８月に第3510地区台湾の高雄に

おいて３泊４日で開催をいたしました。

今年度の海外研修は例年通りの奉仕と国際理解を

深める活動に、生徒達の自主・自立性を尊重する事と

指導力の更なる養成に重点をおき、生徒達による海外

研修プログラムの企画・立案と、現地インターアクターと

英語による意見交換を行いながら国際感覚溢れる将来

の日本を支える人材創りとなる事を目的として活動を行

いました。

第2660地区において活動しているＩＡＣは現在のとこ

ろ６校です。新世代奉仕部門の一部門として存在して



溝畑正信ロータリー財団委員長
ロータリー財団 未来の夢計画 新補助金制度理
解のためにというタイトルで、財団目標の、ポリオ撲滅、未
来の夢計画の準備、財団の教育的プログラムと人道的
プログラムへの参加を通じて世界に平和を育む、全ロー
タリアンにロータリー財団への寄付を奨励、財団の資金
を守る、に沿って話しました。
未来の夢計画は、ロータリーという組織全体に有益で

あるという考えの下に立ち上げられたもので、新地区補
助金、グローバル補助金を通じて、より良いプロジェクト
が実施されれば、地域社会により大きな影響を与えるこ
とができる。ロータリーの公共イメージも高まると考えられ
る。そうなれば寄付の増加、クラブの活性化、より良いプ
ロジェクトへとつながる、と話しました。

寄付増進プログラム+ポリオプラス部門
今西敦之 財団情報・増進・ポリオプラス委員長は、
寄付の種類＜年次基金および使途指定寄付、恒久基
金＞、クラブ別年次寄付一覧、ロータリー財団への寄付
は、税制上の優遇措置の対象となることについて話し、
財団への寄付増進のお願い、ロータリーカード入会のお
願い、1985年以来、ポリオの発症数は99％減少し、年間
35万件だった当初と比べ、2011年にはわずか650件に
なった、現在野生ポリオウイルスは、4か国（アフガニスタ
ン、インド、ナイジェリア、パキスタン）のみに常在、このうち
インドではポリオ無発症の状態を維持している、残る１％
の、容易でないポリオ撲滅運動にご協力をお願いします
と話しました。

財団人道的補助金部門
吉川仁育 財団人道的補助金委員長は、ロータリー
財団の人道的補助金、これにはマッチング・グラント（主
に国外事業に利用される）、および地区補助金（主に国
内事業に利用される）があるが、主に現行の地区補助
金について使用状況、申請の条件、申請書の記入方法
を説明しました。近年、多くのクラブがこの補助金制度の
利用によって活発な奉仕活動が実施されています。

日 時：2012年8月25日（土）14:00～17:00
会 場：大阪YMCA 会館 2Fホール

地区ロータリー財団セミナーがG主催で開催されまし
た。クラブの会長、ロータリー財団委員長、FVP担当実
務者の皆様を対象に、高島凱夫G, 地区ロータリー財団
部門顧問横山守雄PG, 災害支援プロジェクト委員長岡
部泰鑑直前G, 日本ロータリー平和センター支援委員会
常任委員大谷透PG, 地区研修委員会サブリーダー若
林紀男PG, 同岩田宙造PG, 福家宏GE, 泉博朗GN, 地
区研修委員会、AG、AGEの皆様、国際奉仕委員会小
林哲委員長、社会奉仕委員会初木賢司委員長など多
数の指導者のご参加を頂きました。司会は村橋義晃地
区代表幹事が務められました。

高島凱夫G
ロータリー財団は、本年度から“Future Vision 
Plan=FVP”の計画年度に入り、今年度中に、各クラブ
は地区補助金を使っての奉仕プログラムの立案をして、
申請をしなくてはならない、地区としても、広く多くのクラ
ブが、この新地区補助金を使って、多くの有意義なプロ
グラムが出来上がるよう、様 な々方策を考えていくつもり
であり、今年度は、現行の地区補助金制度も並行して
申請を受け付けており、是非、申請をしていただきたく存
じます。
皆様方にご寄付いただいたお金を、いかにうまく各ク

ラブの奉仕プロジェクトにお使いになるかを再確認して
いただき、財団活動の意義を少しでもご理解下さいます
ようにお願いいたしますと、ご挨拶されました。

財団部門顧問 横山守雄PG
FVPは、従来のプロジェクトとそんなに変わらない、決

して難しいものではない、新地区補助金は従来の社会
奉仕活動、グローバル補助金は、従来の国際奉仕・
WCS活動とそんなに変わらない、クラブが積極的に取り
組んでゆくことによってクラブの活性化につながってゆく
ものと考える、難しく考えないで、やれるものから取り組ん
で頂きたいと、ご挨拶されました。



教育的プログラム部門
北埜 登 財団奨学金・学友委員長は、現行の制度で

の2011～12年度国際親善奨学生（すでに留学を終え
た奨学生）、および2012～13年度奨学生（今年度出発
した留学生）について、そして、新しい補助金制度の下
での奨学生、すなわち地区補助金による地区奨学生、
グローバル補助金によるロータリー奨学生について、現
国際親善奨学生との相違を説明しました。

田中 義久 研究グループ交換委員長は、GSEプログ
ラムは、国際ロータリーのプログラムであり、二つの国の
それぞれのチームが訪問して、それぞれの国で、職業
研修と文化交流を行うことを目的としたプログラムである
こと、そして、具体的な地区GSE委員会の活動、GSEプ
ログラム受け入れ実行委員会について説明しました。今
年度は、ドイツ・ハンブルクチームとの交流であり、現行
制度における最後の活動となります。

FVP（未来の夢計画）
宮里 唯子 財団FVP委員長は、FVP新補助金モデ

ルへの移行 というタイトルで、FVPとは新しい補助金
モデルであり、（新）地区補助金、グローバル補助金、
パッケージグラントがあること、FVP導入の理由と目的、
新しい補助金と活動、シェアシステム、さらに当地区での
地区補助金申請要項、グローバル補助金について、グ
ローバル補助金申請要項、クラブの覚書（MOU）、パッ
ケージグラントについて、さらに、2012-13年度即ち計画
年度の準備について話しました。

質疑応答
前もって頂いていた質問には、当日お答えし、また当日

の質問には時間の制約上、後日お答えしました。

東日本震災復興支援
岡部 泰鑑 災害支援プロジェクト委員長は、当地区に

おいて、昨年6月に災害支援プロジェクト委員会を立ち
上げ、支援プロジェクト数44件、支援総額37,387,200円
（6月22日現在）を実施できたこと、本年度も引き続き災害
支援活動を継続するために、災害支援活動資金への
ご支援をお願いしたい、東日本大震災への支援は、数
年に亘り行われなくてはならない大きな事業であり、さら
に他の災害支援に対して地区の方針を模索し、実践し
たいので、是非ご支援をお願いしたい、と話されました。

日本ロータリー平和センター支援
大谷 透 日本ロータリー平和センター支援委員会常

任委員は、ICU東ヶ崎記念ダイアログハウスに支援協力
募金のお願いをされました。国際基督教大学（ICU）は、
世界で8か所あるロータリー平和センターのある大学の
一つで、アジア圏で唯一の平和および紛争解決の分野
における国際問題研究のためのロータリー平和セン
ター（修士課程）が設置されている学舎です。世界平和
と人類の幸せ、ロータリー平和フェローシップ制度の意
義をご理解ください、と話されました。

講評・閉会挨拶
福家 宏 GEは、昨年度まで、地区財団委員長、FVP

委員長を務められ、また災害支援プロジェクトメンバーで
もあられました。各クラブにおかれては、今年度で最後と
なる現行の財団プログラムにしっかり取り組まれ、そして
新しい補助金制度の計画を立てられ次年度に備えて
頂きたい、また、引き続き東日本大震災の支援にご協力
を、また、ICU東ヶ崎記念ダイアログハウスに支援のご協
力をお願いされて、講評と閉会ご挨拶とされました。

なお、地区ロータリー財団セミナーの詳細は、地区
ホームページをご覧ください。



ました。フィンランドからの来日学生サラさんがあまりにも
様になっているので、聞くとフィンランドで空手をならって
いたということです。他にカリフォルニアのアンドレ君は柔
道をしています。
一日目の夜は、来日学生それぞれ担当の学友生がカ

ウンセリングをおこないました。来日生全員が温泉入浴を
希望したのも驚きでした。帰宅時は風が強くなりました
が、地区委員がそれぞれ学生達をホストファミリーへ無
事送り届けました。
学生達は今回の研修を終え、しあわせな気分になっ

てくれたことを祈ります。ご尽力頂きました関係者皆様有
難うございました。

日 時：2012年9月29日（土）～30日（日） 1泊2日
場 所：神戸市北区 「しあわせの村」内 「たんぽぽの家」
参加者：第2660地区 来日学生7名、学友4名、地区関係者5名、第2680地区 牛丸鐡太郎G、大室GE、来日学生6名、

学友4名、地区関係者１１名

毎年8月に世界各国から青少年交換学生が来日しま
す。来日後すぐ慣れない高等学校での学生生活がはじ
まり、ホストファミリーでの家庭生活を経て、1か月たちま
すと色 と々問題点が生じてきます。この早い時期に問題
点を解決できる方法を皆で考え、プログラムを成功させ
ていきたいと、5年前から隣接3地区（D2660･2680･
2640）合同でオリエンテーションをおこなってきました。本
年度は、丁度大型台風16号が近畿地区接近という
ニュースの中、第2680地区（兵庫全域）が主催で、当地
区との2地区合同でおこなわれました。
例年この研修は日本文化体験ということで、お寺での

研修が多かったのですが、今回は日本文化体験とス
ポーツのできる場所ということで、神戸北区の「しあわせ
の村」でおこなわれました。研修内容として、1日目は習字
と沖縄空手の実習体験、2日目は予定していた屋外での
スポーツは台風の為取り止め、部屋の中で大縄跳びを
して、ストレスを解消したようです。習字実習では、学生
達全員筆使いが上手で驚きました。第2680地区の牛丸
Gも腕まくりして指導にあたられていました。沖縄空手で
は座位、立位、正拳つき、蹴り、受け、棒術などを実習し



開   催   日：2012年4月28日(土)
会   場：大阪国際会議場
ホストクラブ：大阪中之島ロータリークラブ

2012-13年度のための地区協議会会計決算を平成24年10月11日に大阪中之島ロータリークラブ事務局にて開催し、帳票類、領収書
等を精査した上で、上記の通りであることを報告します。
平成24年10月11日 実行委員長 前田 隆司
  協議会幹事 安達 昌弘
  協議会会計 松任 保勇

会員数 負担金（①） クラブ数（②） 収入額（①×②）
【収入の部】

29名以下のクラブ 90,000円 2,340,000円26
6,270,000円57
8,610,000円83

30名以上のクラブ 110,000円
合計

金額内訳
会場

音響・照明
お茶

小計

小計

小計

小計

小計

小計

小計
合計

室料等

プログラム
資料その他

記録冊子

講演料

給与等

振込手数料
WEB手数料
傷害保険料
消耗品

項目 項目別小計 内訳
2,785,600円

4,366,780円

132,382円

1,727,229円

1,085,218円

50,000円

1,156,990円

62,270円
8,580,869円

本会議場・部門別会場他
本会議音響・照明会場費

会合費

記録費

謝礼金

人件費

1,113,525円
部門別用ペットボトル467,655円

実行委員会132,382 円

当日配布用1,061,361円
資料コピー代印刷費 23,857円

添付DVD含・写真等1,727,229円

講師料50,000円

事務局給与1,156,990円

振込料13,335円
WEB料18,900円
傷害保険料雑費 27,200円
その他2,835円

【支出の部】

収入の部（①） 支出の部（②） 残高（①－②）
8,610,000円 8,580,869円 29,131円

代表幹事



●お知らせ
１．【ロータリー財団地域セミナー・大口寄付者感謝午餐会】
11月のロータリー研究会の付随行事として、ロータリー財団
地域セミナー及び大口寄付者感謝午餐会が開催されます。
参加される場合は地区を通じてお申し込み下さい。
11月26日（月） ロータリー財団地域セミナー
11月27日（火） 大口寄付者感謝午餐会
会場： 「ホテルグランパシフィック LE DAIBA」（東京都港
区） http://www.grandpacific.jp/

2.【ロータリー財団学友会・全国大会】
日本学友会は、2013年度の「未来の夢計画」本格導入を控
え、学友会の今後のあるべき姿、新制度における奨学生につ
いて財団と協力していかに進めるか等を討議するため、11 
月25日（日）14:00 より、「日本ロータリー学友会」全国大会を開
催致します。
11月25日（日） ロータリー財団学友会・全国大会
会場： 「如水会館」 www.kaikan.co.jp/josui

3. 【新補助金制度のウェビナー】
11月13日（火）9:00 より「グローバル補助金」のウェビナーが開
催されます。ウェビナーとは、インターネットを通じて行われる
LIVEのセミナーです。グローバル補助金に関心のある方は
是非ご参加下さい。

●新補助金制度（未来の夢計画）
１．【最新資料（重要）】
2013年7月の全面実施に向けての資料がウェブサイトに更新
されました。
・「授与と受諾の条件（2013年7月～）」 受領資格の指針、制
約事項、申請方法が掲載された基本資料のひとつ。
・「地区ロータリー財団セミナーの手引き」 地区の研修の際に
使用することを目的に作成された資料。
・「補助金管理セミナーの指導者用手引き」 クラブの参加資
格認定に必要な補助金管理セミナー指導者用手引き。
・「地区の参加資格認定：覚書（MOU）」 地区の補助金の
活用にあたっての財務と資金管理の要件。
・「クラブの参加資格認定：覚書（MOU）」 クラブの補助金の
活用にあたっての財務と資金管理の要件。

２．【地区の参加資格認定】
10 月から2013-14年度のための地区参加資格認定手続が
オンラインで始まり、2013-14年度福家宏ガバナー、2014-15年
度泉博朗ガバナー、2013-14年度溝畑正信地区財団委員長
は、手続きを完了し、資格認定を得ました。

3. 【クラブの参加資格認定】
クラブの参加資格認定は、補助金を管理するための適切な
手続きをクラブが備えていることを確認するためのステップで
す。参加資格を得た地区が地区内クラブを認定します。
＜クラブの参加資格を得るために＞
1. 会長エレクトまたはクラブが指定した代表者が、補助金管
理セミナーに出席する。
※「補助金管理セミナーの指導者用手引き」「補助金管理
の手引き(近日中に更新予定)」をご活用下さい。

2. 「クラブの覚書（MOU）」を読み、これに同意し、クラブ会長
と会長エレクトが署名したMOU を地区に提出
3. 地区が定めた追加の資格要件があれば、それに同意する。

●ポリオ・プラス
【ポリオ症例数】
2012年9月25日現在のポリオ症例数です。

＊現在、ポリオ常在国はアフガニスタン、パキスタン、ナ
イジェリアの3カ国です。

●新補助
教育的・人道的プログラム（2012-13年度まで）
【新補助金制度への移行】
マッチング・グラント（MG）・（現）地区補助金（DSG）・国際親
善奨学金・研究グループ交換（GSE）などのプログラムは、
2012-13年度の実施で廃止となり、国際親善奨学金やGSEと
いう名称は使えなくなります。
2013-14年度からは、2013年7月から有効の授与と受諾の条
件 に従って、グローバル補助金または（新）地区補助金
（DG）などの補助金を利用してプロジェクトを実施できます。
グローバル補助金の場合には、重点分野に関連するプロ
ジェクトに限られますが、国際財団活動資金（WF）からの
マッチングが受けられますので、より大きな金額をプロジェクト
に利用することができます。（新）地区補助金（DG）について
は、金額の配分や申請方法などは地区の方針によりますので
地区の委員会にご確認下さい。ロータリー平和フェローシップ
は2013-14年度以降も継続します。

アフガニスタン
パキスタン
ナイジェリア
インド
ポリオ常在国以外
世界合計

18
37
90
-

5
150

80

2012年
1月1日～9月25日

2011年
1月1日～12月31日

198
62
1
309
650



九州北部豪雨災害支援金に対する礼状
支援金の総額は最終的に2,758,573円となりま
した。第2700地区と第2720地区にこの支援金
を2分の1づつ送金いたしました。両地区から下
記のお礼状が届きました。

地区クラブ名および寄付者名 寄付金額

災害支援地区基金の状況（2012年10月10日現在）
【収入】

岡部年度からの繰越 708,892円
大阪中之島RC 57,750円
大阪城南RC 15,460円
利息 5円
大阪東南RC 500,000円
大阪中之島RC 100,000円
寝屋川RC 37,000円
大阪咲洲RC 30,000円
大阪ユニバーサルシティRC 300,000円
大阪城南RC 45,440円
国際大会日本人朝食会余剰金 14,547円
井上暎夫PG 30,000円
寝屋川RC

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13 13,000円

八尾中央RC14 77,000円
大阪帝塚山RC15 100,000円

2,029,094円合計

備考

地区基金支出内容 金額
【支出】

豊中RC 158,600円 寄付金一部返金

地区基金申請No.46

地区基金申請No.47

振込手数料 600円
1
2

千里RC 650,000円3
振込手数料 600円4
熊谷教材社 （八尾中央RC申請分） 150,000円5
振込手数料 600円6

960,400円合計

備考

【残高】
預金残高 1,068,694円 2012年10月10日現在



ポール・ハリス・フェロー
次の方たちにポール・ハリス・フェローの称号が贈られました。（2012年8月）

氏名
梅原 一樹
福家 達二

クラブ名
大阪中之島RC
大阪東RC

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
次の方たちはマルチプル・ポール・ハリス・フェローです。（2012年7月）

ベネファクター
次の方たちにベネファクターの称号が贈られました。（2012年7月）

氏名
針谷 紘一
嶽下 勇治
中許 忠和

クラブ名
大阪中之島RC
大阪中之島RC
大阪東RC

氏名
能口 武雄
谷口 光夫
寺岡 龍彦
清水 宏一

回数 クラブ名
5回目
1回目
4回目
1回目

大阪天王寺RC
新大阪RC

大阪北梅田RC
大阪東RC

楢崎 正博 2回目 大阪東RC
新堂 友衛 1回目 大阪東RC
杉浦 嘉功 2回目 大阪東RC
近藤 治郎 3回目 大阪西北RC
隅防 嘉之 1回目 大阪西北RC

2012年8月末 全国寄付金合計額
 第2660地区寄付金合計額
 全国寄付合計トップ10 １．第2750地区

２．第2760地区
３．第2650地区
４．第2770地区
５．第2590地区
６．第2580地区
７．第2610地区
８．第2660地区
９．第2690地区
10．第2710地区

283,552,985円（前年度比4.22％増）
11,823,750円（前年度比2.67％減）

17,309,843円
16,934,200円
15,906,450円
14,931,000円
13,558,000円
13,503,653円
12,325,000円
11,823,750円
11,258,055円
10,768,971円

地区米山奨学委員会より

米山功労者
次の方たちに米山功労者の称号が贈られました。（2012年8月）

氏名
冨島 俊治
奥野 武久
上田 宏二

針谷 紘一

回数 クラブ名
2回目
5回目
6回目

4回目

大阪西北RC
大阪西北RC
大阪西北RC

古市 仁 6回目 大阪西北RC
大阪中之島RC

米山功労クラブ
次のクラブに米山功労クラブの称号が贈られました。（2012年8月）

クラブ名
新大阪RC

回数
15回目

大阪中之島RC 12回目
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255
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31
42
29
36
53
67
34
33
34
732
22
25
33
142
46
25
16
99
40
36
31
515
31
16
52
19
59
55
49
28
309

48
33
199
51
72
54
38
53
36
27
28
30
669
260
120
32
43
28
36
53
68
35
33
34
742
23
27
33
144
46
24
16
99
40
37
31
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53
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59
55
49
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3
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7
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22
0
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5
43
0
0
3
5
2
2
3
0
0
3
0
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3
2
0
0
0
2
3
19
0
0
4
33
3
4
0
1
0
4
0
8
20

3
1
5
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0
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0
2
1
16
6
4
1
1
0
0
0
1
1
0
1
15
1
2
0
2
0
0
0
0
0
1
0
6
0
1
1
0
0
0
0
0
2

0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
2
0
0
1
0
0
0
0
0
1
5
0
0
0
0
0
1
0
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0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0

3
1
4
0
2
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2
0
0
0
2
1
15
5
2
1
1
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0
0
1
1
0
0
10
1
2
0
2
0
-1
0
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0
1
0
5
0
1
1
0
0
0
0
0
2

4
3
4
3
3
4
4
4
4
4
4
4

4
4
2
4
4
4
4
4
4
4
4

4
3
4
4
4
4
4
4
3
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4

89.59
82.82
79.32
79.08
87.30
80.49
85.36
90.95
100.00
80.10
86.60
88.39
85.83
74.02
92.70
75.00
87.36
99.11
87.88
80.21
87.40
89.83
93.93
80.72
86.20
95.45
98.55
86.29
82.51
89.07
87.87
84.68
100.00
92.67
91.89
100.00
91.73
94.63
83.82
98.48
84.21
91.20
74.46
93.88
67.86
86.07

76.40
78.78
69.53
66.67
79.43
75.12
68.61
83.01
88.94
75.67
75.88
81.25
76.61
59.02
76.53
66.67
83.54
66.06
73.56
77.76
79.94
83.30
80.45
78.57
75.04
85.07
90.20
70.16
70.64
72.28
76.79
81.33
68.94
89.67
80.50
93.18
79.89
87.20
69.12
85.27
77.63
82.87
72.09
68.88
64.29
75.92

大阪中央

大阪堂島

大阪北

大阪北梅田

大阪西

大阪大淀

大阪リバーサイド

大阪西北

大阪そねざき

大阪梅田

大阪梅田東

大阪ユニバーサルシティ

小計

大阪

大阪東

大阪東淀ちゃやまち

大阪城東

大阪中之島

大阪大手前

大阪城北

大阪天満橋

大阪鶴見

大阪-淀川

新大阪

小計

大阪フレンド

大阪本町

大阪御堂筋

大阪南

大阪難波

大阪なにわ

大阪南西

大阪西南

大阪船場

大阪心斎橋

大阪うつぼ

小計

大阪平野

大阪イブニング

大阪城南

大阪咲洲

大阪天王寺

大阪帝塚山

大阪東南

大阪アーバン

小計
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446
44
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366
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3
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2
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2
6
1
0
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0
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6
1
0
0
3
4
5
0
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0
3
1
0
2
6
0
1
1
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2
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2
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8
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2
2
0
0
1
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5
2
0
1
1
0
1
0
2
0
0
7

2
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1
2
1
1
1
1
1
8
0
0
2
0
0
0
1
0
0
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
2
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0
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2
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1
1
0
0
0
0
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0
2
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0
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2
2
0
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1
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0
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3
4
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4
4
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4
4
4
3
3
3
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
3
4

4
3
4
4
3
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4
4
4
4

73.61
85.42
90.00
93.15
89.48
80.56
69.01
86.31
83.44
96.70
87.06
81.90
88.16
91.86
90.20
95.40
93.13
100.00
89.27
98.46
90.91
91.92
100.00
90.11
86.11
90.00
82.44
94.65
78.08
85.62
88.46
90.60
97.50
89.42
86.50
94.75
80.26
80.56
92.49
91.71
59.38
76.39
90.69
79.61
83.23

66.42
81.19
86.25
84.44
76.64
78.30
67.69
78.00
77.37
86.28
76.18
68.10
81.17
81.40
73.31
89.06
85.32
90.75
81.53
93.40
85.23
82.64
92.14
80.72
79.17
75.83
76.25
82.15
67.82
73.19
80.77
69.23
97.50
79.52
75.82
77.03
68.61
73.15
70.33
87.08
46.88
74.79
87.66
73.69
73.50

池田

池田くれは

箕面

箕面千里中央

豊中

豊中南

豊中-大阪国際空港

豊中千里

小計

茨木

茨木東

茨木西

千里

千里メイプル

摂津

吹田

吹田江坂

吹田西

高槻

高槻東

高槻西

小計

大東

大東中央

枚方

門真

交野

香里園

くずは

守口

守口イブニング

寝屋川

四條畷

小計

東大阪

東大阪中央
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敬 弔
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

お知らせ



「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万3千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は

勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、

一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてあり

ますので、ご活用願います。 以下資料のご紹介を致します。

◎「ロータリーと戦略計画」
 三木 明 2012  6p  （D.2720）
◎「ロータリーの進化について」
 重田 政信 2012  8p  （D.2790）
◎「ロータリーの心と原点」
 廣畑 富雄 2012  10p  （D.2740）
◎「善き仲間と共に」
 中村 靖治 2012  6p  （D.2740）
◎「ロータリーの心を学ぶための教育の場にもう一度作り変えていく」
 上野 孝 2012  6p  （D.2740）
◎「私が歩みし職業奉仕」
 藤川 享胤 2012  13p  （D.2670）  

［上記申込先：ロータリー文庫］

◎「日本ロータリーの曙」
 田中 毅 源流の会  2012  63p  ［申込先 ： 田中 毅 FAX : (06)6491-9899］

◎「発達障害はどこでつまずくのかVol.３DVD」
 D.2680 2012  ［申込先 ： D.2680  FAX ： (078)304-2681］

地区大会の講演と新着資料より











2012年も12月を迎えました。この冊子が皆様のお手

元に届くは頃に、2012～2013年度RI第2660地区の地

区大会が終了している頃かと思います。 今回の地区大

会での心残りは、やはり第2日目に予定いたしていました

京都大学iPS細胞研究所所長 山中 伸弥教授の講演

が、ノーベル医学・生理学賞授賞ということで不可能と

なりました。 しかし、急遽同研究所副所長 戸口田 淳也

教授にご講演を快くお引受け願い、無事特別講演を終

えることが出来ました。 ノーベル賞授賞者と違った切り

口のご講演、企画で当事者と致しましては、体裁が整え

られたのではないかと、自己満足いたしています。 授賞

が決定したあと、各クラブの皆様方に戴いた応援に心

から感謝を申し上げます。

RIは、12月を「家族月間」と定めています。 ロータリー

の綱領に「奉仕の機会として知り合いを広めよう」という

ことが唱われています。 このことの原点は「家族への思

いやり」ではないかと考えられます。 家族→地域社会→

国際社会へと思いやり、友情を広めることで「奉仕を通

じて平和を」が達成できるものと考えます。 そして、ロー

タリー活動は、ロータリアンのみで行われているのではな

く、家族、米山奨学生、財団学友、ローターアクター、イン

ターアクター、ROTEXなど広義のロータリー家族の参

加と協力とが必要です。

家族と一体となった親睦や奉仕活動はロータリーに

とって、必要な側面ではないかと最近感じています。 会

員同志の友情や思いやりに加えて、家族も加わった親

睦が退会防止の一助になるのではないでしょうか。 ロー

タリアンは原点に立ち戻り、会員間の真の友情を推進し、

ロータリアンの家族に対する思いやりの心を深めること

が肝要と思います。 会員や家族に対する思いやりの心

を深めることは、ロータリーライフに大きな活性化となり、

会員増強や会員維持に大きな功績を残してくれるはず

です。

今月は、多くのクラブでクリスマス家族会、忘年家族

会が開催されると思いますが、ぜひ多くのご家族に出席

を賜り、ロータリーの良さ、真髄に触れていただき、ロータ

リーを知っていただくように努めて下さい。

2012年中は、地区の活動にご理解とご協力とを賜りま

して、誠にありがとうございました。 来る2013年もよろしく

ご指導、御鞭撻をお願い申しあげますとともに、全クラブ

のご隆盛と会員各位のご健康をお祈り申し上げます。



「ロータリーの友」7月号において、田中作次ＲＩ会長が

このようなお話をされたことが紹介されています。 「平和

と紛争解決は、まずは家庭で実践すべきことです。 社

会の最小単位は家族ですから、そこからスタートすべき

です。 自分の伴侶をはじめ、家族全員との平和を常に

心がけていれば、家族の一員としての自分を振り返る機

会となり、周りに平和の模範を自ずと示すことが出来るで

しょう。 家族が平和であれば、もっと多くの人の平和へと

発展していくはずです」

「奉仕を通じて平和を」をＲＩのテーマとされた田中作

次ＲＩ会長の素晴らしい言葉です。

当大阪中之島RCも、会員と家族との懇親を深めるた

めに、親睦委員会が中心となり、クリスマス家族会やバ

スでの小旅行等を実施しています。

高島凱夫ガバナーを送り出したことで、当クラブは、昨

年から今年度にかけて地区協議会、地区大会開催の

準備に追われていますが、昨年8月13日には国立文楽

劇場で松尾塾子供歌舞伎の鑑賞を行い、17名の会員

とその家族が参加して、その後、食事会を催しました。

松尾塾子供歌舞伎とは、故松尾波儔江氏により、「日本

が世界に誇る『歌舞伎』を通して、現代の子供たちに日

本が大切に育んできた日本人の心を伝えたい」との思い

で、1988年に開塾されたものです。 塾生は関西在住の

3歳～14歳の子供たちで、一流講師の指導を受けて毎

年夏に大阪と東京で公演しています。 当クラブの子供

歌舞伎の鑑賞は3回目となります。

また昨年12月22日には、当クラブの例会場である太閤

園でクリスマス家族会を開き、チェンバロの演奏、マリン

バの演奏を楽しんで、ビンゴゲームで盛り上がりました。

さらに今年６月９日には、会員家族１８名が参加し、

キッチンソムリエクッキングスクールにおいてオーナーシェ

フから直々の手ほどきを受け、フレンチ料理にチャレンジ

しました。これは、当クラブとして初めての試みです。

地区大会が終わりますと、まもなくクリスマスの時期を

迎えますが、今年度のクリスマス家族会には出来るだけ

多くの家族に出席してもらえるようにと願い、12月22日の

土曜日に開催することにしました。

「世界平和は家族から始まる」を我々の合い言葉とし

て、当クラブは今後も家族を重要視したプログラムを企

画していきたいと思います。



２日目は、「チェンジザドリーム」によって環境や世界平
和について研修し、３日目は、N2法を用いて理想のリー
ダーについて研修しました。朝の集いでは野外でプログ
ラムを行い、夜は火を囲んでロータリアンも加わって班ご
とに語り合いました。話が進まないのではと心配していま
したが、思いのほか積極的に意見交換ができ、受講生
に好評でした。
３日目の午後は振り返りです。受講生が期間中に感じ
たこと、学んだことを一人一人発表しました。閉講式で、
泉GNがご挨拶に続いて受講生全員に修了証を手渡し
して頂き、受講生にとって秋の上級ライラが自分を見つ
めなおす転機になったものと思います。
綿密なプログラムの立案と細部に渡る準備、運営で

ご苦労いただいたチームライラ、地区委員の皆様、そし
て受講生のご推薦並びにご登録頂きましたロータリアン
の皆様に心より感謝申し上げ、報告といたします。ありが
とうございました。

秋のライラは、これまで初級ライラと上級ライラを同時
に開催してきましたが、今年度から上級のみとなりまし
た。上級ライラは初級ライラ修了者が対象となるため、受
講生が少なく規模は小さくなりますが、初回であり、次年
度以降の運営の下地を築くこともあって、今年度は地区
青少年活動委員会がホストを務めました。チームライラ
の皆さんに全面的にご協力いただき、ライラの目的であ
るところの指導者としての資質を伸ばすプログラムを立
案しました。
｢心の中を見つめて、自分の未来像を探求しよう！｣を

テーマに掲げ、10月6日から8日まで六甲山ＹＭＣＡで2泊
3日のプログラムを実施しました。参加した受講生は11
名。阪急六甲駅に集合してマイクロバスでＹＭＣＡに到
着した受講生の表情は、不安と期待で一杯でした。
秋晴れの六甲山で、高島Ｇのご挨拶を頂いて秋の上

級ライラが開講しました。基調講演では、財団法人シー
セフの藤岡俊雄様が、｢国境なき教師団｣～太陽の国の
未来へ～というテーマで、教育支援によってカンボジア
を救う活動を自ら献身的にされている講演をされました。
講演の後は全員で夕食のカレー作り。夕食後のアイス

ブレーキングで、全員が打ち解けました。１日目はテント泊
で、開講式前に各々がテントを設営しました。夜になって
あいにく雨が降り始め、降雨の中でのテント泊となりまし
たが、静まり返った山林の中で、テントを打つ雨音を聞き
ながら自分を見つめることができたようで、受講生にとっ
て貴重な経験となったようです。



て得た貴重な体験やカウンセラーのおかげで頑張れてい
る」「宝塚ファンの気持ちが理解出来た。男役がカッコい
い！」「久しぶりに帰郷して農村の寂れた姿が悲しかった」
「クラブの方 と々ミャンマーや東北でボランティア活動に参
加。今後、この様 な々活動の体験を、職業を通じて米山精
神を持って活かしたい」等、この半年間の頼もしい成長ぶ
りに拍手と笑いが絶えないスピーチタイムでした。
最後には、青少年交換来日学生も自己紹介。たどた

どしい日本語ながら、日本の生活を楽しめている様子が
ほほえましくもありました。
続いて、学友会（関西）の張会長より、「今日の歌劇を

観て、自分が150年前にタイムスリップしたとしたら、どん
な職業奉仕が出来るのかを考えた時、反対に150年前
から人々の努力の積み重ねが今日であると感じた。奨
学生にも150年前の坂本龍馬とは交流できなくても、今
こうしてロータリアンと交流できたことで人生の輝きを増
し、学友会のパワーになって欲しい」との力強い呼びか
けの挨拶がありました。
講評として、泉ＧＮより、「宝塚は理想の男性を、歌舞

伎は理想の女性を演じる、共に日本文化の一つの形で
あり、これからも日本文化・伝統を理解する機会を持って
欲しい」とのお言葉を戴きました。
最後に、西谷副委員長より閉会の挨拶をさせて頂き、

『手に手つないで』を一つの大きな輪になって歌い、記
念写真を撮影して、歌劇の夢の世界の楽しい思い出を
胸に5時に散会となりました。

日 時：2012年10月14日（日）

場 所：宝塚大劇場・エスプリホール

参加者：高島 凱夫G、米山奨学会副理事長 近藤 雅臣PG、泉 博朗GN、地区米山委員 10名、米山奨学生 24名、
各クラブカウンセラー・ロータリアン・ご家族 34名、米山学友会 10名、青少年交換来日学生 5名、参加者計86名

2012年度の米山奨学生レクリエーションは、10月14日
(日)、秋晴れの中、恒例の宝塚大劇場にて開催されまし
た。上記の出席者は一応に観劇で感動を得、懇親会で
は笑いの絶えない交流を楽しみ、有意義な一日を過ご
すことが出来ました。
当日は宝塚歌劇団 雪組公演、
第１部はグランステージ “Ｊｉｎ ―仁―”
第２部はショー・ファンタジー “Ｇｏｌｄ Ｓｐａｒｋ“
11時開演、30分の休憩を挟んで2時に終演、特に

“Jin”は、現代から江戸末期にタイムスリップする医師の
活躍から『人生の輝きはその長さではなく、どれほど懸
命に生きたかである』というテーマがちりばめられ、奨学
生や青少年交換学生の若者にも共感する所が大いに
あったようです。
その興奮も冷めやらぬ面持ちで、エスプリホールに会
場を移して、懇親会が開かれました。司会進行は河内
委員が担当させて頂き、来賓・地区委員の紹介で始まり
ました。まず、田中地区米山奨学委員長より、平素からの
米山事業へのご協力への謝辞と、本日の機会をとらえて
より友好を温めて頂きたい旨の挨拶をさせて頂きました。
続いて、高島Ｇより、「今年度のＲＩテーマ『奉仕を通じ

て平和を』を米山事業に当てはめて、①奨学生には、た
くさんの日本の友人を作って欲しい。②ロータリアンには、
奨学生を立派な学生に育てて欲しい。③5月17・18日に
開催予定の『世界平和フォーラム広島』に参加して、若
者と平和について話し合って欲しい。そして本日の企画
を通して、友情と懇親を深めて頂きたい」とのご挨拶を
戴きました。
次に、米山奨学会副理事長の近藤ＰＧより、「様々な

友情の花が咲きますように」との乾杯のご発声で、遅い
ビュッフェ形式の昼食の宴が始まりました。
食事の合間に奨学生が一人ひとり壇上に立ち、近況

報告・歌劇の感想・日頃思う事を交えた自己紹介で盛り
上がりました。「米山の精神を知らない日本人も多い。外
国人だけでなく日本人にもこの素晴らしい精神を広めて
行きましょう」「卒論・就活と大変な時期だが、米山を通じ



2012～2013年度の研究グループ交換はドイツ・ハンブルクの第1890地区と行います。交換の時期は、ドイツ・チーム

の来日が2013年3月30日～4月30日、日本チームの派遣が2013年5月21日～6月21日です。

派遣団のメンバーを紹介いたします。派遣メンバーへのご声援をよろしくお願いいたします。

次に第1890地区からお見えになるハンブルクの派遣メンバーですが、団長は男性ロータリアンで10月27日に団員選

考会を無事終了されたとの情報は入っています。 14人と面談され、女性1名、男性3名の団員を決定したとのことです。

後日詳細な情報が入ってきましたら、またご紹介いたします。



●新補助金制度（未来の夢）
【地区の参加資格認定】
10月1日から地区の参加資格認定手続きが開始となり
ました。手続きは、2013-14年度ガバナー、2014-15年度
ガバナー、2013-14年度地区財団委員長がそれぞれ
オンラインで行います。 
当地区は既に参加資格認定を得ております。

【クラブの参加資格認定】
クラブの参加資格認定は、補助金を管理するために
適切な手続きをクラブが備えていることを確認するた
めのステップです。参加資格を得た地区が地区内クラ
ブを認定します。
＜クラブの参加資格を得るために＞ 
1.会長エレクトまたはクラブが指定した代表者が、補助
金管理セミナーに出席する。 
2.「クラブの覚書（MOU）」に同意し､2013-14年度クラ
ブ会長と会長エレクトが署名したMOUを地区に提出

【2013-14年度地区補助金申請】
10月31日から地区補助金のオンライン申請システムが
稼働します。参加資格認定を得た地区のみが手続き
を開始できます。このページはすべてのロータリアンが
閲覧可能ですが、申請書を作成できるのは、2013-14
年度のガバナー、財団委員長、補助金小委員長のみ
となります。審査は来年の4月から行われる予定です。

●ポリオ・プラス
【ロータリー7,500万ドルを新たに約束】
9月27日、国際ロータリーは、ニューヨークでの国連総
会中に開催されたポリオ撲滅の特別行事（潘 基文国
連事務総長が主催）において、ウィルフリッド・ウィルキ
ンソン管理委員長は世界ポリオ撲滅推進 計画
（GPEI）を支援するために、今後3年間に新たに7,500
万米ドルの資金を投入することを表明し、 ロータリー
は、ポリオの撲滅を実現させるために、今後も支援を続
けることを力強くアピールしました。

【ポリオ症例数】
2012年11月7日現在のポリオ症例数です。

＊現在、ポリオ常在国はアフガニスタン、パキスタン、
ナイジェリアの3カ国です。

アフガニスタン
パキスタン
ナイジェリア
インド
ポリオ常在国以外
世界合計

27
48
101
-

5
181

80

2012年
1月1日～11月7日

2011年
1月1日～12月31日

198
62
1
309
650



災害支援のご寄付は下記の口座へ送金お願いいたします。
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明けましておめでとうございます。 今年もよろしくお願

い申しあげます。

昨年12月7・8日に開催されました地区大会には、多く

の地区内ロータリアンのご参加を賜り、盛会裡に終了さ

せていただくことが出来ました。 誌面をお借りして、御礼

申し上げます。

2012～2013年度も6ヶ月を経過致しました。 各クラブ

におかれましては、既に今年度の事業計画も着実に進

められていらっしゃるものと拝察いたします。 6月には見

事な成果が得られますよう、なお一層ロータリー活動に

ご尽力をお願い申しあげます。

さて、1月は「ロータリー理解推進月間」です。 ロータリ

アンにロータリーについて知識と理解を一層深めてもら

い､同時にロータリアン以外の、一般市民にもロータリー

のことをよく知ってもらうためのプログラムを実施する月

間です。 これまでは奉仕活動を広報することは潔しとせ

ず、あまり多くを語りませんでしたが、RIは戦略計画の3

つの重点項目の1つに「公共イメージと認知度の向上」

を掲げ、広報活動に力を入れています。 是非、クラブで

行なっている奉仕活動を、世の中に向け広報をしてい

ただきたいと思います。

もう一つの公共イメージの向上の方策として、クラブ

での「人づくり」が挙げられると思います。 クラブでリー

ダーとして育ったロータリアンが、地域社会で活躍するこ

とで、ロータリーの素晴らしさ、ロータリアンの高潔性を世

間の人たちに知っていただく大きな手段であると思いま

す。 「ロータリアンの素質を持った」「品格のある」方が、

皆様方のクラブにお入りになったあと、いかに未来のリー

ダーとして育てるか、いかにその原石を磨き上げるか・・・、

それがクラブに課せられた責務でもあると考えます。

クラブにおける「会員研修」は、ロータリアンにロータ

リーについての知識と理解を深めるためにも、公共イ

メージの向上のためにも大きな役割を果たすものではな

いでしょうか。



ロータリー理解推進月間にあたり、最近のロータリー

の話題について、簡単に紹介します。

●未来の夢計画(FVP) (1)

未来の夢とは、人道的プロジェクトや教育的プロ

ジェクトを実施する地区やクラブをサポートするための、

ロータリー財団の新しいモデルです。

さらに大きな成果をもたらし、一般の認知度を高め

るためには、効率を高め、活動の焦点を絞る必要性

が高まっています。 2010年7月、100のロータリー地区

が、3年間の試験段階への参加を開始しました。 

2013年7月から、世界の全地区に新モデルが適用さ

れます。 夢計画への参加に備えるための基本情報

の一部を紹介しますと、財団は新地区補助金、グロー

バル補助金、パッケージ・グラントの３種類を提供し、プ

ロジェクトは６つの重点分野（１．平和と紛争予防・紛

争解決、２．疾病予防と治療、３．水と衛生設備、４．母

子の健康、５．基本的教育と識字率向上、６．経済と

地域社会の発展）に特定され,具体的目標を目指した

ものとします。

新地区補助金は差し迫ったニーズへの取り組みを

支援する比較的短期間のもの、グローバル補助金は

１万５千～２０万米ドルを支給して、長期的な視野か

ら、大きな影響をもたらす活動で、持続可能、かつ成

果が測定できるものとされています。

●2010年～2013年年度RI戦略計画 (2)

本質は地域の人々の生活を改善したいという情熱

を、社会に役立つ活動に注いでいる、献身的な人々

の世界的ネットワークです。 他者に奉仕し高潔性を

推進し、事業と専門職務、および地域社会のリーダー

間の親睦を通じて世界理解、親善、平和を推進する

ことが使命です。 目標の優先項目は「クラブのサポー

トと強化」、「人道的奉仕の重点化と増加」、「公共イ

メージと認知度の向上」です。

中核となる価値観は、組織内においてロータリアン

が何を優先させ、どのような行動をとるかという指針を

含めた、組織文化の指導原理を表すもので、ロータ

リーの戦略計画においてますます重要性を増し、当

組織のリーダーシップの意図と方向性を示す原動力

となるものです。 キーワードとしては１）奉仕、２）親睦、

３）多様性、４）高潔性、５）リーダーシップで、これらは

総べて、「ロータリーの綱領」と「四つのテスト」に反映

されています。 これらは人と人との関係における高潔

さを養い、維持していくために、奉仕の理想を培い、

支持するよう、私たちを鼓舞、激励するものです。

“「RI戦略計画」は「未来の夢計画(FVP)」とともに、

将来へ向けますます重要な活動指針となり、両者は、

将来、機能的に統合され、統一化されていく”とのこと

であります。

以上、最近のロータリーの話題について紹介し、皆様

の活動に役に立つことを願っています。

参照文献

(1)ロータリーの友,2012.vol.60. p41および、ロータリー情
報誌、未来の夢、クイックガイド

(2)ＲＩ戦略計画委員、南園義一氏の解説および2010-13
年度ＲＩ戦略計画;ロータリーの友、2012．vol. 60.  
P12およびｐ14



もお役に立てるよう工夫と努力を重ねたつもりでおります。

セミナーでご説明させて頂きました内容につきましても、

当日配布申し上げました「新補助金申請手続きハンド

ブック」をご参照頂ければ、さらに理解が進み、また当日

ご出席頂けなかった各クラブ会員の皆様とも共有頂け

るのではないかと期待申し上げる次第です。

地区内クラブの皆様におかれましては、今後もご質問

やご提案がございましたら、是非私共委員会までお問

い合わせや御連絡を賜れば幸甚でございます。

最後になりましたが、当日ご出席を賜り御挨拶や御講

評を賜りました高島Gをはじめとする地区役員の皆様に

は、この紙面をおかり致しまして心より御礼申し上げます。

今年度は、2013-14年度から全世界で導入される

FVP（ロータリー財団「未来の夢計画」）の準備年度で

あるため、例年実施される「クラブ財団委員長会議」に

替えて、「FVPセミナー」を2012年10月27日（土）開催致

しました。

当地区はかねてより各クラブによる財団の補助金申

請が活発な地区ではありますが、今回のFVPセミナー

の最大のテーマは、クラブのさらなる活性化の為に、新

補助金モデルの導入を機に、わかりやすいロータリー財

団、利用しやすい補助金制度の周知でございました。

セミナーのプログラムは、FVPの概要を地区ロータ

リー財団委員会の溝畑委員長から、FVP参加の必須

条件であるクラブの資格認定と補助金の授与受諾の

条件、及び2種類の補助金（新地区補助金とグローバル

補助金）については、当財団FVP委員3名によるプレゼ

ンテーションを実施致しました。

8月の財団セミナーでは、わかりにくいとご指摘頂いた

各自のプレゼンテーションも見やすく簡潔を目指したつも

りですし、また各講師のスピーチにつきましても少なから

ず時間を費やして準備して参りました。 セミナーにて使

用致しました全てのプレゼン資料も、既に翌週月曜日から

地区ウェブサイトにアップするなど、クラブの皆様に少しで



・テーマ2
クラブ活動の本質とは －ロータリーの現状と明るい未
来のために－
テーブル2-1 
テーブルマスター 磯田郁子委員（大阪東淀ちゃやまちRC）
テーブル2-2 
テーブルマスター 木村芳樹委員（大阪南ＲＣ）

・テーマ3
今後の環境の変化とクラブのロータリー活動のありかた
テーブル3-1 
テーブルマスター 泉 博朗委員（大阪帝塚山ＲＣ）
テーブル3-2 
テーブルマスター 岡田耕治委員（東大阪東ＲＣ）
テーブル3-3 
テーブルマスター 五味千秋委員（大阪心斎橋ＲＣ）

（参加クラブ 地区内83クラブ中80クラブ 欠席 交野、大
阪本町、大阪天王寺）

いずれのテーブルも熱心な議論を頂きました。 参加ク
ラブの皆さん、有難うございました。
クラブ研修リーダーアンケートによりますと、各クラブに
おけるロータリー活動の活性化の度合いは、5段階評価
で全クラブ平均3.6ポイント、パーセントに直しますと72％と
かなりと評価で、わが地区のレベルの高さが伺われます。
しかし、一方で活性化を阻害する要因として、
①新入会員の減少、退会会員の増加による会員数の減少
②会員のロータリー精神、ロータリアンとしての誇り、モラ
ルの低下
③例会、委員会活動のマンネリ化（特に社会奉仕活動）
等の指摘が目につきました。
クラブの歴史、クラブの生い立ち、規模など全てのクラ
ブを対象に行うセミナーの難しさはありますが、セッション
の議論を通じて活性化を阻害する要因を各々のクラブ
が取り組んで行きたいとする姿勢を痛感するセミナーで
あったと思います。

日 時：2012年10月27日（日） 10：00～12：00
場 所：YMCA会館 2Fホール

2012年7月28日開催の第1回に続いて、第2回のクラブ
研修リーダーセミナーを高島凱夫Ｇ、大森慈祥ＰＧ、泉博
朗ＧＮ、8名のＧ補佐・Ｇ補佐Ｅ、6名の研修委員会委員
及び地区内クラブより82名の参加を頂き開催しました。
今回のセミナーは、7月28日に行いました第1回のセミ

ナーの結果のアンケートを踏まえ、地区内クラブの関心
の深いテーマを選び、テーマごとに少人数で時間も限ら
れた制約の中で、ディスカッションに多くの時間をかけて
行いました。
通常、ディスカッション終了後にテーブル毎に行ってき

ました発表も後日、書面にて報告を行うことなど、新しい
試みもしました。試行錯誤を試みながら、従来の形にとら
われないセミナーの在り方を模索しようとした本年度の
研修委員会メンバーの前向きな姿勢を感じて頂き意見
をどんどんお寄せくださればと、願うセミナーでした。
岩津陽介委員の司会で10時より開会し、高島Ｇの挨

拶に引き続き、私の『クラブ研修リーダーの役割』の基調
講演まで３０分で終えました。
セミナーのメイン『テーマ別テーブルディスカッション』を
1時間30分をかけて、始めました。

・テーマ１
クラブ研修リーダーの役割を効果的に果たすために
テーブル1-1 
テーブルマスター 岩津陽介委員（大阪御堂筋ＲＣ）
テーブル1-2 
テーブルマスター 鈴木 洋委員（八尾東ＲＣ）



名の会員様、高槻RC会長児島様、高槻西RC会長代

理森本様をご来賓としてお迎えし、記念碑除幕式、記

念植樹式とその後移動例会を行いました。

また、11月1日より1ヶ月間高槻センター街で開催されて

おります、”高槻アート博覧会“に須賀川RCのご協力を

得て、須賀川幼稚園、栄光幼稚園、福島大学美術研究

会より巨大共同絵画(3mx5m)をご出展頂き、当クラブが

支援しているカンボジア・スナーダイクマエ孤児院の作品

とともに展示頂いており、この視察も同時に行いました。

須賀川RCは創立50周年で、2013年5月19日には、須

賀川市において復興支援の一環として当クラブ創立40

周年記念式典を須賀川RCと合同で開催いたします。 

日本でも初めてのこの試みに両クラブ一丸となって成功

に向け進んでいきます。

東日本大震災以降、高槻東ＲＣは継続的な被災地救

援･復興支援に関し福島県須賀川RCを窓口として行っ

てまいりました。 11月9日須賀川RCより須賀川市指定天

然記念物“横田陣屋御殿桜”の苗木を寄贈いただき、

それを高槻市に寄贈、市内弁天公園に於きまして、高

槻東RC創立40周年記念事業の一つとして、東日本大

震災メモリアル”友情の絆”と銘打ち植樹させていただ

きました。 当日は高槻市長浜田剛史様のほか、国際

ロータリー第2530地区2008-2009年度ガバナー味戸道

雄様にもご臨席賜り、国際ロータリー第2660地区ガバ

ナー補佐矢野克吉様、須賀川RCより大越会長様他7



大会第二日目は、渡辺好政RI会長代理を囲む昼食

会のあと本会議が開催され、そのなかで特別講演と新

入会員の紹介がありました。 特別講演では、京都大学

iPS細胞研究所・所長山中伸弥教授にご講演を頂く予

定でしたが、ノーベル賞を受賞され10日の授賞式の出

席ということで、地区大会への出席が叶わずビデオレ

ターで行き届いたご挨拶を頂きました。 その関係で急遽、

代役として副所長の戸口田淳也教授に「iPS細胞研究

の現況と未来」についてご講演を頂きました。 戸口田淳

也先生には、ユーモアを交え分かり易くお話を頂きまし

た。 若い人達や同僚、先輩に敬意を表しておられ、特に

自分達の力でなく皆さんに支えられて今回のノーベル賞

につながったと、山中、戸口田両教授がお話され謙虚で

温かいお人柄が理解できました。

初めての試みで会議の終盤にメインイベントとして、こ

の一年間に入会された会員の皆様と各クラブの会長様

に登壇して頂きエールを送りました。 皆様のご理解、ご協

力のお蔭で地区大会を無事に終了することができました。 

しかしながら、進行の中で不行き届きな点が多々あり、一

部の方々に不快な思いをさせてしまいましたこと、心より

お詫び申し上げます。 次年度に申し送り反省いたします。

最後になりましたが、地区大会の準備・開催にあたり

先達に多くのご助言を頂戴し、また、関係各位、並びに、

大阪天満橋、大阪大手前の両コ・ホストクラブの皆様に、

多大なるご協力、お力添えを頂きましたことに深く感謝を

致します。 ありがとうございました。

師走のお忙しい時期に地区大会を開催致しましたが、

例年にも増して多くの皆様のご参加を頂き大変ありがと

うございました。 RI会長代理として第2690地区パスト・

ガバナー渡辺好政様をお迎えして、近藤雅臣RI前理事

ご夫妻、菅生浩三RI元理事、他地区のガバナー、パス

ト・ガバナー、当地区のパスト・ガバナー、多数のご来賓、

他地区のロータリアンにはご多用の中、ご臨席賜りまし

たこと厚く御礼申し上げます。 そして、第2660地区会員

は勿論のことご家族の皆様にもご参加いただきましたこ

と、厚く御礼申し上げます。 お蔭をもちまして、大阪国際

会議場、リーガロイヤルホテルで盛大有意義に開催する

ことができました。 心より感謝申し上げます。

今年度の地区大会は、高島凱夫ガバナーの地区大

会テーマである「健全な心と体の育成を～地球の平和

のために～」を念頭に企画いたしました。

大会第一日目は、顕彰昼食会、開会式に続き4部門に

分科会を分けそれぞれの部門に沿ったテーマで講師

の先生方にご講演を頂き、又、経験深いロータリアンの

座談会を開催いたしました。 また、家族の集いは、写真

をテーマに和やかに集いました。 その後、リーガロイヤル

ホテルにおいて渡辺好政RI会長代理歓迎晩餐会が清

楚な中楽しく開催されました。 友愛の広場では、二日間

にわたり奉仕のパネル展示がありました。



●新補助金制度（未来の夢）
【最新資料】
「グローバルアウトルック」・・・ロータリアンのための新し
い財団補助金入門です。
http://www.rotary.org/RIdocuments/ja_pdf/gl
obal_outlook_1211_ja.pdf
ロータリーの友11月号をご覧ください。

【グローバル補助金ウェビナー報告】
11月13日（火）にインターネットを通じて開催されたウェ
ビナーに、第2580地区と第2760地区よりプロジェクト事
例の発表がありました。 ウェブサイトの下記リンクより録
画記録を視聴できます。 
http://www.rotary.org/ja/Members/Training/
Webinars/Pages/Archives.aspx

【新補助金制度-奨学金】（2013年7月より）
地区補助金、グローバル補助金のいずれを利用する
場合も、承認前に発生した経費の支払いには使えま
せん。
2013-14年度の場合、2013年7月より前に開始している
学生の学費として奨学金を支給することはできません
が、すでに就学中の方に対し、これから購入する学用
品やテキスト代として補助金を授与することはできます。
また、地区補助金の場合、申請時の使用計画には支
援する学生の名前を含める必要はなく、例えば、地元
の高校生３名のための奨学金などのように申請し、後
から募集・選考することも可能です。
グローバル補助金の場合には、遅くとも出発の90日前
までに申請書を提出します。
経費および領収書
領収書は奨学生からの受取ではなく、業者や教育機関
が発行したものが必要です。領収書の日付が承認前の
場合、その補助金の支出としては認められませんので、
学費納入や航空券購入のタイミングにご注意下さい。
補助金の支出については、すべての領収書を報告書
に添付して地区に提出しますが、奨学金における生
活費などは、少なくとも７５ドル以上の領収書を報告書
に添付し、食費などの日々 の細かな支出については本
人が記載した明細でも認められます。なお、受領者が
航空券を補助金予算に含める場合は、国際ロータ
リー・トラベル・サービス（RITS）を通じて購入します。

地区補助金の資金管理 
地区補助金資金は単年度で支出を完了し、プロジェ
クトは24カ月以内に完了します。クラブのプロジェクト口
座への送金やプロジェクトの支払いを除いて、補助金
資金を他の口座へ移動することは認められていない
ため、複数年度の就学や留学のための奨学金支援を
行う場合には、複数年度分の奨学金をすべて単年度
で支出する必要があります。４年間留学する方が、3年
目の学費のために再度地区補助金に応募することも
可能ですが、その場合も授業年度開始前に承認を得
る必要がありますので、募集・選考の時期に注意が必
要です。

【ポリオ症例数】
2012年11月28日現在のポリオ症例数です。

＊現在、ポリオ常在国はアフガニスタン、パキスタン、
ナイジェリアの3カ国です。

【2012年の寄付】
2012年7月～12月の個人寄付の確定申告書用領収
証は1月下旬ごろにクラブ宛に送付されます。

【100%ポール・ハリス・フェロークラブ】
先日、各地区には2011-12年度クラブ認証（100%財団
の友クラブ、EREYクラブ、年次基金1人当たり上位3ク
ラブ）のバナーが届いています。この3つの認証のほか
にクラブの認証として100%ポール・ハリス・フェロークラ
ブという認証があります。この認証を受けるためには正
会員が全員ポール・ハリス・フェローになっていること
が条件です。申請は年度に関係なく随時、日本事務局
で受け付けられています。現在、日本では165のクラブ
がこの認証を受けています。一度きりの認証です。クラ
ブの目標としてみてはいかがでしょうか。

アフガニスタン
パキスタン
ナイジェリア
インド
ポリオ常在国以外
世界合計

31
56
110
-

5
202

80

2012年
1月1日～11月28日

2011年
1月1日～12月31日

198
62
1
309
650



九州北部豪雨災害 寄付一覧

大東
東大阪
東大阪中央
東大阪東
東大阪みどり
枚方
茨木
茨木東
茨木西
池田
池田くれは
門真
くずは
箕面
箕面千里中央
守口
守口イブニング
寝屋川
大阪
大阪中央
大阪堂島
大阪フレンド

大阪東
大阪東淀ちゃやまち
大阪平野
大阪本町
大阪イブニング
大阪城南
大阪柏原
大阪北
大阪北梅田
大阪御堂筋
大阪南
大阪中之島
大阪難波
大阪なにわ
大阪南西
大阪西
大阪大手前
大阪ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ
大阪咲洲
大阪西南
大阪船場
大阪心斎橋

35,000円
54,000円
42,500円
64,000円
50,000円
33,000円
20,000円
42,000円
32,000円
30,000円
33,012円
23,500円
57,000円
47,642円
27,300円
19,000円
40,000円
38,000円
100,000円
44,500円
30,000円
30,122円

１．九州北部豪雨災害支援金のお礼
昨年7月に発生しました九州北部豪雨災害で被害にあわれた第2700地区と第2720地区に、当地区から義援金

2,758,573円をお送りしました。 12月に開催しました当地区の地区大会に、両地区のガバナーがご出席され、義援金
に対する感謝のお言葉を頂戴いたしました。

大阪城北
大阪天王寺
大阪東南
大阪鶴見
大阪梅田東
大阪うつぼ
大阪淀川
大阪ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼﾃｨ
千里
千里メイプル
摂津
新大阪
吹田
吹田江坂
吹田西
高槻
高槻東
高槻西
豊中
豊中南
豊中千里
八尾中央

金額金額金額
101,000円
30,000円
21,589円
25,000円
22,100円
53,567円
30,000円
136,000円
32,502円
26,100円
92,000円
50,000円
44,000円
32,000円
12,000円
46,770円
17,011円
27,000円
19,000円
99,000円
120,000円
100,000円

27,998円
45,670円
40,000円
100,000円
28,000円
23,000円
14,000円
30,000円
31,000円
22,320円
10,000円
7,120円
51,000円
50,000円
24,123円
50,000円
50,000円
21,000円
41,000円
20,277円
27,645円
15,205円

2,758,573円

クラブ名

合計

クラブ名クラブ名



地区クラブ名および寄付者名 寄付金額

災害支援地区基金の状況（2012年12月10日現在）
【収入】

岡部年度からの繰越 708,892円
大阪中之島RC 57,750円
大阪城南RC 15,460円
利息 5円
大阪東南RC 500,000円
大阪中之島RC 100,000円
寝屋川RC 37,000円
大阪咲洲RC 30,000円
大阪ユニバーサルシティRC 300,000円
大阪城南RC 45,440円
国際大会日本人朝食会余剰金 14,547円
井上暎夫PG 30,000円
寝屋川RC

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13 13,000円

八尾中央RC14 77,000円
大阪帝塚山RC15 100,000円
大阪城南RC16 10,000円
大阪フレンドRC17 46,000円
千里RC18 330,000円
大阪城南RC19 800,000円
PSC（財団奨学生OB）20 3,000円

3,218,094円合計

備考

地区基金支出内容 金額
【支出】

豊中RC 158,600円 寄付金一部返金

地区基金申請No.46

地区基金申請No.47

地区基金申請No.48

振込手数料 600円
1
2

千里RC 650,000円3
振込手数料 600円4
熊谷教材社 （八尾中央RC申請分） 150,000円5
振込手数料 600円6
高槻RC 470,000円7
振込手数料 600円8

1,431,000円合計

備考

【残高】
預金残高 1,787,094円 2012年12月10日現在

２．災害支援地区基金の状況



2012年10月末 全国寄付金合計額
 第2660地区寄付金合計額
 全国寄付合計トップ10 １．第2770地区

2. 第2650地区
3. 第2750地区
4. 第2760地区
5. 第2590地区
6. 第2660地区
7. 第2580地区
8. 第2790地区
9. 第2690地区
10. 第2610地区

500,698,176円（前年度比1.44％増）
25,422,800円（前年度比18.22％減）

32,772,600円
32,440,450円
31,149,843円
29,185,700円
26,833,700円
25,422,800円
22,863,653円
19,294,600円
17,663,510円
17,617,610円

地区米山奨学委員会より

米山功労者
次の方たちに米山功労者の称号が贈られました。（2012年10月）

氏名
秋田 典俊
橋本 善治
山本 高司
張 虞安
仲田 裕行
中川 法政
橋本 芳信
坂口 道倫
新井 清
佐藤 博之
香西 喜八郎
近藤 雅彦
小泉 隆司
四方 修
稲畑 勝太郎
眞鍋 禮三
佐川 泰宏
五辻 信行
薩摩 和男
早川 徹
大坪 清

回数 クラブ名
2回目
3回目
3回目
6回目
1回目
3回目
1回目
2回目
7回目
1回目
1回目
2回目
2回目
4回目
4回目
5回目
1回目
1回目
2回目
2回目
2回目

茨木西RC
茨木西RC
茨木西RC
交野RC
高槻RC
四條畷RC
吹田西RC
吹田西RC
吹田西RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC

氏名
尾崎 裕
衣笠 哲雄
山岡 靖幸
塩野 秀作
領木 新一郎
庄野 晋吉
高田 知彦
前田 葉子
北島 茂治
荒川 雅行
宮岸 隆
近藤 貞彦
作本 貞子
中山 浩志
柳瀬 寛之
山田 精三
藤澤 肇
原田 繁
鈴木 公平
今泉 忠亮
大磯 隆一

回数 クラブ名
1回目
2回目
2回目
3回目
5回目
1回目
2回目
6回目
2回目
3回目
3回目
3回目
1回目
3回目
3回目
2回目
3回目
5回目
6回目
2回目
3回目

大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC

大阪リバーサイドRC
大阪リバーサイドRC
大阪御堂筋RC
大阪御堂筋RC
大阪御堂筋RC
大阪御堂筋RC
大阪城東RC
大阪城東RC
大阪城東RC
大阪心斎橋RC
大阪心斎橋RC
大阪心斎橋RC
大阪心斎橋RC
大阪船場RC
大阪船場RC



ポール・ハリス・フェロー
次の方たちにポール・ハリス・フェローの称号が贈られました。（2012年10月）

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
次の方たちはマルチプル・ポール・ハリス・フェローです。（2012年10月）

ベネファクター
次の方にベネファクターの称号が贈られました。（2012年10月）

氏名
大道 一弘
小谷 公穂

クラブ名
大阪城東RC
大阪南RC

米山功労法人
次の方に米山功労法人の称号が贈られました。（2012年10月）

氏名
高橋 俊光
宮原 秀夫
吉森 正浩
和田 光博
赤松 昭次
草野 孝文
木田 吉男
小林 二郎
福本 桂太
松尾 浩一
藤井 眞澄
青山 総一郎
荒木 貴史
入江 義雄
髙津 吉男

クラブ名
大阪城東RC
大阪RC

大阪東南RC
大阪東南RC
大阪東南RC
大阪東南RC
大阪東南RC
大阪南RC
大阪南RC
大阪南RC
大阪南RC
大阪南RC
大阪南RC
大阪南RC
大阪南RC

氏名
西田 滋
中川 浩孝
中造 和夫
奥田 実
森脇 隆
前田 敏弘
橋本 友三
溝手 敦信
新子 茂生
岩田 宙造
玉村 光
岸田 功

小八木 規之
山口 多賀司
山田 和義

回数 クラブ名
1回目
2回目
2回目
3回目
2回目
3回目
4回目
1回目
6回目
2回目
1回目
1回目
2回目
3回目
4回目

茨木西RC
大阪東南RC
大阪東南RC
大阪東南RC
大阪東南RC
大阪東南RC
大阪東南RC
大阪東RC
大阪なにわRC
大阪南RC
大阪南RC
大阪南RC
大阪南RC
大阪南RC
大阪南RC

米山功労者
次の方たちに米山功労者の称号が贈られました。（2012年10月）

氏名
北野 克己
樋口 一夫
春次 智三郎
南 克宏
沖中 隆志
溝手 敦信
岩橋 貞雄
塩谷 眞治
山縣 平蔵
中島 博司
横田 喜久雄
堀田 修平
湯川 泰孝
浦川 光雄
前川 茂
原 𣆳

回数 クラブ名
3回目
4回目
1回目
1回目
1回目
2回目
4回目
5回目
5回目
6回目
18回目
40回目
2回目
2回目
5回目
8回目

大阪船場RC
大阪船場RC
大阪東RC
大阪東RC
大阪東RC
大阪東RC
大阪東RC
大阪東RC
大阪東RC
大阪東RC

大阪東淀ちゃやまちRC
枚方RC

箕面千里中央RC
箕面千里中央RC
箕面千里中央RC
箕面千里中央RC

氏名
㈱アイドマ

回数 クラブ名
3回目 大阪大淀RC

米山功労クラブ
次のクラブに米山功労クラブの称号が贈られました。（2012年10月）

クラブ名
吹田西RC
大阪RC

大阪リバーサイドRC
大阪御堂筋RC
大阪心斎橋RC
大阪船場RC
大阪大淀RC
大阪東RC
枚方RC

箕面千里中央RC

回数
31回目
103回目
13回目
16回目
31回目
18回目
33回目
80回目
26回目
17回目



45
32
195
51
70
54
36
53
36
27
26
29
654
255
118
31
42
29
36
53
67
34
33
34
732
22
25
33
142
46
25
16
99
40
36
31
515
31
16
52
19
59
55
49
28
309

47
33
199
51
73
53
38
52
36
28
29
31
670
264
120
32
42
30
36
54
68
35
33
35
749
24
29
34
145
45
26
16
100
41
36
31
527
30
16
53
19
60
55
49
27
309

5
1
0
3
0
0
7
0
22
0
0
5
43
0
0
3
5
2
2
3
0
0
3
0
18
3
2
1
0
0
2
3
19
0
0
4
34
3
4
0
1
0
4
0
7
19

3
1
7
0
3
0
2
0
0
1
3
2
22
11
5
1
2
2
0
1
2
1
0
2
27
2
6
1
6
0
2
0
2
1
1
0
21
0
1
1
0
1
0
0
0
3

1
0
3
0
0
1
0
1
0
0
0
0
6
2
3
0
2
1
0
0
1
0
0
1
10
0
2
0
3
1
1
0
1
0
1
0
9
1
1
0
0
0
0
0
1
3

2
1
4
0
3
-1
2
-1
0
1
3
2
16
9
2
1
0
1
0
1
1
1
0
1
17
2
4
1
3
-1
1
0
1
1
0
0
12
-1
0
1
0
1
0
0
-1
0

4
4
4
4
4
5
5
4
4
4
4
4

3
5
4
4
5
4
4
4
4
4
4

3
4
4
4
4
3
4
4
4
4
4

4
5
4
4
4
4
4
4

97.87
71.96
76.86
74.02
84.04
77.51
84.41
88.71
96.27
86.04
88.78
96.55
85.25
80.48
90.65
79.17
87.54
93.28
93.18
81.01
89.21
85.48
93.93
85.50
87.22
94.13
90.51
87.38
81.06
91.93
90.66
84.57
100.00
93.50
93.24
93.37
90.94
98.21
87.33
96.48
89.47
93.36
80.18
91.84
73.15
88.75

83.44
65.90
66.45
62.75
77.49
75.10
69.23
76.48
84.30
77.69
71.54
83.62
74.50
57.08
74.00
69.79
80.90
71.72
77.30
77.12
84.75
80.83
83.78
80.42
76.15
85.31
75.43
73.19
69.80
66.85
85.33
78.64
69.25
85.00
75.95
82.41
77.01
90.24
71.08
84.36
77.63
85.28
74.87
63.64
68.52
76.95

大阪中央

大阪堂島

大阪北

大阪北梅田

大阪西

大阪大淀

大阪リバーサイド

大阪西北

大阪そねざき

大阪梅田

大阪梅田東

大阪ユニバーサルシティ

小計

大阪

大阪東

大阪東淀ちゃやまち

大阪城東

大阪中之島

大阪大手前

大阪城北

大阪天満橋

大阪鶴見

大阪-淀川

新大阪

小計

大阪フレンド

大阪本町

大阪御堂筋

大阪南

大阪難波

大阪なにわ

大阪南西

大阪西南

大阪船場

大阪心斎橋

大阪うつぼ

小計

大阪平野

大阪イブニング

大阪城南

大阪咲洲

大阪天王寺

大阪帝塚山

大阪東南

大阪アーバン

小計

36
29
21
23
45
30
19
37
240
24
39
29
36
22
40
62
38
47
50
37
22
446
44
26
38
29
31
14
57
41
26
40
11
357
67
35
59
26
31
28
16
64
17
23
366

36
29
24
23
46
29
20
37
244
25
39
29
39
22
39
60
37
48
51
37
22
448
45
26
41
32
31
14
55
43
26
40
11
364
69
35
61
29
31
30
16
63
18
25
377

2
2
0
0
4
2
0
3
13
3
4
6
0
2
2
8
2
2
6
1
0
36
0
10
0
6
1
0
0
3
4
5
0
29
0
0
3
1
0
2
6
0
1
1
14

2
0
3
0
2
0
1
0
8
1
0
0
3
0
0
0
0
2
3
1
1
11
1
0
6
3
0
0
1
2
0
0
0
13
2
0
2
3
0
2
0
2
1
2
14

2
0
0
0
1
1
0
0
4
0
0
0
0
0
1
2
1
1
2
1
1
9
0
0
3
0
0
0
3
0
0
0
0
6
0
0
0
0
0
0
0
3
0
0
3

0
0
3
0
1
-1
1
0
4
1
0
0
3
0
-1
-2
-1
1
1
0
0
2
1
0
3
3
0
0
-2
2
0
0
0
7
2
0
2
3
0
2
0
-1
1
2
11

4
4
4
4
3
5
3
4

4
5
4
4
4
4
5
4
4
4
4
4

4
4
4
5
5
4
4
4
4
4
3

4
3
4
4
4
4
4
4
4
4

71.86
80.67
82.73
86.11
89.46
72.54
76.05
84.22
80.46
92.45
86.19
90.52
88.93
89.53
94.38
94.41
92.44
100.00
87.55
97.16
89.77
91.94
99.44
88.63
91.34
88.11
78.21
92.86
78.95
89.48
92.31
91.19
90.00
89.14
90.31
83.50
80.34
87.93
96.15
92.05
39.06
72.42
90.30
73.96
80.60

64.95
76.29
75.00
85.00
79.62
70.64
74.30
80.51
75.79
83.32
73.47
79.31
76.73
80.23
74.31
86.00
80.31
86.50
81.08
97.13
79.55
81.50
90.09
78.54
84.66
74.90
51.57
85.71
62.21
79.70
83.66
80.86
90.00
78.35
79.54
65.76
61.96
75.90
67.26
89.43
25.00
71.52
86.92
58.64
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池田

池田くれは

箕面

箕面千里中央

豊中

豊中南

豊中-大阪国際空港

豊中千里
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茨木

茨木東

茨木西
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摂津

吹田
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枚方
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香里園
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寝屋川

四條畷
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東大阪

東大阪中央

東大阪東

東大阪みどり

東大阪西

大阪柏原

大阪ネクスト

八尾

八尾中央

八尾東
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万3千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は

勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、

一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてあり

ますので、ご活用願います。 以下資料のご紹介を致します。

◎「ロータリーの原点」
 佐藤 千壽 東京臨海R.C. 1999 34p
◎「ロータリーの真の強さ」
 ビチャイ・ラタクル 2012 10p （D.2500地区大会報告書）
◎「ロータリーの価値観」
 千 玄室 2012 1p （D.2650地区大会記念誌）
◎「新世代の未来をみつめて」
 今井 鎮雄 2012 4p （D.2510地区大会記録誌）
◎「店祖の遺訓とロータリー精神」
 里見 純吉 1934 3p （大阪ロータリアン第519号）
◎「ロータリークラブ強化への１００のヒント」
 田中 作次 2012 4p （D.2770月信）
◎「略伝 古澤丈作①～⑤」
 金子 秀隆 2012 5p
◎「Rotaryの心とロータリーの綱領」
 鳥居 滋 2012 2p （D.2690地区大会記念誌）
  

［上記申込先：ロータリー文庫］







「世界理解月間」によせて

ガバナー・エレクト研修セミナー(GETS)に参加して

青少年交換 クリスマスパーティー

2012-2013年度 米山学友・ロータリー財団学友・GSEアルムニ会 合同忘年会

第24回 第2660地区 ガバナー杯争奪軟式野球大会を終えて！

2012-2013年度クラブ・ビルダー賞 表彰者

ロータリー財団情報

災害支援プロジェクト報告（第20回）

米山奨学委員会 / ロータリー財団

2012年12月度 会員数・出席報告

敬弔 / お知らせ

文庫通信
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2月は｢世界理解月間｣に指定されています。

RI理事会は、「世界平和のために不可欠な理解と親

善」を強調する例会プログラムを計画し、特別な活動に

着手することによって、世界理解月間を祝うよう、すべて

のロータリークラブに要請しています。

また、1905年2月23日は、ポール・ハリス、ガスターバス・

ローア、シルベスター・シール、ハイラム・ショーレの４人が

シカゴで初めて会合を開いた日で、ロータリーの創立記

念日にあたります。 ロータリーではこの日を世界理解と平

和の日（World Understanding and Peace Day）と定

め、この日の意義をとくに強調し、国際理解と友情と平和

にむかって献身するよう要請されています。

田中 作次RI会長は「この日にあわせて平和活動を

計画して欲しい」と希望されています。

このことは、昨年３月のPETSの際に、各クラブ会長様

にはウグイス色のリーフレット「2012－2013年度 ロータ

リー世界平和フォーラム」をお配りしています。

即ち、①クラブや地区の平和フォーラムを開催する、

②地域平和フォーラムを開催する、③国際双子クラブに

よる協力関係を結ぶ(姉妹クラブ、友好クラブ)、④ロータ

リー平和フェローを推薦する、⑤紛争の根底にある原因

に取り組む奉仕プロジェクトを支援する、を検討、実施し

て下さいとおっしゃっています。

クラブにおいては、①国際的に活躍する卓話者を手

配する、②学校や大学から交換学生や留学生をクラブ

例会に招く、③研究グループ交換の元チーム・メンバー

を紹介するプログラムを企画する、④世界的問題に関

する討論会を開く、⑤国際的な文化芸術を主題にした

催しを主催する、⑥国際色を強調した他のプログラムを

計画するなど、さまざまな活動を展開していただくようお

願い致します。

この機会を利用して、未実施のクラブは国際奉仕活

動に新たに挑戦したり、疎遠になっている姉妹クラブ、友

好クラブと連絡を取ったりしてはいかがでしょうか。 2月

はまた、ロータリー友情交換、あるいはその他のロータ

リー財団プログラムへの支援を奨励するのに格好の月

です。

世界理解月間は、ロータリークラブが親善、平和、世

界中の人々の相互理解といったロータリーの究極目的

の探求を推進する好機です。
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ガバナー・エレクト研修セミナー
(GETS)に参加して

地区ガバナーに就任するためには、国際ロータリー、

ロータリー財団について十分に理解を深めておかなくて

はなりません。そのために日本で2回のGETS、(9月と11

月)および米国サンディエゴでの国際協議会(1月)への参

加が義務付けられています。GETSの機会には、時期を

合わせてロータリー・コーディネーター・セミナー、地域財

団セミナー、ロータリー研究会、米山奨学会セミナーなど

も開催されます。GEはこれらのセミナーにも出席を求め

られますので、3～5日間程度は連日学習を続けることに

なります。因みに国際協議会は1週間です。

さてGETSでの学習項目は多岐にわたります。「地区

Gの責務、リーダーシップ」は当然のことですが、会員増

強、新世代、ロータリーの友、米山奨学会、公共イメージ、

公式訪問、未来の夢計画などについて、聴講やワーク

ショップで学習します。発言を求められる機会も多いの

で、緊張感を持って1日を過ごすことになります。また殆ど

のGEは配偶者同伴です。奥様方には配偶者用のプロ

グラムがちゃんと用意されていて、Gの配偶者としての心

得などについて勉強されます。さらに国際協議会の「国

際祭りの夕べ」で国際色のあるパフォーマンスを披露し

なければならず、奥様方はその内容についても相談し、

決定されます。2回目のGETSでは奥様方のご指導よろ

しくGEも共に「東京音頭」の踊りを練習致しました。

2回のGETSを通じて「RI戦略計画」というものが最

前面に出されて来て、いよいよ本格的に取り組んで行か

ねばならないと言うことを、強く感じました。即ち3つの優

先項目「クラブのサポートと強化」「人道的奉仕の重点

化と増加」「公共イメージと認知度の向上」について具

体的にどのように取り組むのか、また中核となる価値観

(奉仕、親睦、多様性、高潔性、リーダーシップ)の理解を

どう進めるのか、大きな課題に直面していることを痛感さ

せられました。

この記事が掲載される頃には国際協議会はすでに

終了しており、ロン・バートン次年度RI会長の次年度

テーマや方針がすでに示されている訳ですが、私も次

年度の地区方針をしっかりと皆様にお示しをしなければ

ならないと、考えております。とりわけ「未来の夢計画」に

基づく新しい補助金制度を全てのクラブの皆様にご理

解を頂いて、有効にご利用頂くための準備も進めて参り

たいと思います。またその頃と言えば、PETS、地区チー

ム研修、地区協議会のための準備に目の色を変えてい

ることと思いますが、しっかりとこなして参る所存です。皆

様のご協力をお願い致します。

2

ガバナー・エレクト

福家 宏 （八尾中央RC）



ていました。 学友の女子は全員がサンタクロース姿で

AKBの歌とダンスを披露。 その後、老いも若きも参加者

全員が、ムカデじゃんけんゲームなるもので盛り上がり、プ

レゼント交換をおこなってパーティーは終了となりました。

閉会時には1月に帰国するオーストラリアからの派遣

生ベンジャミン・ワイルド君（ホストクラブ：大阪本町RC）

に地区からのプログラム修了書を授与いたしました。最

後にパスト委員長でもある、大阪本町RCの岡田会長に

閉会のご挨拶を頂いてクリスマスパーティーは終了いた

しました。

2012年12月15日（土）17：20より、シティプラザ大阪に

て青少年交換委員会主催のクリスマスパーティーを開

催いたしました。 来日学生は来日後5カ月経ち、日本語は

ボチボチしゃべれるようになってきていますが、この頃は

ホームシックに陥りやすい時期でもあります。 したがっ

て、そういった経験を経てきた、学友会（ＲＯＴＥＸ）の会

員が主体となって毎年このパーティーの企画運営をお

こなっています。 私達委員会の委員もどのような催しが

企画されるのか、毎年楽しみにしています。

まず委員長挨拶の後、8月に派遣を予定しています5

名（男子4名  女子1名）の派遣候補生に、派遣先で必

ず必要となる自己紹介を、予行演習をかねてしてもらいま

した。 英語で自己紹介する人もいれば、日本語だけの人

もありましたが、やはりまだまだ恥ずかしそうな様子でし

た。 彼等が交換プログラムを終了し、再来年のクリスマ

ス会で大きく成長した姿をみるのが、今から楽しみです。

次に来日学生達の出し物として、アメリカからの学生

による国歌の合唱あり、大好きな詩の朗読あり、ダンスあ

り、フランスからの来日学生ヨアン君は、ホストファミリーの

パパ、ママの演奏つきでシャンソンを歌って、喝采をあび
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一さん(ドイツJ.W.G・フランクフルト・アム・マイン大学)は、

留学の体験を通して現在の研究活動や、人生観が大き

く影響を受けた事や、他のPSC会員からも今後のロータ

リーや学友の関わりについて抱負を述べていました。

米山学友会からは、それぞれの米山奨学生がユ

ニークなプレゼンテーションを行いました。

ＧＳＥアルムニ会は、2013年度にドイツ・ハンブルクに派

遣するメンバーを紹介しました。

今年は参加人数が多く、米山学友の方々が、クリスマ

ス衣装を着て楽しいゲームなどで、学友の交流が深まり，

非常に盛り上った意義のある会となりました。

今年度よりＰＳＣと、ＧＳＥアルムニ会は、日本ロータリー

学友会に加入参加し今後、学友同士、委員会同士の

交流を深め、ロータリーの活動にも大いに活性化される

と期待します。

2012年12月22日(土)18時30分より昨年に引き続き地

下鉄堺筋本町駅近くのドルフィンズにて、恒例となった

米山学友、ロータリー財団学友会、GSEアルムニ会、の

第3回3委員会合同の忘年会が、今年度は米山学友主

催で開催しました。

PG岡部泰鑑様、ロータリー財団委員会委員長溝畑

正信様をはじめ、PSC会員、GSEアルムニ会、米山学友

および関連委員会のロータリーアンを含め総勢73名の

出席で、盛大な忘年会になりました。

当日は、米山学友のトゥ・ハートラン・ティさんの司会で、

開会の挨拶、出席者の紹介、乾杯の挨拶で忘年会が

始まりました。

ロータリー財団学友からは、2010～2011年度国際親

善奨学生の土手加奈子さん(ベナン共和国アフリカ共同

開発大学)がアフリカでの体験談や日本との違いを興味

深く話し、2003～2004年度国際親善奨学生の中川洋

2012-2013 年度 米山学友・ロータリー財団学友・
GSEアルムニ会 合同忘年会

4

財団奨学金・学友委員会 委員長

北埜 登 （東大阪東RC）
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第24回 第2660地区
ガバナー杯争奪軟式野球大会を終えて！

大阪平野RC 野球同好会監督

伊藤 英樹

れ様でした。決戦の日に棄権せざるを得なかった貴クラ

ブの皆様の心情、野球をこよなく愛する者の一人として

しかとこの胸に受け止めさせて戴きます。 また今大会に

ご参加できず、悔し涙を流された大阪大手前RC、寝屋

川RCの皆様、次大会の参加楽しみにしております。 次

大会ホストクラブをされます大阪東淀ちゃやまちRCの皆

様、ご苦労をおかけしますがよろしくお願い申し上げま

す。 今大会が皆様のお陰をもちまして無事終了出来ま

した事本当に感謝の念に耐えません。

皆様の今後のご健康とご活躍を心よりお祈り申し上

げます。

今大会はいきなりの雨に見舞われ、予定を１週間遅

れ10月7日にRI第2660地区ガバナー高島凱夫様をお迎

えして開幕。 Aブロックは吹田西RC・大阪帝塚山RC・

大阪中之島RC・吹田RCそして我が大阪平野RCの５

チーム。 Bブロックは八尾東RC・くずはRC・大阪うつぼ

RC・八尾RC・大阪城北RCそして大阪東淀ちゃやまち

RCの６チーム。 新チーム２のフレッシュな組み合わせと

なりました。 Aブロック吹田西RCの連覇成るか、Bブロッ

クくずはRCのリベンジは果たせるのか、真の王者八尾

東RCの久し振りの参加と今大会は興味の尽きない大

会となりました。 途中3日間の雨に見舞われ、スケジュー

ルも大幅な変更を余儀なくされ、それでなくとも各クラブ

共、クラブ行事その他の行事で多忙な時期に人員確保

で頭を悩まされたことでありましょう、お察し申し上げま

す。 棄権試合もありましたが、何はともあれ今大会にお

いて大した事故も怪我もなく、野球を愛する皆様と楽し

い時間を過ごせ、親睦をはかれました事、ホストチームと

して大変嬉しく存じ上げます。 その中で予想通りの実

力を発揮され優勝された八尾東RCの皆様おめでとうご

ざいます！ また惜しくも準優勝の吹田西RCの皆様お疲

5



クラブ・ビルダー賞は、ロータリー・クラブのサポートと強化に大きく貢献したロータリアンを表彰する賞です。

今年度は、４名の方が受賞されました。 今後とも、ロータリー・クラブの発展にご尽力をお願い申しあげます。

● 大阪フレンドRC 今村 聖三  会員

● 豊中千里RC 藤原 安雄  会員

● 大阪西南RC 青木 達也  会員

● 大阪東RC 楢崎 正博  会員

クラブ・ビルダー賞とは・・・・・戦略計画の目標の一つである「ロータリー・クラブのサポー
トと強化」において大きく貢献したロータリアンを称えるものです。 この賞は、地区によって
管理され、地区ガバナーが毎年10名までのロータリアンにこの賞を授与します。
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【ゾーン・チーム研修】 
次年度2013-14年度のためのロータリー財団ゾーン・
チーム研修がRRFCの主催で行われます。 
日時：2013年2月12日（火）（登録12:30～13:00セミナー

13:00～17:00）
場所：国立オリンピック記念青少年総合センター（東京

都渋谷区）
対象：2013-14 年度ガバナー、ガバナー・エレクト、ガバ

ナー・ノミニー、ガバナー補佐、地区財団委員長、
地区補助金委員長、RRFC補佐、ロータリー財団
学友コーディネーター、ポリオ撲滅コーディネー
ター、ロータリー・カード・コーディネーター

研修の内容はご報告いたします。

【事前会議・財団地域セミナー】 
ロータリー財団地域セミナー前日の2012年11月25日、
RRFCの主催で、新補助金制度の推進と残る懸念の解
消に向けて、ゾーン別に意見交換が行われました。 34地
区から92名が参加し、各地区財団委員長より進捗状況の
報告、パイロット地区からの助言もあり、有意義な場となりま
した。 次年度地区財団委員長は1月にサンディエゴで行
われる研修を前に意気込みを語るなど親交を深めました。 
26日のロータリー財団地域セミナーには、約300人が参加し、
新補助金制度や学友の支援、東日本震災復興支援報告、
ポリオ、ロータリー日本財団など幅広い内容が取り上げられ
ました。 ウィルキンソン財団管理委員長からは日本のロータ
リアンの尽力に感謝の言葉がありました。 また、インドから
到着したばかりの田中作次RI会長が応援に駆けつけられ、
参加者はスタンディング・オベーションで歓迎しました。

【日本ロータリー学友会 全国大会】 
11月25日には、日本ロータリー学友会の主催による、第2回
全国大会も開催されました。 新補助金制度では、各クラ
ブや地区が、海外のロータリアンと協力する機会が増える
ことが予想されます。 海外のクラブと協力する際に、全世
界で活躍する学友の協力が得られれば、クラブのプロ
ジェクトもさらに活性化し、言語やインターネット、ソーシャル
ネットワークの活用などに関する助力も得られるでしょう。

【大口寄付者午餐会】 
11月27日には、ロータリー財団への大口寄付者への感謝
の会である大口寄付者午餐会が開催されました。 今年は
田中作次ＲＩ会長年度を祝福すべく例年を大幅に上回る
280名以上の参加があり、盛大な会となりました。 田中会
長、ウィルキンソン財団管理委員長、ヒューコ事務総長を
はじめとするロータリー・シニア・リーダーより御礼と激励の
お言葉を頂きました。 また、2007-08年度第2580地区国際
親善奨学生の林健太郎さんは医師として東日本震災と
ミャンマーでの人道支援活動についての経験を語り、平和
な世界のために良心をつなぎ合わせてほしいと訴えました。

【ポリオ症例数】 
2012年12月31 日現在のポリオ症例数です。

＊現在、ポリオ常在国はアフガニスタン、パキスタン、ナイジェリア
の3カ国です。 こちらの症例数は「世界ポリオ撲滅推進計画」
のHPからいつでも最新情報が確認できます。

【今後の予定】
2013年
1月 国際協議会（13-19日）・FV研修（18-19日）
 グローバル補助金申請書式 OPEN
2月 RRFCゾーン・チーム研修
 2660地区補助金管理セミナー
5月 ロータリー世界平和フォーラム広島（17-18日）
6月 GSE報告書・補助金申請期限（30日）
 ロータリー財団功労表彰状締切（30日）
7月 全地区が新補助金制度の利用を開始
 ロータリー平和フェローシップ申請締切（1日）
 ロータリー財団地域セミナー 1-3ゾーン（2日）

ロータリー財団情報

ロータリー財団委員会 委員長

溝畑 正信 （東大阪東RC）

アフガニスタン
パキスタン
ナイジェリア
インド
ポリオ常在国以外
世界合計

35
58
119
-

6
218

80

2012年
1月1日～12月31日

2011年
1月1日～12月31日

198
62
1
309
650

7



１．地区災害支援プロジェクト委員会2012-13年度活動内容 （2012年12月13日 地区内クラブに発信）
［1］東日本大震災支援活動の継続
（１）各クラブ主導プロジェクトの支援

①プロジェクト候補情報の共有化と地区内クラブ協力体制の推進
各クラブに入るプロジェクト情報で各クラブ単独では対応できないものや地区に直接入るプロジェクト情報
は地区内全てのクラブに公知し情報の共有化を図ると共にクラブ単独では対応できないものは地区内他
クラブに参加協力を呼び掛け複数クラブで対応するプロジェクトフォーメーションを支援する。
②各クラブ主導のプロジェクトへの補助金支援
各クラブ主導のプロジェクトで申請があり適切と認められたものに対しては地区基金を用いた補助金による
資金援助を行う。

＜当面の補助金支給のルール＞
 補助金の上限 ・・・・・・・・・・・・・・・ 70万円
 プロジェクト総額に対する比率 ・・・・ 50％以内
 プロジェクト内容 ・・・・・・・・・・・・・・ 人道的支援を原則とする

（２）地区基金への募金活動の推進
現在地区基金は180万円弱と枯渇寸前であり、各クラブからの協力支援による基金の充実が急務である。今
後もあらゆる機会を通じて引き続き募金協力を呼び掛ける。当面の募集目標金額は２年間総額で1,000万円
とする。地区基金の現状は以下の通りである。

（３）地区主導プロジェクトの選定と推進
多様化する現地ニーズの多面的な情報収集と的確な見極めを心がけると共に、規模が大きいプロジェクト等
で地区全体として対応するのが適当なプロジェクトに対しては災害支援プロジェクト委員会が窓口となり地区
主導プロジェクトとして推進する。

（４）支援活動の啓発と活動内容の公知
支援活動継続の必要性への認識を常に喚起するため、あらゆる機会を通じて被災地の状況や当地区支援
活動の具体的な事例等を各クラブに発信啓発する。また基金の使用状況等活動内容をタイムリーに報告す
ると共に、地区ホームページにて公開し地区広報活動の一助とする。

［2］大規模災害支援体制の在り方の検討
過去、大規模災害発生時にはその都度各クラブに支援募金を呼び掛け地区としてまとめたうえで被災地

に送付してきたが、募金が集るまでに時間を要しタイミングを失した対応となるケースもまま見られ、また大災害
が連続して発生した場合には各クラブに多大な負担を強いることになった。いつ起こるか分からない大災害
支援によりタイムリーに対応し各クラブの負担を平準化するため、地区としての新たな大規模災害支援体制
の在り方を検討する。

〈収入〉 ・クラブ寄付金 15クラブ 246万円
 ・繰越金等  76万円
  小 計 322万円
〈支出〉 ・補助金 4プロジェクト 143万円
〈残高〉   179万円



２．災害支援地区基金の状況

地区クラブ名および寄付者名 寄付金額

災害支援地区基金の状況（2013年1月11日現在）
【収入】

岡部年度からの繰越
大阪中之島RC
大阪城南RC
利息
大阪東南RC
大阪中之島RC
寝屋川RC
大阪咲洲RC
大阪ユニバーサルシティRC
大阪城南RC
国際大会日本人朝食会余剰金
井上暎夫ＰＧ
寝屋川RC
八尾中央RC
大阪帝塚山RC
大阪城南RC
大阪フレンドRC
千里RC
大阪城南RC
ＰＳＣ（財団奨学生ＯＢ）
東大阪東RC
八尾東RC
大阪ユニバーサルシティRC
豊中-大阪国際空港RC
大阪リバーサイドRC
大阪西南RC

708,892円
57,750円
15,460円

5円
500,000円
100,000円
37,000円
30,000円
300,000円
45,440円
14,547円
30,000円
13,000円
77,000円
100,000円
10,000円
46,000円
330,000円
800,000円
3,000円

100,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
100,000円

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

3,618,094円合計

備考

地区基金支出内容 金額
【支出】

豊中RC
振込手数料
千里RC
振込手数料
熊谷教材社 （八尾中央RC申請分）
振込手数料
高槻RC
振込手数料

158,600円
600円

650,000円
600円

150,000円
600円

470,000円
600円

寄付金一部返金

地区基金申請No.46

地区基金申請No.47

地区基金申請No.48

1
2
3
4
5
6
7
8

1,431,000円合計

備考

【残高】
預金残高 2,187,094 円 2013年1月11日現在



2012年11月末 全国寄付金合計額
 第2660地区寄付金合計額
 全国寄付合計トップ10 １．第2650地区

2. 第2660地区
3. 第2750地区
4. 第2760地区
5. 第2770地区
6. 第2590地区
7. 第2580地区
8. 第2820地区
9. 第2790地区
10. 第2670地区

645,288,044円（前年度比6.12％増）
40,815,300円（前年度比12.66％増）

42,075,950円
40,815,300円
39,306,743円
37,587,700円
36,042,600円
35,650,200円
30,142,319円
26,259,500円
22,526,100円
21,220,850円

地区米山奨学委員会より

米山功労者
次の方たちに米山功労者の称号が贈られました。（2012年11月）

氏名
朱 明義
根岸 宏邦
田中 春次
松浦 寛法
河内 幸枝
吉野 繁夫
本田 壽子
上本 博
中井 健
大枝 朗
橋本 豊
今村 啓志
渡辺 忠雄
山内 久生
神田 保廣
西島 英信
渡辺 岳夫
岸本 忠三
白方 彰三
中山 文隆
吉内 忠春
高田 利美
長元 良二

回数 クラブ名
1回目
3回目
3回目
5回目
3回目
4回目
5回目
5回目
6回目
9回目
1回目
5回目
5回目
10回目
2回目
3回目
1回目
4回目
1回目
1回目
1回目
2回目
1回目

茨木RC
高槻東RC
高槻東RC
高槻東RC
吹田RC
吹田RC
吹田RC
吹田RC
吹田RC
吹田RC
吹田江坂RC
吹田江坂RC
吹田江坂RC
摂津RC
摂津RC
摂津RC
大阪RC
大阪RC

大阪なにわRC
大阪なにわRC
大阪フレンドRC
大阪フレンドRC
大阪咲洲RC

氏名
長崎 三男
荒石 義一郎
高瀬 久美子
岡本 健
森本 章裕
高良 尚志
土井 憲一
中村 健輔
小寺 一矢
安田 義治
城戸 高史
庄司 茂
鮫島 武信
小林 豊光
入江 義雄
岸田 功
吉川 晃司
奥村 安正
樋口 學

早川 清一郎
地久里 昌廣
竹田 和哉
田中 実

回数 クラブ名
3回目
4回目
3回目
1回目
1回目
2回目
4回目
4回目
5回目
5回目
1回目
1回目
1回目
1回目
1回目
2回目
2回目
3回目
7回目
9回目
3回目
1回目
1回目

大阪咲洲RC
大阪咲洲RC
大阪城北RC
大阪天満橋RC
大阪天満橋RC
大阪天満橋RC
大阪天満橋RC
大阪天満橋RC
大阪天満橋RC
大阪天満橋RC
大阪南RC
大阪南RC
大阪南RC
大阪南RC
大阪南RC
大阪南RC
大阪南RC
大阪南RC
大阪南RC
大阪柏原RC
大阪平野RC
大阪北RC
大阪北RC



ポール・ハリス・フェロー
次の方たちにポール・ハリス・フェローの称号が贈られました。（2012年11月）

氏名
薩摩 和男
近藤 雅彦
出口 湛龍
佐伯 照道
本田 孔士
原 正和
粟津 直晶
山本 章弘
榊 彰一

海老原 善隆
末吉 勘四郎
堀 浩司
中川 和之
根来 登
沖 真一郎

クラブ名
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
くずはRC
くずはRC
大阪RC
大阪RC
大阪RC

大阪イブニングRC
大阪船場RC
大阪船場RC
大阪船場RC
大阪船場RC

米山功労者
次の方たちに米山功労者の称号が贈られました。（2012年11月）

氏名
小林 隆太郎
澤井 治郎
大槻 文藏
富田 英孝
小谷 泰造
白石 元宏
松本 浩一
米田 芳弘
土肥 雄治
柳原 賢治
三木 秀治
高林 伸行
岡田 徹
大𡌛 敢
仙田 恒夫
浅井 隆
吉川 健之
浜田 晋
宇賀 良太
山浦 荘平
緒方 満
池田 喜八郎
松本 進也
西村 淳
古野 清賢
池田 裕之
河畑 誠治
国宗 範彰
山本 哲三
樽本 文男
竹中 照次
向井 伸太
辻本 一義
立岡 寛次
井上 善博
北井 孝彦
小川 高弘
宮崎 康治
吉川 宏
駒林 廉弘

回数 クラブ名
1回目
1回目
1回目
1回目
1回目
1回目
1回目
1回目
1回目
1回目
1回目
2回目
2回目
2回目
2回目
2回目
2回目
3回目
3回目
3回目
3回目
3回目
4回目
4回目
5回目
1回目
1回目
3回目
5回目
7回目
8回目
9回目
7回目
8回目
2回目
2回目
1回目
5回目
1回目
1回目

大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
東大阪RC
東大阪RC
東大阪RC
東大阪RC
東大阪RC
東大阪RC
東大阪RC
東大阪RC
東大阪RC

東大阪みどりRC
東大阪みどりRC
東大阪中央RC
東大阪中央RC
東大阪東RC
東大阪東RC

氏名
大橋 秀典
山本 義治
松井 良介
川田 隆
寺坂 哲之
中川 將
居相 英機
橋本 雄司
新宮 一誓
泉 寛治

回数 クラブ名
2回目
14回目
1回目
2回目
6回目
6回目
6回目
8回目
1回目
6回目

東大阪東RC
八尾RC
八尾RC
八尾RC
八尾RC
八尾RC
八尾RC
八尾RC
八尾RC
八尾中央RC

米山功労クラブ
次のクラブに米山功労クラブの称号が贈られました。（2012年11月）

クラブ名
高槻東RC

大阪天満橋RC
大阪南RC
大阪北RC
東大阪RC
東大阪東RC
八尾RC

回数
22回目
51回目
82回目
79回目
55回目
41回目
55回目



ベネファクター
次の方にベネファクターの称号が贈られました。（2012年11月）

氏名
古谷 裕子
若林 俊子
三木 敏裕
境 紀世治
片岡 大

クラブ名
大阪中央RC
大阪東RC
大阪城南RC
大阪心斎橋RC
東大阪RC

氏名
鍵田 秀明
武島 秀吉
田村 謙之助
石原 純一
高橋 史郎
本田 智教
阿部 吉秀
嶋田 薫
中山 学
辻村 順一

クラブ名
大阪御堂筋RC
大阪御堂筋RC
大阪御堂筋RC
大阪心斎橋RC
大阪心斎橋RC
吹田西RC
吹田西RC
東大阪RC
東大阪RC
くずはRC

氏名
谷川 正
平山 明彦

Domenico Cantatore
西村 文延
俣野 富美雄
斧原 秀夫
松谷 廣信
北野 克己
齋藤 憲司
武田 實
斎藤 満
澤田 宗久
甚田 隆康
伊澤 武尚
大西 博孝
高橋 勝彦
中川 憲育
永通 明温
竹田 正司
原田 繁
芦邊 康徳
石橋 優一
坂口 道倫
瀧川 紀征
小林 哲
梶山 高志
辻本 一義
義之 清規
清水 浩一
井戸本 忠彦
森田 康夫

回数 クラブ名
4回目
3回目
4回目
2回目
3回目
3回目
2回目
3回目
3回目
3回目
4回目
4回目
4回目
3回目
1回目
1回目
1回目
2回目
2回目
3回目
2回目
1回目
1回目
3回目
3回目
3回目
3回目
3回目
2回目
2回目
1回目

大阪RC
大阪船場RC
大阪船場RC
大阪船場RC
大阪船場RC
大阪船場RC
大阪船場RC
大阪船場RC
大阪船場RC
大阪船場RC
大阪船場RC
大阪船場RC
大阪船場RC
大阪船場RC
大阪御堂筋RC
大阪御堂筋RC
大阪御堂筋RC
大阪心斎橋RC
大阪心斎橋RC
大阪心斎橋RC
大阪心斎橋RC
大阪心斎橋RC
吹田西RC
吹田西RC
吹田西RC
吹田西RC
東大阪RC
東大阪RC
東大阪RC
東大阪RC
東大阪RC

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
次の方たちはマルチプル・ポール・ハリス・フェローです。（2012年11月）

氏名
猪奥 年紀
奥 嘉隆
佐藤 文三
大坪 清
土田 修
山本 良一
大林 剛郎
井村 達男
羽鳥 敬彦
三木 敏裕
濱田 厚男
清水 利男
岩井 祐造
中村 雄策
今中 七郎
平尾 公介
林 祐弘
駕田 毅
川島 吉博
山口 誠治
原 𣆳
水野 明人
上山 英介
上野 昌也
樋口 信治
岸本 忠三

回数 クラブ名
1回目
7回目
1回目
3回目
2回目
2回目
1回目
2回目
2回目
2回目
1回目
1回目
4回目
1回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
3回目
4回目
2回目
3回目
5回目
1回目
1回目

交野RC
交野RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪城南RC
高槻RC
高槻RC
高槻RC
くずはRC
くずはRC
くずはRC
くずはRC
くずはRC
くずはRC

箕面千里中央RC
箕面千里中央RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪RC



45
32
195
51
70
54
36
53
36
27
26
29
654
255
118
31
42
29
36
53
67
34
33
34
732
22
25
33
142
46
25
16
99
40
36
31
515
31
16
52
19
59
55
49
28
309

47
30
200
49
73
52
38
52
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菅本 憲市郎 会員（新大阪RC）

2012年12月30日逝去（享年74歳）
会長、幹事

米山功労者（マルチプル）、マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

敬 弔
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

お知らせ
●クラブ合併の予定
大阪本町RCと大阪御堂筋RCが2013年7月に合併することになりました。

合併後のクラブ名称 : 大阪御堂筋本町ロータリークラブ

合併期日 : 2013年7月1日（RIの合併承認日は2012年11月21日です。）

クラブ事務局住所 : 〒542-0086  大阪市中央区西心斎橋 1-5-12  心斎橋アーバンライフ603号室
 TEL : 06-6777-3468 FAX : 06-6777-3471

例会日 : 木曜日 12:30より

例会場 : ホテル日航大阪
 〒542-0086  大阪市中央区西心斎橋1-3-3
 TEL : 06-6244-1111

14



「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万3千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は

勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、

一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてあり

ますので、ご活用願います。 以下資料のご紹介を致します。

◎「日本政治の行方」
 島田敏男 2012 3p （米山梅吉記念館館報）
◎「リーダーに求められるコミュニケーション技法」
 八百谷和子 2012 5p （D.2690地区大会記念誌）
◎「日本は世界で一番夢も希望もある国です」
 金 美齢 2012 5p （D.2690地区大会記念誌）
◎「日本の進路と誇りある国づくり」
 櫻井よしこ 2012 4p （D.2520地区大会レポート）
◎「豊かな生、豊かな死」
 朔 元則 2012 18p （D.2700地区大会の記録）
◎「東アジアの絆を求めて」
 姜 尚中 2012 10p D.2700地区大会の記録）
◎「百済歴史遺跡地区の世界文化遺産登録に向けて」
 李 タウン 2012 7p （D.2700地区大会の記録）
◎「３４年間の取材メモから見える日本、そして世界の課題」
 柳澤秀夫 2011 10p （D.2600地区大会報告書）
◎「『お金の世界』から『いのちの世界』へ」
 菅野典雄 2012 7p （D.2530地区大会記念誌）

［上記申込先：ロータリー文庫］

記念講演から



月信編集委員会からのおねがい
□ ガバナー事務所への月信に関するご連絡は、FAX
またはE-Mailにてお願い致します。 折り返し、でき
るだけ早くご連絡致します。

□ 投稿は原稿（写真付きの場合は一緒に添えて）を
掲載月の前々月20日までに、事務所必着でお送り
下さい。 原稿はなるべくパソコンでの作成をお願
い致します。 掲載の採否、字数の整理、並びに止む
を得ない掲載月の変更等につきましては、月信編
集委員会にご一任下さい。

□ 物故会員のご連絡は、専用の用紙にてFAXをお願
い致します。

□ 今年度の月信につきましては、各クラブ理事・役員・
事務局・備品用に、各クラブの会員数に応じて部数
を設定し、無料配布致します。 また、ご希望の会員
には有料（年間2,200円 ・1冊200円）配布させてた
だきますので、出来るだけ多くの方のお申込みお
待ちしております。
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トヤマビル東館

12番出口

2012-2013年度
国際ロータリー第2660地区
ガバナー事務所のご案内

●事務局スタッフ 
ガバナー 高島 凱夫
地区代表幹事 村橋 義晃
地区副代表幹事 杉村 雅之
事務局長 今井 貢二
事務局員 栗正 久美
 春名 志保
 納多 寿惠子

●所在地・電話・FAX・E-mail
〒541-0052
大阪市中央区安土町1-5-11
トヤマビル東館6階
TEL : 06-6264-2660
FAX : 06-6264-2661
E-mail : gov@ri2660.gr.jp

●ホームページアドレス
http://www.ri2660.gr.jp/

●勤務時間
9:30～17:00

●休日
土曜、日曜、祝日

ガバナー事務所に会議室を併設
しております。
最多 36名
詳細はガバナー事務所まで
お問い合わせください。

※地下鉄堺筋線 堺筋本町 12番出口すぐ

月信編集委員会
● ガバナー 高島  凱夫 
● 地区代表幹事 村橋  義晃 
● 地区副代表幹事 杉村  雅之 
● 担当地区幹事 西田  末彦 
● 担当地区幹事 梅原  一樹 
● 事務局長 今井  貢二 
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識字率向上は1986年以来、国際ロータリーの強調事

項です。地域社会で、読み書きを向上させるプロジェクト

を支援します。地域の識字水準が、その地域の生活水

準に直結する、という観点から、この月間中に読み書き、

計算のできない人たちを援助するために、ロータリー地

域社会共同体、ローターアクトクラブ､インターアクトクラ

ブ、世界社会奉仕、ロータリーボランティア、その他の既

存プログラムを通して、識字率向上に取り組んでいます。

また、国際ロータリーは、世界的な識字推進団体・国際

読書協会と協力し合い、世界的な識字推進を目指す社

会奉仕プロジェクトを推進しています。ユネスコ（国連教

育科学文化機関）によると、世界で9億人以上の人々は

読み書きができません。その3分の2は女性です。成人、

そして子どもに向けて､読書のプログラムを企画すること

や学校に本を寄贈すること、そして地元の図書館を援

助することが要請されています。

識字率の範疇には入らないとは思いますが、我が国

においても「漢字を正確に書く力が衰えた」という人は、

10年前に比べ25.2ポイント増の66.5％、「手書きが面倒」

と感じる人が、10.1ポイント増の42％、「口頭で済むことで

も、メールを使う」とする人は、12.3ポイント増の29.5％、と

いう数字が出ているようです。慣用句の本来の意味を

違った意味で使っている人、即ち本来の言い方で使う

人が3割を切った言葉もあるというデータがあります。携

帯電話などの情報機器は、能力形成過程の子供達も

使用するということで「言葉は変化するもの」とは言いま

すが、今後の大きな社会問題であると感じました。

また今月は、3月13日を含む週が「世界ローターアクト

週間」とされています。毎年、世界中のローターアクター

とロータリアンは、1968年の最初のローターアクトクラブ

創立を記念し、この週に世界ローターアクト週間を祝っ

ています。 世界ローターアクト週間は、ローターアクト・プ

ログラムの成果を確認し、更に未提唱クラブもその重要

性を再認識する機会と思います。また、ローターアクトク

ラブの素晴らしい奉仕活動を地域の人々に伝えること

で、活動への参加、ローターアクトクラブへの入会を促す

機会となります。「ロータリーの価値観」を持ったローター

アクターが幾年か後にロータリアンに成長していただくこ

とは、ロータリーの未来への大きな力となるでしょう。



毎年、世界中のローターアクターとロータリアンは、

1968年の最初のローターアクト・クラブ創立を記念し、3

月13日の週に世界ローターアクト週間を祝っています。

当地区でも毎年、3月13日に近い土曜日または日曜日

に「世界ＲＡＣデー」というローターアクトの地区行事を開

催しております。

近年の当地区の「世界ＲＡＣデー」のテーマとしては、

ローターアクトの目標がいくつかありますが、その中の

「地元地域及び世界中のニーズ、問題、機会に対する

知識や理解を深める」という部分に重きを置いた活動が

多くなっております。

昨年度（2011-12年度）も、そういった観点から東日本

大震災の被災地である第２５２０地区の気仙沼南ＲＡＣ

より被災地で頑張っているローターアクターをお招きし、

講演並びにパネルディスカッションを行い、地震、津波の

経験を語って頂き、さらに今後ローターアクターが出来る

支援などについて話し合いました。

また、第2部ではボーイスカウト経験のあるローターア

クター指導の下、災害時の緊急のトイレ（段ボール箱製）

の作り方などを学びました。

そして今年度は、3月10日（日）13時より此花区民セン

ターにおいて、「国際理解」をテーマとした行事を予定し

ております。

本来「世界ＲＡＣデー」は、ローターアクターに限定さ

れず、ロータリアンはもとよりＲＣに関係のない一般の市

民の方々にも参加して頂けることを予定しています。た

だ、なかなか簡単に一般市民の方 を々お招きするのは

難しいようです。

少しでもＲＡＣ活動に理解をして頂けるよう、ロータリア

ンの皆様の「世界ＲＡＣデー」への参加を、今年度に限ら

ずお待ちしておりますので、よろしくお願い申し上げます。



国旗を捧げるのは研修リーダーご夫妻の皆様方でし

た。 次いで日本と米国の国家斉唱で、最初の「君が代」

斉唱はやはり感動的でした。 RI理事の紹介の後、いよ

いよロン・バートンRI会長エレクトご夫妻の登場です。 

満場のスタンディング・オベーションに迎えられて笑顔一

杯での登場でした。 バートン氏は米国オクラホマ州出身

の弁護士で奥様は数学者です。

間もなく2013-14年度RIテーマ講演が始まりましたが

その前にお伝えしておきたいのは、私たちは予めFirst 

Class と書かれた赤いバッジを与えられていたことです。 

実はバートン氏から夏の終わりころ私たちGEに手紙が

送られて来られ「皆さん、国際協議会までにロータリー

財団に寄付をして下さい」という内容でした。 私はこれ

に応えて自分としては過去最大の寄付を行いました。 

バートン氏はその手紙の話に次いで「私は皆さんがロー

タリアンに寄付を要請するのなら、自ら手本を示して欲し

かったのです。 その手紙の成果は素晴らしいもので、何

と675,400ドルもの寄付が集まったのです。 こんなことは

初めてです。 皆様は素晴らしい。 You are the First 

Class!!」と私たちを褒め称えてステージから私たちに拍手

を贈られたのです。 赤いバッジの意味が分かった瞬間

でした。 バートン氏はこう付け加えられました。 「頼んで

2013年1月13日(月)～18日(金)まで6日間にわたり、米国

カリフォルニア州サン・ディエゴにおいて2013年国際協

議会が開催され、私は日本の34地区のGEと共にこれに

参加し、研修を受けて参りました。

1月12日午後、伊丹から出発して成田で集合、ロサン

ゼルスに向かいました。 ロサンゼルスは随分寒く、空調

が故障した寒い部屋での第1泊目はその後に続く厳し

い研修の予兆かと眠れぬ夜を過ごしました。 次の日バ

スでサン・ディエゴに向かいましたが、途中ディズニー・ラ

ンドやかつて国際協議会の開催地であったアナハイム

を右に見ながら2時間余りで目的地のマンチェスター・グ

ランド・ハイアットに到着しました。 その会場は超大型の

コンベンション・ホールを複数備えた巨大ホテルです。 

田中作次RI会長初め、松宮RI理事、北RI理事エレク

ト、研修リーダーの皆様方の出迎えを受け、嬉しい気持

ちにさせられました。 先ずは離れのギャラリーで田中RI

会長から歓迎と励ましのお言葉を頂き、次いでこれから

の予定を初めとするガイダンスを受け、登録を済ませた

のち館内ツァーを経て16時頃客室に落ち着きました。

さて、ついに研修第一日目の14日(火)朝を迎え、6時半

には朝食を摂り、8時半からの「入りて学ぶ」開会本会議

に臨みました。 田中RI会長の開会宣言と歓迎の辞が

述べられ、ロータリー加盟国の国旗紹介がありましたが、



比較的フリーな夜、幸いなことに今年度地区大会の

RI会長代理をお務め下さった元RI理事の渡辺好政先

生から夕食のお誘いを頂いたので、参上するとリスボン

国際大会組織委員会メンバー3名がおられ、楽しいひと

ときを過ごしました。 宴の終りに、組織委員会章(それは

まるで勲章さながらです)を渡辺先生自らの手で私の胸

に付けて頂き、とても感激しました。

17日からは、「未来の夢」実施のため異例ながら地区

財団委員長も合流しての研修となり、私も溝畑正信当

地区財団委員長と肩を並べて研修しました。 このように

して6日間のスケジュールが終了して19日朝、松宮理事

や研修リーダーの見送りを受けながら、ロサンゼルス経

由で帰途につきました。

緊張や感動を繰り返しながらの6日間の研修で一体

どれだけのことが身に付いたのか定かではありません

が、他地区のGEとは本当に仲良くなり、絆が出来上がっ

て行くことを実感できたことは確かで、これは大収穫であ

りました。

さてチャージしたことを如何にディスチャージするの

か、これが難問であることも確かです。 いよいよこれから

が本番です。

みるものだ」…ユーモアたっぷりの語りでした。 このあと

バートン氏は比較的静かな声で語りかけました。 ロータ

リーを真に実践し、ロータリーの奉仕と価値観を日々活

かす努力をすれば、周囲に良い影響をもたらすことが出

来る。 人々の人生を豊かにしようとする努力は、あなた

自身の人生を豊かにする。 と語りかけた上で「Engage 

Rotary  Change Lives」と高らかに次年度RIテーマを

打ち上げられました。 スクリーンには各国の言語でこれ

が映し出されました。 日本語訳は「ロータリーを実践し、

みんなに豊かな人生を」でした。 この訳語にはあなた自

身の人生を豊かにするという意味が欠けているように感

じたのは、私だけではなかったように思います。 私は次

年度地区方針を決定するときには、是非ここを満たす

意味合いの文言を盛り込みたいと考えました。

もう余り紙面が許しません。 国際協議会は、本会議と

いう全員参加のミーティングと、いくつかの中会場でのパ

ネル・ディスカッション、日本の34地区のGEが17名の2班

に分かれてのアイデア交換、主題別のディスカッションな

どが繰り返されて、6日間にわたる研修を積み上げて行

きます。 小グループでのミーティングでは必ず発言を求

められますので、自身の意見をきちんと述べることも訓練

されます。 研修の合間に楽しいプログラムも設定されて

おります。 民族衣装に身を包んでお国自慢の踊りを披

露する夕べ、正装しての晩餐会とこれに続く舞踏会など

があり、多くの他国の人 と々お付き合いをすることになり

ます。 晩餐会も初対面の米国人やアイルランド人と一緒

です。 肌の色も言語も、習慣も宗教も文化も全然異なっ

た人々が、手を繋いで共に声を合わせて歌を歌い、肩を

たたき合い飲み交わす、みんなすぐに友達のようになっ

てしまう。 これもロータリーの醍醐味の一つに違いないと

感じました。



は、高島G本年度方針「公共イメージと認知度の向上」

正にそのものです。 もちろん金氏の講演内容に異論が

ある方も多数居られると思いますが、今後の奉仕活動

の一つの指針として研修していただきました。

本会終了後の懇親会では、多数のロータリアンのご

参加いただき、亀井第3組G補佐エレクトに乾杯の御発

声を賜り、IM第3組ロータリアンの皆様の友情と懇親の

輪を広げていただけたかなと思っております。また金氏

との握手と写真に長蛇の列ができました。

本年度IMホストクラブとして全員参加の体制を取り、

無事終了しました。 至らぬ点も多々あったと思います

が、ロータリーの友情に免じてお許しください。 第3組IM

の益々の発展を祈念しまして報告とします。 有難うござ

いました。

テーマ：奉仕の心でつなぐ平和な世界
日 時：２０１３年１月２６日午後１：３０～
場 所：メセナ枚方 多目的ホール
参加登録：３６１
出  席  者：２５５

国際ロータリー第2660地区第3組のインターシティミー

ティングの開催に当たり、枚方市長 竹内脩様、地区G 

高島凱夫様、G補佐 樋口秀和様をはじめとして多数の

地区役員の皆様方、またIM第3組ロータリアンの皆様を

お迎えし、無事終了することができました。心より御礼申

し上げます。

本年度のIMのテーマは「奉仕の心でつなぐ平和な

世界」とし、講師に金美齢氏を招聘し、基調講演をお願

いしました。 金氏は、アルジェリアで起きたあの痛ましい

イスラム過激派テロを取り上げられ、「奉仕と対話であの

連中を説得できますか」と、日本人のお人よし、平和ボケ

を指摘されました。 また夫君が米山奨学生でありその

後OB会会長の経験などから、「奨学生の人選について

日本国と友好関係にある国から選んでほしい」と要望さ

れました。 さらにＲＣの奉仕活動について、「素晴らしい

事をされているのに世間では、まったくＲＣは認知されて

いない。 隠徳の美では、ダメだ」と指摘されました。 これ



研究グループ交換委員会の活動は年間を通して行われています。今年度は第1890地区ドイツ・ハンブルクチームと

の交換で、2013年3月20日～4月30日の来日です。

第1890地区ドイツ・ハンブルクチームのメンバーをご紹介いたします。

以上5名のドイツ・ハンブルクチームのメンバーを紹介しました。彼らは，少なからず日本文化が好きなようで，ますます

日本が好きになるよう、皆様のご支援をお願いいたします。



「2013年ロータリー財団研修：未来の夢への準備セミ
ナー」が、2013年１月17日～20日、米国カリフォルニア州、
サンディエゴで開催され、ガバナー・エレクト、地区ロータ
リー財団委員長、ロータリー財団地域コーディネーター
が、研修を受けました。

●国際協議会
 【次年度テーマ】
米国サンディエゴで開催中された2013 年国際協議
会の開会本会議で、ロン・バートンRI 会長エレクトが
2013-14 年度のテーマ、「ロータリーを実践し みんな
に豊かな人生を」 “Engage Rotary, Change 
Lives” を発表しました。 ロータリー財団の新しい補
助金モデルが7 月から全地区に導入されることに触
れた会長エレクトは、今がロータリアンにとって「興奮
に満ちたとき」であると述べました。 
 【次年度財団の目標】
ロータリー財団の李東建D.K. Lee 管理委員長エレ
クトは、2013-14 年度の財団目標について説明しまし
た。 ①ポリオ撲滅、②未来の夢補助金モデルの立ち
上げ、③革新的なプロジェクトへのロータリアンの参
加、他団体とのパートナーシップ、④年次基金、恒久
基金、ポリオ・プラス基金を支援して、ロータリー財団
が自分たちの財団であるという自覚と誇りを築くことな
どを、目標として紹介しました。この本会議には、
2013-14 年度地区財団委員長も参加し、未来の夢
全世界導入に備えるため、2 日間の集中した研修を
受けました。日本のロータリアンにとっても、立場が異な
る他国の意見や今後のプロジェクトの実践への第１
歩となりました。

●ロータリー財団の補助金制度 （未来の夢）
【オンライン申請】 
2013 年1 月から、2013-14 年度グローバル補助金と
パッケージ・グラントへのオンライン申請画面が利用可
能になりました。新しいオンライン・システムは 
www.rotary.org/ja/grants からアクセスができま
す。会員アクセスページ（MAP）と同じユーザーID と

パスワードを利用できます。このページは会員アクセス
ページ（MAP）内の“FVGL Drupal”からもリンクして
います。 
4 月1 日からは、全地区が新しいオンライン・システム
を通じて申請します。

【ロータリー平和フェローシップ】
英文のロータリー平和フェローシップの申請書が
WEBページにアップされました。資格基準などの変
更はありませんが、エッセイの内容が変更され、語学
教師による語学力証明書は不要となりました。語学能
力については自己評価と英語の語学試験の結果を
添付します。 
2014年の申請書のロータリー財団への提出締切は７
月１日です。英文の申請書のみを提出します。地区は
資金提供にかかわりなく何名でも候補者を推薦する
ことができます。ロータリー平和フェローシップについ
ては、新しいロータリーの補助金ページもご覧下さい。
クラブや地区は選考のために日本語の申請書を利用
することもできます。日本語版も近日中に更新の予定
です。

●ポリオ・プラス
【ポリオ症例数】
2013年2月6日現在のポリオ症例数です。

現在、ポリオ常在国はアフガニスタン、パキスタン、ナイジェリ

アの３カ国です。2013年の最初のポリオ発症の報告はカラチ

（パキスタン）からでした。

昨年の同時期のポリオ発生件数は12例でした。

アフガニスタン
パキスタン
ナイジェリア
インド
ポリオ常在国以外
世界合計

0
1
0
-

0
1

37

2013年
1月1日～2月6日 2012年

58
121
-

6
222



地区クラブ名および寄付者名 寄付金額

災害支援地区基金の状況（2013年2月8日現在）
【収入】

岡部年度からの繰越
大阪中之島RC
大阪城南RC
利息
大阪東南RC
大阪中之島RC
寝屋川RC
大阪咲洲RC
大阪ユニバーサルシティRC
大阪城南RC
国際大会日本人朝食会余剰金
井上暎夫ＰＧ
寝屋川RC
八尾中央RC
大阪帝塚山RC
大阪城南RC
大阪フレンドRC
千里RC
大阪城南RC
ＰＳＣ（財団奨学生ＯＢ）
東大阪東RC
八尾東RC
大阪ユニバーサルシティRC
豊中-大阪国際空港RC
大阪リバーサイドRC
大阪西南RC
大東RC
大阪中央RC
大阪難波RC
大阪フレンドRC
東大阪みどりRC
大阪西北RC
大阪うつぼRC
くずはRC
寝屋川RC
大阪咲洲RC
茨木西RC

708,892円
57,750円
15,460円

5円
500,000円
100,000円
37,000円
30,000円
300,000円
45,440円
14,547円
30,000円
13,000円
77,000円
100,000円
10,000円
46,000円
330,000円
800,000円
3,000円

100,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
100,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
100,000円
50,000円
50,000円
50,000円

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37

4,218,094円合計

備考



地区基金支出内容 金額
【支出】

豊中RC
振込手数料
千里RC
振込手数料
熊谷教材社（八尾中央RC申請分）
振込手数料
高槻RC
振込手数料
大阪ユニバーサルシティRC
振込手数料

158,600円
600円

650,000円
600円

150,000円
600円

470,000円
600円

250,000円
300円

寄付金一部返金

地区基金申請No.46

地区基金申請No.47

地区基金申請No.48

地区基金申請No.49

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

1,681,300円合計

備考

【残高】
預金残高 2,536,794円 2013年2月8日現在



2012年12月末 全国寄付金合計額
 第2660地区寄付金合計額
 全国寄付合計トップ10 1. 第2650地区

2. 第2660地区
3. 第2750地区
4. 第2760地区
5. 第2770地区
6. 第2590地区
7. 第2820地区
8. 第2580地区
9. 第2780地区
10. 第2680地区

813,627,681円（前年度比2.66％増）
50,169,450円（前年度比1.83％減）

61,053,117円
50,169,450円
46,465,743円
45,503,405円
42,973,600円
42,713,200円
34,292,500円
32,150,319円
29,791,100円
26,347,645円

地区米山奨学委員会より

米山功労者
次の方たちに米山功労者の称号が贈られました。（2012年12月）

氏名
中尾 巖
北尾 哲
西田 孝司
福田 治夫
中道 孝治
永井 健太郎
中道 茂
古城 紀雄
金子 薫
御前 治
坂口 健
矢橋 弘嗣
小山 富夫
藤田 芳浩
村田 純子
大竹 光明
土井 靖士
市村 孔
湯尾 恵子
前田 健司
生沼 寿彦
植田 庸子

回数 クラブ名
1回目
2回目
1回目
4回目
1回目
2回目
2回目
1回目
2回目
2回目
5回目
5回目
2回目
5回目
5回目
1回目
2回目
2回目
2回目
2回目
2回目
4回目

茨木東RC
茨木東RC
交野RC

守口イブニングRC
守口イブニングRC
守口イブニングRC
守口イブニングRC

千里RC
千里RC
千里RC
千里RC
千里RC

千里メイプルRC
千里メイプルRC
千里メイプルRC
大阪うつぼRC
大阪うつぼRC
大阪うつぼRC
大阪うつぼRC
大阪うつぼRC
大阪うつぼRC
大阪うつぼRC

氏名
村上 正人
新子 茂生
大屋 準一
渡邊 邦雄
大塚 道夫
市川 雅邦
清水 美溥
秋目 哲郎
吹田 康雄
河村 美恵子
高澤 俊也
梅本 禎親
石田 秀
沖中 栄子
亀井 築美
志方 邦弘
神島 喜與一
濱岡 正典
丹羽 健二
村上 憲一郎
石黒 重三
川﨑 壽

回数 クラブ名
7回目
1回目
1回目
11回目
4回目
4回目
8回目
1回目
1回目
2回目
2回目
2回目
3回目
3回目
4回目
5回目
5回目
6回目
8回目
2回目
4回目
5回目

大阪うつぼRC
大阪なにわRC

大阪ユニバーサルシティRC
大阪城南RC
大阪西RC
大阪西RC
大阪西RC
大阪西南RC
大阪西南RC
大阪西南RC
大阪西南RC
大阪西南RC
大阪西南RC
大阪西南RC
大阪西南RC
大阪西南RC
大阪西南RC
大阪西南RC
大阪西南RC
大阪中央RC
大阪中央RC
大阪中央RC



氏名
北尾 郁二
田中 久雄
発 剛士
石川 治均
田中 信明
竹田 秀道
中村 正敏
城ヶ辻 保
前川 久壽
道上 惠三郎
堀内 敏道
川本 幹治
播磨 章一
片岡 利雄
矢野 清治
安藤 康雄
井本 敏弘
平田 達男
髙島 登
堀部 邦夫
清水 修
森山 信一
上田 陽造
角井 吉彦
北田 宗男
伊泊 規子
若狭 一夫
原田 正義
鈴木 洋
水野 茂
天羽 康雄
山中 久男
國貞 眞司
山本 榮
森田 治男
瀧瀬 尚峻
庄司 修三郎

回数 クラブ名
5回目
6回目
25回目
3回目
5回目
15回目
1回目
3回目
4回目
4回目
5回目
7回目
8回目
1回目
1回目
5回目
1回目
6回目
3回目
3回目
4回目
4回目
5回目
5回目
1回目
3回目
4回目
4回目
5回目
2回目
2回目
4回目
4回目
4回目
7回目
16回目
7回目

大阪中央RC
大阪中央RC
大阪鶴見RC
大阪鶴見RC
大阪鶴見RC
大阪堂島RC
大阪堂島RC
大阪堂島RC
大阪堂島RC
大阪堂島RC
大阪堂島RC
大阪堂島RC
大阪堂島RC
大阪南RC
大阪本町RC
大阪本町RC
大阪淀川RC
大阪淀川RC
大東RC
大東RC
大東RC
大東RC
大東RC
大東RC
大東中央RC
大東中央RC
大東中央RC
八尾RC
八尾東RC
豊中南RC
豊中南RC
豊中南RC
豊中南RC
豊中南RC
豊中南RC
箕面RC
箕面RC

米山功労クラブ
次のクラブに米山功労クラブの称号が贈られました。（2012年12月）

クラブ名
守口イブニングRC

千里RC
大阪うつぼRC
大阪西RC
大阪西南RC
大阪鶴見RC
大阪本町RC
大阪淀川RC
大東RC

回数
5回目
30回目
50回目
55回目
72回目
24回目
24回目
32回目
34回目

ポール・ハリス・フェロー
次の方たちにポール・ハリス・フェローの称号が贈られました。（2012年12月）

氏名
林 克彦
藤原 史郎
藤原 進
藤江 博
笠井 和憲
三田 昌孝
稲田 賢二
土手 基史
池田 治子
大崎 博基
堀口 信彦
前田 建司
渡邉 直美
村田 荘一
後藤 哲男
栗原 大
長元 良二
大槻 文藏
岩本 宏美
澤井 治郎
竹田 和哉
楠 賢一郎
柳原 賢治
松本 浩一
田中 実

小林 隆太郎

クラブ名
池田くれはRC
池田くれはRC
池田くれはRC
大阪柏原RC
大阪柏原RC
大阪柏原RC
八尾RC
茨木RC
門真RC
門真RC
門真RC
箕面RC
大阪中央RC
大阪中央RC
大阪中央RC
大阪フレンドRC
大阪咲洲RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC



氏名
小谷 茂雄
柴田 高
米田 芳弘
山内 芳樹
土肥 雄治
橋本 豊
川下 英紀
下條 久雄
亀井 信昭
奥本 義昭
田尻 邦夫
金子 薫
笠原 隆之助
秋山 肇
谷 安都子
大前 清彦
前田 芳聰
板垣 善雄
中川 雄六
松下 和彦
藤木 良顕
杉原 巨峰
中野 秀一
佐藤 多加志
後藤 正憲
金丸 大介
三柴 利雄
小西 邦司
口野 孝
平松 悦子
井上 佳昭
山本 照彦
松本 弥恵
松井 義明
川合 雄治
安井 一男
遠藤 義彦
大松 桂右

クラブ名
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
吹田江坂RC
寝屋川RC
寝屋川RC
寝屋川RC
寝屋川RC
大阪RC
千里RC
千里RC
摂津RC
吹田RC
吹田RC
吹田RC
高槻東RC
高槻東RC
八尾中央RC
八尾中央RC
大東RC
大東RC
大東RC

東大阪みどりRC
守口イブニングRC

大阪RC
大阪鶴見RC
大阪東RC
大阪なにわRC
大阪西RC
大阪-淀川RC
大阪-淀川RC
大阪-淀川RC
大阪-淀川RC
新大阪RC
新大阪RC
八尾東RC

氏名
霧山 勝弘
新田 耕平
津田 昌信
溝口 正孝
中川 三郎
森 茂寛
中堂 武賢
三好 洋二
榊原 春枝
早川 清一郎
古賀 省三
樽井 郁夫
小山 悦治
小川 寛
中川 廣次
松本 新太郎
川田 隆
正田 常雄
樋田 之宏
瀧川 理也
島田 清隆
北尾 郁二
永井 路子
石黒 重三
三上 美智子
高田 利美
吉原 保之
上田 彰
池田 周弘
浅野 博史
福本 桂三
長部 文治郎
田渕 宏政
林 博司
西村 脩
前田 順一
荒井 敬一郎
山本 雅昭
古市 實

回数 クラブ名
2回目
2回目
1回目
2回目
1回目
1回目
1回目
1回目
3回目
5回目
2回目
1回目
3回目
5回目
2回目
6回目
1回目
5回目
3回目
1回目
2回目
4回目
1回目
3回目
1回目
1回目
3回目
1回目
3回目
2回目
5回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
5回目
2回目
3回目

池田くれはRC
池田くれはRC
池田くれはRC
池田くれはRC
池田くれはRC
池田くれはRC
池田くれはRC
池田くれはRC
大阪柏原RC
大阪柏原RC
大阪柏原RC
豊中千里RC
八尾RC
八尾RC
八尾RC
八尾RC
八尾RC
八尾RC
茨木東RC
茨木東RC
大阪RC
大阪中央RC
大阪中央RC
大阪中央RC
大阪フレンドRC
大阪フレンドRC
大阪平野RC
大阪咲洲RC
大阪うつぼRC
大阪うつぼRC
大阪うつぼRC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
次の方たちはマルチプル・ポール・ハリス・フェローです。（2012年12月）



氏名
島田 誠次郎
高月 璋介
浜田 晋
浅井 隆
吉川 健之
桐山 輝彦
森 輝彦
荒巻 恭士
三浦 康生
山下 嘉治
飛田 昭男
寺井 正昭
木元 良三
赤尾 進
八橋 志夫
土井 晶三
田中 正美
峠 松次
岩本 靜江
細川 勝治
郷田 清義
坪倉 修吉
宮田 照男
芳田 至弘
城戸 義雄
西口 宗宏
吉馴 茂子
井上 暎夫
萬年 成泰
坂口 健
上橋 芳雄
黒川 彰夫
柳原 健治
村田 純子
藤田 芳浩
山内 久生
岩城 邦廣
西本 勝
埜口 定男

回数 クラブ名
2回目
2回目
2回目
1回目
1回目
2回目
3回目
3回目
1回目
2回目
2回目
1回目
1回目
1回目
2回目
1回目
1回目
1回目
1回目
1回目
3回目
2回目
4回目
3回目
2回目
2回目
1回目
8回目
1回目
3回目
1回目
5回目
5回目
4回目
5回目
5回目
2回目
2回目
2回目

大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
大阪北RC
吹田江坂RC
吹田江坂RC
吹田江坂RC
吹田江坂RC
吹田江坂RC
高槻西RC
大東中央RC
大東中央RC
大東中央RC
東大阪中央RC
東大阪中央RC
東大阪中央RC
東大阪中央RC
東大阪東RC
東大阪東RC
大阪アーバンRC
大阪アーバンRC
千里RC
千里RC
千里RC
千里RC

千里メイプルRC
千里メイプルRC
千里メイプルRC
千里メイプルRC
摂津RC
摂津RC
摂津RC
摂津RC

氏名
横田 聡
大枝 朗
上本 博

畳谷 久仁子
平山 直樹
立木 靖子
吉野 繁夫
河内 幸枝
根岸 宏邦
藤田 圭吾
山本 和市
北村 恭一
西口 定雄
水野 茂
天羽 康雄
原田 正義
柳 雄二
泉 寛治
山倉 登
玉井 利宏
松原 清一
福富 經昌
中 恒夫
中原 毅
小川 芳男
山片 重房
野村 悦子
清水 宏彦
辻 茂

小寺 史郎
西川 亨
仲庭 裕明
佐藤 太一郎
宇野 滋
領木 誠一
太田 重彦
塩谷 眞治
吉村 孝文
小中 義博

回数 クラブ名
2回目
3回目
2回目
1回目
2回目
1回目
1回目
1回目
2回目
4回目
3回目
5回目
1回目
1回目
1回目
3回目
3回目
3回目
1回目
4回目
1回目
1回目
1回目
2回目
1回目
1回目
1回目
1回目
1回目
1回目
5回目
5回目
2回目
2回目
2回目
3回目
3回目
3回目
3回目

摂津RC
吹田RC
吹田RC
吹田RC
吹田RC
吹田RC
吹田RC
吹田RC
高槻東RC
高槻東RC
豊中南RC
豊中南RC
豊中南RC
豊中南RC
豊中南RC
八尾RC
八尾中央RC
八尾中央RC
八尾中央RC
八尾中央RC
大東RC
大東RC
大東RC
大東RC
大東RC

東大阪みどりRC
東大阪みどりRC
東大阪みどりRC
東大阪みどりRC
東大阪みどりRC
大阪堂島RC
大阪堂島RC
大阪堂島RC
大阪鶴見RC
大阪東RC
大阪東RC
大阪東RC
大阪東RC
大阪東RC



ベネファクター
次の方にベネファクターの称号が贈られました。（2012年12月）

氏名
小林 澄子
今西 敦之
高田 利美
荒石 義一郎
前田 義雄
岩﨑 史郎
飯島 照輝
石井 博章
石井 清隆
藤本 和俊
領木 誠一
岡田 俊作
川原 和彦
大塚 道夫
亀岡 勉
石川 義一

クラブ名
守口イブニングRC

八尾RC
大阪フレンドRC
大阪咲洲RC
大阪東南RC
東大阪中央RC
寝屋川RC
吹田RC
高槻東RC
大東RC
大阪東RC
大阪本町RC
大阪天満橋RC
大阪西RC
大阪-淀川RC
八尾東RC

氏名
内藤 喬皓
山下 健三
松浦 貞男
相崎 秀樹
白山 鴻鍵
白方 誠彌
福井 宏有
西崎 克由
杉本 三郎
松居 祥二
西村 捷三
杉本 忠博
青木 高
平田 達男
亀岡 勉
大藪 芳教
飯原 啓吾
山本 恵眞
鈴木 洋
山田 哲男
森田 時男
松本 智幸

回数 クラブ名
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
2回目
1回目
1回目
3回目
1回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
5回目
1回目
5回目
1回目
4回目
5回目

大阪城南RC
大阪城南RC
大阪大手前RC
大阪西RC
大阪-淀川RC
大阪-淀川RC
大阪-淀川RC
大阪-淀川RC
大阪-淀川RC
大阪-淀川RC
大阪-淀川RC
大阪-淀川RC
大阪-淀川RC
大阪-淀川RC
大阪-淀川RC
大阪-淀川RC
新大阪RC
新大阪RC
八尾東RC
八尾東RC
八尾東RC
八尾東RC



45
32
195
51
70
54
36
53
36
27
26
29
654
255
118
31
42
29
36
53
67
34
33
34
732
22
25
33
142
46
25
16
99
40
36
31
515
31
16
52
19
59
55
49
28
309

47
30
200
50
75
52
36
50
37
29
29
31
666
265
118
31
43
29
36
53
69
35
32
32
743
24
26
34
144
45
27
16
98
42
35
31
522
31
16
53
18
57
52
49
25
301

5
1
0
3
0
0
7
0
23
1
0
5
45
0
0
3
5
2
2
3
0
0
3
0
18
3
2
2
0
0
2
3
18
0
0
4
34
3
4
0
1
0
4
0
7
19

3
1
8
1
5
0
2
1
2
2
3
2
30
14
6
1
3
3
0
1
3
1
0
2
34
2
6
3
8
0
3
0
3
3
1
0
29
1
1
1
0
1
0
0
0
4

1
3
3
2
0
2
2
4
1
0
0
0
18
4
6
1
2
3
0
1
1
0
1
4
23
0
5
2
6
1
1
0
4
1
2
0
22
1
1
0
1
3
3
0
3
12

2
-2
5
-1
5
-2
0
-3
1
2
3
2
12
10
0
0
1
0
0
0
2
1
-1
-2
11
2
1
1
2
-1
2
0
-1
2
-1
0
7
0
0
1
-1
-2
-3
0
-3
-8

4
3
4
3
3
4
4
4
4
4
3
3

3
4
3
3
4
3
4
4
3
3
3

4
4
4
4
4
4
3
4
3
3
4

4
4
3
3
4
4
4
4

92.02
85.55
77.36
79.33
82.84
79.21
84.38
90.50
93.48
89.56
87.35
93.10
86.22
72.52
94.00
75.36
88.64
94.63
90.91
78.36
85.50
83.01
93.75
84.38
85.55
93.48
83.99
97.66
84.66
92.12
87.70
83.49
100.00
92.00
96.19
95.44
91.52
97.44
87.50
100.00
87.04
91.10
79.63
91.84
70.00
88.07

81.91
75.55
66.89
72.00
78.34
78.71
72.34
79.16
90.66
80.04
77.00
80.46
77.76
55.70
79.53
67.09
81.57
76.78
83.82
76.35
81.18
71.90
79.83
82.29
76.00
76.07
71.98
88.28
73.38
81.81
78.34
80.22
80.61
78.70
80.73
80.85
79.18
86.71
81.25
90.13
74.07
81.71
77.95
60.21
68.00
77.50

大阪中央

大阪堂島

大阪北

大阪北梅田

大阪西

大阪大淀

大阪リバーサイド

大阪西北

大阪そねざき

大阪梅田

大阪梅田東

大阪ユニバーサルシティ

小計

大阪

大阪東

大阪東淀ちゃやまち

大阪城東

大阪中之島

大阪大手前

大阪城北

大阪天満橋

大阪鶴見

大阪-淀川

新大阪

小計

大阪フレンド

大阪本町

大阪御堂筋

大阪南

大阪難波

大阪なにわ

大阪南西

大阪西南

大阪船場

大阪心斎橋

大阪うつぼ

小計

大阪平野

大阪イブニング

大阪城南

大阪咲洲

大阪天王寺

大阪帝塚山

大阪東南

大阪アーバン

小計

36
29
21
23
45
30
19
37
240
24
39
29
36
22
40
62
38
47
50
37
22
446
44
26
38
29
31
14
57
41
26
40
11
357
67
35
59
26
31
28
16
64
17
23
366

35
28
25
23
44
28
21
38
242
25
39
29
39
22
38
60
36
48
50
36
21
443
43
27
42
32
32
14
54
42
27
41
11
365
70
34
61
29
31
31
16
63
18
25
378

2
1
0
0
4
2
0
3
12
3
4
6
0
2
2
8
2
2
6
1
0
36
0
11
0
6
1
0
0
3
4
5
0
30
0
0
3
1
0
2
6
0
1
1
14

2
1
5
0
2
0
2
1
13
1
0
0
4
0
0
0
0
2
4
2
1
14
1
1
7
3
1
0
1
2
1
1
0
18
4
1
2
3
0
3
0
2
1
2
18

3
2
1
0
3
2
0
0
11
0
0
0
1
0
2
2
2
1
4
3
2
17
2
0
3
0
0
0
4
1
0
0
0
10
1
2
0
0
0
0
0
3
0
0
6

-1
-1
4
0
-1
-2
2
1
2
1
0
0
3
0
-2
-2
-2
1
0
-1
-1
-3
-1
1
4
3
1
0
-3
1
1
1
0
8
3
-1
2
3
0
3
0
-1
1
2
12

4
3
4
3
4
4
3
4

4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
4

4
4
3
4
4
4
4
4
4
3
4

4
3
4
4
3
3
4
4
4
3

75.74
91.64
91.71
89.44
89.59
79.17
61.67
76.21
81.90
93.60
84.65
84.48
88.46
83.72
96.34
96.49
94.06
100.00
89.10
97.13
96.43
92.04
100.00
88.13
89.19
89.80
90.83
92.86
80.55
78.24
78.71
95.12
100.00
89.40
90.45
85.12
79.88
85.34
96.30
88.77
54.69
75.88
84.56
86.41
82.74

69.86
88.52
88.25
87.59
79.08
74.70
53.33
74.64
77.00
75.15
74.55
71.55
79.19
80.23
79.33
90.32
87.14
94.40
81.59
94.16
77.38
82.08
94.02
83.69
86.49
80.47
80.83
83.93
71.01
72.47
75.92
81.91
100.00
82.79
74.32
84.04
66.74
65.52
62.96
86.55
40.63
74.49
77.53
84.82
71.76

池田

池田くれは

箕面

箕面千里中央

豊中

豊中南

豊中-大阪国際空港

豊中千里

小計

茨木

茨木東

茨木西

千里

千里メイプル

摂津

吹田

吹田江坂

吹田西

高槻

高槻東

高槻西

小計

大東

大東中央

枚方

門真

交野

香里園

くずは

守口

守口イブニング

寝屋川

四條畷

小計

東大阪

東大阪中央

東大阪東

東大阪みどり

東大阪西

大阪柏原

大阪ネクスト

八尾

八尾中央

八尾東

小計

I
M
第
1
組

I
M
第
2
組

I
M
第
3
組

I
M
第
4
組

クラブ名 全員 女性
入会者数
累計

退会者数
累計

例会
数

IM
組 増減 出席率 ホームクラブ

出席率
7月期初
会員数

1月末会員数
クラブ名 全員 女性

入会者数
累計

退会者数
累計

例会
数

IM
組 増減 出席率 ホームクラブ
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●池田RC、池田くれはRC クラブ事務局 住所変更 （建物の名称変更）
クラブ事務局住所 : 〒563-0043 池田市神田1-18-10 池田商工会議所 2F
（電話、FAX、メールアドレスは変更ありません）

●大阪なにわRC ホームページアドレス変更のお知らせ
（新）http://osaka-naniwa-rc.org

●新クラブ創立例会のお知らせ
新クラブ名 ： 大阪ファンタジーロータリークラブ
創 立 例 会 ： 2013年3月7日（木）14：30
例 会 場 所 ： 大阪大学 中之島センター 交流サロン
 〒530-0005 大阪市北区中之島4-3-53 TEL ： 06-6444-2100
ビジターフィー ： 2,000円

京都大学 iPS 細胞研究所への寄付の御礼
昨年12月の地区大会分科会会長幹事部門で、京都大学 iPS 細胞研究所への寄付をお
願いいたしました。このお願いに対して地区内各クラブから多額のご寄付をいただき、総
額は200万円となりました。お送りいただきましたご寄付は、2月13日に京都大学基金 ・ iPS 
細胞研究基金に送金いたしました。
皆様のご理解ご協力に厚く御礼申しあげます。

ガバナー 高島 凱夫



「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万3千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は

勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、

一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてあり

ますので、ご活用願います。 以下資料のご紹介を致します。

◎「博愛を広げるロータリーの心」
 ビチャイ・ラタクル 2012 8p （D.2800地区大会記録）
◎「リーダーシップの継続」
 ビチャイ・ラタクル 2012 4p （D.2800地区大会記録）                         
◎「地区研修リーダーとして」
 道下俊一 2012 2p （D.2500ガバナー月信）
◎「ロータリークラブが『核』となり連携を促進する地域活動 ～ 東京中央ロータリー
クラブの取組」
 武笠和夫 2012 6p （社会教育）
◎「ロータリー、この素晴らしき世界」
 関場慶博 2008 28p （ロータリー シェアーズ）
◎「ロータリーにおけるリーダーシップ」
 深川純一 2008 25p （ロータリー シェアーズ）
◎「職業奉仕 理論と実践の徹底的分析」
 田中 毅 2008 20p （ロータリー シェアーズ）
◎「東日本大震災復興支援 災害支援プロジェクト報告書」
 D.2660  2012 142p
◎「国際ロータリー職業奉仕推進委員会2011－12年度年次報告」
 黒田正宏 2012 138p

［上記申込先：ロータリー文庫］









4月は「雑誌月間」に定められています。

国際ロータリー誌（ザ・ロータリアン）および地域雑誌

（ロータリーの友など）の購読、通読、活用促進に役立つ

プログラムを行う月間です。 雑誌に対する会員の認識

を深め、それによってロータリー情報の普及をはかること

が目的とされています。

ロータリーの公式雑誌として「ザ・ロータリアン」が発刊

された1911年1月25日を記念して、1月25日を含む1週間

を雑誌月間としておりましたが、1978～79年度から雑誌

月間は4月に移され、1983～84年度に特別月間として4月

がロータリー雑誌月間に指定され今日に至っております。

ロータリーの公式雑誌は、RIの地域雑誌の要件を満

たし、RI理事会が指定した雑誌です。 RI理事会から免

除の承認を得たロータリークラブ以外のクラブの会員は

会員身分のある限り、RIの機関雑誌（ザ・ロータリアン）

または、RI理事会が承認した地域雑誌(ロータリーの友

など）の購読を続けることを決められております（標準ク

ラブ定款参照）。

地域雑誌の定義については、RIの基本的方針の枠

内においてRI役員を含める雑誌委員会の監督のもと

ロータリーに関連した必要な情報を確実に記載した記

事をもって発行すること、とされています。

「ロータリーの友」は、1953年1月に、地区ガバナーの

機関誌として広い意味でのロータリー・インフォメーション

の普及を目的として発刊されました。 1977年の標準クラ

ブ定款の改正にともない、公式地域雑誌の規定が設け

られました。 「ロータリーの友」は1979年7月から1年実験

期間にはいり、1980年7月から公式地域雑誌となりました。

「ロータリーの友」は、ロータリーの友委員会、一般社団

法人 ロータリーの友事務所の多くのロータリアン、職員

によって発行されています。

しかし、「ロータリーの友」は、前述の通り標準クラブ定

款に定められていることで、読むことが「義務である」と

捉えられ、費用は払いながらも、皆様方の中には購読は

せずに「積ん読」を決め込んでいる方もおありかと思いま

す。 しかし、「ロータリーの友」は、皆様方が年次計画を

立案のときに苦慮した時に世界、国内のクラブがどのよ

うな奉仕活動を実施しているかを知り、立案のために大

変有用なツールであると思います。 デスクの上、カバン

の中などに入れ少し時間があるときにページをめくって

みてはいかがでしょうか。 業界誌とは別の楽しみ方をし

たらいかがでしょうか。

公共イメージの向上がRI戦略計画の一つに入って

いますが、さまざまな機関誌からもロータリーの知識を吸

収し、ロータリアン以外の人からロータリーについて尋ね

られた時に、より多くを語り、公共イメージの向上に寄与

したいものです。



日本のロータリークラブの正会員は、ロータリー・ワー

ルド・マガジン・プレスの刊行物である「ロータリーの友」

の有料購読者となり、本人が会員となっている限り、その

購読を続ける事を会員身分保持の条件としています。

そして「ロータリーの友」はＲＩの方針や地区・ロータ

リークラブ及びロータリアンの活動状況を紹介し、ロータ

リー精神の涵養、ロータリー活動の発展に寄与する事を

発行の目的としています。

例えば、「ロータリーの友」の７月号にはＲＩ理事メッ

セージとして、従前のロータリーの認識が現在では変貌

していて、従前の認識しか知らない者と、変貌した認識

しか知らない者とが混在しているのが実情です。 しかし、

この変化に抗することは、もはや不可能であるから、従

前の認識を変貌した認識に調和させなければならない

旨のＲＩの方針が記載されていました。

また、８月の会員増強及び拡大月間には、入会の勧

誘に当たってどのように話せば効果的であるか、「ＲＩ会

長メッセージ」に記載されていました。

その他、ロータリーの基本理念である「超我の奉仕」

に関する具体的な奉仕活動の様子やロータリーに対す

る熱い思いなど、多くの情報が毎月掲載されています。

「ロータリーの友」を読むことによって、ロータリーの組

織・目的・活動について、一人一人がすぐに明確に理解

し、ロータリーの素晴らしさを人に伝える事が出来るよう

になり、その事が公共イメージの向上や会員増強につな

がると思います。

このように「ロータリーの友」にはロータリアンにとって

有益な情報が多く記載されているにもかかわらず、あま

り読まれていない実情があるようですから、「ロータリー

の友」を毎月、すべてのロータリアンが読んで有効に活

用されるようにお願いします。



仕に尽くしておられる48歳の小児外科医です。 圧巻の
講演でした。 地鳴りを響かせ胸の奥に迫り来る迫力が
ありました。 色白で瓜実顔のおちょぼ口から優しい言葉
が語られているのに、圧倒されたが如く、会場は寂とし
て声も無し。
「私の出会ったいのちの記憶」と題して凄まじい症例
スライドが5例供覧され、劣悪な医療設備、環境の中で
の奮闘振りに驚嘆し、エイズで親を亡くしたり貧困で人
身売買の危機にある子供達150人余りを預かる施設を
建て、運営する活躍振りにも感嘆しました。
大変感銘を受けた講演なのですが、吉岡氏が冒頭と
最終、2度に亘って訴えられたのは、「現在の若者は皆さ
んの背中を見ています。 本物を求めています。 一人で
も若者が貴方の傍に来たら、貴方は伝えるものを持って
いる人なのです。 この日本をどうすれば良くすることが
できるのか、それを思うなら若者に目標となる背中を見
せて下さい。 ご自分を磨いて背中を見せてやって下さ
い。 それが先往く人の務めだと思います」でありました。
名刺交換会を少し膨らませたテーブルミーティングを、
講演に先立って30分の短時間ですが開催しました。
「IMで新たなお知り合いを！」21の丸テーブルに各RC1
人づつと吹田RCのテーブルマスターが座り、急ぎテーブ
ル名簿を作ってコピー、自己紹介と一つのテーマで懇談
の一時を持ちました。

テーマ：奉仕を通じて平和を
ホストクラブ：吹田ロータリークラブ
日 時：2013年2月2日（土）１4：0０～１7：0０
場 所：ホテル阪急エキスポパーク
参加登録：448名
出席者数：210名＋ローターアクト6名

高島Gより「田中作次RI会長のテーマに則るIMを」と
のご指示があり、RIテーマをそのまま今回のIMのテー
マとしたのですが、平和を語る講師の人選に苦労をしま
した。 誰もが望む「平和」ですが、それぞれの立つ位置
が異なり、思い描く道筋が様 な々だけに共有、共感が持
ち難い。 批判、裁断が論の前面に出て来てはロータ
リーに馴染みませんので難渋しました。 そこで、奉仕の
先にある明るさ、温かさを小さな平和と呼ぶならば、それ
は共有、共感できるのではないかと考え、「奉仕を尽くせ
ば平和の明かり」と少しテーマを動かし、奉仕の人を講
師に求めました。 ミャンマー在住の小児外科医、吉岡秀
人氏を探し当て、招聘講演となった次第です。
第2次世界大戦で30万人の日本兵が送り込まれ、19
万人の命が散ったミャンマーへ1995年遺族たちの慰霊
団と同道し、乞われて全く何もないところから一人で始
めた医療活動を3年、一度日本へ戻り研修後、2003年よ
り今日までミャンマーで年間2000件の手術を行い、1万
人以上の幼い命を救ってきた正に全身全霊を賭けて奉



ければなりません。 そこで国際問題に大変精通された

京都大学名誉教授国際政治学者の中西輝政氏、同志

社大学法学部教授 法学部長（4月より学長）国際政治

学者の村田晃嗣氏の御両名に講師をお願いし、第1部

中西先生による「アジアの視点から見た経済立国･日

本」第2部では、村田先生による「アメリカとの関わりから

見た日本」と言うテーマで基調講演をお願い致しまし

た。 又、第3部では両先生によるクロス･トークをお願い

し、我 ロ々ータリアンにとって大変良い勉強の場となりま

した。

又、閉会式後第6組のロータリアンが友好を深める

為、中西･村田両先生にも出席をしていただき出席ロー

タリアンと親しく話しをさせていただきました。

今回のIMでは懇親会終了までほとんどのロータリア

ンが退席される事もなく大変充実した勉強会、友好の場

になりました。

テーマ：「日本の行方 徹底討論」激動する内外情勢－
  何が変わるのか！

ホストクラブ：大阪城北ロータリークラブ
日 時：2013年2月9日（土）１3：3０～１7：0０

 17:00～19:00（懇親会）
場 所：太閣園 ダイヤモンドホール
参加登録：263名（IM前日まで）
出席者数：224名（講師含む）

我々大阪城北RCがホストを務めるに当たり、テーマを

何にするか？

クラブ内で色々討論を致しました。 過去10年間ホスト

クラブがどの様なテーマで行われてきたか検討し、今、

ロータリアンが何を求めているかを考えました。 結果、

ロータリー活動を行うにも足元の経済状態なくして会員

増強、退会防止にも難しい状況になる。 そういった事も

踏まえ経済問題をテーマに致しました。 ただ経済問題

と言いましても今や国内だけではなく海外情勢も考えな



パネルディスカッションでは、引き続き河田先生にコー
ディネートいただき、以下の3名のパネリストの方々にも参
加いただいて「ロータリアンとしてＢＣＰ（事業継続計画）
を考える」～大阪を強くしなやかな社会にするために何
が必要か～という観点から議論いただきました。
大阪府副知事 小河保之氏
(株)サクラクレパス代表取締役社長 西村貞一氏
協和テクノロジィズ(株) 代表取締役会長兼CEO
十河元生氏
小河副知事からは「グランドデザイン・大阪」を紹介い

ただき、西村社長からは大阪の魅力と課題について、十
河会長からはICTからみたリスク対策全般について、そ
れぞれ発表いただき、続いてBCPに関する考え方や課
題について議論いただきました。そして必ず来る南海ト
ラフ巨大地震に備えて、大阪をレジリエント（強くしなや
か）な社会にするためには、参加者各自がBCPを考え、
しっかり準備していくことが重要であるということを再確
認しました。
また交流会では、河田教授とともに小河副知事も最
後までご参加いただき、他の参加者となごやかに歓談、
情報交換でき、実りのある一日とすることができました。

一昨年3.11の東日本大震災では、津波に加えて原発
が被災するという想像を超える大きな被害を受けまし
た。18年前の阪神淡路大震災を経験した我々にも想像
できない被害でした。同じような海洋型地震である南海
トラフによる巨大地震がいつ来てもおかしくないと言わ
れており、その被害は東海地方から関西まで、まさに日
本の中心が広域に同時に被災するという、これまでに
まったく経験のない被害を受ける可能性があります。
基調講演では関西大学教授で同大学「社会安全研
究センター」長、阪神淡路大震災記念「人と防災未来セ
ンター」長でもあり、政府の中央防災会議座長もされ今
や防災の第一人者の河田惠昭先生に「大阪発レジリエ
ント社会を目指す」と題してご講演いただき、迫り来る「国
難」に対して我々がいかに備えるべきか貴重な示唆を
いただきました。

テーマ：「防災を考える」 －迫りくる南海トラフ大地震に備える－
日 時：2013年2月16日（土）12：30～18：30
場 所：ANAクラウンプラザホテル大阪
参加者：高島凱夫G、横山守雄PG、大谷透PG、岡部泰鑑PG、福家宏GE、泉博朗GN、秋山千尋IM第5組Ｇ補佐、平田

達男IM第6組Ｇ補佐、小林和由IM第8組Ｇ補佐、大阪中央RC、大阪堂島RC、大阪北RC、大阪北梅田RC、大
阪西RC、大阪大淀RC、大阪ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞRC、大阪西北RC、大阪そねざきRC、大阪梅田RC、大阪梅田東RC

ホストクラブ：大阪ユニバーサルシティRC
出  席  者：1５５



【ゾーンチーム研修】
2月12日（火）国立オリンピック記念青少年総合センター
で「2013-14 年度ロータリー財団ゾーンチーム研修」が
開催され、約160名が参加しました。本会議は小沢一彦
財団管理委員と北清治RI 理事エレクトの挨拶で始まり、
D.K.Lee 財団管理委員長の2013-14 年度ロータリー財
団の4つの目標（世界）を確認しました。 
１．ポリオを撲滅し、ポリオのない世界という夢をかたちに
する。 

２．新しい補助金モデルの導入を成功させ、画期的な未
来の夢計画を全世界で実施する。 

３．より公平で平和な世界を築くため、革新的なプロジェ
クトと創造的なパートナーシップに参加する。 

４．年次基金、恒久基金、ポリオ・プラス基金を支援して、
ロータリー財団が自分たちの財団であるという自覚と
誇りを築く。

【新しいリソース】 
新補助金制度、ポリオ・プラス、学友、資金源、寄付者認
証など、ロータリー財団に関する情報が簡潔にまとめら
れた ロータリー財団 参照ガイド が発行されました。この
資料はPETSで配布されます。

【パッケージ・グラント】 
ロータリーの戦略パートナーである ユネスコ水教育研
究所 が2013-14年度の申請を開始しました。このパッ
ケージ・グラントでは、ユネスコ水教育研究所で学ぶた
めの奨学金を提供し、水と衛生の分野において高いス
キルを備えた専門家とロータリアンとの間に長期的かつ
生産的な関係を築くことを目的としています。

【ロータリー平和フェローシップ】
申請書のロータリー財団への提出期限は2013年7月1日
です。 クラブや地区はその前に、候補者を募集し、書類
審査や面接などの選考を行います。
日本からの推薦はここ数年3名程度と大変少なくなって
います。関連分野で3年以上の職務経験があり活動し
ている方は海外在住のことも多く、日本でふさわしい候
補者を探すのは確かに難しいですが、昨今はインター
ネットやメールなどソーシャルネットワークの普及で世界
の距離は縮まってきています。直接面接ができない場合、
電話やスカイプによる間接的な面接で推薦することもで
きます。 
国際親善奨学金受領者も3年以上たっていれば応募
可能です。

【ポリオ・プラス】
ポリオ・プラス寄付のチャレンジ期間は2012 年6 月末を
以て目標額を達成し終了しましたが、未だポリオが地球
上に根強く残っていることに変わりはありません。ロータ
リーは引き続きポリオ撲滅を組織の最優先課題として掲
げ、ポリオ・プラスへの寄付を推進しています。

[ポリオ症例数】
2013年3月6日現在のポリオ症例数です。

現在、ポリオ常在国はアフガニスタン、パキスタン、ナイジェリア

の３カ国です。昨年の同時期のポリオ発生件数は22例でした。

アフガニスタン
パキスタン
ナイジェリア
インド
ポリオ常在国以外
世界合計

1
5
3
-

0
9

37

2013年
1月1日～3月6日 2012年

58
122
-

6
223



地区クラブ名および寄付者名 寄付金額

災害支援地区基金の状況（2013年3月11日現在）
【収入】

岡部年度からの繰越
大阪中之島ＲＣ
大阪城南ＲＣ
利息
大阪東南ＲＣ
大阪中之島ＲＣ
寝屋川ＲＣ
大阪咲洲ＲＣ
大阪ユニバーサルシティＲＣ
大阪城南ＲＣ
国際大会日本人朝食会余剰金
井上暎夫ＰＧ
寝屋川ＲＣ
八尾中央ＲＣ
大阪帝塚山ＲＣ
大阪城南ＲＣ
大阪フレンドＲＣ
千里ＲＣ
大阪城南ＲＣ
ＰＳＣ（財団奨学生ＯＢ）
東大阪東ＲＣ
八尾東ＲＣ
大阪ユニバーサルシティＲＣ
豊中-大阪国際空港ＲＣ
大阪リバーサイドＲＣ
大阪西南ＲＣ
大東ＲＣ
大阪中央ＲＣ
大阪難波ＲＣ
大阪フレンドＲＣ
東大阪みどりＲＣ
大阪西北ＲＣ
大阪うつぼＲＣ
くずはＲＣ
寝屋川ＲＣ
大阪咲洲ＲＣ

708,892円
57,750円
15,460円

5円
500,000円
100,000円
37,000円
30,000円
300,000円
45,440円
14,547円
30,000円
13,000円
77,000円
100,000円
10,000円
46,000円
330,000円
800,000円
3,000円

100,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
100,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
100,000円
50,000円
50,000円

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

備考

１．「水からプロジェクト」ご支援のお願い
第2530地区のガバナーから、福島の被災された方 に々対してペットボトルの水を支援してほしい、との要請がまいりま
した。各クラブに支援要請の文書を送付しておりますので、ご協力のほどよろしくお願い申しあげます。

２．災害支援地区基金の状況



地区基金支出内容 金額
【支出】

豊中ＲＣ
振込手数料
千里ＲＣ
振込手数料
熊谷教材社 （八尾中央ＲＣ申請分）
振込手数料
高槻ＲＣ
振込手数料
大阪ユニバーサルシティＲＣ
振込手数料

158,600円
600円

650,000円
600円

150,000円
600円

470,000円
600円

250,000円
300円

寄付金一部返金

地区基金申請No.46

地区基金申請No.47

地区基金申請No.48

地区基金申請No.49

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

1,681,300円合計

備考

【残高】
預金残高 2,987,033 円 2013年3月11日現在

地区クラブ名および寄付者名 寄付金額
茨木西ＲＣ
茨木ＲＣ
豊中千里ＲＣ
利息
大阪北梅田ＲＣ
香里園ＲＣ
八尾中央ＲＣ
大阪大手前RC
東大阪RC

50,000円
50,000円
50,100円
139円

50,000円
50,000円
50,000円
100,000円
100,000円

37
38
39
40
41
42
43
44
45

4,668,333円合計

備考



2013年1月末 全国寄付金合計額
 第2660地区寄付金合計額
 全国寄付合計トップ10 1. 第2650地区

2. 第2660地区
3. 第2750地区
4. 第2760地区
5. 第2770地区
6. 第2590地区
7. 第2820地区
8. 第2580地区
9. 第2780地区
10. 第2680地区

993,969,358円（前年度比5.18％増）
59,226,950円（前年度比3.49％増）

70,232,617円
59,226,950円
57,020,493円
55,100,655円
50,260,100円
49,022,200円
38,782,000円
38,080,569円
35,109,600円
32,182,145円

地区米山奨学委員会より

米山功労者
次の方たちに米山功労者の称号が贈られました。（2013年1月）

氏名
藤井 進次
阿江 秀典
高士 誠司
平林 武昭
下岡 陽一郎
小林 俊明
山本 肇
薄井 修司
長江 稔
高橋 充弘
内藤 雅敏
岡本 健治
村上 稔
神寶 敏夫
相原 克偉
池田 佳弘
中西 藤和

回数 クラブ名
10回目
2回目
2回目
4回目
2回目
3回目
4回目
1回目
1回目
1回目
4回目
7回目
3回目
3回目
3回目
3回目
4回目

大阪西北RC
大阪西北RC
大阪西北RC
大阪西北RC
大阪中之島RC
大阪中之島RC
大阪中之島RC
大阪東南RC
大阪東南RC
大阪東南RC
大阪東南RC
大阪東南RC
大阪梅田RC
大阪梅田RC
大阪梅田RC
大阪梅田RC
大阪梅田RC

米山功労クラブ
次のクラブに米山功労クラブの称号が贈られました。（2013年1月）

クラブ名
大阪なにわRC
大阪西北RC
大阪東南RC
大阪梅田RC

回数
22回目
41回目
28回目
35回目

ポール・ハリス・フェロー
次の方たちにポール・ハリス・フェローの称号が贈られました。（2013年1月）

氏名
西邨 智雄
山崎 修一
木村 克己
宮澤 三雄
吉田 政雄
吉川 巧一
萩谷 雅一
陽田 幸作
森 治

小林 博隆
浦井 裕樹
俣野 千秋
横田 泰介
藤谷 和憲

クラブ名
香里園RC
大阪鶴見RC
大東RC

東大阪東RC
茨木RC
守口RC

大阪天王寺RC
大阪梅田RC
大阪梅田RC
大阪梅田RC

大阪リバーサイドRC
大阪リバーサイドRC
大阪リバーサイドRC
豊中千里RC



ベネファクター
次の方にベネファクターの称号が贈られました。（2013年1月）

氏名
篠﨑 満信
菊井 康夫
谷村 勝美

クラブ名
守口RC

大阪鶴見RC
四條畷RC

ポール・ハリス・フェロー
次の方たちはマルチプル･ポール・ハリス・フェローです。（2013年1月）

氏名
石崎 昭
倉橋 忠男
大東 禮子
宮里 唯子
秀島 博規
光信 昌明
森山 信一
池田 實
大東 弘
金子 泰輔
表 康之
長澤 利治
坂井 正純
上野 弘之
菊田 芳
米川 和作
金本 恒二郎
髙橋 博文
服部 四郎
秋元 延介
土田 善和
梶谷 健二
芳賀 修
勝亦 良彰
隅防 嘉之
前田 葉子
貝阿弥 一郎
大藤 辰弘
五條 房己
熊澤 一郎

回数 クラブ名
3回目
1回目
1回目
2回目
2回目
5回目
2回目
3回目
1回目
4回目
2回目
2回目
3回目
4回目
1回目
1回目
1回目
2回目
3回目
1回目
1回目
2回目
1回目
2回目
2回目
4回目
1回目
1回目
1回目
2回目

大阪柏原RC
大阪なにわRC
大東中央RC
茨木西RC
大阪鶴見RC
大阪城南RC
大東RC
大東RC
大東RC
東大阪東RC
東大阪東RC
茨木RC
茨木RC

箕面千里中央RC
守口RC

大阪天王寺RC
大阪天王寺RC
大阪天王寺RC
大阪天王寺RC
大阪梅田RC
大阪梅田RC
大阪梅田RC
大阪梅田RC
大阪西北RC
大阪西北RC

大阪リバーサイドRC
四條畷RC
吹田西RC
豊中千里RC
豊中千里RC



45
32
195
51
70
54
36
53
36
27
26
29
654
255
118
31
42
29
36
53
67
34
33
34
732
22
25
33
142
46
25
16
99
40
36
31
515
31
16
52
19
59
55
49
28
309

47
30
200
50
74
52
35
50
37
29
29
31
664
263
117
31
43
29
36
53
69
35
31
34
741
24
26
34
146
45
28
16
98
42
35
31
525
32
16
53
18
57
53
49
24
302

5
1
0
3
0
0
7
0
23
1
0
5
45
0
0
3
5
2
2
3
0
0
3
0
18
3
2
2
0
0
2
3
18
0
0
4
34
3
4
0
1
0
4
0
7
19

3
1
8
1
5
0
2
1
2
2
3
2
30
14
6
1
3
3
0
1
3
1
0
4
36
2
6
3
11
0
4
0
3
3
1
0
33
2
1
1
0
1
1
0
0
6

1
3
3
2
1
2
3
4
1
0
0
0
20
6
7
1
2
3
0
1
1
0
2
4
27
0
5
2
7
1
1
0
4
1
2
0
23
1
1
0
1
3
3
0
4
13

2
-2
5
-1
4
-2
-1
-3
1
2
3
2
10
8
-1
0
1
0
0
0
2
1
-2
0
9
2
1
1
4
-1
3
0
-1
2
-1
0
10
1
0
1
-1
-2
-2
0
-4
-7

4
3
4
3
3
4
4
3
4
4
4
4

4
4
3
4
4
4
3
4
4
4
4

4
4
4
4
3
4
3
4
3
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4

94.68
82.22
78.67
77.33
84.37
87.37
82.86
91.30
95.05
90.22
82.75
99.14
87.16
72.16
92.09
92.75
93.05
86.24
87.88
76.57
83.22
82.97
93.54
84.88
85.94
91.30
91.00
91.41
85.94
91.05
84.56
86.35
100.00
92.70
97.08
93.51
91.35
100.00
90.52
98.93
88.89
85.80
79.27
95.92
73.96
89.16

84.43
76.66
68.04
64.67
74.74
85.86
71.13
79.04
84.20
80.30
67.23
83.62
76.66
56.43
76.77
78.26
82.75
70.92
73.64
75.30
79.94
78.51
78.93
75.65
75.19
69.55
78.00
71.09
75.69
89.43
73.04
84.13
73.98
91.00
83.84
85.08
79.53
92.04
76.15
89.20
72.22
77.47
74.60
66.10
70.83
77.33

大阪中央

大阪堂島

大阪北

大阪北梅田

大阪西

大阪大淀

大阪リバーサイド

大阪西北

大阪そねざき

大阪梅田

大阪梅田東

大阪ユニバーサルシティ

小計

大阪

大阪東

大阪東淀ちゃやまち

大阪城東

大阪中之島

大阪大手前

大阪城北

大阪天満橋

大阪鶴見

大阪-淀川

新大阪

小計

大阪フレンド

大阪本町

大阪御堂筋

大阪南

大阪難波

大阪なにわ

大阪南西

大阪西南

大阪船場

大阪心斎橋

大阪うつぼ

小計

大阪平野

大阪イブニング

大阪城南

大阪咲洲

大阪天王寺

大阪帝塚山

大阪東南

大阪アーバン

小計

36
29
21
23
45
30
19
37
240
24
39
29
36
22
40
62
38
47
50
37
22
446
44
26
38
29
31
14
57
41
26
40
11
357
67
35
59
26
31
28
16
64
17
23
366

35
28
25
23
45
28
21
38
243
25
39
29
39
23
40
60
36
48
50
36
21
446
44
27
42
32
32
14
54
42
27
41
12
367
70
33
61
30
31
31
16
63
18
25
378

2
1
0
0
4
2
0
3
12
3
4
6
0
2
2
8
2
2
6
1
0
36
0
11
0
6
1
0
0
3
4
5
0
30
0
0
3
1
0
2
6
0
1
1
14

2
1
5
0
3
0
2
1
14
1
0
0
4
1
2
0
0
2
4
2
1
17
2
1
7
3
1
0
1
3
1
1
1
21
4
1
2
4
0
3
0
2
1
2
19

3
2
1
0
3
2
0
0
11
0
0
0
1
0
2
2
2
1
4
3
2
17
2
0
3
0
0
0
4
2
0
0
0
11
1
3
0
0
0
0
0
3
0
0
7

-1
-1
4
0
0
-2
2
1
3
1
0
0
3
1
0
-2
-2
1
0
-1
-1
0
0
1
4
3
1
0
-3
1
1
1
1
10
3
-2
2
4
0
3
0
-1
1
2
12

4
3
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
3
4
3
4
4
4

3
4
4
4
4
3
4
4
4
4
4

4
3
4
4
3
4
4
4
4
4

76.32
93.33
90.38
77.21
88.32
81.05
63.34
91.36
82.66
91.80
85.57
88.79
85.26
87.64
94.49
95.29
94.07
100.00
88.10
100.00
97.62
92.39
100.00
85.55
91.22
88.29
91.55
92.86
73.13
84.34
83.34
93.29
90.91
88.59
90.32
86.69
81.12
77.78
96.29
93.93
68.75
75.78
86.90
85.22
84.28

70.30
84.83
86.67
71.34
74.97
77.48
56.13
88.46
76.27
90.63
73.24
71.55
77.30
70.79
78.92
88.84
89.54
88.03
83.44
92.75
78.57
81.97
94.81
66.70
87.17
71.88
83.13
92.86
61.68
76.35
75.93
82.32
90.91
80.34
78.70
84.47
70.46
64.10
77.84
91.31
54.69
75.34
80.99
76.06
75.40

池田

池田くれは

箕面

箕面千里中央

豊中

豊中南

豊中-大阪国際空港

豊中千里

小計

茨木

茨木東

茨木西

千里

千里メイプル

摂津

吹田

吹田江坂

吹田西

高槻

高槻東

高槻西

小計

大東

大東中央

枚方

門真

交野

香里園

くずは

守口

守口イブニング

寝屋川

四條畷

小計

東大阪

東大阪中央

東大阪東

東大阪みどり

東大阪西

大阪柏原

大阪ネクスト

八尾

八尾中央

八尾東

小計

I
M
第
1
組

I
M
第
2
組

I
M
第
3
組

I
M
第
4
組

クラブ名 全員 女性
入会者数
累計

退会者数
累計

例会
数

IM
組 増減 出席率 ホームクラブ

出席率
7月期初
会員数

2月末会員数
クラブ名 全員 女性

入会者数
累計

退会者数
累計

例会
数

IM
組 増減 出席率 ホームクラブ

出席率
7月期初
会員数

2月末会員数

クラブ名 入会者数
累計

退会者数
累計 増減 ホームクラブ

平均出席率
平均
出席率

7月期初
会員数

月末
会員

女性
会員合

計

I
M
第
7
組

I
M
第
6
組

I
M
第
5
組

3666 20883 3619 176 129 47 87.7 77.8

I
M
第
8
組













皆様方には、折りにふれお話しを致して参りましたが、

国際ロータリー理事会は2015年6月末までに、現在約

121万人の会員数を130万人にする決議を致し、本年を

初年度として純増３％を掲げました。 田中作次RI会長

は、日本の責任として1万人を達成したいと要望をされて

います。

日本のロータリアンとして、この計画実現に向けての

活動をすることにより会長を支えたいとの気運が、各地

区で持ち上がっております。

当地区も「プロジェクト3900」と銘打って、各クラブの皆

様は、既に日々 目標に向けて、最後のご努力を頂いてい

るものと拝察いたします。 しかし、現状は2012年7月期初

に3616名の会員が、2013年2月末においては、3666名

に増えただけです。 新入会数が176名、退会数が129名、

純増47名という極めて厳しい数字です。 目標3900名に

はほど遠い現状です。 このような現状は多かれ少なか

れ全国34地区で見受けられます。

2012年9月に開催された「全国ロータリー・コーディ

ネーターセミナー」において、松宮 剛RI理事、RI会員増

強・維持委員会、第1、第2、第3ロータリー・コーディネー

ターの皆様方は、田中RI会長を支援する方策を発表さ

れました。『SAKUJI作戦』です。 その時、このセミナーに

出席した本年度地区会員増強委員長を中心とした地

区指導者の皆さんの反応は、実施すべしという意見が

大半を占めたようです。

この作戦は会員増強を達成するためのサクセス・

ジャパンから『SAKUJI作戦』と命名しましたが、田中作

次会長の名前をもじっております。 命名につきましては、

田中作次RI会長の了解を得られたようですが、その際

に、作戦を実現するように強い要望を出されたようです。

それに加え「特に、ロータリーに入会し本当に良かったと

思う人に、是非あの人にも入会して欲しいと伝わるような

気持ちで、紹介状を書いて欲しい、決して強要してはな

らないと。 日本には入会を待っている人がまだまだ沢山

いるはず」と力強く語られたとのことです。

簡単に申せば、RI第2660地区以外にお住まいの

皆様方のお知り合いで「ロータリアンにふさわしい人」が

いらしたら、お知り合いのお住まいの地区に紹介をする、

というシステムです。 このことが、いずれRI第2660地区

に他地区から 「発掘されていないロータリアンにふさわ

しい人」 の紹介につながるものと確信いたします。 直接

自分のクラブ会員とはなりませんが、まず他人のために、

やがて自分のクラブにも帰ってくると言う、ロータリーの精

神に基づき、大きな課題達成のため発想を変え全日本

で達成しようとするものです。

3月末の当地区の登録状況は、登録クラブ60クラブ、

他地区への紹介者数2名という状況です。 『SAKUJI

作戦』は次年度も継続されていきますので、更に多くの

クラブ、多くの被紹介者のご登録をお願い申し上げます。



各クラブの音楽愛好家が集い数回のレッスンで、ギター

とフォークソング、ピアノと室内楽、混声合唱団がそれぞ

れ他クラブの仲間と合同で演奏し、最後には合唱団と

室内楽が合同で東日本大震災の復興応援歌である、Ｎ

ＨＫで人気の「花は咲く」を演奏し、参加会員全員が心

から合唱され、ともに誓い新たに心を通じあえた時、感

動と感謝の声で万来の拍手をいただきました。

第3部は「若者は今の社会をどうとらえているか」「若

者に伝えるべき変わらない価値は何か」「若者の未来の

ため、世代間の絆を深めるため、ロータリークラブは何を

なすべきか」の3テーマについてテーブルディスカッション

が行われ、22テーブルからとても貴重な意見が出されま

した（後日、記録編集）。

IMのミーティングも兎角パターン化し、著名な先生や

タレントを呼び基調講演をもとにテーブルディスカッション

を行うなどに集約されてきましたが、今回のIMについて

は「聴く、歌う、親睦を図る、議論する」という、いわば「研

修と友好促進」の二本柱を追求し、更にはRCのあるべ

き姿が検討され、成功裡に終えることが出来たことは7組

の大きな成果と考えました。 加えて、約1年の準備期間を

通じて、会員同士が結束して行動したことにより、クラブ

内の絆もより一層深くなったことも大変な喜びであります。

我が大阪船場RCは、ＲＩ第2660地区（大阪府北部）

第7組に属しています。 ＲＩ第2660地区には８つの組が

あり、7組は大阪「ミナミ」と呼ばれている商都大阪のど真

ん中、大阪市中央区を中心に活動する11のクラブで構

成されていますが、クラブ間の交流はなかなか困難な状

況にあります。

2011年3月11日の東日本大震災を機に第7組では共

同事業を立ち上げようと各クラブの幹部が現地を訪れ、

冷蔵庫や軽自動車などを共同で寄贈しました。 この未

曾有の大災難から立ち上がるために何が大切かを考

えたとき、人と人との絆の大切さに思い至ったのでしょう、

メディアからもこの「絆」という言葉がしきりに流れており

ました。

私達は、今年度のIMのテーマを何にするか考えた時、

この「絆」をキーワードとすることを躊躇なく選択しました。

そして、ガバナーの今年度の方針を斟酌したＩＭの

テーマを「育もう絆を深め未来の力を」と定めました。 こ

こで言う絆は基本的には青少年との絆を大切にしなが

ら、その育成を考えようということですが、同時に、クラブ

会員間の絆、クラブ間の絆を深めつつ、目指す奉仕活

動に乗り出そうという願いも込めております。 3月2日（土）

のIM当日は、東京都内の公立中学校初の民間校長を

勤められ、地域社会との連携を深めつつ、見事、学校改

革に成功され、現在東京学芸大学客員教授をしておら

れる藤原和博氏に講演をお願いし、上述のテーマにつ

いて分かり易く面白いお話をして頂き、参加者に深い感

銘を与えることができました。 その成果でしょうか、200名

の参加会員に用意した講演者の著書が殆ど完売にな

り驚かされました。

また、第2部として休憩時間のティータイムを利用し、

初めての試みとしてミニコンサートを行いました。 これは、



日 時：2013年2月24日（日）
場 所：ハイアットリージェンシー大阪
参加者：高島凱夫Ｇ、近藤雅臣ＰＧ、若林紀男ＰＧ、磯田郁子地区研修委員、地区米山奨学委員会 田中眞人委員長、西

谷雅之副委員長、吉田悦治副委員長、福田治夫、河内幸枝、近藤菜穂子、島井宏子、古城紀雄、田中隆弥各
委員、大学研究室指導教官、米山奨学生学友会、各クラブ会長・幹事、米山奨学委員長、カウンセラー 計83名

ない。 共に頑張りましょ
う！」と、ユーモア溢れる
激励の言葉も戴きまし
た。 そして若林ＰＧの
「終了者それぞれが次
のステージで大いに活
躍して戴くことを祈念し
て」との乾杯のご発声
後、和やかな雰囲気の
中、会食・懇親が進ん
でいきました。 懇親会の
途中での終了者の朱
翔さん（吹田ＲＣ）、ペンピニット・サシウィモンさん（大阪
梅田東ＲＣ）の挨拶では感極まるロータリアンがいたり、
去る11月17日（土）に大阪科学技術センターで『第3回
米山記念奨学生ふれあいスピーチコンテスト』が開催さ
れ、見事最優秀賞に輝いた張硯君（大阪大手前ＲＣ）
のスピーチでは世話クラブとの深いふれあいの話が会
場全体を感動の渦で包み込んだりしながら、最後に西
谷地区米山奨学副委員長の「今あなたたちが受けた
恩は私たちに返すのではなく、将来、あなたたちより若い
世代に返してほしい。 いつまでも何らかの形でロータリ
アンと関わってほしい」との挨拶をもって閉会となりました。
今年度、奨学生をお世話してくださいましたカウンセ

ラーを始め、世話クラブの皆様のお陰で奨学生も無事に
巣立っていくことができました。 
心より深く感謝申し上げます。 
地区米山奨学委員会は、今
後も奨学生を温かく見守って
ゆきたいと思います。 そして将
来、巣立っていった奨学生た
ちが日本と世界を結ぶ平和の
架け橋となってくれることを祈
念し、ご報告とさせて戴きます。

2013年2月24日（日）、ハイアットリージェンシー大阪にて、
2012-2013年度『地区米山奨学委員会主催 米山奨学
生終了者 終了式・歓送会』が開催されました。
第一部は、田中眞人地区米山奨学委員長より「本日

は終了式であるがこれからが本当のスタート。 過去と他
人は変えられないが未来と自分は変えられる。 ひとつの
出会いを大切に」との歓送の言葉で始まり、奨学生一人
ひとりの名前が読み上げられた後、終了者を代表して
ユオン・バン・ビン君より「2年間、カウンセラーの橘高先
生始め池田RCの皆様には大変お世話になりました。 毎
月出席した例会や様 な々体験を通じてとても大きな財産
を戴きました。 これからもロータリーの奉仕の精神を忘れ
ることなく社会に貢献し、日本とベトナムの架け橋として
相互理解や友好を深める努力をしたいと思います」とい
う素晴らしい挨拶がありました。 それに対して高島Ｇは、
まず指導教官、世話クラブ、カウンセラー、米山奨学生
学友会に対し感謝の言葉を述べられ、さらに終了者全
員に対し「日本で学んだことを胸に刻み、日本人が持っ
ている他人を思いやる心を自国の人たちや友人に伝え
てほしい。 ロータリアンとの絆を大切にこれからも世話ク
ラブやカウンセラーと連絡を取り続けてほしい」と、激励
の言葉を戴き無事に終了式を閉会致しました。
第二部の懇親会では、近藤ＰＧより終了者に対してご
祝辞を戴いた後さらに「83歳になる私はこれからも太く
長く華やかに生きてゆく。 絶対に皆さんに負けるつもりは



ができる期間はございます。またリスボン国際大会へ
の出席もまだ間に合います。最後に、各クラブの益々
の活発なる活動を願う旨の挨拶がありました。

●地区財団FVP委員会 四宮孝郎副委員長
国際奉仕と地区補助金（DG）について。新しい制度
により窓口が一つになります。難しい仕組みではなく
地区やクラブが裁量権を持って補助金を使えるように
なっていますとお話されました。

●地区財団FVP委員会 宮里唯子委員長
国際奉仕とグローバル補助金について。グローバル
補助金の詳細な申請手順などを含め、授与と受諾の
条件2013年度1月版が最新のものになる件など次年
度の国際奉仕委員会にとって実践的な内容をお話く
ださいました。

●福家 宏GE 講評
RIからの３つの戦略を説明して頂き、RIが変革の時
に向け、そして私たちの一人一人がR財団へ預けた
寄付金の、各クラブでの有効活用を推進されました。

●岩田宙造PG 閉会の挨拶
補助金を有効活用していただきさらなるクラブの発展
へと結びつけて頂きたいと話されました。

＊会議についてご質問等がございましたら、地区の方
へメール等で頂けます様お願いいたします。



2日目、日本でしか経験できないディズニーシーで1日過

ごさせました。 特に、7月からの派遣を前に、少々内気な

ことが気掛かりな派遣候補生達にとって、こういった機

会と時間は積極性を得る為に必要でしたし、また役に

立ったように思います。

3日目、スカイツリーに上り、東京一円の眺望を楽しんだ

後、秋葉原へ行き、大阪への帰路につきました。 このプ

ログラムに参加し来日した学生達も、プログラム終了まで

あと3ケ月を残すばかりとなりました。 殆どの学生が6月末

には帰国する予定です。 東京はこれからもどんどんグ

ローバル化した様相になっていくでしょう。 今回参加した

学生達が今の東京をしっかり、目に焼き付けてくれた・・

それだけでも十分この研修旅行の成果があったと思い

ます。 参加して頂いた方 に々は心から感謝いたします。

3月20～22日、2泊3日の東京研修旅行を行いました。 参

加者は来日学生6名、派遣候補生3名、ローテックス（昨

年、一昨年交換プログラム終了者）7名、交換委員会委員

4名、合計20名の参加でした。 行程は次のとおりです。

1日目、東京駅から徒歩で、丸の内を通り、皇居広場の

散策、二重橋付近で記念撮影。 続いて徒歩で国会議

事堂見学を行い、浅草寺界隈を楽しんだ後、地下鉄で

品川の宿舎へもどりました。 丸の内周辺は、この数年で

スマートに変化し、まるでアメリカ大都市のダウンタウンの

ようでした。 ローテックスの一人が 「久しぶりに、留学して

いたアメリカへ行ったのですが、お店等も日本に出店し

ている同じ店なので、アメリカに帰ってきた！ という感慨が

無かったのがある面さびしい気がしました」 と言ってい

たのが印象的でした。 その逆も然りでしょう。 その点皇

居の佇まい、近代立法府の象徴、国会議事堂の揺るぎ

ない姿は我 を々大きく包んでくれるようで、かえって安ら

ぎを感じました。 今回の移動は、各人がＳｕｉｃａカードを持

ち、総てＪＲ、地下鉄、徒歩でしたので、日頃は車移動の

生活を送っている来日学生や、私のような年寄ロータリ

アンには少 き々つかったのですが、とても良い経験になり

ました。



ましたが、情報が錯綜しているのと個人情報の保
護の問題で私どもの東大阪東ロータリークラブが
直接コンタクト取ることが非常に難しいことは判
明いたしまして、東大阪市社会福祉協議会の共催
と大阪市社会福祉協議会の協力をいただき、案内
のチラシの配布、応募していただいた方々への入
場整理券の配布をすべて代行していただきました。
当初登録が200名近くまでいただいたのですが、2
月から3月末にかけてふるさとへお帰りになる方
が増えたのと、当日ご病気で欠席の方がおられま
して、32世帯、大人57名・子供30名の合計87名方が
ご来場いただき、当日出席したロータリアン、イベ
ントの出演者も一緒に食事をいたしまして結局会
場がいっぱいの状態になりました。
東大阪東ロータリークラブが誇るコーラスグ
ループのRフロイデのオープニングコーラスに始
まり、桂 団朝さんの落語、キッズダンスや琉球舞踊、
そして地元出身の歌手・生駒尚子さんの河内音頭
ショーなどを楽しんでもらい、その後、桂 団朝さ
ん軽妙な司会も加わり、餅つき大会やカラオケ大
会そして抽選会などで大いに盛り上がりました。
お帰りには提供いただいた品物（ロータリアンが3
日間かけてきれいにラッピングしました）のお土
産を受け取ってもらい、参加いただいた被災者の
方から感謝の言葉をいただいた時は、会員一同今
回の奉仕活動を企画して良かったなと実感いたし
ました。

平成13年3月24日（日）に東日本大震災の被災者
支援事業の一環として、東大阪東ロータリークラ
ブが企画しました「あつまっ会」をホテル・セイ
リュウにおいて開催いたしました。
「あつまっ会」は職業奉仕と社会奉仕の共同事業
として、大阪にお住まいの被災者を対象に、1日
ゆっくり演芸などのイベントを楽しんでもらいな
がら、ふるさとグルメを含む食事をしてもらい、カ
ラオケ大会や抽選会、その後ホテルの天然温泉に
入ってもらい、会員から提供のお土産たっぷりお
持ち帰りいただく、クラブの会員全員が参加出来
る奉仕活動として、1年ほど前から辰巳会長が提案
をして、実行委員会組織を作り進めて参りました。
今年度は東大阪市内に5クラブある東輪会（東大
阪RC・東大阪中央RC・東大阪西RC・東大阪みどり
RC・東大阪東RC）のホストクラブを我がクラブが
担当することになりまして、前年度末の各クラブ
の会長・幹事歓送迎会の席上で協賛を呼びかけた
ところ、快諾をいただきまして協賛金各クラブ5万
円とお土産や景品に使用する品物の提供をいただ
き、我がクラブの会員からの提供品と合わせると
被災者に喜んでいただけるボリュームたっぷりな
ものになりました。
ネーミングですが、東北地方では会合に集まる
ときに「あつまっかい」と呼びかけるそうで、「か
い」をもじって「会」にいたしました。
一番困ったことは関西にもたくさんの被災者の
方がお住まいになっておられるのはわかっており



【リスボン国際大会 寄付者晩餐会】 
リスボン国際大会にて、「大口寄付者晩餐会」「遺贈友
の会晩餐会」「アーチC.クランフ・ソサエティ晩餐会」が
開催されます。大口寄付者（メジャードナー）とは、ロータ
リー財団への寄付累計額が10,000ドルに達した寄付者
を指し、「遺贈友の会」とは、遺産の一部（10,000ドル又
はそれ以上）の受取人としてロータリー財団を指定され
る寄付者の会です。また、アーチC.クランフ・ソサエティと
は、ロータリー財団への寄付累計額が250,000ドルに達
した寄付者の会です。
それぞれの対象者にはリスボン国際大会での晩餐会の
招待状が送られています。是非ご参加いただきお楽し
み下さい。お申し込みは5月10日までに
www.regonline.com/trfevents2013 又は日本事務局
財団室を通じてお手続き下さい。

ロータリー財団の補助金制度 （未来の夢）
【最新情報】 
地区補助金とグローバル補助金の「授与と受諾の条件
（2013年7月～）」が2013年1月付で更新されています。 
主な変更点は以下の２点です。 
Ⅳ.申請方法 
両代表提唱者（地区またはクラブ）のみが資格認定
を受ける必要があることが明記されました。 

Ⅴ.旅行方針 
補助金受領者の旅行は国際ロータリートラベルサー
ビス（RITS）を通じて手配します。対象となるのは、グ
ローバル補助金や地区補助金の奨学生や職業研
修チーム、パッケージ・グラントで旅行するVTTチー
ムなどの海外渡航費に補助金を使う場合です。
RITSの連絡先は、＜ロータリーの補助金＞ページに
掲載される予定です。 
今まではロータリーの条件を満たす保険に旅行者本
人が加入し、経費に補助金を利用できることになって
いましたが、今後は、旅行のために補助金を受領す
るすべての人には、国際ロータリー指定の保険が自
動的に適用されます。 受領者の希望や留学教育機
関、職業研修の実施地等が追加の保険加入を義務
づけている場合、その追加の保険への加入は旅行
者本人の責任となり、補助金の対象外となります。 

新しい補助金制度における奨学金資料が更新されて

います。保険については、更新されていない資料もありま
すので、上記旅行方針をご確認下さい。 

【2013年リスボン国際大会でのワークショップ】 
6月23日～26日まで、ポルトガルのリスボンで開催される
RI国際大会では、次のようなロータリー補助金に関する
分科会（ワークショップ）も開かれます。
・職業研修チーム（VTT） 
・グローバル補助金申請書記入方法101 
・グローバル補助金申請書記入方法102 
・ロータリー奨学金の機会 
・変化のためのパートナー：ロータリーの戦略パートナー
・水と衛生 
・母子の健康 
・疾病予防と治療 
・平和と紛争予防／解決 
・識字率向上と基本的教育 
・経済と地域社会の発展 

【ポリオ症例数】
2013年3月27日現在のポリオ症例数です。

現在、ポリオ常在国はアフガニスタン、パキスタン、ナイジェリア
の３カ国です。昨年の同時期のポリオ発生件数は40例でした。

【ファースト・クラス・イニシアチブ】 
ロン・バートンＲＩ会長エレクトの呼びかけで、全世界の地
区ガバナー・エレクト全員が国際協議会までに寄付し、
ロータリー史上初めての功績を残しました。この成功例
を各地区レベルにも広げようと、今度は地区ガバナー・エ
レクトが地区内クラブ会長エレクト全員にリスボン国際大
会までに寄付に参加するよう呼びかけています。地区内
クラブ会長エレクト全員がロータリー財団に寄付をした
際には、 “ファースト・クラス・バッジ”が贈られます。 

アフガニスタン
パキスタン
ナイジェリア
インド
ポリオ常在国以外
世界合計

1
5
10
-

0
16

37

2013年
1月1日～3月27日 2012年

58
122
-

6
223



１．「仙台空港をバナーで埋め尽くし被災者を見守る」プロジェクト
１月に「仙台空港をバナーで埋め尽くし被災者を見守る」プロジェクトへのご参加を地区内RCにお願いいたしました
が、現地の写真を入手いたしましたので掲載いたします。（写真提供 ： 東大阪東RC 吉﨑広江会員）

地区クラブ名および寄付者名 寄付金額
【収入】

岡部年度からの繰越
大阪中之島RC
大阪城南RC
利息
大阪東南RC
大阪中之島RC
寝屋川RC
大阪咲洲RC
大阪ユニバーサルシティRC
大阪城南RC
国際大会日本人朝食会余剰金
井上暎夫ＰＧ
寝屋川RC
八尾中央RC
大阪帝塚山RC
大阪城南RC
大阪フレンドRC
千里RC
大阪城南RC
PSC（財団奨学生OB）
東大阪東RC
八尾東RC
大阪ユニバーサルシティRC

708,892円
57,750円
15,460円

5円
500,000円
100,000円
37,000円
30,000円
300,000円
45,440円
14,547円
30,000円
13,000円
77,000円
100,000円
10,000円
46,000円
330,000円
800,000円
3,000円

100,000円
50,000円
50,000円

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

備考

２．災害支援地区基金の状況

災害支援地区基金の状況（2013年4月11日現在）



地区クラブ名および寄付者名 寄付金額
豊中-大阪国際空港RC
大阪リバーサイドRC
大阪西南RC
大東RC
大阪中央RC
大阪難波RC
大阪フレンドRC
東大阪みどりRC
大阪西北RC
大阪うつぼRC
くずはRC
寝屋川RC
大阪咲洲RC
茨木西RC
茨木RC
豊中千里RC
利息
大阪北梅田RC
香里園RC
八尾中央RC
大阪大手前RC
東大阪RC
大阪心斎橋RC
高槻西RC
大阪城南RC
大阪フレンドRC

50,000円
50,000円
100,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
100,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,100円
139円

50,000円
50,000円
50,000円
100,000円
100,000円
50,000円
50,000円
6,417円
6,270円

24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49

備考

合計

地区基金支出内容 金額
【支出】

豊中RC
振込手数料
千里RC
振込手数料
熊谷教材社（八尾中央RC申請分）
振込手数料
高槻RC
振込手数料
大阪ユニバーサルシティRC
振込手数料
千里メイプルRC
振込手数料

158,600円
600円

650,000円
600円

150,000円
600円

470,000円
600円

250,000円
300円

208,000円
600円

寄付金一部返金

地区基金申請No.46

地区基金申請No.47

地区基金申請No.48

地区基金申請No.49

地区基金申請No.50

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

合計

備考

【残高】
預金残高 2,891,120円

1,889,900円

2013年4月11日現在

4,781,020円



2013年2月末 全国寄付金合計額
 第2660地区寄付金合計額
 全国寄付合計トップ10 1. 第2650地区

2. 第2660地区
3. 第2750地区
4. 第2760地区
5. 第2590地区
6. 第2770地区
7. 第2580地区
8. 第2820地区
9. 第2780地区
10. 第2710地区

1,056,377,705円（前年度比2.68％増）
61,718,750円（前年度比1.28％減）

76,038,617円
61,718,750円
61,071,293円
57,687,655円
53,343,700円
51,494,100円
42,926,569円
40,313,500円
36,356,600円
33,959,480円

地区米山奨学委員会より

米山功労者
次の方たちに米山功労者の称号が贈られました。（2013年2月）

氏名
村木 茂
光信 昌明
寺崎 正也
角本 浩一
西原 芳博
久保 幸一
川口 栄計
石川 益三
井上 満昭
服部 潤承
田中 隆弥
山内 邦夫
秀浦 宣夫
柳山 稔

回数 クラブ名
2回目
6回目
1回目
2回目
1回目
1回目
1回目
1回目
1回目
1回目
2回目
3回目
1回目
1回目

新大阪RC
大阪城南RC
大阪城北RC
大阪城北RC
大阪難波RC
大阪難波RC
大阪難波RC
大阪難波RC
大阪難波RC
池田くれはRC
池田くれはRC
池田くれはRC
東大阪西RC
東大阪西RC

米山功労クラブ
次のクラブに米山功労クラブの称号が贈られました。（2013年2月）

クラブ名
大阪難波RC

回数
51回目

ポール・ハリス・フェロー
次の方たちにポール・ハリス・フェローの称号が贈られました。（2013年2月）

氏名
東村 正剛
藤原 輝之
柳山 稔
三浦 均

クラブ名
大東RC

大阪難波RC
東大阪西RC
守口RC

ポール・ハリス・フェロー
次の方たちはマルチプル･ポール・ハリス・フェローです。（2013年2月）

氏名
石津 良行
天野 正亮
須﨑 洋一
森 恕

辰野 久夫
北村 寅雄

回数 クラブ名
1回目
2回目
5回目
2回目
1回目
2回目

東大阪西RC
東大阪東RC
東大阪東RC
大阪西北RC
大阪東RC
大阪西RC
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44
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2
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19
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0
0
6

3
3
3
2
1
2
3
4
2
0
0
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1
2
4
0
2
1
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37
0
5
2
7
1
1
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1
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1
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1
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2
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1
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2
1
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0
2
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1
1
4
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0
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2
0
0
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1
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1
-1
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-4
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3
4
4
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3
4
4
4

5
4
3
5
4
5
3
4
4
5
3

3
3
4
4
4
4
3
3
4
5
4

4
4
4
3
4
3
4
3

91.49
94.16
77.21
77.50
83.52
80.90
82.48
85.08
94.28
80.71
87.92
90.68
85.49
70.42
89.74
91.30
90.64
90.04
94.12
75.81
83.29
83.60
92.89
82.35
85.84
91.29
89.54
86.72
83.08
88.57
89.21
92.86
100.00
89.50
96.06
97.18
91.27
100.00
85.31
100.00
88.89
87.90
80.59
91.84
77.78
89.04

75.45
84.16
64.82
65.50
75.53
71.86
68.66
75.76
92.45
73.01
74.00
76.27
74.79
56.21
75.35
72.47
86.17
72.98
80.58
75.00
78.15
76.34
84.20
77.45
75.90
75.36
81.59
74.22
72.97
78.60
84.68
88.41
73.47
79.75
86.05
86.78
80.17
75.84
68.85
94.95
75.93
76.24
76.27
69.41
69.44
75.87

大阪中央

大阪堂島

大阪北

大阪北梅田

大阪西

大阪大淀

大阪リバーサイド

大阪西北

大阪そねざき

大阪梅田

大阪梅田東

大阪ユニバーサルシティ

小計

大阪

大阪東

大阪東淀ちゃやまち

大阪城東

大阪中之島

大阪大手前

大阪城北

大阪天満橋

大阪鶴見

大阪-淀川

新大阪

小計

大阪フレンド

大阪本町

大阪御堂筋

大阪南

大阪難波

大阪なにわ

大阪南西

大阪西南

大阪船場

大阪心斎橋

大阪うつぼ

小計

大阪平野

大阪イブニング

大阪城南

大阪咲洲

大阪天王寺

大阪帝塚山

大阪東南

大阪アーバン

小計
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0
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3
3
4
4
3
4
3
3
4
5
3

3
3
4
3
3
4
3
3
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5

69.34
97.25
85.57
83.33
89.16
80.03
56.73
94.39
81.98
94.40
86.52
86.21
87.82
84.44
90.84
96.36
92.97
100.00
85.06
97.05
95.00
91.39
100.00
81.39
89.39
88.29
87.52
94.65
77.24
83.49
89.82
90.00
100.00
89.25
89.45
93.18
78.03
76.65
96.25
94.88
75.00
78.92
88.46
79.30
85.01

63.34
81.57
76.26
81.48
73.53
72.40
55.54
90.45
74.32
78.80
75.71
74.71
76.81
80.11
71.76
89.13
84.38
84.45
80.32
94.74
82.50
81.12
93.83
71.01
77.49
74.47
86.37
80.36
67.39
74.41
79.63
80.48
100.00
80.49
78.45
85.35
65.87
64.45
62.49
86.34
64.58
77.07
84.12
63.94
73.27

池田

池田くれは

箕面

箕面千里中央

豊中

豊中南

豊中-大阪国際空港

豊中千里

小計

茨木

茨木東

茨木西

千里

千里メイプル

摂津

吹田

吹田江坂

吹田西

高槻

高槻東

高槻西

小計

大東

大東中央

枚方

門真

交野

香里園

くずは

守口

守口イブニング

寝屋川

四條畷

小計

東大阪

東大阪中央

東大阪東

東大阪みどり

東大阪西

大阪柏原

大阪ネクスト

八尾

八尾中央

八尾東

小計
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お知らせ
●門真ロータリークラブ
門真ロータリークラブの寄付データが訂正され、2011-12年度100%財団の友クラブとEREYクラブに認証さ
れました。

●大阪本町ロータリークラブ 事務局移転
移転日 : 2013年4月9日（火）
移転先 : 〒542-086  大阪市中央区西心斎橋1-10-4  エースビル5階
（TEL、FAX、メールアドレスは変更ありません）

●ラジオ大阪「あなたのそばにロータリー」放送のお知らせ
広報委員会委員長
林 邦彦（大阪西RC）
広報委員会では、RIの方針である「公共イメージのアップと認知度の向上」のため、第2660地区としての広報
活動として、2012-13年度は、JR大阪駅での電子広告（デジタルサイネージを、2012年8月と2013年1月-2月に
4週間ずつ合計8週間行いました。これに加えて、ここ数年行っている、ラジオ大阪での「あなたのそばにロータ
リー」のラジオ番組を放送しております。放送期間，放送時間は以下のとおりです。

2013年4月3日（水）から6月5日（水）まで
毎週水曜日10回に亘って午後4時12分頃から
（但しラジオ大阪側の都合により、延期などの変更がなされる可能性がありますので、ご承知おきください。）

村橋代表幹事、ガバナー補佐の皆様（IM第6組については，ガバナー補佐エレクト）、福家ガバナーエレクトに、
順次出演していただいております。皆様は、それぞれの立場で、ロータリー歴や、これまでの奉仕活動等をお
話しいただいております。一般の方にもロータリー活動の良さを知って頂き、会員増強にもつながる話題に
なっています。既に４月分は放送が終了しておりますが、後半の放送につきまして、是非お聞き下さい。
よろしくお願いいたします。











6月は今年度の最終月にあたると共に、ロータリー親

睦活動月間（Rotary Fellowships Month）の月でもあ

ります。

ロータリー親睦活動要覧によると、ロータリー親睦活

動は、共通の職業や関心を持つロータリアンとその配偶

者、そしてローターアクターから成る国際的なグループで、

各グループによって独自に運営されています。 その会員

は、ロータリー親睦活動を通じて楽しみを分かち合い、

国境を越えた親睦を深め、いっそう充実したロータリー

の経験を味わうことができます。

「ロータリー親睦活動」は、国際奉仕の一部門であり、

現在、100近い親睦グループがあり、趣味や職業活動を

通じて、国際親善と奉仕に貢献しています。 様々な御

意見はありますが、本来は地区に地区親睦活動委員会

を設置するよう奨励されています。 多くのロータリアンが、

親睦活動に参加することを奨励するために、この月間が

設けられた訳です｡

ヨットに関心のあるロータリアンのグループが、自分た

ちの船にロータリーの旗を掲げ、自らをロータリアンの国

際ヨット親睦グループと名乗りました。 現在、最も長く活

動を行っているのが、このヨット親睦グループです。 親睦

活動の種類は、時を経るごとに増えてきましたが、その目

的は今日も変わっていません。 それは、親睦の下にロー

タリアンの繋がりを築き、趣味や職業に関連した活動を

楽しむ機会を提供することです。 グループならではの特

別なスキルを利用して奉仕を行っている親睦グループも

多くあります。 例えば、カヌーの親睦活動グループは、河

川の清浄プロジェクトを実施し、コンピューターの親睦活

動グループは、各会員の地元でパソコン研修を行い、ス

キューバダイビングのグループは、ダイビング目的の旅行

先でロータリーの奉仕活動に参加しています。

RIでは、親睦活動グループの結成に関する方針を定

めています。 会員資格を有するのは、ロータリアン、ロー

タリアンの配偶者、及び、ローターアクターです。

親睦活動を推進する上で重要なことは、5つの中核

的価値観の中の「多様性」の尊重ではないかと考えま

す。 あらゆる個人、職業、人種、宗教、性別、戸籍などを

充分に理解し、尊重することが大切ではないかと思いま

す。 又、姉妹クラブ、友好クラブとの交流が休眠状態で

あれば、自らもう一度再開することも国際親善、国際交

流に大きな役割を果たすものと確信いたします。



ダー井上暎夫ＰＧから「クラブリーダーとしての役割」と題

して講演をいただき、出席された会長エレクトによるＩＭ

毎のバズセッションを行い、ＩＭ担当の各ＡＧＥよりテーマ

に沿って発表が行われました。

地区チーム研修セミナーでは、地区研修サブリーダー

大谷透ＰＧから「魅力あるクラブ作りのサポートとクラブの

枠を越えたロータリアンの育成」について講演をいただ

き「地区委員会へのお願い」を申し上げた後、委員会毎

にバズセッションが行われました。

再度、合同セミナー会場に集合し、泉ＧＮからの挨拶、

福家ＧＥの総括・閉会挨拶をもって、2013～2014年度の

ためのＰＥＴＳ・地区チーム研修セミナーのすべてのプロ

グラムを終了いたしました。

2013～2014年度のためのPETS・地区チーム研修セ

ミナーを3月23日（土）に大阪国際会議場にて、地区役員、

会長エレクト及び地区委員会の総勢約250名のロータリ

アンが出席して行いました。 高島Gによる開会挨拶、点鐘

により開会され、午前中の合同セミナーに於いて、福家

GEから、サンディエゴで開催された国際協議会2013へ

の参加報告があり、次年度RI会長ロン・Ｄ・バートン氏の

テーマ「Engage Rotary Change Lives ～ ロータリー

を実践し みんなに豊かな人生を」が発表されました。 こ

のRIテーマを尊重しつつ「ロータリアンが奉仕を実践し

た時にはロータリアン自身の人生が豊かになる」という

バートン氏のメッセージを受ける形で、次年度地区の方針 

「感動の体験を！！ 人々にも、自身にも」 Participate ～ 

参加し、敢行しよう ～  について、熱い思いを語られました。

続いて、岡部災害支援プロジェクト委員長・直前Gより、

災害支援プロジェクトよりのお願いがあり、地区の米山

奨学委員会、国際奉仕委員会、ロータリー財団委員会

より報告がなされ、次年度の地区財務委員長から次年

度地区予算について説明があり、午前中のプログラムを

終了いたしました。

昼食後に開催のＰＥＴＳ・地区チーム研修セミナーは

それぞれの会場にて開催され、ＰＥＴＳは地区研修リー



分本位で、周りのことを考えない。 民主主義の権利の
主張ばかりで、義務と責任を全うしない世情を変えてい
かねばならない。 そして、今後、教育で示すべき方向と
して、子供たちが自分自身で自分の人生を切り開いてい
けるような教育をしていく必要がある等の内容で講演さ
れました。
先生は、著述活動を続けながら、海外での奉仕活動
他、多方面でご活躍中です。 ご高齢にもかかわらず、当
日はお一人で東京から来られ一時間半、起立されたま
まで講演され、内容もご自身の生い立ちや多方面の経
験談も交え、時にはユーモアと笑いを誘うお話をされる
など、面白く聞かせていただきました。 講演のあと、山田
ガバナー補佐の講評のあと、次年度ホストクラブ八尾
ロータリークラブ井川会長のご挨拶があり、滞りなく、一
部のセレモニーと基調講演を終了しました。 今年度は
基調講演とロータリアンの親睦を図ることに重点を置き
ましたので、講演のあとすぐに懇親会に入りました。 参
加者も例年に比べ、多く残っておられ、和やかな雰囲気
で講演の感想や日頃の情報交換など、大いに話が弾み
ました。

テーマ：青少年の教育と躾
ホストクラブ：東大阪ロータリークラブ
日 時：2013年4月6日（土）１3：3０～１7：0０
場 所：シェラトン都ホテル大阪
参加者：231名

風雨注意報が出ている悪天候にも拘わらず、多数の
ロータリアンに出席していただきました。 高島Gのご挨拶、
地引実行委員長の趣旨説明など、セレモニーのあと、基
調講演にはいりました。
昨今、いじめや体罰からの青少年の自殺が問題と

なっています。 そこで、今年度のIM４組は「青少年の教
育と躾」をテーマで開催いたしました。 講師として、作家
であり、安倍政権での教育再生実行会議委員でもある
曽野綾子氏にお願い致しました。 多岐にわたるお話で
したが、現在、社会の諸問題で、誰が一番、悪いのか、
責任があるのかを誰も言わない。 子供達の教育、安全
についても言える事で、東日本大震災の折、津波で多く
の生徒が流されたことにも触れ、学校関係者だけでなく、
父兄をはじめ子供の周りの大人達の地震対策への思
いが足りなかったのではないかと、ご自身が被災地に行
かれて感じた事を話されました。 最近、老いも若きも自



テーマ：「青少年の健全な心と体の育成を」 ～ ロータリークラブ・ロータリアンは何をするべきか、何ができるか ～
ホストクラブ：大阪天王寺ロータリークラブ
場 所：大阪国際交流センター2階小ホール
月 日：2013年4月13日（土）
参加登録：300名
出席者数：138名（講師含む）
参加クラブ（ＩＭ第8組）：大阪平野ロータリークラブ、大阪イブニングロータリークラブ、大阪城南ロータリークラブ、大阪

咲洲ロータリークラブ、大阪帝塚山ロータリークラブ、大阪東南ロータリークラブ、大阪アーバン
ロータリークラブ、大阪天王寺ロータリークラブ

「青少年の健全な心と体の育成のため体罰は必要か」
について、講師にお迎えしたウルフの愛称で有名な昭和
最後の大横綱、第58代横綱 千代の富士（現九重親方）
九重貢氏にはプロの立場から「青少年の精神と忍耐を養
う相撲道」と題し、少し趣向を凝らしてアナウンサーからの
インタビュー・対談方式にて講演頂きました。弟子の善し
悪しはやる気があって、師匠や先輩力士の言うことを素
直に受け入れ実践する子供は伸びるが、そうでない子供
は挫折するということ、その子の親を見れば子供が伸び
るかどうかが分かるということをユーモアたっぷりに話して
頂きました。 自ら厳しい稽古に耐え、頂点を極めた大横綱
は体罰と受け止めたことがなかったようであります。
その後「青少年問題のいま、むかし、さき！」をテーマにし

たパネルディスカッションでは、異色の心理分析者 深田昭
一先生をメインパネリストにして、現役の高等学校の先生
お二人とロータリアン二人に加わってもらいました。 立場を
異にしたパネリストの討論を通じ、サブテーマである「ロー
タリークラブ、ロータリアンは何をすべきか、何ができるか」
を知る手がかりが得られる興味深いものでありました。
閉会式後の懇親会では、パネリストを交え近隣クラブ会

員相互の親睦と友情を深めることができＩＭの目標は達成
できたと喜んでおります。

ＩＭ当日の早朝、淡路島地震に見舞われ開会が危ぶま
れる一幕もありましたが、岡部泰鑑ＰＧはじめ多数のご来
賓の皆様方とＩＭ第8組の多数のロータリアンのご参加を
頂き、予定どおり無事終えることができましたことを厚く御
礼申し上げます。有難うございました。
主催者である高島凱夫Ｇが健全な心とからだを持った

青少年の育成が今後の日本の発展、世界平和のために
必要であると考えられ、本年度の地区の方針・スローガン
を「育もう未来の力を～飛躍～」に、「健全な青少年の育
成」をKeywordの一つにされました。 それを受け検討を
重ねメインテーマを「青少年の健全な心と体の育成を」と
致しました。
メインテーマを設定した時には考えてもいませんでした
が、昨年末、大阪市立桜宮高等学校のバスケット部主将
が顧問教諭から体罰を受けた後自殺したことに端を発し
て大きな社会問題となり、「指導と体罰」「スポーツと体罰」
が是か否かと、マスコミで大きく取り上げられ全面否定か
ら全面肯定論まで議論百出の感がありました。またスポー
ツも中学・高校でのクラブ活動とプロ・アマチュアのスポー
ツでの違いもあります。 報道機関（産経新聞）の世論調
査によると学校の教師やスポーツ指導者による体罰に関
し、「場合によっては仕方がない」とする回答が「一切認め
るべきでない」とする意見を上回ったと報道されました。



テーマ：「新世代を育てる」 －米山記念奨学事業を通じ、日本と世界を結ぶ［架け橋］となる若い力を育む－
日 時：2013年4月20日（土） 13：00～16：30
場 所：池田市民文化会館
参 加 者：高島凱夫Ｇ、大森慈祥ＰＧ、若林紀男ＰＧ、新谷秀一ＰＧ、大谷 透ＰＧ、福家 宏ＧＥ、泉 博朗ＧＮ、豊島了雄Ａ

Ｇ、矢野克吉ＡＧ、秋山千尋ＡＧ、谷口 勉ＡＧ、小林和由ＡＧ、正岡 哲ＡＧＥ、井上義信ＡＧＥ、川崎 壽ＡＧＥ、
新見 葵ＡＧＥ、西宮富夫ＡＧＮ、磯田郁子地区研修委員、村橋義晃地区代表幹事、地区米山奨学委員会、
池田ロータリークラブ、豊中ロータリークラブ、箕面ロータリークラブ、豊中南ロータリークラブ、豊中－大阪国際
空港ロータリークラブ、箕面千里中央ロータリークラブ、豊中千里ロータリークラブ、米山奨学生(関西)学友会

ホストクラブ：池田くれはロータリークラブ
出 席 者：172名

めて奨学事業の意義を実感し視野を広めるよい機会と
なり、公益財団法人ロータリー米山記念奨学会評議員
の若林紀男ＰＧの講評をもって終了致しました。
第二部の特別講演では、各種メディアにおいて幅広

い分野にわたって様々な提言をされている金美齢氏を
お招きし、テーマを「新世代を育てる」としてご講演を賜
りました。 新世代を育てる上では、受身の人間にしない
こと、自ら考え行動する人にすることが大切で、そのため
には想像力、判断力、分析力、洞察力などが必要であ
ると。 またこういった力を身につけるためには体力が必
要で体力が最後の勝利を決めるなど、自分の人生自分
で決めると生きてこられた金美齢氏の講演は、これから
の日本を担う新しい世代を育てるということについて考
えるよい機会となりました。

最後に、今回のIMにご出席くださいました多数の
地区役員の皆様方、ＩＭ第１組の会員の皆様方に心より
感謝申し上げ、ご報告とさせて戴きます。

今年度、田中作次ＲＩ会長のテーマは「奉仕を通じて
平和を」であり、高島Gは、地区方針を「育もう未来の力
を～飛躍～」とされ、公式訪問の折には未来の地球、日
本の未来を託す若い力の育成、「こころも体も健全な若
い力」の育成について、今一度考えるよう仰いました。 こ
うしたことにより今回のＩＭのテーマを「新世代を育てる」
～米山記念奨学事業を通じ、日本と世界を結ぶ［架け
橋］となる若い力を育む～と致しました。
米山記念奨学事業の使命は、国際社会で活躍し、

ロータリー運動の良き理解者となる人材を育成すること
です。 これはロータリーの目指す“平和と国際理解の推
進”そのものです。 奉仕を通じてロータリー活動の誇り
を再認識する観点から、日本のすべてのロータリアンが
関与する米山記念奨学事業の中でも、特に世話クラ
ブ・カウンセラー制度について理解を深めるため第一部
ではパネルディスカッションを行い、そのテーマを「カウン
セラーと米山奨学生」と致しました。 コーディネーターを
磯田郁子地区研修委員に、パネリストとして橘高又八
郎氏（池田ロータリークラブ）、北村公一氏（豊中ロータ
リークラブ）、立花佳枝氏（豊中千里ロータリークラブ）の
いずれもカウンセラー経験者と何 玉翠氏（米山奨学生
学友会）にお願いしましたパネルディスカッションでは、改



日 時：2013年4月10日
会 場：ヴィアーレ大阪
参加者：高島ガバナー、若林パストガバナー、田中委員長、地区委員、米山学友、新規米山奨学生、世話クラブカウン

セラー、会長、幹事、米山委員長 他

経験が乏しかったため留学生の支援を始められた。
その後、パワーポイントによる米山の精神、心得、年間
のスケジュールの話があり、続いて奨学生とカウンセラー
の自己紹介をして奨学生から「確認書」を提出してもら
い、正式に「米山奨学生」となり奨学生の喜びはひとし
おの感があり、漸く緊張感が取れた様子でありました。
最後に委員長から，「貴方がしてほしいと思うことを他
人にしてください」と結ばれた。

以上で、第1部のオリエンテーションが終わり、会場
を隣の懇親会場に移し、司会を福田委員が担当され、
絶妙な司会のもと、第1部とはがらりと変わった和やかな
雰囲気で懇親会が始まりました。
1部の講評を含め、若林パストガバナーのご発声で乾
杯のもとそれぞれのテーブルで、料理を食し、アルコール
も入り、懇親は最高潮になりました。途中奨学生の「２分
間スピーチ」で自己紹介、将来の夢等、次々に発表され
大変活発なスピーチでありました。中でも母国への貢献、
人と人が笑顔になれるような仕事、奨学生に選ばれた
感謝それぞれが立派な日本語で抱負を述べられました。
最後に、西谷副委員長の閉会の言葉で、オリエン

テーションは無事終了しました。

本年度の米山奨学生として選考委員会に合格した奨
学生を対象に、最初の行事であるオリエンテーションが開
催されました。 オリエンテーションに先立ち、西谷副委員
長から競争率2倍の難関から選ばれた29名の奨学生に、
本年度は日本全体で723名、当2660地区は29名の新奨
学生と昨年からの10名の奨学生で計39名の支援をする
ことになりました、との挨拶があり、米山奨学生の心得、米
山奨学金の意義、米山学友会、奨学生のバッチ、桜―将
来に向けてロータリー精神の継続等の話がありました。
続いて、本番のオリエンテーションが開会となり、田中
委員長の司会のもと、高島Gのご挨拶、平和の日本の良
さの認識、多くの友達を作ることが世界の友達であり―
世界の平和につながります。 米山を終了しても交流を
続けそれぞれが成長し世界の平和に貢献することを期
待します。
引き続き、田中委員長によるロータリーの歴史、米山記
念事業の意味、米山は日本だけの組織であり、日本の中
の34地区が米山の支援をしている。 民間では日本最大
の奨学生支援である。 米山梅吉さんは、平和日本を世
界への信念でいろんな分野に寄付をして貢献をされて
いる。 もともと米山梅吉翁は貧困な家庭に育ち、自分の



【新クラブの概要】
名称 大阪みおつくしロータリークラブ

例会場 大阪大学中之島センター9階交流サロン 大阪市北区中之島4-3-53

例会日時 木曜日 14：30～15：30

ビジターフィ 2,000円（粗品進呈）

創立日 2013年3月7日

認証状伝達式 2013年6月17日

所在地域 第2660地区の全域およびその周辺地域

事務局 大阪みおつくしロータリークラブ事務局（曽根）
 〒530-0005  大阪市北区中之島4-3-53  大阪大学中之島センター大阪大学工業会
 TEL : 06-6444-3660
 FAX : 06-6444-3661
 Mail : okc-sone@onc.osaka-u.ac.jp
 Mail : takeshi1938@jupiter.ocn.ne.jp

沿革 スポンサークラブ ありません
 ガバナー 高島凱夫（大阪中之島RC）
 ガバナー特別代表 岡部泰鑑（大阪城南RC)

本年3月7日に創立総会を行い、その後、日本事務局

を通じて、国際ロータリーへの加盟申請をおこなってま

いりました大阪みおつくしロータリークラブ、2013年4月16

日付でRIへの加盟を承認されました。

これにより第2660地区各クラブの皆様の仲間入りをさ

せていただくことになりました。 創立まで、高島ガバナー、

岡部特別代表をはじめとして、横山パストガバナー又は

多くの会員の皆様に、ご苦労をおかけしてまいりましたが

船出させていただくことができました。 第2660地区の会

員の皆様のご協力に、会員一同、心より厚くお礼申し上

げます。どうも有り難うございました。

2013年4月18日（木）14時30分より大阪大学中之島セ

ンター9階交流サロンにおいて第1回目の例会をおこな

いました。

地区会員の皆様には、今後とも、ご指導ご鞭撻を賜り

ますよう、心よりお願い申し上げます。

※当初、大阪ファンタジーロータリークラブという名称を予定していましたが「大阪みおつくしロータリークラブ」に
なりました。
※IM第8組に編入されます。



素晴らしさを感じる局面です。 そんな経緯で生まれる

ロータリアン同士の共同意識はこのプログラムを越えて

今後の活動に大いに役立つことでしょう。

今年の受入プログラムにおいて例年に比べて自由時

間を多めに取りましたので、ドイツチームはある程度は満

足してくれたようです。 それより普通では経験できないよ

うな体験ができて、本当に喜んでくれました。

居合道場で日本刀を振ったり、墨を作る工房での実

演など日本独特の体験ができたことは大変満足してい

ました。 また、職場の現場見学などで日本の職業人の

持つ仕事への細やかな思い入れが印象に残ったと言

われ、受け入れる側として大変うれしく感じました。

振り返れば、寸前でホームステイ先のキャンセルなど

危急のトラブルが発生して困惑をしましたが、終わって

みれば、全体的には大変素晴らしいプログラムであった

と思います。

2013年3月30日関空に到着したドイツ・ハンブルクチー

ムの団長と4名のメンバーは、１ヶ月の職業研修を終えて

4月30日夜、無事帰国の途に就かれました。

滞在中、第2660地区の多くのロータリアンのお世話に

なりました。 今回は，ドイツチームの要望で例年より5日程

度長い行程でした。

GSEプログラムは、受入・派遣の大筋は地区委員会

が設定するのですが、プログラムの詳細部分、たとえば、

「何日の午前中の文化研修は○○RCが△△につれて

いく」というような細かい部分は、各RCで決めていただく

プログラムです。 その際、重複してしまうこともあり、調整

が必要となります。 そのほか様 な々局面で、調整や合意

形成が必要となりますが、そんな時、ある種の「我」が出

てしまいがちです。 しかしそのうちそれぞれの「我」が馴

染み、うまく調整ができたときには、逆に強い相互協力体

制が出来上がるのを経験的に感じており、ロータリーの



【ロータリー財団学友人道世界奉仕賞】 
すべてのロータリー財団学友を対象にした賞で毎年、
世界で１人が選ばれ国際大会で表彰されます。
2012-13年度は英国ノッティンガムの眼科医、ハーミン
ダー・シン・デュアさんが選ばれました。地区は候補者１
人だけをゾーンに推薦でき、ゾーンはRRFCが委員長を
務める選考委員会が１人を選び財団に推薦書式を提
出します。（日本はゾーンレベルでも2012-13年度の受賞
者はいませんでした。）
受賞資格  
1.地域社会レベルを超え、国際舞台で卓越した人道奉
仕を実践している。
2.職業において極めて優れた功績を残している。
＊受賞は1回限りです。

【ロータリー財団地域セミナー（Zone１．２．３）の開催】 
財団地域セミナーが下記の日程で開催される予定です。
参加には事前のご登録が必要です。 
日時 ： 2013年7月2日（火） 9:00～16:30 （予定） 
会場 ： グランドプリンスホテル高輪 （東京）

【ロータリー財団の補助金制度 (未来の夢）】 
国際協議会で行われたロータリー財団研修の評価書
の集計の結果、参加者の95％が新補助金制度(未来の
夢）を支持しているという結果となりました。研修資料で
は、「補助金管理の手引き」が最も役立つ資料に選ばれ
ました。 冊子版(1部1ドル）が近日中に日本事務局に入
荷となる予定です。

【パッケージ・グラント】 
＜ユネスコIHE奨学金＞ ユネスコ水教育研究所
(UNESCO-IHE）のパッケージ･グラントは、発展途上国
や新興国において、水や衛生設備に関する解決策を
模索、計画、実行することのできる専門家を育成するこ
とを目的として、毎年、オランダ、デルフトにあるユネスコ
水教育研究所で学ぶ8名の大学院生に奨学金を授与
するものです。申請は提唱者となるロータリアンがオンラ

インで行います。申請書の締め切りは、留学が始まる年
の7月15日ですが、ロータリー財団で不備のない申請書
が受理された順に、資金の上限に達するまで奨学金の
授与が行われるため、申請書を早めに提出することが
強く奨励されています。

【ポリオ症例数】
2013年4月30日現在のポリオ症例数です。

2013年4月30日現在、今年のポリオ発生件数は24例です。アフ
ガニスタン2、ナイジェリア16、パキスタン6です。
4月26日-29日、西アフリカのベニン、ブルキナファソ、コートジボ
アール、ギニア、ライベリア、マリ、シェラレオネでワクチンキャン
ペーンが行われ、約3千万人の5歳以下の子どもたちにワクチン
投与が行われました。

【ファースト・クラス・イニシアチブ】 
ロン・バートンRI会長エレクトが2013-14年度のゾーン、
地区、クラブレベルの全てのリーダーがリスボン国際大
会までに寄付することを呼びかけています。2013年4月
18日現在、2013-14年度地区ガバナー、地区財団委員
長エレクト、クラブ会長エレクトが計330万ドル以上の寄
付をしています。今年度に地区内クラブ会長エレクト全
員がロータリー財団になんらかの寄付をした際には、 
“ファースト・クラス・バッジ”が贈られます。これまでに世
界で19地区が達成し、“ファースト・クラス・バッジ”を受
領しています。日本では4月16日現在約53％のクラブ会
長エレクトが寄付をしており、第2590地区が最も高い
87％となっています。 

アフガニスタン
パキスタン
ナイジェリア
インド
ポリオ常在国以外
世界合計

2
6
16
-

0
24

37

2013年
1月1日～4月30日 2012年

58
122
-

6
223



１．「水からプロジェクト」支援に対する御礼
第2530地区から支援要請のありました「水からプロジェクト」につきまして、地区内ロータリークラブに支援をお願

いいたしましたところ、多額の支援金をご寄付いただきました。総額は635,890円となりました。支援金は、第2530地区
の指定口座に5月14日に送金いたしました。
皆様の暖かいご支援ご協力に厚く御礼申しあげます。

地区クラブ名および寄付者名 寄付金額
【収入】

岡部年度からの繰越
大阪中之島RC
大阪城南RC
利息
大阪東南RC
大阪中之島RC
寝屋川RC
大阪咲洲RC
大阪ユニバーサルシティRC
大阪城南RC
国際大会日本人朝食会余剰金
井上暎夫PG
寝屋川RC
八尾中央RC
大阪帝塚山RC
大阪城南RC
大阪フレンドRC
千里RC
大阪城南RC
PSC（財団奨学生OB）
東大阪東RC
八尾東RC
大阪ユニバーサルシティRC
豊中-大阪国際空港RC
大阪リバーサイドRC
大阪西南RC
大東RC
大阪中央RC
大阪難波RC
大阪フレンドRC
東大阪みどりRC
大阪西北RC
大阪うつぼRC
くずはRC

708,892円
57,750円
15,460円

5円
500,000円
100,000円
37,000円
30,000円
300,000円
45,440円
14,547円
30,000円
13,000円
77,000円
100,000円
10,000円
46,000円
330,000円
800,000円
3,000円

100,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
100,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
100,000円

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34

備考

２．災害支援地区基金の状況

災害支援地区基金の状況（2013年5月13日現在）



地区クラブ名および寄付者名 寄付金額
寝屋川RC
大阪咲洲RC
茨木西RC
茨木RC
豊中千里RC
利息
大阪北梅田RC
香里園RC
八尾中央RC
大阪大手前RC
東大阪RC
大阪心斎橋RC
高槻西RC
大阪城南RC
大阪フレンドRC
八尾RC
高槻RC
大阪イブニングRC
大阪城南RC
大阪城南RC

50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,100円
139円

50,000円
50,000円
50,000円
100,000円
100,000円
50,000円
50,000円
6,417円
6,270円
50,000円
470,000円
50,000円
418,425円
7,117円

プロジェクト中止返金

災害支援No.51支援金

35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54

備考

合計

地区基金支出内容 金額
【支出】

豊中RC
振込手数料
千里RC
振込手数料
熊谷教材社（八尾中央RC申請分）
振込手数料
高槻RC
振込手数料
大阪ユニバーサルシティRC
振込手数料
千里メイプルRC
振込手数料

158,600円
600円

650,000円
600円

150,000円
600円

470,000円
600円

250,000円
300円

208,000円
600円

寄付金一部返金

地区基金申請No.46

地区基金申請No.47

地区基金申請No.48

地区基金申請No.49

地区基金申請No.50

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

合計

備考

【残高】
預金残高 3,886,662円

1,889,900円

2013年5月13日現在

5,776,562円

3．仙台空港プロジェクト
第2520地区から「仙台空港をバナーで埋め尽くし被災者を見守るプロジェクト」と「仙台空港にモニュメントを建
立するプロジェクト」への各クラブのご支援に対して、お礼の文書が届きました。



2013年3月末 全国寄付金合計額
 第2660地区寄付金合計額
 全国寄付合計トップ10 1. 第2650地区

2. 第2750地区
3. 第2660地区
4. 第2760地区
5. 第2590地区
6. 第2770地区
7. 第2580地区
8. 第2820地区
9. 第2780地区
10. 第2710地区

1,106,084,307円（前年度比1.73％増）
63,476,750円（前年度比2.21％減）

79,906,475円
64,240,993円
63,476,750円
59,757,655円
55,250,200円
54,433,100円
44,331,319円
40,939,500円
38,698,600円
36,160,530円

地区米山奨学委員会より

米山功労者
次の方たちに米山功労者の称号が贈られました。（2013年3月）

氏名
高津 昇
平野 浩三
高橋 俊光
金沢 英富
永井 正美
山口 寛
辻 幸雄
田上 綱彦
岸添 広一
加藤 光祥
中堂 武賢
正岡 哲
森 茂寛
豊島 了雄

回数 クラブ名
3回目
1回目
2回目
3回目
2回目
3回目
9回目
1回目
1回目
1回目
3回目
5回目
5回目
2回目

吹田RC
大阪城東RC
大阪城東RC
大阪城東RC
大阪城南RC
大阪城南RC
大阪中央RC
池田くれはRC
池田くれはRC
池田くれはRC
池田くれはRC
池田くれはRC
池田くれはRC
豊中RC

米山功労クラブ
次のクラブに米山功労クラブの称号が贈られました。（2013年3月）

クラブ名
吹田RC

大阪城東RC
大阪中央RC
池田くれはRC

回数
53回目
43回目
35回目
23回目

ポール・ハリス・フェロー
次の方たちにポール・ハリス・フェローの称号が贈られました。（2013年3月）

氏名
内村 昭
岡本 厚
岸添 広一
松室 利幸
田上 綱彦
池田 吉清
葉田 いつの
岡本 健

クラブ名
池田くれはRC
池田くれはRC
池田くれはRC
池田くれはRC
池田くれはRC
池田くれはRC
大阪西南RC
大阪天満橋RC

ポール・ハリス・フェロー
次の方たちはマルチプル･ポール・ハリス・フェローです。（2013年3月）

氏名
豊島 了雄
村司 辰朗
谷口 浩
正岡 哲
田中 隆弥
北川 忠嗣
福田 治夫
壁 憲一
杉浦 勝昭
井上 修一

回数 クラブ名
1回目
2回目
3回目
3回目
2回目
2回目
2回目
1回目
2回目
1回目

豊中RC
豊中RC

池田くれはRC
池田くれはRC
池田くれはRC
東大阪東RC

守口イブニングRC
大阪RC

大阪東南RC
大阪鶴見RC



氏名
畑田 豊
木村 芳樹
大谷 透
藤本 和茂
髙谷 晋介
髙澤 俊也
露口 佳彦
山田 雅則
福原 哲晃
安田 義治
秋山 圭市
隅防 武司
前田 葉子
貝阿弥 一郎
大藤 辰弘
五條 房己
熊澤 一郎
石津 良行
天野 正亮
須﨑 洋一
森 恕
辰野 久夫
北村 寅雄

回数 クラブ名
4回目
1回目
4回目
2回目
2回目
1回目
4回目
1回目
3回目
3回目
2回目
2回目
4回目
1回目
1回目
1回目
2回目
1回目
2回目
5回目
2回目
1回目
2回目

大阪城南RC
大阪南RC
大阪西南RC
大阪西南RC
大阪西南RC
大阪西南RC
大阪西南RC
大阪天満橋RC
大阪天満橋RC
大阪天満橋RC
大阪西RC
大阪西北RC

大阪リバーサイドRC
四條畷RC
吹田西RC
豊中千里RC
豊中千里RC
東大阪西RC
東大阪東RC
東大阪東RC
大阪西北RC
大阪東RC
大阪西RC

ベネファクター
次の方にベネファクターの称号が贈られました。（2013年3月）

氏名
辻川 功一
福田 治夫
田村 謙之助
緒方 満

クラブ名
大阪中央RC

守口イブニングRC
大阪御堂筋RC
大阪北RC



45
32
195
51
70
54
36
53
36
27
26
29
654
255
118
31
42
29
36
53
67
34
33
34
732
22
25
33
142
46
25
16
99
40
36
31
515
31
16
52
19
59
55
49
28
0
309

45
29
199
50
76
52
35
50
36
29
29
32
662
263
115
31
44
28
37
52
69
35
31
33
738
24
26
34
147
47
27
16
98
42
36
32
529
32
15
53
19
58
53
49
24
33
336

5
1
0
3
0
0
7
0
22
1
0
5
44
1
0
3
5
2
3
3
0
0
3
0
20
3
2
2
0
0
2
3
18
0
0
4
34
3
3
0
1
0
4
0
7
13
31

3
1
8
1
7
0
2
1
2
2
3
3
33
21
7
1
4
3
1
1
3
1
0
4
46
2
6
3
12
2
4
0
3
3
2
1
38
2
1
1
1
2
1
0
0
33
41

3
4
4
2
1
2
3
4
2
0
0
0
25
13
10
1
2
4
0
2
1
0
2
5
40
0
5
2
7
1
2
0
4
1
2
0
24
1
2
0
1
3
3
0
4
0
14

0
-3
4
-1
6
-2
-1
-3
0
2
3
3
8
8
-3
0
2
-1
1
-1
2
1
-2
-1
6
2
1
1
5
1
2
0
-1
2
0
1
14
1
-1
1
0
-1
-2
0
-4
33
27

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
3

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
2

93.89
91.66
78.56
76.50
83.39
75.38
79.64
88.10
94.75
84.88
84.47
88.33
84.96
76.06
91.90
85.87
92.00
90.75
94.12
73.04
83.96
86.60
93.54
86.99
86.80
86.96
85.79
88.28
86.36
92.81
91.06
89.76
100.00
92.25
95.00
99.00
91.57
97.49
82.74
100.00
90.64
89.19
84.12
95.92
70.83
68.18
86.57

76.98
77.50
67.90
66.50
79.10
70.26
71.01
82.64
80.54
81.03
68.09
76.67
74.85
55.83
77.29
70.65
85.62
71.29
73.19
70.43
78.71
76.95
81.40
83.99
75.03
75.00
73.50
76.57
74.55
85.10
83.92
82.98
73.47
80.75
84.28
89.69
79.98
84.07
60.24
90.66
79.90
79.87
77.14
67.87
66.67
65.15
74.62

大阪中央

大阪堂島

大阪北

大阪北梅田

大阪西

大阪大淀

大阪リバーサイド

大阪西北

大阪そねざき

大阪梅田

大阪梅田東

大阪ユニバーサルシティ

小計

大阪

大阪東

大阪東淀ちゃやまち

大阪城東

大阪中之島

大阪大手前

大阪城北

大阪天満橋

大阪鶴見

大阪-淀川

新大阪

小計

大阪フレンド

大阪本町

大阪御堂筋

大阪南

大阪難波

大阪なにわ

大阪南西

大阪西南

大阪船場

大阪心斎橋

大阪うつぼ

小計

大阪平野

大阪イブニング

大阪城南

大阪咲洲

大阪天王寺

大阪帝塚山

大阪東南

大阪アーバン

大阪みおつくし

小計

36
29
21
23
45
30
19
37
240
24
39
29
36
22
40
62
38
47
50
37
22
446
44
26
38
29
31
14
57
41
26
40
11
357
67
35
59
26
31
28
16
64
17
23
366

35
28
25
22
45
28
21
38
242
25
39
29
39
22
40
60
36
48
51
36
20
445
44
27
42
31
32
15
54
42
27
43
12
369
70
33
60
30
31
31
16
62
18
25
376

2
1
0
0
4
2
0
3
12
3
4
6
0
2
2
8
2
2
6
1
0
36
0
11
0
6
1
0
0
4
4
5
0
31
0
0
3
1
0
2
6
0
1
1
14

2
1
5
0
3
0
2
1
14
1
0
0
4
1
2
1
0
2
5
2
1
19
2
1
9
3
1
1
1
4
1
3
1
27
4
2
2
4
0
3
0
2
1
2
20

3
2
1
1
3
2
0
0
12
0
0
0
1
1
2
3
2
1
4
3
3
20
2
0
5
1
0
0
4
3
0
0
0
15
1
4
1
0
0
0
0
4
0
0
10

-1
-1
4
-1
0
-2
2
1
2
1
0
0
3
0
0
-2
-2
1
1
-1
-2
-1
0
1
4
2
1
1
-3
1
1
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59.20
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池田

池田くれは

箕面

箕面千里中央

豊中

豊中南

豊中-大阪国際空港

豊中千里

小計

茨木

茨木東

茨木西

千里

千里メイプル

摂津

吹田

吹田江坂

吹田西

高槻

高槻東

高槻西

小計

大東

大東中央

枚方

門真

交野

香里園

くずは

守口

守口イブニング

寝屋川

四條畷

小計

東大阪

東大阪中央

東大阪東

東大阪みどり

東大阪西

大阪柏原

大阪ネクスト

八尾

八尾中央

八尾東
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お知らせ
●国際ロータリー日本事務局 事務局移転のお知らせ
国際ロータリー日本事務局は、5月27日（月）より下記に移転致しました。

国際ロータリー日本事務局 〒108-0073 東京都港区三田1丁目4-28 三田国際ビル24F
 クラブ・地区支援室 TEL : 03-5439-5800 財団室 TEL : 03-5439-5805
 経理室 TEL : 03-5439-5803 資料室 TEL : 03-5439-5802
 FAX : 03-5439-0405（共通）
※業務時間は、午前9時30分より午後5時30分までに変更になります。
※「奉仕室」は、「クラブ・地区支援室」に名称が変更になりました。

●大阪天満橋ロータリークラブ 例会場（7月より）ならびに事務局移転（6月24日頃）
新例会場 : インターコンチネンタルホテル大阪 〒530-0011  大阪市北区大深町3番60号
 TEL : 06-6374-5700（例会日は木曜日12：30からで変更ありません。）

新事務局 : 〒530-0012  大阪市北区芝田2丁目3番19号  東洋ビルディング本館3階  312号
 TEL : 06-6374-0303 FAX : 06-6374-0310 （Eメールアドレスは変更ありません）

●大阪御堂筋本町ロータリークラブ クラブ合併に伴う事務局開設のお知らせ
開設日 : 2013年6月11日（火）
事務局 : 〒542-0086  大阪市中央区西心斎橋1-10-4 エースビル5階
 TEL : 06-6777-3468 FAX : 06-6777-3471 E-mail : mido-honrc@poplar.ocn.ne.jp
※6月末まで、大阪本町・大阪御堂筋の両ロータリークラブも同じ事務所にて執務しております。
※2013年7月1日からは、大阪御堂筋本町ロータリークラブ事務局となります。
※6/10（月）～6/11（火）は通信工事の都合でFAX及びメールが一時不通となりますが予めご了承願います。



「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万3千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は

勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、

一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてあり

ますので、ご活用願います。 以下資料のご紹介を致します。

◎「やさしいロータリーの話－間柄の美学」 佐藤千壽 1984 27p

◎「企業の社会的責任」 佐藤千壽 D.2590 1996 26p

◎「企業行動のあり方」 佐藤千壽 D.2770 1996 69p

◎「決議23-34（セントルイス宣言）成立の経緯」 佐藤千寿 1985 24p

◎「ロータリー論策－親睦と奉仕」 佐藤千壽 1996 70p

◎「井坂孝の足跡」 鈴木清次編著 2009 221p

◎「ロータリー夜話」 津田 進 1987 116p

◎「ロータリー茶話」 津田 進 1989 143p

◎「ロータリー余話」 津田 進 1994 106p

◎「ロータリー夜話・茶話《抜粋編》」 津田 進 1994 141p

                                      ［上記申込先 ： ロータリー文庫]

ロータリアンの著書より











2010年、ガバナー指名委員会（委員長：横山 守雄

PG）から、ガバナーノミニーを拝命して、ノミニー、エレクト、

ガバナーの足掛け3年間、地区内クラブの皆様、諮問委

員会の皆様、8人のガバナー補佐の皆様、地区委員会

のその折々の委員長・委員の皆様には心温まるご声援、

ご協力を賜り、心から感謝を申し上げます。

2012～2013年度のRI会長は、30年ぶり3人目の日本

人 田中作次さんということで、日本中のロータリアンが期

待を持ち、盛り上がりを見せた年でした。

2012年1月のサンディエゴでの国際協議会において、

田中作次さんから「Peace Through Service～奉仕を

通じて平和を」とのRIテーマが示されました。

平和とは、一人ひとりが心穏やかに日々 を生活してい

くことを意味し、このことが、ロータリーの究極の目的で、

ロータリーにしか出来ない世界平和に通じる道であると

いうことです。 平和とは、行動・言論の自由があり、安心

して、未来に向かって生きることが出来る状態です。 平

和の根本は、幸福感とか心の平穏、心の静けさであると

いうことを今一度お考え下さい。

地区方針は「育もう未来の力を～飛躍～」とし、青少

年の「こころ」も「からだ」も健全な「未来の指導者」の育

成と、若いロータリアンの増強、育成をお願い致しました。 

私のリーダーシップのなさのため、会員増強は「絵に描

いた餅」に終わりました。 しかし「会員増強は永遠の

テーマだ」とおっしゃらず、今ここで奮起をしないと「ロー

タリーの危機」となることをご認識戴きたいと思います。

クラブ公式訪問の際「創立20年のクラブ、30人のクラ

ブで良くガバナーを出しましたな～！」というお言葉に、「何

とか頑張っています」とお答えしてきました。

歴史が永く会員数の多いクラブとは、少し異なる考え

方と地区行事等の運営の在り方を工夫し、他クラブの

協力を得ることによって、少人数クラブでもガバナーを支

えるホストクラブに成り得るものだとの気概をもって取り

組んでまいりました。

特にPETS、地区協議会、地区大会の三大行事には、

代表幹事、地区幹事団、ホストクラブ、コ・ホストクラブが

一体となり取り組みました。 その結果、不行き届きなところ

もあったかと思いますが、無事終了することが出来ました。

最後になりましたが、非力な私を支えて戴きました村

橋義晃地区代表幹事、杉村雅之副代表幹事、ガバ

ナー事務所 今井貢二さん、栗正久美さん、春名志保さ

ん、納多寿恵子さん、地区大会事務局 小林久美枝さ

んには言い難いご苦労をお掛けしました。 この紙面を

お借りし、心から御礼を申し上げます。



進め実行して頂きました。 改めて感謝申し上げます。

地区協議会、地区大会の開催に際しては、コ・ホスト

クラブとして御尽力頂きました、祖父クラブの大阪天満

橋RC、親クラブの大阪大手前RCの皆様のお蔭をもちま

して、この二大行事を無事に終える事が出来ました。 こ

の共同作業によって、三代クラブの絆がより強くなったと

思います。 両クラブの皆様の温かく心強い笑顔が印象

的でした。

この3年の間には、ロータリー活動を通じて大勢の

方 と々出会い、時として意見の衝突や緊迫した議論もあ

りましたが、お互いの利他の心が有れば、理解と同感に

よる強い信頼関係が生れ、得難い真の友情が芽生える

ものと思います。

私が地区代表幹事の第一義とした事は、ガバナーが

職責を担う期間、何時でも、何処でも、誰とでも、如何な

る場面であっても、ガバナーの意図することが瑕疵なく

円滑に執り行える様、後方支援の立場に徹するとの思

いでありました。 任期を終えて振り返れば、多忙ながら

充実した日々 が懐かしくも思えます。

最後にG事務所の今井さん、栗正さん、春名さん、納

多さん、ホスト事務局の小林さん、そして、3年の永きに

亘り、御協力を頂きました方々、そして、支えとなって下

さった大阪中之島RCの地区幹事、実行委員会の皆様

に改めて心より深謝申し上げます。

2010年5月、RI第2660地区ガバナー指名委員会委員

長の横山PGから高島会員をガバナーに推挙する旨の

申入れを頂き、クラブ臨時総会、臨時理事会、定例理事

会におけるクラブの総意と高島会員ご本人の意志によっ

て、高島ガバナーノミニーが誕生したと記憶しています。

そして、我クラブは、高島ガバナー年度のホストクラブ

としてスタートを切り、多岐に亘る準備を具体的に展開し

ていく事となりましたが、私自身は、会員数が少なく経験

の無いクラブが如何してガバナーを支えていくのか、誰

が代表幹事を務めるのかと客観的に捉えていたつもり

でしたが、自然な流れに沿って気負う事もなく、代表幹事

をお引き受けした様な気がしています。

代表幹事を務めるに際して、PGをはじめ多くの諸先

輩のご指導とご鞭撻に支えられて参りました。 様 な々場

面において、さり気なく頂いた一言に励まされ、私の代

表幹事としての3年間が始動することになりました。

2011年7月からは、GEとしての活動が始まり、8名の

AGと通算24回開催したガバナー補佐会議、そして、数

えきれない地区行事や地区委員会等に同席させて頂

いた2年間、思いを共有できる同志となった様な気がし

ています。

又、地区委員長、地区委員の方 に々は、様 な々場面で

ご苦労をお掛けしながら、時として厳しい事も申し上げ

て参りましたが、地区委員会の活動目的をしっかりと推し



「看脚下」

「光陰矢のごとし」といいますが、本当にこの一年間は

あっと言う間に過ぎたような気がします。 IM第1組の会

長・幹事・会員の皆様方のご協力とご厚情を賜り、大過

なくAGの務めを果たす事が出来ましたことを、心より感

謝申し上げます。

第1組のIMにおきましては、【新世代を育てる】～米山

奨学事業を通じて、日本と世界を結ぶ「平和の架け橋」

となる若い力を育む～をテーマに開催し、カウンセラーと

奨学生とのパネルディスカッションでは、米山奨学事業の

再認識をさせていただき、金 美齢氏の講演では、新世

代を育てる上での重要な問題点を投げかけていただき

ました。

各クラブ訪問におきましては、どのクラブとも最大の問

題点は、会員増強であります。 「クラブを担う会員の増

強・育成」をスローガンに会員増強にご努力をいただき

ました。 近い将来このご努力が、実を結ぶことと念じて

います。

IM第1組の各クラブは、それぞれ独自のカラーを打ち

出し、奉仕事業・クラブ運営・親睦に力を注ぎ、活発な活

動を展開されております。 益々の興隆を願っております。

最後に、一年間AGを努めさせていただき、高島G、村

橋代表幹事、AG、IM第1組の皆様方のおかげをもちま

して、すばらしいロータリーライフを送らせていただきまし

た。 自分自身のロータリーの認識を再確認出来る、もう

一度ロータリー活動・生活を、足元から見直す、そんな

気持ちになりました。 看脚下（かんきゃっか）初心に帰

る、この言葉がぴったりな一年間でした。



をさせていただきました。 これも各クラブの暖かいご歓

待と前向きの奉仕活動によるものと感謝しております。

第2組のIMでは海外での小児医療に生涯をささげて

いる吉岡秀人先生のお話をお聞きする機会を得て、

ロータリーの原点を教えられました、そして感動いたしま

した。 このようなすばらしい企画をしていただいた吹田

RCの皆様に感謝申し上げます。

また第2組の各クラブのみならず他のIMのG補佐の

皆様との親交も得られ、第2660地区の各委員会にも出

席の機会を得ることが出来て私の大きな収穫となりまし

た。 ただ高島凱夫ガバナーの御期待にお答えできな

かったのではないかと思っていますが暖かく見守ってい

ただき感謝申し上げます。

ロータリーの多くの皆様方の友情を頂き有難うござい

ました。

G補佐の大役をいただきこの2年間の役目が終わろう

としています。 最初は任務の重さに緊張のクラブ訪問

でしたが、矢橋直前AGのご指導と、各クラブの暖かい

歓迎に次第に楽しい訪問となりました。

又クラブ独自の奉仕活動のユニークな取り組みに私

も色々勉強が出来ました。会員減少による財政難にも関

わらず色々工夫をして奉仕活動を行っていたのが印象

的でした。 そして会員減少に各クラブともその増強の方

法について悩んでいて他のクラブの取り組みや私の意

見を求められました。 私の考えとして会員勧誘のみなら

ず奉仕活動の原点として「愛のある、心のふれあい」こ

そその原点であると言ってきました。 時々、G補佐の責

務に対して「ガバナー補佐要覧」にて再確認もいたしま

したが幸いにわが第2組に関しては何も問題なく私の

ロータリアンとしての勉強の場となりました。 そして多くの

知り合いが出来て私のロータリアンとしての貴重な経験



ガバナー補佐ノミニーに選任されてから、2年余りの

間にガバナー補佐としての責務を果たしていくための勉

強をさせて頂きました。

ガバナー補佐は地区の指導者の方 と々協力しなが

ら、担当するIM第3組の各クラブを奉仕活動が活発に

行われるように支援する責務を与えられています。 そし

て各クラブが効果的に運営されるように協力することに

より、高島凱夫Gを補佐することです。

所属クラブ11クラブの協議会に出席させて頂きRIの

方針、地区の方針等についての基本的な考え方を各ク

ラブにお伝えすることにより、奉仕活動がより活発に行わ

れるように協力致しました。 各クラブにおかれては、それ

ぞれ歴史と伝統に培われた奉仕活動を積極的に実施

されておられ深い感銘を受けました。

第3組のインターシティミーティングは平成25年1月26日

午後から、メセナ枚方多目的ホールで高島凱夫Gはじめ

多数のロータリアンの参加を得て開催されました。 本年

度のIMのテーマは「奉仕の心でつなぐ平和な世界」と

決定され、講師に金美齢先生をお招きし、基調講演をし

て頂きました。 枚方RCがホストクラブとして井上良典会

長、堀岡晃実行委員長はじめ全会員参加で担当され

ロータリアンの皆様が奉仕について勉強して頂き、第2部

では金美齢先生をまじえ、多数の会員が友情と親睦を

深めることが出来て、充実したIMであったと思います。

IM第3組に所属する11RCの会長幹事並びに会員

の皆様のご協力とご支援を得まして、無事にガバナー補

佐の任務を果たすことが出来ましたことに心から感謝申

し上げます。

ガバナー補佐を経験させて頂き、豊富な知識を得る

ことができ、さらに多くのロータリアン各位に巡り会え、す

ばらしい出会いと感動を与えてもらったことにお礼申し

上げます。

ご指導をくださった高島凱夫G、村橋義晃代表幹事

並びにガバナー補佐の皆様に感謝申し上げ一年間ガ

バナー補佐として楽しく過ごさせて頂き本当にありがとう

ございました。



まず、ＦＶＰの諸手続きが事実上今期からスタートしま

した。 それに対して、何度もの勉強会。 年内（暦）の次

年度計画の立案、提出。 ＭＯＵの提出、等々。 ご協力

ありがとうございました。

東日本大震災支援も3年目を迎えました。 規模が大き

すぎて、いまだに試行錯誤、各クラブの個々の協力に

頼っている状態です。 これからもご協力よろしくお願い

いたします。

IMは東大阪ロータリークラブが、4月6日にシェラトン都

ホテルで、講師に曽野綾子さまをお迎えして立派にIM

のホストクラブを務めていただきました。 一年以上前か

らの準備取り組みのご努力に、深く敬意を表します。

最後になりましたが、高島G、村橋地区代表幹事、同

期7名のAG、IM第4組の10クラブの会長、幹事様、はじ

め会員の皆様、他お世話になりました各方面の皆様方

に心より感謝の意を表しまして、私の挨拶とさせていた

だきます。

AGE、AGとして2年間いろいろとお世話になりました。

今まで地区に出て仕事をしたことのない私には、見る

ことすること、すべて新しいことばかりでした。 いろいろ

な方々に助けられ、何とか無事に今日の日を迎えること

ができました。 毎回、訪問の節には温かく迎えていただ

き、いろいろな方がいろいろなご意見を用意していただ

いておりました。 おかげさまでクラブ協議会が、毎回意

義のある充実したものとなりました。 感謝いたします。 

未熟な私が、どの程度お役にたてたか？ それを思いま

すと、汗顔の2年間でした。

4組10クラブの、最大の問題点は、会員の減少とそれ

に伴う財政の圧迫でした。 それに尽きると思います。 増

強のため、退会防止のためにいろいろな工夫をされて

いました。 例会の在り方を工夫され、親睦活動や同好

会活動に重点を置き、足元を一所懸命に固められてい

ました。 その大変な中、「灯心に、そっと、灯を灯す」よう

な心がけで、いろいろな奉仕事業に積極的に取り組ん

でいただきましたことは、頭が下がる思いでございます。



2011年から2013年のAGE、AGとしての2年間、そし

てIM第5組12クラブ会員の皆様方との出会いからコミュ

ニケションが始まり、あっという間の想い出に残る日々 が

終わりました。 そして各クラブの会長、幹事様、会員の皆

様方には心温まるお気遣いをして頂き感謝しています。

振り返り見れば、AGに任命され、恥をかかないようにと

再度ロータリアンとは何かと一から学び知る事から始め

ました。 ロータリー綱領、奉仕活動の概念、地区の組織と

諸活動、AGの責務、等々自分にとっては非常に勉強と

なる2年間でもありました。 各クラブを訪問しての総称は

各クラブ共「アッセンブリー」は非常に前向きで真面目で

ありました。 クラブ例会も、毎回新規性を取り入れようと

努力している様子が端 に々見えるクラブも多くありました。

特にインターシティーミーティングは地区大会に次ぐ大

きなイベントであり、IM第1組からIM第8組迄、どのミー

ティングも素晴らしい内容のテーマであり感激、研鑽の

場でありました。 これからはIMの枠内での拘りを無くし、

第2660地区のロータリアン全員が参加される仕組に変

える事によりロータリアンとしての心の洗濯の機会ともな

り、新たな意識改革の道場として活用出来る上、仮に新

入会員候補者のステージとして出席して頂くと後の懇

親会の席で入会の動機づけに繋がりそうに思います。

もう一つ忘れてならないのは、今、大きな社会的問題

となっている青少年育成対策です。 急激な社会変化や

多様化の為、青少年を取り巻く状況は悪化の一途です。 

喫煙、飲酒、脱法薬物依存、性感染症、HIV/AIDSな

どの低年齢化、その上「突然切れる」「ネット依存症」「ウ

ツ（精神病）」の青少年の増加等に対して、職業奉仕委

員会等で小・中学生を対象に道徳教育を取り込んだ出

前事業や、新世代奉仕委員会等の積極的対策等に、

ロータリーとしても今後より以上に奉仕支援事業に力を入

れなければ日本次世代の道も開けないという思いです。

最後にこの2年間貴重な体験をさせて頂いた事に対

してこの場をお借りして再度、謝意を表します。



鑽交流、及び奉仕活動の場であることが軸ではありま

すが、それはAG、対1つのクラブが11クラブという関係

だけではなくクラブ間相互の輪がさらに広がり強く繋が

りとなって「睦輪会」会長・幹事会から一歩踏み込んだ

『交流会』の発足に発展しました。 このグループをベー

スに全クラブが賛同のもと東日本大震災被災地支援に

繋がる［心のケアーチャリティコンサート］の事業を実行

できたことは大きな収穫でありました。 「交流会」におけ

る相互の信頼の輪は暖かく豊かな関係であるとして、年

度終了後においても継続したいとの要望があります。 ま

たこれは次年度にも引き継いで頂く価値があろうと考え

ています。

今年度のIM第6組の「IM」担当クラブは、大阪城北

RCにて開催されたテーマ 〈「日本の行方 徹底討論」激

動する内外情勢、何が変わるのか〉 としてお二人の講

演者の見解を述べて頂きましたが、参加のロータリアン

は自らの立場から関心を持つことができました。

ガバナー補佐を経験させていただき豊富な知識を得、

多くのメンバー各位に巡り合えた素晴らしい出会いに感

謝いたします。 また毎月開催されたAG会議における活

動報告・意見交換も情報として貴重なものとなりました。

最後になりましたが広い角度からご指導戴きました高

島G、村橋地区代表幹事ご両所にお礼申し上げます。

ガバナー補佐としてAGE、AGの2年間に亘ってその

職責を大過なく果たすことが出来ましたのは、IM第6組

11クラブ「睦輪会」の会長様、幹事様、そして多くの会員

の皆さまの暖かいご支援とご理解のお蔭であると、心か

ら感謝しています。 そしてガバナー補佐としての一年間

は本当に充実したロータリーを勉強させて頂きました。

AGという立場はGをアシストするものとすれば、広義

で本当に自分がその役割を果たすことが出来たのかを

採点することは難しいことですが、皆さまの協力を得て

快適にまた懸命に努めることが出来ました。 AGという

任務からG公式訪問前の各クラブ協議会に参加し、活

動計画等を聴取し多くの会員の皆さんと意見交換して

直に触合う機会を与えて頂けたことは私の大きな経験と

収穫となりました。 各クラブともに会員数の大小は異な

れど全クラブに共通していた姿勢は、クラブをさらに良く

して行こうという前向きな熱意を持った優秀クラブばかり

でありました。 たまたま今期はクラブ創立記念の周年ク

ラブを大阪RC90周年を筆頭として数クラブが迎えられ

ましたが、いずれのクラブもこれを契機に更なる成長発

展を目指して意欲満々であります。

特にAGとしての立場での1年間は本当にあっという

間でしたが各クラブとの交流接触の機会を多く設けるこ

とができました。 IM というグループ組織はクラブ間の研



IM第7組11RCの会長、幹事、各委員長を始め、全会

員のご支援およびご協力を得て、何とか一年間AGの

任務を終了することが出来ましたことは大いに感謝する

と共に、自分自身が健康で一年間無事に過ごせたこと

に対して嬉しく思っております。

AG任期中、特に印象に残るのは、IM第7組11クラブ

共同社会奉仕事業であります。 「道頓堀から東北を応

援しよう」をテーマに「東日本大震災復興チャリティイベ

ント」が昨年10月27日土曜日に大阪中央区の道頓堀川

沿いの遊歩道「とんぼりリバーウォーク」で開催されまし

た。 もともと数年前より実施されていた「大阪リバーツー

リング・道頓堀クリーンアップ大作戦」と共催で、大阪難

波ロータリークラブ千田会長と共に、各クラブに呼びか

けて、道頓堀川の清掃活動と共に開催することが出来

ました。

チャリティバザーでは抽選会の景品が各ロータリーク

ラブの会員各位から提供され、約400個が集まりました。

更に宮城、福島、岩手の東北3県の物産市も開かれ、ス

テージではテコンドー演舞やダンス、大阪府立茨田高校

の軽音楽部や吹奏楽部による演奏が行われました。 当

日参加されたロータリアンは各クラブから合計約50名、

関西大学よりボランティア約10名で純利益24万円を宮

城、福島、岩手の各県代表に8万円づつ贈呈することが

できました。

次に想い出すことは大阪船場RCがホストで本年3月

2日、土曜日に開催されましたIMは、テーマを「育もう絆を

深め未来の力を」と定め、約200名の会員参加のもと、

有意義に開催されたことです。 特に休憩時間に組み込

まれました「IM第7組、参加クラブ音楽愛好家による絆

を深めるミニコンサート」が非常に好評で、最後には東日

本大震災の復興応援歌である「花は咲く」を演奏し、参

加会員全員が心から合唱され、あちらこちらから感動と

感謝の声が上がり万雷の拍手で終了しました。 IMはも

ともと「研修と他クラブとの友好促進」を追求するために

行われるもので、その意味からして今回開催されたIM

は大いに目標が達成できたと思います。

RI会長に日本から田中作次氏が就任された記念す

べき年に、AGを一年間勤めさせて頂きましたことは、高

島凱夫G、村橋地区代表幹事、杉村副代表幹事、そし

て他の7名のAGに支えられたお陰であり、更にガバナー

事務所のスタッフ皆様にも大変お世話になりましたこと

に対し心より感謝致しております。

そしていろいろご指導をして頂きました、直前AG丹

羽健二氏に厚く御礼申し上げますと共に、次年度AGの

杉浦敬久氏のご活躍を心よりお祈り申し上げます。



の熱い話となり、ロータリアン皆さんが、大変心に残った

IMだったと理解しております。

また、第7組の大阪難波RCの法善寺での東日本大

震災供養灯篭流し法要、大阪平野RCの関西学院大

学での出前事業、大阪イブニングRCの平野環濠清掃

など、各クラブの様々な奉仕活動をまじかに体験できた

事も大変貴重な経験となりました。

第8組は、前年度、大阪アーバンRCに続き、大阪みお

つくしRCと言う岡部直前Gが名付け親の新クラブが誕

生しました。 ロータリー活動が未経験のメンバーが殆ど

のクラブなので、今後の活躍を期待しておりますが、まだ

まだ課題は残っています。 各クラブ皆様のご指導・ご協

力宜しくお願い致します。

最後になりますが、高島Gの第8組補佐として「灯心に

火を点す」奉仕活動を経験できた事大変誇りに思いま

す。 また、村橋代表幹事、杉村副代表幹事、並びに同

期のAGの皆様には、2年間お世話になりました。 ありが

とうございました。 同時に、色 と々ご指導頂きました小島

直前AGに改めて感謝申し上げるとともに、次年度AG

の新見AGEの御活躍を心からお祈り申し上げます。 本

当にありがとうございました。

ロータリー経験の少ない私が、AGE、AGの任務を2

年間無事終えることが出来たのは、IM第8組の各クラブ

の会長、幹事、会員の皆様のご支援とご協力の賜物だ

と大変感謝しております。

今年度、第2660地区では、①会員増強・会員維持②

会員研修③健全な青少年の育成④平和な社会への

貢献を４つのキーワードとして、私もAGとして、第8組と

地区との橋渡しに努めてきましたが、思うように出来たか

というと疑問で、特に①会員増強・会員維持（3900作

戦）に関しては、力不足であったと反省しております。 た

だ、前年度に引き続きの東日本大震災復興支援に関し

ては、地区災害支援プロジェクト委員でもある私が、言う

のも多少抵抗はありますが、各クラブ皆さんが、独自のプ

ロジェクトや地区のプロジェクトを利用・賛同して頂き、地

区としての足跡が残せたかと思います。

AGをさせて頂いて良かったと思う事が沢山あります

が、各組のIMに参加できた事は、特に貴重な経験にな

りました。 我々第8組も、大阪天王寺RCのご努力で、松

井実行委員長の下、入念な打合せをして頂き、大変素

晴らしいIMを開催して頂きましたが、各組のIMも大変

素晴らしかったです。 各実行クラブの想いが、後援者





２０１２～２０１３年度の災害支援プロジェクトでは、８件の地区基金申請がありました。

皆様のご支援に対して、心よりお礼申しあげます。

次年度も引続きご支援をお願い申しあげます。

2013年6月末 全国寄付金合計額
 第2660地区寄付金合計額
 全国寄付合計トップ10 1. 第2650地区

2. 第2760地区
3. 第2660地区
4. 第2750地区
5. 第2590地区
6. 第2770地区
7. 第2580地区
8. 第2820地区
9. 第2780地区
10. 第2790地区

1,325,401,679円（前年度比2.37％増）
72,292,550円（前年度比1.12％増）

99,512,496円
82,037,126円
72,292,550円
72,185,091円
63,414,209円
59,933,550円
50,572,019円
47,803,620円
44,477,300円
42,393,016円

地区米山奨学委員会より



米山功労者
次の方たちに米山功労者の称号が贈られました。（2013年4,5,6月）

氏名
関島 力
中山 卓三
新田 耕平
池田 吉清
山本 宏樹
水﨑 勝
佐伯 爲次
西谷 雅之
木平 昌男
田嶋 也寸志
森 純也
服部 盛隆
川村 智一
上野 弘之
原 𣆳
小菓 裕成
猪奥 年紀
紙谷 幸弘
古山 柄博
江崎 勝久
森下 孝
薩摩 和男
辻 幸雄
大谷 久仁雄
渡邉 直美
森脇 寛
阿部 成之助
浮舟 邦彦
新井 文三
若林 嘉寛
高井 道弘
澤田 正實
富家 丈雄
辻本 友明

回数 クラブ名
1回目
2回目
4回目
3回目
1回目
2回目
13回目
4回目
17回目
1回目
1回目
1回目
5回目
8回目
9回目
3回目
4回目
1回目
3回目
5回目
5回目
7回目
10回目
1回目
1回目
2回目
4回目
7回目
13回目
1回目
1回目
1回目
1回目
1回目

大阪RC
大阪城北RC
池田くれはRC
池田くれはRC
寝屋川RC
寝屋川RC
大阪城南RC
大阪城南RC
池田RC
池田RC
池田RC
池田RC

箕面千里中央RC
箕面千里中央RC
箕面千里中央RC
交野RC
交野RC
吹田西RC

千里メイプルRC
大阪RC
大阪RC
大阪RC
大阪中央RC
大阪中央RC
大阪中央RC
大阪中央RC
大阪鶴見RC
大阪鶴見RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC

氏名
清水 常雄
浅野 敏行
横川 美智子
川上 富清
西尾 良一
早原 瑛
板垣 美一
小室 甲
松村 武

渡部 冨士雄
石田 清和喜
南園 良三郎
林 幸二
若林 紀男
新居 誠一郎
榮野 隆
井上 泰旭
青山 快玄
中神 秀明
稲葉 正
西村 捷三
氏野 隆司
渡邉 克一
齊城 正之

回数 クラブ名
1回目
1回目
3回目
4回目
4回目
4回目
4回目
4回目
4回目
4回目
7回目
2回目
3回目
18回目
1回目
1回目
3回目
3回目
5回目
9回目
2回目
4回目
4回目
5回目

大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪天王寺RC
大阪天王寺RC
大阪東RC
大阪南RC
大阪北梅田RC
大阪北梅田RC
大阪北梅田RC
大阪北梅田RC
大阪北梅田RC
大阪淀川RC
東大阪西RC

豊中-大阪国際空港RC
豊中-大阪国際空港RC

米山功労クラブ
次のクラブに米山功労クラブの称号が贈られました。（2013年4,5,6月）

クラブ名
大阪

大阪城南
千里メイプル
大阪帝塚山
大阪東

回数
104回目
39回目
10回目
80回目
81回目



ポール・ハリス・フェロー
次の方たちにポール・ハリス・フェローの称号が贈られました。（2013年4,5,6月）

氏名
井上 裕貴
小谷 和靖
大水 勇
井川 重典
矢木 崇善
西辻 毅
泉 光典
中山 渉
髙杉 英一
野瀬 博
伊藤 智秋
山田 博義

クラブ名
大阪城南RC
大阪中央RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
門真RC
門真RC
大阪RC

大阪そねざきRC
高槻RC
八尾RC

ベネファクター
次の方にベネファクターの称号が贈られました。（2013年4,5,6月）

氏名
上橋 芳雄
山田 英男
田中 正美
石﨑 克弘
西川 亮彦
久保田 秀一
上田 正義
笠井 靖彦
広田 甫
徳山 善雄
寺井 正昭
橋本 善治
佐伯 良一
松下 和彦
高石 英二
小島 信

クラブ名
千里RC

大阪城北RC
大東中央RC
吹田西RC
門真RC

大阪ユニバーサルシティRC
大東RC

大阪柏原RC
東大阪東RC

大阪リバーサイドRC
吹田江坂RC
茨木西RC

大阪心斎橋RC
八尾中央RC
大阪北梅田RC
高槻RC

ポール・ハリス・フェロー
次の方たちはマルチプル･ポール・ハリス・フェローです。（2013年4,5,6月）

氏名
島 顕侑
新子 茂生
高橋 英雄
三林 信彦
増田 俊
大森 利治
渡邉 克一
上田 祐嗣
横山 守雄
仲井 徹
滝川 博嗣
田中 義昭
池田 淳八
竹川 修司
亀井 龍彦
山下 義一
江崎 勝久
和氣 主
中神 秀明

回数 クラブ名
5回目
7回目
1回目
1回目
2回目
1回目
3回目
4回目
7回目
2回目
1回目
1回目
2回目
3回目
3回目
3回目
4回目
2回目
3回目

東大阪東RC
大阪なにわRC
門真RC
門真RC

箕面千里中央RC
大阪平野RC

豊中-大阪国際空港RC
大阪中央RC
大阪中央RC
大阪中央RC
門真RC
門真RC

大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪RC

大阪北梅田RC
大阪北梅田RC

氏名
長谷川 誠太郎
山田 崇雄
井上 孝
出口 敏朗
秀平 吉朗
宮崎 史子
岡本 孝子
水島 洋
山田 克子
岸上 億則
相原 正雄
高尾 修
村本 順三
小林 成禎
中島 孝夫

回数 クラブ名
3回目
2回目
2回目
4回目
3回目
1回目
2回目
8回目
3回目
7回目
7回目
8回目
3回目
2回目
3回目

大阪北梅田RC
大阪北梅田RC
大阪北梅田RC
大阪北梅田RC
大阪北梅田RC
大阪そねざきRC
大阪そねざきRC
千里メイプルRC
千里メイプルRC
千里メイプルRC
千里メイプルRC
千里メイプルRC
八尾RC
八尾RC
八尾RC



45
32
195
51
70
54
36
53
36
27
26
29
654
255
118
31
42
29
36
53
67
34
33
34
732
22
25
33
142
46
25
16
99
40
36
31
515
31
16
52
19
59
55
49
28
0
309

46
29
200
50
76
52
34
50
36
28
29
32
662
263
116
31
43
28
37
51
70
34
31
34
738
25
26
34
147
47
26
16
98
42
35
33
529
32
15
53
19
58
53
49
24
33
336

5
1
0
3
0
0
6
0
22
1
0
5
43
1
0
3
5
2
3
3
0
0
3
0
20
3
2
2
0
0
2
3
18
0
0
4
34
3
3
0
1
0
4
0
7
13
31

4
1
9
1
7
0
2
1
2
2
3
3
35
23
8
1
4
3
1
1
4
1
0
5
51
3
6
3
13
2
4
0
3
3
2
2
41
2
1
1
1
2
1
0
0
33
41

3
4
4
2
1
2
4
4
2
1
0
0
27
15
10
1
3
4
0
3
1
1
2
5
45
0
5
2
8
1
3
0
4
1
3
0
27
1
2
0
1
3
3
0
4
0
14

1
-3
5
-1
6
-2
-2
-3
0
1
3
3
8
8
-2
0
1
-1
1
-2
3
0
-2
0
6
3
1
1
5
1
1
0
-1
2
-1
2
14
1
-1
1
0
-1
-2
0
-4
33
27

4
3
4
3
3
4
4
4
5
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
3
4
4
4

4
4
4
4
4
3
4
4
3
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4

95.05
94.25
76.74
76.67
85.36
76.92
85.07
88.16
92.28
85.28
89.65
89.17
86.22
72.98
91.08
79.35
91.10
90.73
91.91
75.75
85.13
86.42
94.34
86.77
85.96
91.67
82.53
85.94
87.41
92.85
83.32
86.17
99.73
93.00
95.59
98.30
90.59
97.60
81.31
99.50
89.47
86.93
74.33
91.84
73.96
70.46
85.04

85.32
78.16
65.19
69.33
76.90
72.31
73.84
84.59
79.36
75.30
69.21
70.00
74.96
57.95
73.51
56.53
80.46
75.92
75.77
70.81
81.25
81.14
80.82
80.88
74.09
72.92
75.48
75.00
75.16
79.34
71.79
80.54
72.96
84.30
83.08
92.29
78.44
87.14
71.07
89.57
65.79
78.67
69.33
65.82
71.88
68.94
74.25

大阪中央

大阪堂島

大阪北

大阪北梅田

大阪西

大阪大淀

大阪リバーサイド

大阪西北

大阪そねざき

大阪梅田

大阪梅田東

大阪ユニバーサルシティ

小計

大阪

大阪東

大阪東淀ちゃやまち

大阪城東

大阪中之島

大阪大手前

大阪城北

大阪天満橋

大阪鶴見

大阪-淀川

新大阪

小計

大阪フレンド

大阪本町

大阪御堂筋

大阪南

大阪難波

大阪なにわ

大阪南西

大阪西南

大阪船場

大阪心斎橋

大阪うつぼ

小計

大阪平野

大阪イブニング

大阪城南

大阪咲洲

大阪天王寺

大阪帝塚山

大阪東南

大阪アーバン

大阪みおつくし

小計

36
29
21
23
45
30
19
37
240
24
39
29
36
22
40
62
38
47
50
37
22
446
44
26
38
29
31
14
57
41
26
40
11
357
67
35
59
26
31
28
16
64
17
23
366

38
28
25
22
45
28
21
38
245
25
38
29
39
22
40
61
36
48
51
37
20
446
44
29
43
33
32
15
54
42
26
43
12
373
70
33
59
30
31
30
18
62
18
25
376

2
1
0
0
4
2
0
3
12
3
4
6
0
2
2
9
2
2
6
1
0
37
0
12
0
6
1
0
0
4
4
5
0
32
0
0
3
1
0
2
8
0
1
1
16

5
1
5
0
3
0
2
1
17
1
0
0
4
1
2
2
0
2
5
3
1
21
2
3
10
5
1
1
1
4
1
3
1
32
4
2
2
4
0
3
2
2
1
2
22

3
2
1
1
3
2
0
0
12
0
1
0
1
1
2
3
2
1
4
3
3
21
2
0
5
1
0
0
4
3
1
0
0
16
1
4
2
0
0
1
0
4
0
0
12

2
-1
4
-1
0
-2
2
1
5
1
-1
0
3
0
0
-1
-2
1
1
0
-2
0
0
3
5
4
1
1
-3
1
0
3
1
16
3
-2
0
4
0
2
2
-2
1
2
10

4
3
4
4
3
5
4
4

4
5
4
4
4
4
5
4
3
4
3
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4
2
4
4
3
4
3
4
4
4

73.16
88.71
82.47
85.59
93.09
86.50
65.00
89.42
82.99
97.88
85.72
81.52
89.10
95.12
91.68
93.79
90.23
100.00
87.59
94.20
95.00
91.82
99.32
80.05
91.45
84.38
86.50
88.34
78.86
83.89
88.82
87.79
100.00
88.13
87.29
93.50
77.27
79.17
96.34
93.68
70.37
78.07
82.76
88.06
84.65

65.12
84.48
76.66
85.59
75.85
82.02
54.35
84.44
76.06
85.80
70.32
81.03
79.41
84.15
78.21
86.45
81.91
87.98
78.78
93.10
72.50
81.64
95.26
73.66
82.90
73.44
79.74
70.00
64.74
77.04
80.31
81.40
100.00
79.86
78.31
91.82
65.74
66.67
72.62
88.31
57.41
73.96
72.47
76.79
74.41

池田

池田くれは

箕面

箕面千里中央

豊中

豊中南

豊中-大阪国際空港

豊中千里

小計

茨木

茨木東

茨木西

千里

千里メイプル

摂津

吹田

吹田江坂

吹田西

高槻

高槻東

高槻西

小計

大東

大東中央

枚方

門真

交野

香里園

くずは

守口

守口イブニング

寝屋川

四條畷

小計

東大阪

東大阪中央

東大阪東

東大阪みどり

東大阪西

大阪柏原

大阪ネクスト

八尾

八尾中央

八尾東

小計

I
M
第
1
組

I
M
第
2
組

I
M
第
3
組

I
M
第
4
組

クラブ名 全員 女性
入会者数
累計

退会者数
累計

例会
数

IM
組 増減 出席率 ホームクラブ

出席率
7月期初
会員数

5月末会員数
クラブ名 全員 女性

入会者数
累計

退会者数
累計

例会
数

IM
組 増減 出席率 ホームクラブ

出席率
7月期初
会員数

5月末会員数

クラブ名 入会者数
累計

退会者数
累計 増減 ホームクラブ

平均出席率
平均
出席率

7月期初
会員数

月末
会員

女性
会員合

計

I
M
第
7
組

I
M
第
6
組

I
M
第
5
組

3705 22584 3619 260 174 86 86.9 76.7

I
M
第
8
組



45
32
195
51
70
54
36
53
36
27
26
29
654
255
118
31
42
29
36
53
67
34
33
34
732
22
25
33
142
46
25
16
99
40
36
31
515
31
16
52
19
59
55
49
28
0
309

46
26
197
50
74
36
34
49
35
25
25
32
629
257
117
30
43
27
35
49
68
32
31
32
721
25
25
34
144
47
25
15
99
39
33
33
519
31
14
53
17
56
53
49
24
32
329

5
1
0
3
0
0
6
0
21
1
0
5
42
1
0
3
5
1
3
3
0
0
3
0
19
3
2
2
0
0
2
3
19
0
0
4
35
3
3
0
1
0
4
0
7
13
31

6
1
9
1
7
0
3
1
2
3
3
3
39
27
13
1
4
3
1
2
4
1
0
5
61
3
6
3
13
2
4
0
5
3
2
2
43
2
1
2
1
2
1
1
0
33
43

5
7
7
2
3
18
5
5
3
5
4
0
64
25
14
2
3
5
2
6
3
3
2
7
72
0
6
2
11
1
4
1
5
4
5
0
39
2
3
1
3
5
3
1
4
1
23

1
-6
2
-1
4
-18
-2
-4
-1
-2
-1
3
-25
2
-1
-1
1
-2
-1
-4
1
-2
-2
-2
-11
3
0
1
2
1
0
-1
0
-1
-3
2
4
0
-2
1
-2
-3
-2
0
-4
32
20

4
3
4
3
4
4
3
4
4
4
4
4

4
4
3
4
4
4
4
3
4
3
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
3

4
4
4
4
4
4
4
4
4

92.05
94.25
76.42
78.67
86.44
75.13
83.04
88.58
92.73
77.66
88.78
91.67
85.45
70.90
91.77
84.06
92.57
84.25
91.18
78.93
86.89
84.57
91.39
86.03
85.69
95.83
79.78
89.84
86.29
90.73
84.83
93.10
94.96
90.00
95.59
98.71
90.88
98.33
82.86
100.00
88.16
86.72
74.17
93.88
71.88
72.64
85.40

77.52
85.05
67.50
70.67
75.97
73.06
74.75
79.00
83.32
76.83
70.82
75.83
75.86
56.96
74.49
76.81
81.20
73.14
80.26
78.41
85.19
80.80
77.31
83.09
77.06
77.29
69.69
80.47
75.16
80.40
77.62
87.74
71.51
86.25
85.78
85.60
79.77
88.68
61.79
91.83
76.32
80.79
70.88
62.25
68.75
72.64
74.88

大阪中央

大阪堂島

大阪北

大阪北梅田

大阪西

大阪大淀

大阪リバーサイド

大阪西北

大阪そねざき

大阪梅田

大阪梅田東

大阪ユニバーサルシティ

小計

大阪

大阪東

大阪東淀ちゃやまち

大阪城東

大阪中之島

大阪大手前

大阪城北

大阪天満橋

大阪鶴見

大阪-淀川

新大阪

小計

大阪フレンド

大阪本町

大阪御堂筋

大阪南

大阪難波

大阪なにわ

大阪南西

大阪西南

大阪船場

大阪心斎橋

大阪うつぼ

小計

大阪平野

大阪イブニング

大阪城南

大阪咲洲

大阪天王寺

大阪帝塚山

大阪東南

大阪アーバン

大阪みおつくし

小計

36
29
21
23
45
30
19
37
240
24
39
29
36
22
40
62
38
47
50
37
22
446
44
26
38
29
31
14
57
41
26
40
11
357
67
35
59
26
31
28
16
64
17
23
366

37
28
25
21
43
28
20
39
241
25
39
27
39
21
37
60
34
47
51
36
20
436
42
28
40
30
31
15
52
42
25
41
12
358
70
33
55
30
31
30
18
60
18
25
370

2
1
0
0
4
2
0
3
12
3
4
6
0
2
2
9
2
2
6
1
0
37
0
11
0
6
1
0
0
4
4
5
0
31
0
0
3
1
0
2
8
0
1
1
16

5
1
6
0
3
0
2
2
19
1
1
0
4
1
2
2
0
2
5
3
1
22
2
3
10
5
1
1
1
4
1
3
1
32
4
2
2
4
0
3
2
2
1
2
22

4
2
2
2
5
2
1
0
18
0
1
2
1
2
5
4
4
2
4
4
3
32
4
1
8
4
1
0
6
3
2
2
0
31
1
4
6
0
0
1
0
6
0
0
18

1
-1
4
-2
-2
-2
1
2
1
1
0
-2
3
-1
-3
-2
-4
0
1
-1
-2
-10
-2
2
2
1
0
1
-5
1
-1
1
1
1
3
-2
-4
4
0
2
2
-4
1
2
4

4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4
3
4
4
3
4
4
4
3
4

70.83
88.41
87.65
94.44
90.10
85.78
67.24
87.54
84.00
94.63
85.50
85.34
92.31
95.24
91.34
93.59
90.76
100.00
91.26
90.83
96.25
92.25
94.28
77.81
90.79
85.16
84.51
90.00
76.06
79.53
79.81
86.05
97.73
85.61
91.10
96.32
75.93
88.33
92.10
92.22
70.83
76.98
86.82
88.31
85.89

62.50
81.29
81.65
94.44
76.16
79.15
60.99
78.47
76.83
90.45
74.48
73.28
84.26
89.29
77.29
87.16
87.68
89.62
83.03
88.64
83.75
84.08
88.57
70.55
85.53
75.78
80.40
76.67
68.29
71.44
75.96
78.49
97.73
79.04
78.56
89.75
63.85
66.67
68.06
90.44
55.56
75.77
79.08
75.66
74.34

池田

池田くれは

箕面

箕面千里中央

豊中

豊中南

豊中-大阪国際空港

豊中千里

小計

茨木

茨木東

茨木西

千里

千里メイプル

摂津

吹田

吹田江坂

吹田西

高槻

高槻東

高槻西

小計

大東

大東中央

枚方

門真

交野

香里園

くずは

守口

守口イブニング

寝屋川

四條畷

小計

東大阪

東大阪中央

東大阪東

東大阪みどり

東大阪西

大阪柏原

大阪ネクスト

八尾

八尾中央

八尾東

小計

I
M
第
1
組

I
M
第
2
組

I
M
第
3
組

I
M
第
4
組

クラブ名 全員 女性
入会者数
累計

退会者数
累計

例会
数

IM
組 増減 出席率 ホームクラブ

出席率
7月期初
会員数

6月末会員数
クラブ名 全員 女性

入会者数
累計

退会者数
累計

例会
数

IM
組 増減 出席率 ホームクラブ

出席率
7月期初
会員数

6月末会員数

クラブ名 入会者数
累計

退会者数
累計 増減 ホームクラブ

平均出席率
平均
出席率

7月期初
会員数

月末
会員

女性
会員合

計

I
M
第
7
組

I
M
第
6
組

I
M
第
5
組

3603 22384 3619 281 297 -16 86.9 77.7

I
M
第
8
組



71.77
88.97
86.75
87.38
88.49
80.68
66.18
88.67

池田

池田くれは

箕面

箕面千里中央

豊中

豊中南

豊中-大阪国際空港

豊中千里

I
M
第
1
組

クラブ名IM
組 出席率（%）

94.43
85.72
85.75
88.92
90.17
93.46
95.35
92.96
100.00
88.27
95.82
94.77

茨木

茨木東

茨木西

千里

千里メイプル

摂津

吹田

吹田江坂

吹田西

高槻

高槻東

高槻西

I
M
第
2
組

99.03
85.93
90.80
89.50
84.56
93.81
77.09
84.87
86.78
91.01
96.62

大東

大東中央

枚方

門真

交野

香里園

くずは

守口

守口イブニング

寝屋川

四條畷

I
M
第
3
組

92.90
86.13
78.63
77.52
85.72
80.32
83.34
89.94
95.15
84.70
87.07
91.76

大阪中央

大阪堂島

大阪北

大阪北梅田

大阪西

大阪大淀

大阪リバーサイド

大阪西北

大阪そねざき

大阪梅田

大阪梅田東

大阪ユニバーサルシティ

I
M
第
5
組

73.86
92.34
82.26
90.48
93.35
91.51
78.07
87.25
85.64
93.59
85.16

大阪

大阪東

大阪東淀ちゃやまち

大阪城東

大阪中之島

大阪大手前

大阪城北

大阪天満橋

大阪鶴見

大阪淀川

新大阪

I
M
第
6
組

クラブ名IM
組 出席率（%）

89.77
89.28
81.27
83.47
94.81
92.00
64.25
76.27
88.54
80.27

東大阪

東大阪中央

東大阪東

東大阪みどり

東大阪西

大阪柏原

大阪ネクスト

八尾

八尾中央

八尾東

I
M
第
4
組

93.28
88.05
88.06
84.00
90.92
89.35
87.12
99.56
92.55
94.58
96.34

大阪フレンド

大阪本町

大阪御堂筋

大阪南

大阪難波

大阪なにわ

大阪南西

大阪西南

大阪船場

大阪心斎橋

大阪うつぼ

I
M
第
7
組

97.36
85.93
98.62
88.20
90.22
78.24
93.33
72.14
70.43

大阪平野

大阪イブニング

大阪城南

大阪咲洲

大阪天王寺

大阪帝塚山

大阪東南

大阪アーバン

大阪みおつくし

I
M
第
8
組

86.86平均出席率

クラブ名IM
組 出席率（%）



* 印は大科目間流用

   1．地区資金
   2．RI助成金
   3．雑収入

36,000,000
2,000,000
600,000

38,600,000

36,580,000
1,662,800
590,426

38,833,226収入合計

科 目 予算額 実 績 備 考

地区運営資金

【収入の部】 （単位：円）

Ａ．負担金
   1．ガバナー会
   2．ロータリー文庫
   3．平和奨学生支援協力金

Ｂ．会議費
   1．PETS・地区チーム研修セミナー
   2．合同地区委員会
   3．財団セミナー
   4．DGPGGE会議
   5．G補佐・地区幹事会
   6．GE国際協議会
   7．予備費

Ｃ．ガバナー関係費
   1．ガバナー事務所経費
   2．ガバナー月信費
   3．ガバナー補佐経費
   4．直前DG記念品

Ｅ．総予備費
Ｄ．地区基金への繰入金

800,000
1,200,000
60,000

2,060,000

1,500,000
900,000
600,000

0
30,000
730,000
100,000
3,860,000

30,200,000
5,300,000
100,000
100,000

35,700,000
5,000,000
120,000

46,740,000
-8,140,000
24,636,746
16,496,746

742,100
1,089,150
54,630

1,885,880

1,794,550
896,060
513,010

0
0

730,000
0

3,933,620

29,396,029
5,041,412
17,325
100,000

34,554,766
5,000,000

0
45,374,266
-6,541,040
25,391,094
18,850,054

科 目 予算額 実 績 備 考【支出の部】 （単位：円）

小 計

小 計

小 計

*

内訳別掲

支出合計
収支差額
前年度繰越金
次年度繰越金

   1．家賃・光熱費
   2．給料・手当
   3．厚生費
   4．コンピューター関係費用
   5．DGGE交通会合費
   6．印刷費
   7．交通通信費
   8．文献費
   9．事務用品費
10．什器備品費
11．雑  費
12．予備費

4,500,000
16,700,000
2,300,000
1,300,000
1,000,000
1,400,000
1,500,000
100,000
600,000
200,000
500,000
100,000

30,200,000

4,228,308
15,880,145
2,656,614
1,259,895
1,003,120
1,518,146
1,601,814
32,186
572,058
7,800

635,943
0

29,396,029合 計

科 目 予算額 実 績 備 考

ガバナー事務所経費

（単位：円）



   1．地区資金 25,200,000

25,200,000

25,606,000

25,606,000収入合計

小 計

支出合計
収支差額
前年度繰越金
次年度繰越金

科 目 予算額 実 績 備 考

地区活動資金

【収入の部】 （単位：円）

Ａ．地区委員会活動費
   1．DG指名(委)
   2．意義ある業績賞(委)
   3．クラブ奉仕部門
 クラブ奉仕・拡大増強(委)
 広報(委)
   4．職業奉仕部門
 職業奉仕(委)
   5．社会奉仕部門
 社会奉仕(委)
   6．新世代奉仕部門
 新世代合同委員長会議
 青少年活動(委)
 ローターアクト(委)
 青少年交換(委)
 インターアクト（委）
   7．国際奉仕部門
 国際奉仕(委)
   8．ロータリー財団部門
 ロータリー財団（委）
 財団FVP（委）
 財団情報・増進・ポリオプラス（委）
 財団奨学金・学友（委）
 研究グループ交換（委）
 財団人道的補助金（委）
   9．米山奨学部門

 米山奨学(委)
10. 災害支援プロジェクト
11．RI規定審議会派遣積立金
12．RIJYEC維持協力金
13. 危機管理積立金
14. 予備費

Ｂ．RI会長DG協調事業費
Ｃ．IM広報活動補助金
Ｄ．研修委員会
Ｅ．ロータリー研究会準備基金

30,000
20,000

480,000
660,000

240,000

430,000

30,000
4,500,000
4,500,000
5,500,000
1,950,000

310,000

290,000
200,000
30,000
630,000
3,000,000
45,000

340,000
100,000
400,000
400,000
9,500,000
1,500,000
35,085,000
3,000,000
2,400,000
1,200,000

0
41,685,000
-16,485,000
27,760,967
11,275,967

0
0

352,055
409,644

239,745

382,477

25,050
4,311,154
4,439,376
5,328,633
1,925,931

226,044

240,932
150,104
29,450
227,933
2,119,486
16,418

336,552
0

400,000
361,900
9,500,000

0
31,022,884
1,950,960
2,400,000
1,342,420

0
36,716,264
-11,110,264
31,765,442
20,655,178

科 目 予算額 実 績 備 考【支出の部】 （単位：円）



前年度繰越金 
地区資金  
地区大会会計へ 
地区大会会計から戻入 
次年度繰越金 

9,245,981
18,000,000
27,245,981
9,245,981
9,245,981

9,318,346
18,405,000
27,723,346
7,964,697
7,964,697

科 目 予算額 実 績 備 考

特別会計

（単位：円）

米山奨学委員会 委員長：田中 眞人

※地区大会会計の詳細については地区大会記録に収支計算書を掲載しております。

1．地区大会資金

(財)米山記念奨学会より  
選考試験補助金 
カウンセラー研修会補助金 
ホームカミング補助費 
レクリエーション登録料 
米山奨学歓送会登録料 
米山奨学会からの補填 
受取利息 

2,700,000

2,700,000

1,660,000
472,500
136,500
250,000
430,000
70,000
400,000
146

3,419,146

科 目

収入合計

予算額 実 績 備 考 （単位：円）

2．米山奨学生活動費
【収入の部】

国際奉仕委員会 委員長：小林 哲 

クラブ拠出金
寄付
受取利息 

0
0
0
0

1,565,000
0
52

1,565,052

科 目

収入合計

予算額 実 績 備 考 （単位：円）

3．国際奉仕基金
【収入の部】

米山活動費 レクリエーション
 歓送会
 オリエンテーション
 ホームカミング
 米山委員長会議
 米山奨学生支援
 スピーチコンテスト
 米山奨学会学友会支援

2,700,000

2,700,000
0
0
0

728,300
1,016,227
582,462
250,000
58,196
400,400
236,110
147,451
3,419,146

0
0
0

収支差額全額を学友会に寄付

科 目

支出合計 
収支差額 
前年度繰越金
次年度繰越金

予算額 実 績 備 考 （単位：円）【支出の部】

プロジェクト資金 
送金手数料 

0
0
0
0

1,773,151
1,773,151

0
0
0

1,565,052
682,344
2,247,396

科 目

支出合計 
収支差額 
前年度繰越金
次年度繰越金

予算額 実 績 備 考 （単位：円）【支出の部】



前年度繰越金
地区活動資金繰入
実際派遣事業
次年度繰越金

1,254,400
400,000
1,000,000
654,400

1,254,400
400,000
730,840
923,560

科 目 予算額 実 績 備 考 （単位：円）

4．RI規定審議会派遣積立金

前年度繰越金
地区基金繰入
ロータリー研究会へ
次年度繰越金

0
0
0
0

0
0
0
0

科 目 予算額 実 績 備 考 （単位：円）

5．ロータリー研究会準備基金

前年度繰越金
受取利息
特別会計へ取崩
地区運営資金から組入
利息を本会計へ繰入
次年度繰越金

15,000,000
0
0

5,000,000
0

20,000,000

15,000,000
0
0

5,000,000
0

20,000,000

科 目 予算額 実 績 備 考 （単位：円）

前年度繰越金
地区活動資金繰入
次年度繰越金

500,000
9,500,000
10,000,000

500,000
9,500,000
10,000,000

科 目 予算額 実 績 備 考 （単位：円）

6．危機管理積立金

監 査 報 告

私は、国際ロータリー第2660地区の2012～2013年度 地区運営資金、地区活動資金および
特別会計について監査した結果、正確適正であることを確認します。   

2013年8月7日

会計監査

地区基金
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